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は じめに

自然環境保全基礎調査は昭和48年 度 よ り、わが国にお ける自然環境 の現況及び改変状

況を把握す るため環境庁が 自然環境保全法に基づき行 っているものである。本調査 は陸域、

陸水域 、海域 を含む国土全体を対象 としている。

沿岸域 は、多様 な生物が生息 し、生物多様性の保全上重要な部分であるが、埋立等の人

間活動 による影響が大きい ところで もある。沿岸域における人間 と自然 との共生を実現す

るためには、沿岸域の 自然環境 の把握 が不可欠である。

沿岸域 に関す る調査は第1回 自然環境保全基礎調査における海域 自然度か ら始ま り、第

5回 自然環境保全基礎調査における海辺調査まで、海岸の改変状況や干潟 ・藻場 ・サ ンゴ

礁の分布状況の把握 を主に行ってきた。

わが国では平成8年7.月 に 「国連海洋法条約」が発効 したが、同条約では海洋環境の保

全に関 して、従来か らの海洋汚染の防止のみ ならず、海洋生態系 ・海洋生物の保全 の推進

を規定 してお り、わが国 としても積極 的に取 り組む ことが求められている。

このため、わが国沿岸域の生物学的知見の一層の集積 を図るため、平成9年 度 か ら従来

の海域 に係 わる自然環境保全基礎調査を拡充 し、海域 自然環境保全基礎調査を開始す るこ

ととなった。

本報告書は、 この うちわが国の干潟 、藻場、サンゴ礁 を生物の生息域 として評価す るた

めの調査手法の確立 を目的 とした重要沿岸域生物調査の うち、藻場の調査手法(案)及 び

干潟 とサ ンゴ礁の現地調査結果 についてと りまとめた ものである。

本調査 は環境庁 か ら財 団法人海 中公 園センターが請負い、実施 した ものである。

1999年3月

環境庁 自然保護局生物多様性セ ンター
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1.重 要沿岸域生物調査 について
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1.目 的

日本全国の干潟 ・藻場 ・サンゴ礁等の生物学的な類型区分等 を目指 し、

①全国の代表的な干潟 ・藻場 ・サンゴ礁 を対象に、生物群集 に関する基礎

的データを集積す るとともに、各域の生物学的な類型区分等について検討す る。

②全国調査 に必要な簡便な調査項 目 ・手法(都 道府県委託レベル)の確立を 目指す。

ことを 目的 とする。

2.調 査 内容

重要沿岸域生物調査は、以下の3つ の調査から構成される(図1)。

① 干潟生物調査

② サンゴ群集生物調査

③ 藻場生物調査

3.調 査対象地域

日本沿岸の代表的な干潟 ・サンゴ礁 ・藻場

4.調 査期 間

平成9年 度～13年 度

5.調 査実施者

民間調査団体 によ り調査 を実施。

6.進 行

平成10年 度 は、藻場にお ける生物相等について、 レビュー及び現地予備調査 を実

施 し、調査手法 について検討 した。また、干潟 とサンゴ礁については調査手法を基に

現地調査 を実施 した(図2)。
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干潟生物朋査

サ ンゴ群集

生物調査

藻場生物韻査

平成9年 度 平成10年 度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

レビ ュー

↓
干潟生物調査手法試案の作成

↓
現地予備調査

↓
干潟生物調査手法案の作成

代表的干潟生物調査
・現地調査

・資料調査

代表的干潟生物調査
・現地調査

・資料調査

・解 析 、評価
・と りま とめ

レビュー

1

サンゴ群集生物調査手法試案

の作成

1

現地予備調査

1

サ ンゴ群集生物調査手法案

の作成

代表的サンゴ群集

生物調査

,・現地調査
・資料調査

代表的サンゴ群集

生物函査
・現地調査

・貴料調査

・解析 、 評価
・と りまと め

レビュー

1

藻堵生物調査手法試案の作成

1

現地予備調査

1

藻場生物調査手法案の作成

代表的藻増生物調査
・現地調査

・資料調査

代表的藻場生物調査
・現地調査

・資料調査

・解析 、評価
・と りま とめ

図1重 要沿岸域生物調査 全体予定フ ロー図

(干潟生物調査) (サンゴ群集生物調査) (藻場生物調査)

レ ビ ュー レ ビ ュー レ ビ ュー

分科会

干潟生物調査手
法試案の作成

サンゴ群集生物

調査手法試案の
藻場生物調査手
法試案の作成

現地予備調査 現地予備調査 現地予備調査

集計 ・解析 集 計 ・解析 集計 ・解析

分科会

干潟生物調査手
法案の作成

サンゴ群集生物
調査手法案の作

藻場生物調査手
法案の作成

平成10,11年 度現

地調査

平成10,11年 度現

地調査

総合解析 ・とり

まとめ

平成11年度現地
調査

報告書作成

図2重 要沿岸域生物調査 作業 フロー
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7.自 然環境保全基礎調査検討会

重要沿岸域生物分科会検討員等名簿

(1)検 討員

秋山 章男 東邦大学理学部教授

内田 紘臣 串本海中公園センター取締役学芸部長

尾崎 清明(財)山 階鳥類研究所標識研究室長

菊池 泰二 九州ルーテル学院大学教授
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西平 守孝 東北大学理学部教授
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II.藻 場 生 物 調 査
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1.文 献 による全国の藻場の現況

(1)全 国の藻場調査 の実態

i>藻 場調査 の実施 されている海域

丈献 ・資料(海 藻群落 の規模 、種の構成 、出現種 、群落構造 、現存量、生育密度等 の全てまた

はい くつかにつ いて調査報告 しているものを対象 と した。 フロー ラのみ を報告 しているものは除

いた)に よって何等 かの藻場調査 が行われ たことを確認で きた件数は42件 であ った。 これ らの多

くは国立の水産研究所 、県水産試験場等が実施 した調査報告で、漁場造成あ るいは漁場環境保全

を 目的 とした藻場環境調査報告書 が多か った。実際には地方 自治体、地方建設 局、港湾建設局な

どが行 ってい る沿岸域 開発計画に伴 う藻場環境調査 も少 なくない件数 で存在す ると推察 され るが、

多 くは未公 開であ り関係者以外の入手は困難 と思われ る。

従 って本調査 で把握 できた範 囲においては、北海道 のコンブ漁場、本州ではア ワビ ・サザエの

餌料海藻であ るア ラメ ・カ ジメ場 に関す る調査例がほ とん どである。 ガラモ場、アマモ場 につい

ては水産庁の大型 プ ロジェク トであるマ リ㌣ ンランチング計画の一環 として行われ た調査研 究例

が見 られ る程度 である。表1に 藻場調査の実施地域 の一覧 を示 した。

表1藻 場調 査 の実施 地域

藻場の名称

《北海道》

伊達地区コンブ漁場

厚 田村 コンブ漁場

東利尻地区コンブ漁

戸井コンブ漁場

釧路市東部地区 ,

利尻地区コンブ漁場

新礼文地区コンブ漁場

三石地区コンブ漁場

散布地区コンブ漁場

函館地区コンブ漁場

椴法華地区コンブ漁場

忍路湾ホソメコンブ群落

忍路湾ホソメコンブ群落

紋別リシリコンブ漁場

紋別 リシ リコンブ漁場

所在地

伊達市

厚田村 昌

利尻郡東利尻町

亀田郡戸井町

釧路市

利尻郡利尻町

礼文郡礼文町

三石郡三石町

厚岸郡厚岸町～浜町

函館市

亀 田郡椴法華村

忍路湾湾奥

忍路湾ポロマイ崎東岸

紋別港付近

紋別港付近

発注部署

水産庁

北海道

水産庁

戸井町

水産庁

水産庁

水産庁

水産庁

水産庁

水 産 庁 .

水産庁

北海道

北海道

北海道

北海道

調査実施組織

胆振支庁水産課

中央水産試験場

稚内水産試験場

函館水産試験場

釧路水産試験場

稚内水産試験場

稚内水産試験場

函館水産試験場

釧路支庁水産課

釧路水産試験場

函館水産試験場"

渡島支庁水産課

函館水産試験場

中央水産試験場

栽培漁業総合センター

中央水産試験場

網走水産試験場

網走水産試験場

文献NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
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表1(っ づ き)

藻場の名称

《青森県》

三厩湾コンブ漁場

大間地 区コンブ漁場

田野沢地先の海藻群落

田野沢地先のツルアラメ

群落

《宮城県》

牡鹿町アラメ群落

《福島県》

永崎地先アラメ群落

《茨城県》

大洗～久慈浜地先の

アラメ群落

久慈浜～川尻地先の

アラメ群落

《神奈川県》

三浦市沿岸のアラメ
・カジメ場

小田原～湯河原地先の

磯焼け地域

《静岡県》

下田市田牛ん白浜地先の

カジメ群落

下田市田牛のカジメ群落

《愛知県》

三河湾沿岸の海藻群落

《和歌山県》

太地湾アン トクメ群落

所在地

東津軽郡今別町 ・

三厩村

下北郡大間町、

佐井村原田～磯谷

津軽群深浦町田野沢

津軽群深浦町田野沢

牡鹿町泊浜

いわき市永崎

大洗村一東海村

東海村一 日立市

三浦市沿岸の11地 区

小田原市根府川

下田市田牛、白浜地区

下田市 田牛地区

三河湾沿岸23地 点

太地町

発注部署

青森県

水産庁

青森県

青森県

水産庁

水産庁

茨城県

茨城県

神奈川県

神奈川県

静岡県

静岡県

愛 知 県 ,

和歌山県

調査実施組織

水産増殖センター

水産増殖センター

県漁政課

水産増殖センター

水産増殖センター

宮城県水産試験場

水産庁東北区水産

研究所、福島県水

産試験場

茨城県水産試験場

茨城県水産試験場

神奈川県水産試験

場

神奈川県水産試験

場

静岡県水産試験場

静岡県水産試験場

愛知県水産試験場

和歌山県水産試験

場

文献NO

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29
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表1(つ づ き)

藻場の名称

《高知県》

室戸市羽根 ・奈半利

町加領郷地先の藻場

須崎湾の藻場

《徳島県》

海部沿岸の海藻群落

1

海部沿岸の海藻群落

II

海部沿岸の海藻群落

皿

海部沿岸の海藻群落

N

海部沿岸の海藻群落
V

阿部湾のガラモ場

牟岐港沖クロメ群落

《宮崎県》

川南地先クロメ群落

《福岡県》

「イ ッサキバエ」アラメ

群落

所在地

室戸市羽根漁港

奈半利町奈半利漁港

須崎市錦浦漁港

日和佐町友垣

牟岐町水落

海南町網代崎

牟岐町砂美、権現

牟岐町砂美、権現

古江

牟岐町砂美、権現

仏崎、古江、由岐

町阿部

牟岐町砂美、権現

古江

海部郡由岐町阿部

海部郡牟岐町

川南町

宗像郡大島村

《九州西岸域藻場調査》

発注部署

高知県

高知県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

水産庁

徳島県

宮崎県

福岡県

調査実施組織

高知県水産試験場

高知県水産試験場

徳島県水産試験場

徳島県水産試験場

徳島県水産試験場

徳島県水産試験場

徳島県水産試験場

徳島県水産試験場

徳島県水産試験場

宮崎県水産試験場

福岡県水産試験場

文献NO

30

31

32

33

34

35

36

3?

38

39

40

水 産庁委託 事業 と して西海 区水産研究所 が所轄 し、福岡、佐 賀、長崎 、熊本、鹿児 島の各 県水産試験場 が実施 した。

《沖縄県》

宮古島のホンダワラ群落 宮古島東平安名崎周辺 沖縄県 沖縄県水産試験場

41

42
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ii)藻 場調査の内容

各地域の藻場調査の内容 を表2に 示 した。研究 目的によって調査 内容は異 なるが、 コンブ漁場

造成事業に関連す る調査では地形 、底質、気象、水質、流況、漂砂等、生物 と自然環境 の全般に

わたる項 目が調査対象 となっている。

藻場造成 技術 の開発 に係わ る調査研究の場合は、群落の生態的構造(生 育密度 、年齢組成 、現

存量等)の 把握が 中心で、藻場の面積についての報告 はほとん ど見 られない。藻場造成 の対象 と

なってい るのはアラメ、カジメ、ホンダ ワラ等で、 これ らの種 の生長、生殖 と環境条件(水 温、

塩分)と の関係が特に留意 され追究 されている。

伊豆下 田市田牛地先、徳島県海部沿岸 につ いては磯焼 けの進行す なわちアラメ ・カ ジメ群落等

の衰退現象 の状況 とその原因を明 らかにす ることを 目指 した藻場調査が実施 され た例があった。

表2藻 場調査の内容

藻場の名称

《北海道》

伊達地区コンブ漁場

厚 田村コンブ漁場

東利尻地区
コンブ漁場

藻場の規模 藻場のタイプ

コンブ漁場造成

コンブ漁場

コンブ漁場造成

調査内容(目 的、項 目、季節等)

大規模増殖場造成事業

昭和60～61年 度
・地形;深 浅測量

・底質;粒 度組成、砂厚
・気象;気 温、 日照時間、降水量、

風向風速
・水質;水 温、栄養塩
・流況;流 向流速、波浪
・漂砂、浮遊砂
・生物;ベ ン トス、海藻、マコンブの

現存量

リシ リコ ンブ 漁 場 の 現 況 把 握

1981.7.

・ライ ン トラ ン セ ク ト法 に よ る コ ンブ

生 育 密 度

・コ ン ブ漁 場 の 群 落 構 造

・コ ンブ の 形 態

大規模増殖場造成事業

昭和59～60年 度
・地形;深 浅測量

・底質;粒 度組成、砂厚
・気象;気 温、 日照時間、降水量、

風向風速
・水質;水 温、栄養塩
・流況;流 向流速、波浪
・リシ リコンブの現存資料調査

・生物;ラ イン トランセ ク ト法による

コンブ とウニの生育密度、現

存量、海藻類の着生状況

文献NO

1

2

3
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藻場の名称

戸井コンブ漁場

釧路市東部地区
コンブ漁場

利尻地区コンブ漁場

新礼文地区コンブ漁

場

藻場の規模

表2(つ づ き)

藻場のタイプ

コンブ漁場

ゴンブ漁場造成

コンブ漁場造成

コンブ漁場造成

調査内容(目 的、項 目、季節等)

マコンブ漁場衰退の原因究明と資源維

持対策

1989.4^一1991.12.
・マ コンブ、ガゴメの生長
・海藻の垂直分布と現存量

・永久方形枠内の海草類の遷移

・平磯潮間帯の植生

・環境調査(水 温、塩分、水中照度、

流向 ・流速、栄養塩)

大規模増殖場造成事業

昭和60～61年 度
・地形;深 浅測量

・底質;粒 度組成、砂厚
・気象;気 温、日照時間、降水量、

風向風速
・水質;水 温、栄養塩
・流況;流 向流速、波浪
・漂砂、浮遊砂
・生物;ベ ン トス ・海藻

マコンブの現存量

大規模増殖場造成事業

昭和57年 度～58年 度
・地形;深 浅測量

・底質;粒 度組成、砂厚

・気象;気 温、 日照時間、降水量、

風向風速
・水質;水 温、栄養塩
・流況;流 向流速、波浪
・漂砂、浮遊砂
・生物;ベ ン トス ・海藻、

マコンブの現存量

大規模増殖場造成事業

昭和58年 度～59年 度
・地形;深 浅測量

・底質;粒 度組成、砂厚
・気象;気 温、 日照時間、降水量、

風向風速
・水質;水 温、栄養塩
・流況;流 向流速、波浪
・漂砂、浮遊砂
・生物;ベ ン トス ・海藻、

マ コンブの現存量
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藻場の名称

三石地 区コンブ漁場

散布地区コンブ漁場

函館地区コンブ漁場

椴法華地区コンブ漁

場

表2(っ づ き)

藻場の規模 藻場のタイプ

コンブ漁場造成

コンブ漁場造成

コンブ漁場造成

コンブ漁場造成

調査内容(目 的、項 目、季節等)

大規模増殖場造成事業

昭和57年 度
・地形;深 浅測量

・底質;粒 度組成、砂厚
・気象;気 温、日照時間、降水量、

風向風速
・水質;水 温、栄養塩
・流況;流 向流速、波浪
・漂砂、浮遊砂
・生物;ベ ン トス ・海藻、

マ コンブの現存量

大規模増殖場造成事業

昭和53年 度～55年 度

昭和56年 度～57年 度
・地形;深 浅測量'

・底質;粒 度組成、砂厚
・気象;気 温、 日照時間、降水量、

風向風速
・水質;水 温、栄養塩
・流況;流 向流速、波浪
・漂砂、浮遊砂
・生物;ベ ン トス ・海藻、マコンブの

現存量

大規模増殖場造成事業

昭和58～59年 度
・地形;深 浅測量

・底質;粒 度組成、砂厚
・気象;気 温、日照時間、降水量、

風 向風速
・水質;水 温、栄養塩
・流況;流 向流速、波浪
・漂砂、浮遊砂
・生物;ベ ン トス ・海藻、マコンブの

現存量

大規模増殖場造成事業

昭和60～61年 度
・地形;深 浅測量

・底質;粒 度組成

・気象;気 温、 日照時間、

風向風速
・水質;水 温、塩分、栄養塩
・流況;流 向流速、波浪
・漂砂、浮遊砂
・生物;ベ ン トス ・海藻の出現種、

コンブ類現存量
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表2(つ づ き)

藻場の名称

忍路湾ホソメコンブ

群落

忍路湾ホソメコンブ

群落

紋別 リシ リコンブ漁

場

《青森県》

三厩湾 コンブ漁場

大間地区コンブ漁場

田野沢地先の海藻群

落

田野沢地先のツルア

ラメ群落

《宮城県》

牡鹿町アラメ群落

藻場の規模 藻場のタイプ

ホ ソメコンブ群

落

ホ ソメコンブ群

落

リシ リコンブ漁

場

コ ン ブ ・ウニ 漁

場

マ コンブ漁場

サ ザ エ ・ウニ ・

ア ワ ビ漁 場

アラメ群落

調査内容(目 的、項 目、季節等)

1961^一1963

分 布 、 群 落 の季 節 消 長

生 育(葉 長 、葉 幅 、 葉 形 、葉 重 、 肥 大

度 、成 熟 、根 糸 、 再 生)

1971.7.^一8.

群 落 構 造;被 度 階 級 、 生 育 密 度 、 分 布

範 囲 、 葉 長 、 葉 重 、 肥 大 度

葉 形 、 下 草海 藻

1965.5.～11.子 嚢 斑 の 形 成

1968.3.～6.幼 体 の 出 現 時 期 、 生 長 、

水 深 別 着 生 密 度 、 減 耗 、

成 熟

昭和49年 度

生物分布:キ タムラサキウニの生息密度

海藻等の枠取 り調査

潮流:表 層 ・底層、調和解析

底質:粒 度分析

気象 ・海象:風 向 ・風速、水温、波浪

その他:試 験藻礁設置、コンプ種苗移植

ウニ侵入防止試験、覆石試験

大規模増殖場造成事業

昭和51～52年 度
・地形;深 浅測量

・底質;粒 度組成

・気象;気 温、 日照時間、降雪量

風向風速
・水質;水 温、塩分、栄養塩

・流況;流 向流速、波浪
・生物;ベ ン トス ・海藻の出現状況

マコンブ現存量

餌 料 海 藻 類 増 殖 試 験

1981.8.^一1982.3.

植 生 調 査:枠 取 り調 査

1983.2.^一1983.2.

葉 長 、 葉 幅 、 茎 長 の 季 節 変 化

再 生 葉 の形 成 時 期

子 嚢 斑 形 成 、 仮 根 の 生 長 、 現 存 量

マ リーンランチング計画

1983.8.

植生調査:ラ イン トランセク ト法によ

る被度観察、方形枠内の刈

り取 り

海底地形断面:小 型音響測深機

文献NO

12

13

14

15

16

17

18

19

20
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表2(つ づ き)

藻場の名称

《福島県》

永崎地先アラメ群落

《茨城県》

大洗～久慈浜地先の

アラメ群落

久慈浜～川尻地先の

アラメ群落

《神奈川県》

三浦市沿岸のアラメ
・カジメ場

小田原～湯河原地先

の磯焼け地域

《静岡県》

下田市田牛～白浜地

先のカジメ群落

下田市田牛のカジメ

群落

《愛知県》

三河湾沿岸の海藻群

落

藻場の規模

0.34ha

藻場のタイプ

アラメ群落

アラメ群落

アラメ群落

ア ラ メ ・カ ジ メ

場

磯焼け海域

磯焼け海域

磯焼け海域

内湾群落

調査内容(目 的、項 目、季節等)

マ リー ン ラ ン チ ン グ 計 画

1980.7.,1981.7.,1982.7.^一8.

50m×100mの 範 囲 に つ い て ア ラ メ の

生 育 密 度 、年 齢 組 成 解 析 、

海 藻 植 生 お よ び 種 の 出 現 頻 度 解 析

沿 岸 水 温 変 動

1981.12.^一1982.2.

方 形 枠 内 の植 物 ・動 物 刈 り取 り

ア ラ メ;個 体 数 、 湿 重 量 、 茎 長 、 茎 重

茎 径 、 葉 数

そ の 他 の生 物;種 の 同 定 、 計 数 、 湿 重

量

1983.2.

同 上

1977.5.^一12.

黒 崎 、 三 戸 、 小 網 代 、 諸 磯 、 二 町 谷 、

城 ヶ 島 、 宮 川 、 毘 沙 門 、 松 輪 、 雨 崎 、

ボ ッケ 崎 の 各 地 先 で 枠 取 り調 査

水 深 方 向 の 分 布 状 況 、 生 育 密 度 、群 落

構 造(藻 長 、茎 径 、 茎 長 、年 齢 の 組 成

、 現 存 量)

1981.3,12.

磯焼け域内に残存するカジメ群落の現

状調査

面積、現存量、生育密度、茎径組成

1979.7.and9.

カ ジ メ群 落 の 回 復 状 況

生 育 密 度 、 現 存 量 、 年 齢 組 成 、海 藻 植

生 、

1975年 に始 ま っ た カ ジ メ 群 落 の衰 退(

磯 焼 け 現 象)、 ア ワ ビ発 死 現 象 と黒

潮 大 蛇 行 との 関 係

1977.2.,6.,10.,

目視 観 察 、 坪 刈 り調 査

三河湾沿岸の海藻植生の把握

1986.5.^一1988.6.

潮間帯および潮下帯の被度観察 と坪刈

り調査→各地点の主要種、全域のフロ
ーラ

文献NO

21

22

23

24

25

26

27

28
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表2(っ づ き)

藻場の名称

《和歌山県》

太地湾アン トクメ群

落

《高知県》

室戸市羽根 ・奈半利

町加領郷地先の藻場

須崎湾の藻場

《徳島県》

海部沿岸の海藻群落

1

海部沿岸の海藻群落

II

海部沿岸の海藻群落

m

海部沿岸の海藻群落

海部沿岸の海藻群落

V

阿部湾のガラモ場

藻場の規模

150ha

50ha

6.5^一6.72

ha

藻場のタイプ

アン トクメ群落

カジメ群落

ヒロメ群落

ワカメ群落

磯焼け

磯焼け

磯焼け

磯焼け

磯焼け

オオバモク群落

調査内容(目 的、項 目、季節等)

1979.3.^一8.

湾 内 の ア ン トク メ生 育 状 況(水 平 分 布

垂 直 分 布)、 藻 場 造 成 施 設 へ の 着 生 量

1976.2.

カジメ群落の拡大情報の確認調査

目視観察、坪刈 り

1977.4,1978.3.

目視 観 察 に よ る群 落 規 模 の 把 握 、 魚 探

に よ る 海 底 地 形 断 面

磯 焼 け 現 象(ア ラメ群 落 の 衰 退)拡 大 化

状 況 把 握

1973.6.,1974.7.,1975.4.,8.

ラ イ ン トラ ンセ ク ト法 に よ る 目視 観 察

お よ び 坪 刈 調 査(生 育密 度 、現 存 量)

磯焼け現象(ア ラメ群落の衰退)拡 大化

状況把握

1976.4.,7.

ライン トランセク ト法による目視観察

および坪刈調査(生 育密度、現存量)

磯焼け現象(ア ラメ群落の衰退)拡 大化

状況把握

1978.1.

ライン トランセク ト法による目視観察

および坪刈調査(生 育密度、現存量)

磯焼け現象(ア ラメ群落の衰退)拡 大化

状況把握

1979.6.,11.

ライン トランセク ト法による目視観察

お よび坪刈調査(生 育密度、現存量)

磯焼け現象(ア ラメ群落の衰退)拡 大化

状況把握

1980.6.,11.

ライン トランセク ト法による 目視観察

および坪刈調査(生 育密度、現存量)

ガラモ場造成技術開発のための基礎研

究(マ リーンランチング計画))

1980.5.^一1981.1.

ライン トランセク ト法による目視観察

および坪刈 り調査(分 布域、生育密度

現存量、生殖時期、海藻植生、出現種

藻場動物群集、海底地形、底質分布)

文献NO

29

30

31

32

33

34

35

36

3?
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表2(つ づ き)

藻場の名称

牟岐港沖クロメ群落

《宮崎県》

川南地先クロメ群落

《福岡県》
「イッサキバエ」アラ

メ群落

藻場の規模 藻場のタイプ

クロメ群落

クロメ群落

アラメ場

調査内容(目 的、項 目、季節等)

クロメの生長周期の解明

個体標識法による生長調査(茎 長、茎

径、側葉長の継続的計測)

群 落 生 態 の 把 握

1988.4.,7.,11.,1989.2.

形 態 的 特 徴 の計 測(全 長 、体 長 、 茎 長

茎 径 、 側 葉 長 、新 生 側 葉 数 、 質 重 量 、

年 齢 等)

ア ラ メ 群 落 の 年 間 現 存 量 の 把 握

1984.6.,7.,8.,11.,1985.2.,4.

毎 回60個 体 を 採 集 し 、全 長 、 葉 長 、 茎

長 、 茎 径 、 分 叉 長 、 質 重:量等 を測 定 、

各 項 目の経 月 変 化 か ら年 間 現 存 量 の 推

移 を検 討

《九州西岸域藻場調査》

水産庁委託事業 として西海区水産研究所が所轄 し、福岡、佐賀、長崎、熊本、鹿児島の各県

水産試験場が実施 した.藻 場の区分はアラメ場、ガラモ場、アオサ場、テングサ場等.調 査は潜

水 目視観察による藻場の規模把握、ライ ン トランセク ト法による植生観察(主 な出現種)等 を行

った.(昭 和51～53年 度)

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

5082ha

5098ha

130ha

133.69ha

757.90ha

784.36ha

21.41ha

808.30ha

2420.65ha

3558.53ha

140.25ha

159.72ha

539.27ha

0.60ha

2.57ha

3.38ha

O.25ha

O.84ha

O.72ha

アラメ場

ガラモ場

テ ングサ場

アマモ場

アラメ場

ガラモ場

アオサ場

テングサ場

アマモ場

アラメ場

ガラモ場

アオサ場

テングサ場

その他の海藻群落

アマモ場

アラメ場

ガ ラモ場

アオサ場

テ ングサ場

その他の海藻群落

56ヶ 所

58ヶ 所

5ケ 所

112ヶ 所

57ヶ 所

153ヶ 所

25ヶ 所

な し

521ヶ 所

543ヶ 所

1019ヶ 所

122ヶ 所

60ヶ 所

309ヶ 所

237ヶ 所

285ケ 所

511ヶ 所

188ヶ 所

165ヶ 所

5ケ 所

文献NO

38

39

40

41
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表2(つ づ き)

藻場の名称

鹿児島県

《沖縄県》

宮古島ホンダワラ群

落

藻場の規模

282.50ha

601.48ha

783.23ha

1508.29ha

608.52ha

444.21ha

1174.89ha

340.74ha

7724.86ha

カミパ ナキ海 岸

17.7ha

保 良海 岸

8.15ha

藻場のタイプ

アマモ場

アラメ場

ワカメ場

ガラモ場

アオサ場

テングサ場

トサカノリ場

ヒジキ場

そ碗の海藻群落

ホンダワラ場

調査内容(目 的、項 目、季節等)

128ヶ 所

31ヶ 所

149ケ 所

351ヶ 所

134ヶ 所

147ヶ 所

49ケ 所

152ヶ 所

344ヶ 所

ホンダワラ群落の現存量、面積の把握

1981.10.23.

ぺ卦 トランセ外法による生育量、生育密度

、出現種、被度の測定および方形枠採

集、航空写真からの藻場面積算定

文献NO

42
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(2)生 物学的な藻場の類型区分

i)海藻相から見た海域区分に関する知見

海 藻 ・海 草植 生 と環 境 との 関係 か ら本 邦 沿岸 の海 域 区分 を論 じた文 献 は 、岡村(1921,1931)

をそ の嗜 矢 と し、次 い で 山 田 ・瀬 川(1956)、 中原 ・増 田(1971)、 谷 口(1961,1971,1981)、

新 崎(1976,1984)、 須 藤(1984,1992)を あげ るこ とが で きる。 また 一地 方 に 限定 して論 じた

文 献 と して、 千原(1958)、 太 田(1973)、 高 間(1979)、 吉崎(1979)、 斉藤(1980)等 が認

め られ る。 以 下 に これ らの知 見 につ い て そ の要 旨を と りま とめ た。

岡村(1921,1931)は 日本周辺 におけ る黒潮、親潮等の海 流の影響 と各海流域 の海 藻の指標性

に基づいて、 日本沿岸 を海藻相 か らみて以下に示す5区 域 に区分 した。

第一海 区;占 守島(千 島)よ り陸前金華 山に至 る間
・占守島よ り室蘭に至 る間

・室蘭よ り金華山に至 る間

第二海 区;金 華 山よ り日向大島に至る間
・陸前金華 山よ り犬吠崎に至る間

・岬角地方(八 丈 島を除 く伊豆六島 を含む)

・その他の部分(内 湾海域)

第三海 区;日 向大島よ り野間崎 に至 る九州 の南端 、琉球、台湾及び小笠原 島

第四海区 野間崎 より日本海の沿岸を津軽海峡に至る間

第五海区 津軽海峡より宗谷海峡を経て根室納沙布崎に至る間

第一海 区は、本邦 の寒冷な部分 であるが純然た る寒流性の フロラは占守島か ら室蘭 に至 る間に

限 られてい る。室蘭 か ら金華 山にか けては南下す るに随 って温帯性 の海藻が多 くなってい く。

第二海 区は、温帯性の フロラに富んでお り、更に3区 に区分 され る。一つは金華山～犬吠崎間

で寒帯性種が少数 出現す る。特 に犬吠崎は寒流帯のフロラの南限で ここを超 えて西南方へは寒流

帯種 は出現 しない。二つめは岬角地方で、相模三崎、伊豆下 田、紀州潮岬、土佐室戸岬、足摺岬

等南の方へ突出 した岬角 をさし、伊豆七島 もこの区に属す るが八丈 島は亜熱帯性の性質が強いた

め除外す る。 この区間は亜熱帯性種が出現 し、西南方 に種数は多 くな り北方では千葉県の野島崎

か太東崎 を超 えて出現す ることはない。 三つ 目は内湾海域である。

第三海 区は、亜熱帯性種が多 く出現 し、温帯性種 は南下す るに従 って減少す る。人丈島は温帯

性種が多いが亜熱帯性種 もかな り出現す るので この区に含 める。

第 四海 区の フロラは、朝鮮半島の全沿岸 と同一であるが、甑島や五島列 島は岬角地方 と類似 し

て亜熱帯性 種が多 く、また対馬海峡か ら津軽海峡までの海岸 は第二 区と共通の種 が分布す るが、

同一種であっても太平洋岸の もの とは外観 を異に してい るものが少な くな く、亜熱帯性 の種 は極

めて少ない。

第五海 区は温帯性の相 を示 し、第四区の継続 と見 ることができる。 千島お よび北海道太平洋岸

のもの と共通 の種あ るいは類縁の種 がみ られ るが、その種数 ははるかに少 ない。

瀬川(1956)は 、あ る海岸の海 藻相が暖海的であ るか寒海的であるかを表す方法 としてC/P

値 を提 唱 した。すなわちCは 緑藻の種類数、Pは 褐 藻の種類数である。 このC/P値 に基づいて

瀬川 は本 邦沿岸 を北海道東岸 ・南岸 ・西岸、表 日本北部 ・中部 ・南部 、九州西岸 ・北岸、裏 日本

南部 ・中部 ・北部に区分 した。

北海道東岸 は襟裳岬以東の太平洋岸で、完全 に寒流系の海 藻相 を持つ。

北海道南岸は室蘭を境 に東 と西 でかな りはっき りと分 け られ る区域 で、以西は 日本海の対馬暖
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流が津軽海峡か ら入 り込 み、その影響 を受けて暖流系のもの、 日本海 系のものが見いだ され る。

表 日本北部は金華 山辺 りまでで、寒流系のものが相 当多いが温帯性 のもの も相 当多い。

表 日本 中部は潮 岬辺 りまでで、温帯的であるが寒 流系の ものも見 られ る。房総 ・三浦 ・伊豆 の

各半島の先端は この区域 に含まれ るが、亜熱帯性種 の局部的な生育が見 られ る。

表 日本南部は亜熱帯性種がかな り見 られ るよ うにな り、南西諸島になると完全 に亜熱帯的 とな

る。

九州西岸は温帯的であるが表 日本南部に類似 する。

九州北岸 も温帯 的であるが、表 日本 中部 に類似す る。

裏 日本 は温帯的で表 日本 中部に相 当する。はっき りした区分ではないが一応 南 ・中 ・北部 に分

け られ る。

北海道西岸は裏 日本の延長 とみ られ、次第に寒帯色 が強 くなっていき、北岸 は さらに寒帯色 を

なす。

裏 日本お よび北海道西岸は潮 間帯がせま く、 この ことが海 藻相に大きな影響 を与 えている。

八丈島は亜熱帯的であ り、瀬戸 内海は 日本海 に も表 日本 中部 にも似 て内湾的である。

中原 ・増 田(1971)は 緑藻 と褐藻の生活史型および外部形態 に着 目して、海藻類 を以下に示す

2群 に分け、両者 の種類数の比率(1/H)を 瀬川の指標値(C/P)と の比較 に基づいて、海藻

の地理的水平分布 を考察 した。

1;生 活史中に生殖器官を形成す る体 が1つ の形態 しか とらない もの(世 代交代 を行 わない

もの、並びに同型世代交代 を行 うもの)を 表す.

H;生 活史中に生殖器官を形成す る体が少な くとも2つ の異なった形態を とるもの(異 型世

代交代を行 うもの)を 表す.

1/Hを 各地の海藻相報告 と室蘭地方、知床半島の緑藻および褐藻調査結果か ら求めた(表

3)。 また、図3に は1/H、C/P値 と年平均水温の相 関を示 した。

表3調 査地 点26ヶ 所 にお け る緑 藻(C)、 褐 藻(P)お よび両 者 を合 計 した場 合(C+P)の1タ イ プ、

Hタ イ プ の種 類 数 とそれ ぞ れ の 比率IC/HC,IP/HP,1/H,瀬 川 の 指標 値C/Pな らび に年 平均 水 温(中

原 ・増 田1971)
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水温 と1/H値 とは密接な相 関関係 がある。年平均水温の高い地方では1/H値 は高 く、同形世

代交代種 と世代交代を行 わない種 が多い ことを示す。 また年平均水温の低 い地方の1/H値 は低

く、異型世代交代種 の多 いことを示 してい る。 さ らにC/P値 ではほ とん ど差の認 められ なか っ

た 日本海 の海藻相 が、1/H値 では明瞭な差 を生 じている(図4)。 この理 由は以下に よる。

日本近海の温帯域 では、寒帯の海 には褐 藻が多 く熱 帯の海には緑藻が多い と言われてい る一般

的な傾 向が、量的な問題 は別 として種類数 では必ず しも強 くあ らわれている とは言えない(表

3)。 特 に 日本海 沿岸の南部 と北部では生育 してい る海藻の種類 がかな り異 なっているに も拘わ

らず、C/P値 では緑藻 と褐藻の種類数比率であるため海藻相 の特徴 を表 し得ないが、1/H値 は

個々の種類の生活史 の相違に よって2群 に分 けて得 られ た指標値 なので、領海域の環境(水 温)

の差が明瞭にあ らわれた結果 と考 えられ る。 この よ うに1/H値 は比較的せまい範囲の海藻相の

特徴を良 く表す ことがで きる。

岡村 の海 区区分 を1/H値 で検討す る と、第1海 区は1/H値=1.4以 下の区域であ り、第2海

区はほぼ1.5～4.0、 第3海 区は5以 上、第4海 区は1.5～4.0、 第5海 区は0.7～1.1と な る。 岡村

が温帯区 とした第2海 区と第4海 区がほぼ同 じ1/H値 の範 囲にあることは興味深い。第2海 区

の高知県竜串、沖 ノ島周辺では7.1と 高 く、第3海 区に極 めて近い値 を示 した ことは、 この地域

が典型的 な外海域 で直接黒潮 の影響 を受 けてい るとされてい ることか ら、 さして不 自然ではない

と考え られ る。 この よ うに1/H値 は瀬川 のC/P値 よ りもかな り詳細 な海藻相の特徴 を表 してい

ると言 える。

谷 口(1961)は 日本 沿岸 の潮間帯の海藻群落につ いて、植物社会学 的観点か ら検討 し、5群 団

13群 集3変 群集に分類体 系化 した。

す なわち潮 間帯に10cmつ つ に細 区分 された幅50cmの 帯状枢 を汀線 に直角方向に設定 し、垂

直的に10cm毎 の潮位 間隔で水平方向の5小 方形 区についてZurich-Montpellier学 派の総合判定

による着生す る海藻類 の優 占度(表4)を 測定 し、平均優 占度 を求める。 この優 占度に基づいて

潮間帯の海藻帯状分布 を抽 出 し調査海域の潮 間帯群落 を出現 した各海藻帯 を結ぶ こ とに よって識

別命名す る。

このよ うに して見出 され た各地の分群集をZurich-Montpellier学 派の適合度(表5)→ 標徴種

(characteristicspecies)と い う概念 をなかだちと して群集→群団へ と整理す る。 なお局部的

に群集の主要 な構成種 に変異 を生 じてい る場合 、これ を変群集 と呼ぶ。いわば種 に対する変種の

ごとくと考 えて差 し支 えない ものである。

一19一



表4 優 占度の階級
5=80～100%を おお う.個 体数 は 多 くて も少 な くて も良 い.

4=60～80%を お お う.個 体 数 は任 意.

3=40～60%を お お う.個 体 数 は任 意.

2=20～40%を お お う.個 体 数 は任 意.

1=20%以 下 をお お う.個 体 数 は少 ない.

+=極 めて僅 か をお お う.

表5 適合度の階級

5あ る種類 がある群集に特 に非常に強い結びつきをもって生ず る度.

4あ る群集 に好 んで生存す るが、他 の群集に生ず る時はその数量が著 しく減少す る.

3多 くの群集 に共通に、 しかもかな り豊富に生存す るが、それで もある群集 において特に

優良な発育 を示す場合.

2一 定の群集 に全然結合 しない種類 の場合.

1他 の群集 か ら侵入 してきたもの、あるいは稀 に見出 され る種類 の場合.

以上の うち適合度5～3の 種 を標徴種 とす る.

具体的な分類体系は以下の通 りである。

1.エ ゾイ シゲ群 団

寒流系海域 に広 く見 られ る外洋性の群団で、主 として東北地方、北海道 の太平洋岸お よび

オホーツク海沿岸 に分布.

(1)ヒ バマターナガ コンブ群集

① クロハギ ンナンソウ変群集

(2)マ ツモーナガマツモ群集

n.イ ワヒゲ群団

温帯海域 に見 られ る外洋性 の群団で、南部太平洋岸 に主 として広い分布 を示す.

(3)ヒ ジキーアラメ群集

②イ シゲ変群集

(4)カ イ ノ リーネ ジモク群集

皿.カ ヤモ ノ リ群 団

外洋性 の影響が強い海域に分布す る内湾 的な群団で、組成 的には単調 な群団.

(5)ヒ トエグサーカヤモノ リ群集

(6)ヒ ラアオノ リーカヤモ ノ リ群集

IV.ア ナアオサ群 団

主 と してやや低戯 な内湾に分布 し、組成 的には単調 な群団.

(7)ア ナアオサーボ ソメコンブ群集

③ アカバ変群集

(8)ア ナアオサームカデ ノ リ群集

(9)ア ナアオサーツルツル群集

(10)シ オグサ ーネバ リモ群集

(IDウ スバアオ ノリーカキジマ コンブ群集

(12)ア ナアオサーシ ョウジ ョウケノ リ群集

V.ヒ メテ ングサ群 団

九州 南部沿岸に分布す る外洋性 の群団で、亜熱帯的な相観 の1片 壷示す.

(13)ハ イテ ングサーピ リヒバ群集

また、海藻 は同種 であって も生育地 によって大 きさや形状が大 きく変化す るもののその色彩 は
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ほぼ不変であることに着 目し、相観 による区分 と して緑色型、褐色型、紅色型の3型 に大別 した。

これは分類学上の緑藻、'褐藻、紅藻にこだわるものでな く、実際生育時に示 している藻体の色彩

に基づいた区分であ る。

先に述 べた13群 集 をこの3型 の組み合 わせに よって整理 し、表6に 示す よ うな相観型を提案

した。

表6相 関型に対応する群集
相 関 型

緑色一褐色型 ・

緑色一紅色型 。

褐色一褐色型

紅色一紅色型

群 集

鼻黎 蔚 妥≦灘 餐
{ シオグサーネバ リモ群

ウスバアオノリーカ鯵 マコンブ群集

:謄識ll撫
一… ハ イ テ ン グ サ ー ピ リヒバ 群 集

言
C

d

言

信
重

畳

孟

この4相 観型 と13群 集 を対照、吟味す ると以下の注 目すべ き諸点 を指摘す ることができる。

①相観型によって海藻群集の組成を推定することが可能である。例えば緑色一褐色型の相観
であればこの群落は垂直的に上、下に緑色海藻帯と褐色海藻帯 とが帯状分布を成すことが判

断される。

② 内湾性群落の相観型は、緑色 一褐 色、緑色一紅色 とい うように異色 の組み合わせで あ り、

かつ緑色はいずれ も前にあ る(a～h)。 さらに緑色 一褐色型(a～e)は 緑色 一紅色型

(f～h)よ りも高塩分域 に見 られ る相観型 であることが判 る。

③外洋性群落 の相観 型はいずれ も同色の組み合 わせであ り(i～m)、 褐色 一褐色型は亜寒

帯 、温帯の外洋に、紅色一紅色型は亜熱帯の外洋の外洋に見 られる相観型 といえる。

以上の よ うにま とめた上で、海藻群落 と環境 との大まかな関係につ いて相観型 で見た方が群 団、

群集 のよ うな組成的単位 を仲立 ちと して判断するよ りも比較的容易かつ迅速に把握で きるとして

いる。

谷 口(1971)は 谷 口(1961)に 南西諸島、台湾、香港、マ カオ、フィ リピン、タイ、シンガポ
ール

、韓国等の沿岸植 生の情報を加 え、 日本お よび極東地域 における海 藻群落分布について

a.極 東全体 あるいは 日本列島全域 についての分布論

b.東 京湾沿岸 とか紀伊半島沿岸 とかの地方的な分布論

c.小 さな入江 とか岬、防波堤 の周囲 といった局地的分布論

d.日 本海の特性

の4項 目に分けて考察 した。す なわち、

(1)日 本列 島お よび周辺 の分布論

日本列 島お よび周辺の海 藻群落分布区系を亜寒帯 、温帯、.亜熱帯の3分 布 区系に分 けそれぞれ

の概 要を整理 した。

亜寒帯(北 海道全沿岸 、津軽海峡、三陸沿岸)の 代表的な群集は ヒバマ ターナガコンブ群集 で、

北海道 の厚岸 、霧多布 、花 咲、根室、納沙布岬、国後、択捉等 の千島列島にわたって典型 的な分

布例 を見 ることがで きる。 この群集 の構造 は潮 間帯の上か ら下へ、マ ク レアマ ノリ帯→エ ゾイ シ

ゲ帯→ ヒバマタ帯→ナガ コンブ帯 とい う帯状分布 を示 し、北方系種 のフジマツモ、 クロハギンナ

ンソウ、カ レキグサ、オニコンブ、 トロロコンブ、ネ コアシ コンブ、アナ メ、スジメ等が混生す
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る。群落構成種には大型海藻が多 く、潮 間帯 の植 生量は豊富である。分布領域の中心は北海道東

部～千島一帯で、それ よ り南下す るに従 い群落組成 は崩れて次第に貧 困な状態になる。他 にアナ

アオサ ーボ ソメコンブ群集 とマ ツモーナガマ ツモ群集 が認め られ、前者 は主 と して北海道西岸 に

分布す る。 後者 はオ ホー ツク海沿岸 のみで見 られ るもので、流氷地方特有の群落である。

温帯(東 北地方南部、関東 ・中部 ・近畿太平洋岸 、四国、瀬戸内海 、九州東 ・北 ・西岸 、本州

日本海沿岸)に は多種多様 な群落が認 め られ る。典型的な温帯外洋性群落 として ヒジキーアラメ

群集があげ られ る。 この群集 の基本 的なものは潮 間帯 に見 られ、上か ら下へ、フクロノ リ帯→イ

ワヒゲ帯→ ヒジキ帯→ア ラメ帯のZonationtypeを 示す。 この帯域には暖流 系のイ シゲ、イ ロロ、

シワノカ ワ、マルバアマ ノリ、ユナ、コメノ リ、ツノマ タ、フクロノ リ、ネバ リモ 、イシズモ ク、

ノコギ リモク、オオバモ ク、 トゲモク、 ウミ トラノオ、カジメ等の海藻が見 られ る。大型 、中型

の海藻が多 く潮 間帯の植 生量は豊富である。その分布の中心 は紀伊半島、志摩 半島、伊豆 半島南

部 、三浦半島、房総半島である。福 島県、宮城 県沿岸に至る と群落組 成は崩れ て、イ ワヒゲ、 ヒ

ジキ、ア ラメいずれの量 も減少 し、つ いには貧困な植 生 となって しま う。 一方、四国、宮崎県 を

経 て鹿児 島県東岸に至 る海域で もイ ワヒゲ、 ヒジキ、ア ラメは減少 して貧困な植生 となる。すな

わち鹿児 島県南部に温帯 と亜熱帯の境界があ ると考 え られ る。

その他 の群集 としては、カイ ノ リーネ ジモク群集が外洋 沿岸の流入河川 水の影響の強い地方

(相模湾西岸 、駿河湾、土佐湾)に 分布す る。 また ヒ トエグサーカヤモ ノ リ群集 は外洋水 の影響

が顕著な小湾 、入江に見 られ る。 アナ アオサームカデ ノ リ群集 は低鍼な内湾 、湾奥(東 京湾、伊

勢湾、大阪湾 、博多湾 、山陰海岸 、敦賀湾等)に 分布領域 を示す。 ヒラアオ ノリーカヤモ ノ リ群

集 は主 として 日本海 沿岸 に分布する。 なお瀬 戸内海では複雑な地形、海 況の変化 に応 じて種々の

内湾性群落 がモザイク上に分布 している。

亜熱 帯(九 州南部、種子 島、屋久 島、奄美大島、沖縄 、宮古島、石垣 島等)は 、黒潮 の優勢な

影響下にあ り高水温 と激 しい 日射 の区系である。 この帯域 は特有の海 藻群 落があるが、研究未着

手の地が多 く今後の研 究に待たねばな らない。

現在の ところ代表的な群落 と してはヒ トエグサ ーカ ゴメノ リ群集が上げ られ る。 これ は琉球列

島のサンゴ礁上に見 られ るもので、分布の中心は奄美大島、沖縄、宮古島、石垣島等である。 こ

の群集 にはアナアオサ亜群集 とハイコナハダ亜群集の2亜 群集 が識別 され る。前者は上か ら下ヘ

ヒ トエグサ帯→アナアオサ帯→カ ゴメノ リ帯のZonationtypeの もので あ り、後者 は ヒ トエグサ

帯→ハイコナハ ダ帯→ カ ゴメノ リ帯 のZonationtypeの ものである。 これ らの群落中には緑藻類

が種類数 として も現存 量 として も多 く、顕著な相観 を示 している。

またアナ アオサ、ヌルハ ダ、サボテ ングサ、ラ ッパモク、カイ メンソウ、 リボンアオサ、 コケ

モ ドキ、カサ ノ リ、イ ソスギナ、 ウスガサネ等 の亜熱帯～熱帯性の海 藻 もかな り混生す る。 この

よ うな群落組成は屋 久島、種子島になると崩れ て くるよ うにな り、鹿児 島県南岸(温 帯 と亜熱帯

の境界)で は全 く貧相 となる。他方 、南下 して台湾 中部太平洋岸では ヒ トエグサーカ ゴメノ リ群

集 は全 く消失 してム ラチ ドリ、スジアオ ノ リ等が潮間帯に見 られ る程度 の貧相 を呈する。つま り

亜熱帯 と熱帯 の境界付近 と考 えられ るものである。

(2)地 方的な分布論

伊勢湾 では外洋性群 落であるヒジキーア ラメ群集が、愛知県側では湾 中央まで分布 し、三重県

側では湾 口の鳥羽付近 まで分布 している。また内湾性群落のアナアオサームカデ ノ リ群集 は愛知

県側では知多半島中部 か ら北部 ・湾奥 に、三重県側では湾 内全沿岸に分布 している。

この現象 は、外洋か ら湾 内へ侵入 してくる外洋水の還流状況 と流入河川 との相互関係 によって

説明す ることがで きる。す なわち、伊勢湾に流入す る黒潮分派が湾内で反 時計 回 りの還流 を生 じ

るため、知 多半島沿岸 の水温 ・塩 分は外洋水の値 に近 くなる。 また知 多半島には見 るべき河川は

なく、沿岸 の水深 もお よそ20mほ どで浅い。 そのため愛知県側では三重 県側 に比べ外洋性の ヒ

ジキーアラメ群集が北上 して分布す る結果 となる。

他方、三重県沿岸一帯には湾奥に流入 した庄 内川、木曽川、長 良川 、朝 明川 、鈴鹿川 、雲 出川

等 か らの河川水が沿岸 沿いに南下するため低鍼水塊が分布 し、内湾性 のアナアオサ ームカデ ノ リ

群集が分布す ることとなる。

相模 湾では東部沿岸 に ヒジキーアラメ群集 が、西部沿岸 にはカイ ノ リーネジモ ク群集 が分布 し

ている。 これ は江 ノ島付近 に向かって進入 して くる黒潮分岐流が2派 に分かれ 、一つは右転 して

東部沿岸 へ向か う時計回 りの還流 とな り、他 方は左転 して西部沿岸へ向か う反時計回 りの還流 と
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なることによる。 この場合、東部沿岸には大きな流入河川がないため直接外洋水の影響 を受ける

こととな り、西部 沿岸 では境川 、相模川 、早川等の顕著 な流入河川がある ことか ら、転流 してき

た外洋水 は河川水 の影響で大き く変化 を受 けなが ら西部沿岸 を洗 うこととなる。 これがために東

部沿岸 には ヒジキーアラメ群集が、西部 沿岸 にはカイ ノ リーネジモ ク群集 がそれ ぞれ形成 され る

こととなる。

なお伊豆半島南部、下 田付近 には河川水 の影響 が及 ばず典型的な ヒジキーア ラメ群集 が分布 し

ている。

この ほか駿河湾奥一帯にはカイ ノ リーネ ジモ ク群集が広 く分布 している。東京湾では富津 岬一

観音崎 を境 に内湾 にはアナアオサームカデ ノ リ群集が分布 し、外湾には ヒジキーアラメ群集 が分

布 してい る。 また、三浦半島、房総 半島、 日立、小名 浜等お よび志摩 半島、紀伊水道、 日向灘、

九州西岸 、韓 国南部等には広 くヒジキーアラメ群集が分布 してお り、御前崎、紀伊半島南部、土

佐湾にはカイノ リーネジモ ク群集 が分布 している。大阪湾湾奥一帯 、博多湾湾奥一帯にはアナア

オサ ームカデ ノ リ群集 が分布 している。

この よ うに、東京湾 、伊勢湾 、大阪湾の ごとく袋状の湾 内では外洋性群落の分布域は制限 され、

内湾性群落 が広い分布 を示す。 しか し相模湾 、駿河湾 、土佐湾の よ うな開放 的な湾では外洋性群

落が優 占す る と指摘す ることができる。

(3)局 地的な分布論

小範囲 内におけ る海藻群落の分布の変化 あるいは同一群集内の変異は主 として波動(waveacti

on)の 影 響に よる。

小範囲 内においては水温 ・塩分、水質、岩質等の環境条件にほぼ異同がないことに対 し、波動

の強弱変化は著 しく異 なるものであ る。 このよ うな現象は多 くの入江や湾、半島のみな らず港 の

内 と外、防波堤の内側 と外側お よび先端 、岩礁地帯 の外縁 と内部等において頻繁に見 ることがで

きる。

また極端に外洋へ突出 した岬、鼻な どでは特に波浪が激 しいため海 藻は機械的損傷を受け、潮

間帯の植 生形成 は不十分 となる。場所 によっては潮間帯上部 、中部がほ とん ど裸地 とな ることが

ある。

(4)日 本海沿岸 の特性

日本海 沿岸 での最 も代表的な海藻群落は ヒラアオ ノ リーカヤモ ノ リ群集で、 これは組成的 にも

相観 的に も内湾性の ものである。北海道西岸 のアナアオサーボソメ コンブ群集 も相観型 は内湾 タ

イプであ り、山陰地方や敦賀湾湾奥その他 でみ られ るアナ アオサームカデ ノ リ群集に至っては典

型的な内湾性 である。

この よ うに海藻群落学的見地か らは、 日本海 に内湾 的、内磯 的特徴 が強 く、太平洋 とは大いに

異なっている。 これは 日本海 の規模が太平洋 に比べ著 しく小 さく一海域 に過ぎないか らと思われ 、

岡村(1927)の 言 う日本海のフ ロラが貧困である理由をその成 立年代 が新 しいことによると して

い るのは再考の要がある。

谷 口(1987)は 日本 を中心 として極東地域 の海 藻植生 とその分布 について総合的に論 じた。

先ず 冒頭 に世界 にお ける海藻植 生学の研究史 を概括 した後、 日本、南西諸島お よび台湾、朝鮮

半島、 中国大陸沿岸、千島列 島、サハ リン、沿海州 な どの各地域の植 生について論 じ、最後に極

東の海藻植 生分布論 をま とめた。

海藻群落の分類体系お よび相観 区分 は谷 口(1961)に 同 じであるが、南西諸島 と台湾の海藻群

落:分類体系 として以下の4群 団 を新 たに追加 した。

1.ヒ トエ グサ群団

南西諸島に広 く分布す る。半干出的 な群団で、主 と してサ ンゴ礁 上に発達す る。

(1)ヒ トエ グサーカゴメノリ群集

① アナアオサ亜群集

②ハイ コナハダ亜群集

(2)ヒ トエグサ ーババ ノリ群集

(3)ヒ トエグサ ーカヤモノ リ群集
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H.ヒ ラアオ ノ リ群 団

台湾 に分布す る内磯的な群団である。

(4)ヒ ラアオ ノ リー トゲイ ギス群集

(5)ス ジアオ ノ リーウスユ キ ウチ ワ群集

(6)ハ イテングサ ーヒビミ ドロ群集

皿.イ シノハナ群 団

台湾 に分布 する外洋性の群 団であ る。

(7)テ ングサモ ドキーイ シノハナ群集

(8)ナ ンカイ ソゾーイシノハナ群集

IV.ピ リヒバ群 団

台湾北部の多雨地域に分布す る外洋性 の群団である。

(9)ピ リヒバ ーフタエモ ク群集

なお本論文は極東の各地域 について詳細 に群落分布 を論究 してお り、かな りの大部 とな るので、

ここでは最終章の極東の海 藻植生分布論の うちの 日本本土 と南西諸島の項 を要約す るに留める。

〔日本本土〕

日本本土は亜寒帯か ら温帯 をへて亜熱帯 にわた り広 く位 置す る と共に、その海岸線は複雑 に変

化 し多数の島嗅がある上に、寒流、暖流 に洗われ てい る。冬期の海面水温は 一2～15℃ の広範囲

におよび、年平均水温 をみても根室5.6℃ 、室蘭8.3℃ 、沼津15.5℃ 、潮 岬16.4℃ 、枕崎17.1℃ 等

とその幅は広い。海流は南か ら黒潮 、北か らは親潮、 日本海側 には対馬暖流が北上す る。海藻群

落は5群 団13群 集が認 め られ る。'
北海道太平洋岸 には寒流 系の ヒバマターナガ コンブ群集 が分布 している。 これ は千島列島南部

か ら引き続 き見 られ るもので、大型海藻が多 く褐藻類に富み植生量は多い。典型 的な地方は厚岸

を中心 とす る北海道東部太 平洋岸 で、緑藻類17種 、褐藻類49種 、紅藻類59種 の計125種 が

出現 してい る。北海道オホー ツク海 沿岸 には流氷地帯特有の貧困な群落 であるマツモ ーナガマ ツ

モ群集が分布 してい る(図5)。

本州 中部太平洋岸には紀伊半島、伊豆半島、三浦半島、房総半島を中心 にヒジキーア ラメ群集

が広 く分布 している。 これ は暖流影響 下に見 られ る代表的な温帯の外洋性群落で、北は福 島県沿

岸 か ら南は九州東岸や西岸 にまで伸 びてい る。 一般に豊富な植生 を示 し、温帯中部の三重県沿岸

で出現す る海 藻は約310種 である(図6)。

外洋沿岸 では流入河川水 の影響の強い地方でカイ ノ リーネジモ ク群集 が分布 する。内湾性群落

と しては、東京湾、伊勢湾 、大阪湾 な どに広 く分布す るアナアオサームカデ ノ リ群集が代表 的で

あ るが、他に外洋水の影響 を受け る小湾入江にみ られ るヒ トエグサーカヤモ ノ リ群集、北海道西

岸に分布す るアナアオサーホソメコンブ群集、本州 日本海 沿岸 にみ られ る ヒラアオノ リーカヤモ

ノ リ群集な どがあげ られ る。

島

曳
..

隔 吻多

図5ヒ バ"マターナガ コンブ群 集(縦 線)、 マツモーナガマツモ群 集(丸 印)の 分布(谷 口1987)
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図6ヒ ジ キーアラメ群 集(黒 部)、 カイ〃一ネジ モク群 集(横 線)の 分布(谷 口1987)

〔南西諸島〕

南西諸島は九州 と台湾の間に弧状 を成 して並ぶ 島喚群で、種子島、屋久島、奄美大島、徳 之島、

沖永良部島、与論 島、沖縄本 島、石垣島、西表島な どであ る。全域が亜熱帯に属 し黒潮の強 い影

響下にあって、高水温、高塩 分である。代表的な海藻群落は ヒ トエ グサーカ ゴメノ リ群集 で、サ

ンゴ礁上 において ヒ トエ グサ とカゴメノ リが上下の帯状分布 をな している。全体的に緑藻類 が多

く潮 間帯 には緑色海藻帯が広 く見 られ るが、大型海藻はない。その他 局地的 には内磯型、内湾性

の ヒ トエ グサ ーババ ノ リ群集 、 ヒ トエグサ ー群集 が分布す る。

新崎(1976)は 、岡村(1921,1931)・ が分けた 日本沿岸 の5区 分は原則的に今 日で も適用で き

るとした上で、海 藻相 による海域 の特徴の評価 に関す る幾 つかの考 え方を紹介、比較 した(表

7)o

欧米沿岸 についてはFeldmann(1937)が ある地の紅藻種数(R)と 褐藻種数(P)と の比R/P値

をもって海域の寒暖の指標 とし、高水温域で値の大き くな ることを見た。

日本沿岸 では瀬川(1956)が 緑藻種数(C)と 褐 藻種数(P)と の比C/P値 を指標 として提唱 し

た。C/P値 はかな り良 く寒暖の差 と合致す るが、寒海域で微小緑藻類の勲 ゴzoolo刀ゴ猷〃属の産出

種数の多い ところではC/P値 が高 くな り、時に暖海域の値に近 くなるな ど、原則 にそわない地

点 もあ り、以下に指摘 され る問題 点がある。 また 日本沿岸域以外 では適用できな い。
・い じけた1個 体 も叢 をな して旺盛 に生育す る多数個体 もフ ロラにおける種 と しては同等に

扱 われ る
・緑藻類 には種 同定 の難 しい微 小種 が多い

・潮 間帯の藻類 出現状況は季節 、年 々の海況に よって相違 し、真相の把握 には慎重 を要す る

中原 ・増 田(1971)は ある地の産出種数 中の世代交代行わない種 と同型世代交代を行 う種 との

和を1、 異型世代交代 を行 う種数をHと し,1/H値 を指標 とす ることを提案 した。

瀬川、中原 ・増 田の指標 にはそれぞれ一長一短があ り、その欠点 を補正す る考 え方 として多年

生種の多い干潮線下の海藻植生がか もし出す景観に着 目すれば実態 の把握 に効果的である。すな

わち暖 ・温 ・寒各海域 の特徴 を

暖海域;産 出属種数 は多いが1m以 上 になる大型藻 が少ないので景観 的に寂 しい.

温海域;1m以 上になるホ ンダ ワラ類や アラメ ・カジメ ・ワカメ等が繁茂 、林生 し、またテ

ングサ類 、キン トキ類 、ヤハ ズグサ類、 ミル ・シオグサ類 などの下草的海藻 も繁茂
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叢生 し両者相 まって混交林的景観 を呈す.

寒海域;1m以 上にな るコンブ類が繁茂林生 し、他 にヒバマ タ、アカバ、 フジマ ツモ等の下

草的海藻 も繁茂叢生 はす るが、全体 としては単純林的景観 を呈す.

と整理 した上で、フロラにおける褐藻の コンブ 目の種数(L)と ヒバマ タ目の種数(F)の 比L/F

値 を指標 とすれ ば

暖海域;コ ンブ 目の種 が全 くないかツルモ1種 しか出ないのでL/F値 は0～0.1以 内

温海域.;コ ンブ 目の種 の中で出るのは ワカメ、アラメ、カジメ、ア ン トクメ等数種 であるの

に対 し、 ヒバ マタ 目ではホ ンダワラ属が優勢でL/F値 は0.2～0.7

寒海域;コ ンブ 目は コンブ属 をは じめチガイ ソ、スジメ類 な ど多 くの属 ・種数 が出現 し、 ヒ

バマ タ 目ではホ ンダワラ属が減 って ヒバマ タ、エ ゾイ シゲ、ジ ョロモクな どの属 ・

種 が多 くな りL/F値 は0.7以 上

と言 う結果を得 ることができ る。

以上のC/P,L/F,1/Hを 日本各地 の海藻相 を基 に算出、比較す る といずれ の指標 も良

く当てはまる場合 とそ うでない場合 があるが、C/P値 よ りはL/F値,1/H値 の方 が実態に

あっているもの と思われ る。

表7日 本 沿岸諸 区域 における海藻植 生 と水温環境(新 崎1976)

沖 組 諾 局

奄 美 諸 』訪

足摺～南宇和海

潮 岬～房 総

犬吠崎～塩屋崎

金華山～三 陛

北海道 中 南岸

〃 襟裳以東

〃 西 辮

青 森～新 潟

富 山～山 陰

九 州 西 岸
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新崎(1984)は 日本周辺 の海藻植生 について、大型褐藻群落の定義 を明 らかに した上で、海藻

相 に よる海区分けに関す る既存 の知見 を整理、検討 した。 また各海 区の海中植生 を陸上植生の相

観的表現法 を導入 して整理 したほか、流れ藻および磯焼 けについて も論究 した。 ここでは本調査

文献 レビューの 目的で ある、海藻 ・海草群落の生物学的類型 区分の確定に直接 関与す る各海域の

海 中植 生の章を以下に要約 した。

新崎は森林、藪、草原、草地あ るいは針葉樹林 、落葉樹林 といった陸上植物群落の表現法 を海

中植相に適用 し、林 ・藪 ・草(表8)の3区 分を提唱 した。

一26一



表8陸 上 と海 中の植 生、植 相の相違(新 崎1984)

陸 上

海 中

寒 帯

(巖 藩:魏 れ ひどし)

(単蘇 ぶ 常緑)

温 帯

林 ・藪 ・草

(針 葉 樹 ・常 緑)

縮轟鶴

暖 帯

(闊無 華常緑)

(夏轍 暮どし)

この区分は藻体長に基づ くもので、1m以 上 を高木的林相 、30cm～1mの 範 囲を低木的藪相、

30cm以 下を草木的草地 とす る。

① 北海道周辺 の寒海域

岡村の区分 の第1区 の大部分(千 島～津軽海峡)お よび第5区(北 海道の 日本海側 とオホー ツ

ク海側)に 当たる。 両海域 とも林相的群叢が優勢で、その下草的な藪相群叢 もよ く繁茂 し、草地

的群叢の発育の悪い点お よび潮間帯群叢 と潮下帯群叢 との境界が明瞭でな く潮 間帯群叢の季節的

消長が激 しくない点で一致 してい る。 しか し、植 生、植相 の面か らは第1区 と第5区 とではかな

りの相違 が認 め られる。

大型褐 藻群落の構成種 はコンブ 目の種お よびホ ンダ ワラ属の種 とジ ョロモク、 ウガ ノモ ク、エ

ゾモ クで、それ らが呈す る暗褐色の 中に海 草スガモ群落 が鮮緑色の斑 をな して混生す る植相 が北

海道周縁 の全般 的な特徴 である。ただ し細 か くみ ると、 日本海側 ではコンブ 目の種 よ りもホンダ

ワラ属の種の方が優勢 で、垂直分布の範囲が広い。 これ に対 し太 平洋側は室蘭チ キウ岬を境 に、

以西では 日本海側 にやや類似す るが、以東 では著 しく異 なって コンブ 目優勢 の植 生に変化す る。

津軽海峡か ら室蘭辺 りまではホ ンダワラ類や ジ ョロモ ク類(ヒ バマ タ目)と コンブ類 、ナ ンブ

ワカ メ類 、.アナ メ、スジメ、 ワカ メ等(コ ンブ 目)か らなる混交林的大型褐藻群落が繁茂す る。

さらに東進す るに従 ってホンダワラ類が種類数、生育量 ともに減少す る一方、 コンブ 目の種類数、

生育量が増加 しコンブ 目種の単純林的植 生に変化す る。

藪相 的または草地的 な群叢には、 日本海側ではイシモズ ク、ナガマ ツモ、ア ミジグサ、エ ゾヤ
ハズ、 ウル シグサ、ナ ンブグサ、カタ ノリ、シ ョウジ ョウケ ノリ、アカバな どが見 られ る。 これ

らは 「ホンダワラ類+コ ンブ類 」の林叢内の下草 として混在す る場合 と、独立群叢 と して個 々に

散在す る場合 とがある。太平洋側 では、室蘭以西はア ミジグサ、エ ゾヤハズ、 ウル シグサ、ナ ン

ブグサ、フジマツモ、 アカバ、 リュウモン ソウ、 ソゾ類 などの群叢が主であるが、以東 の寒海域

にな るとカ レキグサ、ノコギ リヒバ等の群叢が 目立つ よ うにな り、厚岸湾 な どではオキツバ ラ、

ヌマハ ノ リな どの美麗 な色彩の ものが ミツイ シコンブ、ナガ コンブ等の群叢 に混生 している場合

が見 られ る。

なお北海道周縁 にお ける特異的植相 と思われる もの に、露出岩盤上での有節 ・無節石灰藻の繁

茂優 占が ある。

②本州、 四国、.九州の全周辺海域

岡村の 区分の第1区 の一部(金 華 山以北の東北地方太平洋岸)、 第2区(金 華山か ら日向大島

まで)お よび第4区(野 間崎以北の九州西岸か ら日本海沿岸 、津軽海峡西入 り口まで)に 当た る。

イ.金 華山以北の東北地方太 平洋岸

全般的な植生 としては寒海性 の コンブ 目のホ ソメコンブ、チガイ ソ、スジメが優 占的に繁茂

し、多種のホンダワラ類を混 じえた大型褐藻群落 を形成す るが、温海性 のアラメ、マクサ等 も

分布す る。藪的植 生 をなす種 はチ ャシオグサ、 ミル 、ア ミジグサ、ヤハズグサ、 ウル シグサ、

アカバ、ナンブグサ、イバ ラノ リ類 、 ソゾ類 な どで、林相内の下草的様相で生 えている。

これ ら植生 の垂直分布では以 下の特徴が指摘 され る。

a.潮 間帯 と潮下帯の境界 が不 明瞭で、 ワカメ、ア ラメ等 はホンダワラ類 とともに潮下帯

上部 まで生育す る.

b.植 生の ない露出岩 面は無節石灰藻に覆 われ、その上にマボヤ、 ウニ、 ヒ トデ な どが無

数 に生息す る.

c.藪 的、林的な植 生の生育水深 は浅 く、特 に気仙 沼湾湾 口唐桑半島付近以北で顕著 とな

り、かつ無節石灰藻の優 占も北上す るにつれて旺盛 になる.

このよ うな様相 は北海道太平洋岸 の室蘭以西の海域に類似 してい る。 また潮 下帯の大型褐藻

群落では以下の点で北海道沿岸 と異 なっている。

d.群 落構成 は コンブ 目の種 よ りホ ンダワラ類が優勢.
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e.コ ンブ 目の種はアラメを除いて1年 生葉で終わ り、2年 生葉にな らない.

なお温帯性 コンブ 目のアラメが岩 手県南端の大船渡湾湾奥まで分布す るこ とは古 くか ら知 ら

れ てい るが、志津川湾 口神割崎以南ではアラメの単一群叢がみ られ、 ことに女川湾沖の江 ノ島

北岸では水深15～30mの ゴロタ石海底に高 さ2m内 外の大型アラメが単一群叢 を形成 し、辺 り

「・面に生え る有節 ・無節石灰藻 と相まって特異な様相 を呈 している。

ロ.金 華 山～犬吠埼

潮間帯には亜寒帯性の ヒバマ タ、エ ゾイ シゲ、マツモ、イ ソムラサキ、アカバ等が産す る点

で親潮寒流 の影響 がまだ認 め られ る海域 である。潮 下帯 の大型褐藻群落ではホンダワラ類 が優

勢 にな り、 コンブ 目はアラメ とワカ メのみ となる。

藪相的群叢 を形成す る種 としてはチャシオグサ、ホ ソジュズモ、 ミル、ハネ モ、 ウミウチワ、

ア ミジグサ、ヤハ ズグサ、マクサ 、キヌクサ、ユカ リ、タンバ ノリ、 ソゾ類 、イバ ラノ リ類が

見 られ る。

ハ.犬 吠埼 ～潮岬

この海域 に至って潮 間帯 と潮 下帯の境界 が明瞭 となる。潮間帯植生の季節 的消長 は大 きく、

夏季、初秋 の時期 には全 く消滅 したよ うになる。潮下帯の大型褐藻群落で も多少 の季節的消長

は見 られ るが、群落構成の主役 はホンダ ワラ類であ り、多 くは多年生種なため群落総体 として

周年存在す る。他 の構成種には コンブ 目の ワカメ、 ヒロメ、ア ン トクメ、カジメ、クロメの5

種があげられ る。 この うち多年 生のア ラメ、カジメ、 クロメは単一群落 を形成 した りホンダ ワ

ラ類 と混生 して大型褐藻群落の主要構成種 となってい る。

大型褐藻群 落の垂 直分布は寒海域の場合 より深 くに及び、30m水 深で も見 られ ることがある

が大抵 は水深5～15mの 範囲である。

藪相的群層 をなす種 はチ ャシオグサ、 ミル 、ア ミジグサ、ヤハズグサ、 ウ ミウチ ワ、テ ング

サ類 、キン トキ、ハ リガネ、タマィタダキ、ユカ リ、 トサカモ ドキ、タンバ ノ リ、フシツナギ、

イバラノ リ類、 ソゾ類 の他に有節石灰藻(カ ニノテ、オオシコロ等)が 広 く見 られ る。 これ ら

は林相 中の下草的に生えることもあれば、単独群叢 をな して大型褐藻群落 よ りも深所 に至 るこ

ともしば しば認 め られ る。

二.潮 岬～ 日向大島

この海域 は温海域であるが、暖海的な様 相が西南 に行 くほ ど強 くな り、大型褐藻群落の植 生、

植相面でもその傾 向が現れ る。

宮崎県(日 向)沿 岸 ではホンダワラ類の生え方 が疎で種類数 も少な く、大型褐藻群 落は貧相

であるが、大分県沿岸になる とやや良好 とな る。 同様の ことは愛媛県沿岸で も認 められ 、佐多

岬以東ではホンダワラ類 にアラメ、カジメ、 クロメの混生す る大型褐藻群落がか な り繁茂 して

いるのに対 し、以南にな ると分布は認 め られ るに しても群叢をな しての出現 はない。

この よ うな大型褐藻群落 の貧相化 は足摺岬を回って土佐湾 を東進す るにつれて薄れて行 き、

徳島県沿岸 、和歌 山県沿岸 ではホンダ ワラ類が優 占す る大型褐藻群落が繁茂す るよ うになる。

なお この海域 の特徴 と して、林相的群藻の発達が悪 いため藪相的あ るいは草地 、芝生的群叢

の 目立づ場所 が多 い点があげ られ る。 これ ら群叢 の主な構成種 はマ クサ、キヌクサ 、オオブサ、

ヒラクサ等のテ ングサ類、キン トキ、ハ リガネ、タマイ タダキ、オ キツ ノ リ、イバ ラノ リ類 、

ソゾ類、フシツナ ギ、タンバ ノリ、ホ ソバ トサカモ ドキ、 トサカノ リな どの紅藻類 が多い。 ま

た有節石灰 藻は多 いが無節石灰藻 はそれ ほ ど目立たない。他にア ミジグサ、 コモングサ、ヤハ

ズグサ、 ウミウチ ワ、チ ャシオグサ、 ミル 、ハイ ミル 、マユハキモ等の褐 藻、緑藻 が林相の下

草的に出ることもあるが、孤立 した群叢 をな して岩 上に生 える場合が多い。

ホ.岬 角、島嗅地 区

岬角、島嗅地区は ワカメが産 しない ことで共通 した特徴 を持 っている。伊 豆七島地 区は純温

海域 内の沖に位置す るが、黒潮本流の影響 で暖海的性格 が強い とされ る。 コンブ 目ではアン ト

クメが大島か ら新 島、神津島に産す るのみで、三宅島以南には産 しない。

大島周縁の大型褐 藻群落 は伊 豆半島、三浦 半島の もの と同様のホンダワラ類 とア ン トクメが

構成種 である。藪 相的群叢 を形成す る主要種 はチャシオグサ、 ミル 、 ウミウチ ワ、ア ミジグサ、

シワヤハズ、テ ングサ類 、タマイタダキ、 トサカノ リ、ハ リガネ、オキツノ リ.、タンバノ リ、

ユカ リ、ホソバ ノ トサカモ ドキ、カニノテ、シ コロ類であ る。時にアオサが旺盛に繁茂す るこ

とがあ り、それ らは林相群叢の下草 として混生す る場合が多いが、水深30mの 深所に藪相的

群叢が孤立的に散在す るこ とも少な くない。
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新島～神 津島の大型褐藻群落 では温海性 のホ ンダワラ類 の種数が減少す るが、 ヒイ ラギモ ク、

ナンカイモ ク等の暖海性種が混 じるよ うにな りア ン トクメ と共 に群叢 を形成する。藪叢的群叢

の主要種はテングサ類、ハ リガネ、オキツノ リ類、 ヒヨクソウ、イバ ラノ リ類 、 トサカノ リ、

キン トキ、ア ミジグサ類、ヘ ラヤハズ、 ミル類等で、海草のエ ビアマモ は見 られ ない。

三宅島はイ ソモ ク、アカモク、 ウミ トラノオ、 コブクロモク、 ヒイラギモ ク等のホ ンダワラ

類が疎生するのみで大型褐叢群落 を形成す るには至 らない。藪叢的群叢の主要種 はチ ャシオ グ

サ、タマ ミル 、モ ツ レミル 、サナ ダグサ 、ヤ レオオギ、ヤハズ グサ、タマイタダキ、ガラガラ

類、タ ンバ ノ リ、 キン トキ、オ キツ ノリ類、ハ リガネ、ヤツデガタ トサカモ ドキ、アヤニシキ、

テ ングサ類 である。林相群叢 よ りも藪相群叢の発達が よい。

へ.内 湾地 区、瀬 戸内海

内湾 では1970年 頃か らアオサ類の植生 に大 きな変化が見 られ るよ うになった。瀬戸内海 の大

型褐 藻群落 は中西部の島の周縁に多 く分布 していたが、Hirose(1979)が 甲子園か ら舞子 間の

海岸 では1970年 以後ホ ンダ ワラ類が見 られな くなった と報告 しているよ うに、群叢の衰退 が進

んでいるのではないか と思 われ る。

ト.九 州西南部の野間崎 か ら津軽海峡西入 口

岡村 は第4区 に一括 したが、 ここでは3亜 区に細分す る。

a.九 州西側沿岸(野 間崎～平戸島)

平戸 島か ら野母崎 ・橘湾沿岸 にかけては、 ワカメ、カジメ、 クロメ、ア ラメの混生す るホ

ンダ ワラ類群落が よく繁茂す るが、それ 以南 になると疎生、貧相 になる。藪相群叢の構成種

は、 ミル、ハイ ミル 、シオ グサ類 、 トサカ ノリ、ア ミジグサ、 トゲア ミジ、 ウミウチ ワ類、

テングサ類であ る。融雪 ・無節石灰藻の繁茂す る場所 も見 られ る。

b.九 州北岸(対 馬 、壱岐その他の諸島を含む)

この 区域には伊万里湾、唐 津湾、博多湾 な どの大きな入江の他 に小 さな入江が各所 にある。

また沖合には対馬 、壱岐の他 に馬渡、加唐 、加部、神集等の小 島が多 く、それぞれの場所で

多少様相の異なる植生の大型褐藻群落が分布 している。

九州本土岸 の大型褐藻群落ではホ ンダ ワラ類が優勢で、ア ラメ、カ ジメ、クロメ、ワカ メ

が混生す る。 下草 にはテ ングサ類、ア ミジグサ、 ウミウチ ワ、キン トキ、タンバ ノリ、イバ

ラノ リ等が多 く、他 に暖海性 のイ ワヅタ類 、サボテングサ類 も出現 し対馬暖流の影響下にあ

ることを示 してい る。

壱岐島の周縁はいた る所に大型褐藻群落が旺盛に繁茂 してお り、その構成種であるホ ンダ

ワラ類 、カジメ、 クロメはいずれ も大型個体であった。テ ングサ類、 ミル類が よく繁茂 し群

叢 を形成 していた。

対馬周縁 の大型褐藻群落の構成種は九州本土岸 、壱岐島 と同様であ るが、藻体の体長 と繁

茂状況は更に良好であ る。 ホンダワラ類 とア ラメ、・カ ジメ、クロメは別 々に群落を形成す る

傾向が見 られ た。また一部に造礁サン ゴが分布 し、アマモ場 内に暖海性 の ウミヒルモ とナガ

ミル が混生 し、その周辺の岩礁 にはエ ビアマモ群落が分布す る と言った様相 を呈する箇所 も

あった。

c.日 本海全域(下 関～津軽海峡西入 口)

調査 が不十分なため全域 をひ とま とめに扱ったが、本来は幾つかの亜 区に細分化す るのが

妥当 と思われ る。

概括的 にはホンダ ワラ類 が優 占す る大型褐 藻群落が広 く分布 し、南部海域ではアラメ、カ

ジメ、クロメ、ツル アラメが混生す るが、北部海域にな るとツルアラメのみの混生 とな る。

藪相的群叢の構成種 はチャシオ グサ、 ミル、ア ミジグサ、 ウミウチ ワ、クサモズク、イ シモ

ズク、ハ リガネ、カタノ リ、 タンバ ノ リ、ツル ツル、ムカデ ノ リ、イバ ラノ リ、 ソゾ類 、テ

ングサ類であ る。

d.九 州南端か ら沖縄諸 島まで

九州南端 と種子 島、屋久島お よび奄美大島 と沖縄諸島の2亜 区に分 け られ る。

《九州南端 と種子 島、屋久島》

黒潮圏ではあるが 、冬季に北西か らの季節風 に伴 う黄海冷水塊の影響 を受けるため、ホン

ダワラ類 の優 占す る大型褐藻群落 が諸処に見 られ る。藪相的群叢にはア ミジグサ、 トゲア ミ

ジ、 シマオオギ、ガ ラガ ラ類 、 トサカ ノ リ、キ リンサイ、テ ングサ類、マユハ キモ、ハイ ミ

ルな どがある。
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《奄美大島 と沖縄諸 島》

亜熱帯圏暖海域で、島々の周縁 はサ ンゴ礁 が発達 し海藻類 の産 出種数は多いがほ とん どが

小型の種 である。 ホンダワラ類 は疎生、貧相 で、む しろベニアマモ、 リュウキュウアマモ、

ボーバアマモ、 ウミジグサ、 ウミシ ョウブ、 リュウキュウスガモ等の海草群叢の発達が諸処

にみ られ る。 これ ら群叢の下草 にはイ ワヅタ類、サボテ ングサ類、ア ミジグサ類、キ リンサ

イ類 がみ られ る。

須藤(1984)は 、海岸工事等に際 しての影響判定調査 に役 立てる 目的で、海域環境 の生物指標

としての海藻 ・海 草植生 を既存情報か ら整理 し、種組成の類似比、異同等を検討 し、工事の影響

による変化 を推定す る方法 と判定基準の策定を試みた。

種組成 による植 生の表示 とその異同判定については、2海 域 の種組成 の類似比Rに よって行 っ

た。各海域の種組成 は、調査誤差の低減 と省力のため中 ・大型 の普通種 で同定の困難 でない種 を

90種(表9)選 定 し、その範囲内で決定 した。2海 域間の種組成の同異は簡単な類似比Rと 多

数出現種 に重みを付 けたR2で 表 した(表10,11)。

R(一Rゆ一 欝 一

R・一一
外海 隣接海域 間では種組成 の類似度 が高 くR≧0.8が 普通であるが、茨城 一千葉 ・神奈川間は

例外的に0.55と 低 く、南方域 では0.7程 度であった。類似度 レベル を下げて大き く区分す ると以

下の5類 型に大別す ることができる。

(1)胆 振 ～渡島(東)と 網走 ・宗谷(西)・ 留萌、 さらに釧路～ 日高

(2)青 森 ～宮城 と福 島;茨 城 、後志～檜 山お よび青森(西)

(3)秋 田～福井 と鳥取～福岡(ま たは佐賀)お よび京都、兵庫 さらに青森(西)

(4)千 葉 ～三重 と和歌 山～高知お よび宮崎 、鹿児島、伊豆七島(八 丈島を除 く)、

さらに大隅諸島～奄美大島および八丈島

(5)沖 縄諸島～宮古 ・八重山列 島お よび小笠原諸島

この5区 の外海域植 生区分 は大局的には岡村(1921,1931)、 瀬川(1956)に 似ているが、両

者が金華 山、 日向大島あ るいは潮岬を境 に大 きな植生変化 を認 めているのに対 し、本調査解析 で

は犬吠埼 をは さむ茨城 一千葉 ・神 奈川 間で大 きな変化 を認 めた点で異なってい る。

内海 ・内湾域 では湾 口～湾奥間の環境変化が大き く、それ に伴 って海藻 ・海草植生 も距離 的に

近い間で大 きな変化 を示す。調査対象海域は瀬 戸内海、大阪湾東岸域 、英虞湾、伊勢湾、三河湾、

東京湾 口、陸奥湾 とした。

瀬戸 内海の植 生 と外海域植生 を比較す る と、紀伊水道、伊予灘は千葉 ～三重に強 く類似 し、豊

後水道 は宮崎等に類似す るが、大阪湾 、播磨灘、備讃瀬 戸、燧備 後灘 は宮城～茨城 間の外海域 と、

周防灘 は兵庫を中心 とした 日本海域 と、いずれ も弱い類似 が認 められ た。

伊勢湾、三河湾 、東京湾 口、陸奥湾 を比べ ると、湾 口域 の種組 成の類似度は高いが湾内につい

ては類似性が低 くな り、それ ぞれの湾 の特異性が認 め られる。

結論 としては、内海、内湾 の種組成 に関す る資料不足 も原因 して、各湾 を通 じての類似度 の高

い類型 を検出する ことはできなか った。

この他に海藻 ・海草の種別分布域の環境要因(水 温、塩 分、水質、波 高、潮汐、潮流等)に っ

いて、その範囲を論究 した後、沿岸工事影響評価調査の方法を提示 しているが、本文献 レビュー

の 目的に直接関わるものでないので省 略す る。
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表9 調査対象種(須 藤 1984)

1.ヒ ト エ グ サ

2ア ナ ア オ サ

3.キ ッ コ ラ グ サ

4。 フ デ ノ ホ

5.イ ソ ス ギ ナ

6.ハ ネ モ

　

7.ビ や ク シ ン ツ タ

&セ ン ナ リ ヅ タ

の

9.フ サ イ ワ ツ タ

10.サ ボ テ ン グ サ

　

1Lア ミ シ グ サ

12.ウ ミ ウ チ ワ

13.ウ ス ユ キ ウ チ ワ

コ

14.オ キ ナ ワ モ ツ ク

15.ナ ガ マ ツ モ

16.マ ツ モ

17.モ ヅ ク

1&イ シ ゲ

19.ケ ウ ル シ グ サ

20.カ ヤ モ ノ リ

21.フ ク ロ ノ リ

22。 マ コ ン フ
o

23.ナ ガ コ ン フ'
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43.ノ コ ギ リ モ ク
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備 考 ・ リシ リコ ン フ.、ホ ソ メ コ ン ブ を マ コ ン ブ に

ま た ス リコ ギ ヅ タ を セ ン ナ リヅ タ に 含 め た 。

「

ミ ツ イ シ コ ン ブ を ナ ガ コ ン ブ に 含 め た。
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表10外 海 各 域 種 組 成 間 の 類 似 比(R)北 ・ 中 部 域 (須 藤1984)

*留 萌 は 宗 谷(西)、 網 走 は 宗 谷(東)を 含 む 。
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272430353436393890394347444649497087

212022292830333334333640383942426273S3

1917192224232424252531323031323450596371



表11外 海各域種組成 間の類似 比(R)南 方域(須 藤1984)

大 隅 諸.島

奄 美 諸 島

沖 縄 諸 島

宮古・.八重山列島

伊豆七島(除八丈島)

八 丈 島

小 笠 原 諸 島

伊

和

高

宮

鹿

歌

児

豆

重

山

知

崎

島

長 崎

熊 本

鹿 児 島

大

隅

諸

島

78

43

29

71

48

30

62

64

64

77

63

70

53

55

64

奄

美

諸

島

41

38

58

53

35

50

53

56

59

49

69

47

52

55

沖

縄

諸

島

66

30

30

48

25

26

36

39

36

36

27

32

34

宮

会亨

錫
島

18

31

56

13

14

21

21

20

23

is

19

18

_望

鯉
丈島

邑

68

24

71

7d

71

71

67

71

48

52

'61

八

丈

島

35

49

49

59

53

53

60

37

43

47

小

笠

原

諸

島

19

20

24

26

26

29

18

22

zo

須藤(1992)は 須藤(19$4)に 更に検討 を加 え、海藻 ・海草植 生 と海域環境条件 との関連 を、

植 生を構成す るそれぞれの種 の環境要因に対す る要求の総合的結果 として捉 えることを試みた。

基本的な考え方 は、海 藻 ・海草の水平分布は種が生育、繁茂す るために必要 とす る環境因子 の

範 囲(上 ・下限値)に よって制約 され るとの観点に基づ き、その地の植 生は構成種 が要求する環

境 因子の条件が全 て満足 され た結果に よる種の集 団 と仮定す るものであ る。 この場合、環境 因子

の範囲は種の分布 を各沿岸域環境の照合 か ら種別 に出現城 を吟味 し求め るものである。2海 域 間

の種組成の異同の程度は類似比R(共 通 出現種/全 出現種数)で 表 し、 このRと 年 間の最低水温

月(2月)と 最高水温月(8月)の 水温距離 との関係か ら外海 沿岸植生の大体の区分 を求めた。

従 って方法論 は原則的に変わ らないが選定種 を90種 か ら92種 に改訂 してい る。

〈選定種 の分布 と水温>

2海 域 の種組成類似比Rは 、平均的には、その2海 域の2月 ・8月 水温距離(!d12+d22;

d1・2月 水温、d2・8月 水温)が 小 さいほ ど大き く、水温距離 く1.5(d・,d2≦1)で はR平

均値は90%と 高い。但 し、南方諸島間お よびそれ らと他の沿岸域 間のRに ついては70%以 下 と低

くなっているが、 これ はおそ らくサンゴ礁の状況 、その他 沿岸地勢の単純 さなどの影響に、多少

の地理的隔離 、調査不十分、南方種 の選定不適切 が相乗 した ことが考 えられ る。

多 くの選 定種 において2月 、8月 の水温は種 の分布を制約す る水温値 に近い もの と思われ る。

少な くとも年平均水温を用いた場合 、太平洋、 日本海両沿岸 の水温変動の相違が表現できず 、類

似比 と水 温差 の関係 は乱れが大 きく不確定 とな り、2月 ・8月 水温 を用いる方が有効であるこ と

が判 る。 また海域に よる水温変動の違 いが種の分布、植 生の相違 に現れてい ることか らも、最低

期水温 と最高期水温を考慮す ることが必要である。

沿岸域 をR値 か ら大区分す ると以 下の5区 に分 けることができた。

(1)根 室～ 日高、網走～留萌、胆振 ・渡島

(2)後志 ・檜山、青森東～宮城 、福島、茨城

(3)青森西、秋 田～福井、兵庫 、京都 、鳥取～佐賀

(4)千葉～三重、和歌山 ・高知、宮崎、鹿児島東 ・西、熊本 ・長崎、伊豆七島 ・八丈島、大隅 ・

奄美諸島
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(5)沖 縄 ・宮 古諸島、小笠原

この結果 は岡村(1921、1931)瀬 川(1956)、 新崎(1976)ら の区分 と大差 ないが、金華 山を

境 とする差 が小 さく、代わ って犬吠埼 での差が大きく出ている。沿岸域の水温距離差の反映 とい

う点か らは後者の方が境界 とす るに妥 当 と思われ る。

〈選定種の分布 と塩分、汚染度、波 高、海底傾斜度〉

大阪湾東岸、英虞湾、伊 勢湾、東京湾 口の計27小 域 について選定種組成 と環境因子'(2月 水

温㍉塩分、COD、1/3有 義波高、海底傾斜度)を 照合 し、種別に分布域因子値 の範囲を求めた。

千原(1958)は 千 葉 県 沿岸 を 岡村(1921、1931)、 遠 藤(1903)、 瀬 川(1956)の 海 区々 分 に

な らって 検討 し、6区 域(図7)に 分 け、 それ ぞ れ の 区域 に つ いて 分布 す る種類 と海 域 環 境 を概

括 した。

憲
岬

v

1

・奎

:r

。姜

盃。

亙 認戴 馬

穿 溜 矩 皿

謬皿編

奏

九

t

九

更v

1富 津岬以北
鯖 勧'ガ 富潮 →蜴 岬

皿 大房岬噛野島崎附近

】V野 島埼附近→・木東岬

V・ 九十九里浜沿岸

・W銚 子半島

図7千 葉県沿岸 の海域区分(千 原1958)

(1)富 津岬以北

この区域 には発達 した岩盤 は全 く見 られず 、静穏 で底質は砂泥 、遠浅海岸 である。黒潮の影響

は少な く、江戸川 、荒川、隅 田川 か ら流入す る多量の河川水 のため低塩 分であるが、栄養塩に富

んでいる。海水温は夏季高 く冬 は寒海的でその差が甚 だ しい。

生育す る海藻の種類は大変少 な く植 生 も単調であ る。主な種類 としては ヒビミ ドロ、 ヒ トエ グ

サ類 、アオ ノ リ類 、アオサ類 、シオ グサ類 、ハネモ類、 シオ ミ ドロ、カヤモ ノ リ、ババモ ドキ、

アマ ノリ類、ムカデ ノ リ、 コメノ リ、オ ゴノ リ、オキツノ リ、イバ ラノ リ、イ'トグサ等であ る。

この区域の最 大の特徴 として、顕花植物 のアマモ類の大規模 な群落の繁茂があ り、も う一つ、

ノ リ養殖漁業があげ られ る

(2)富 津 岬→大房 岬

この区域は半ば外洋的な海域で、沿岸 には磯が比較的発達 してお り(1)区 に比べれば波 当た り

は強 くな るが(3)(4)区 程 ではない。金谷→竹 岡→大貫→横須賀→観音崎 と反時計回 りの還流が存

在 し、 しば しば淡水の影響 を受 ける。

生育す る海 藻は(3)(4)区 と類似 しているが種類数 は少ない。潮間帯にお ける帯状分布は全般 的

に規則正 しい傾 向にあ り、各種の生育帯 の幅は狭い。潮間帯 の主妻種 は ヒ トエ グサ類、アオ ノ リ

類 、アオサ類 、 ミル類、イ ワヒゲ、カヤモ ノ リ、ババ ノ リ、 ワタモ、カ ゴメノ リ、フクロノ リ、

イシゲ、イ ロロ、シワノカワ、ネバ リモ、 ヒジキ、 ウミ トラノオ、アマノ リ類、フノ リ、カモガ

シラノ リ、イ ソダンツウ、カイ ノ リ、 コメノ リ、ツノマタ、イバ ラノ リ、イ トグサ、 ソゾ類 であ

る。 またア ラメは浅所に、カ ジメは深所 に生育す る。

(3)大 房岬→野島崎付近

この区域 は岡村(1921、1931)の 提 唱 した岬角地方に相 当す る。伊豆南端を経て北流す る黒潮

の影響 を直接受 けるこの地域の フローラは、かな り亜熱帯的要素を帯 びてお り、分布 上温帯圏 と

亜熱帯圏の境界 として この地域を北限 とす る海藻 が少な くない。出現す る海藻の種類 は千葉県産

の大半に及ぶ ほ ど多い。

(4)野 島崎付近→太東岬
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太 平洋に直接 面 し、沖合を黒潮が北上す る。磯の様子や海藻の生育状況は(3)区 と類似 するが、

亜熱帯生の種はほ とん ど見 られ な くな り純温帯性 フロー ラを呈す る。

特 に岩和 田付近か ら太東岬の沿岸は沖に岩盤 が発達 し、珍種 ・稀種 といわれ る海 藻が多量に産

出す る点で特徴的であ る。

なお(3)区 と(4)区 を比較す る と、州 の崎 ・布 良 ・根本な どの海藻植 生 と江見 ・太海以東の海藻

植生はかな り違 ってい るが、 どの辺が両区域の境 界であるか とい うことについては余 り明瞭でな

い。

(5)九 十九里浜沿岸

広い砂浜 区域であるため海藻の着生基質が欠如 してお り、ために海 藻植 生は貧弱きわま りない。

僅かにアオ ノ リ、 ヒ トエグサ、アオサ、シオグサ 、ハネモ、シオ ミ ドロの類 、カヤモ ノ リ、ババ

ノ リ、ムカデ ノ リ、イ トグサ等が小石 、貝殻、杭 などに着生す るのみ で海藻相 は(3)(4)区 のもの

とほ とん ど同 じである。

(6)銚 子 半島

全般的 には温帯性海藻が優 勢であるが、三陸沖 を経 て南下す る親潮 の影響 を受 けて寒海性種 も

少数 出現す る。

太 田(1973)は 津軽海 峡における海藻分布 を、対馬暖流お よび親潮の影響 との関係 によって解

析 した。

津軽海峡は西 口か ら対馬暖流 の分岐流である津軽暖流が流入 、東進 し、太平洋に抜 けて南下、

三陸沖に達す る。一方、太平洋岸の東 口か らは親潮 の支流が流入 している。 このため海藻分布 は

暖流性種 と寒海性種が複雑 に入 り交 じったもの となってい る。

津軽海峡 をA区(竜 飛 ・分別 ・袋月)、B区(大 間)、C区(大 畑)、D区(尻 屋)、E区

(尻岸 内 ・汐首岬)、F区(立 待岬 ・泉沢 ・木古 内)、G区(松 前 ・福 島)の7区 に分 け、各区

に分布 する海藻種数 と共通種数か ら正宗の方法による2区 間の親和率を求 め、海流 との関係 を考

察 した。

A,B両 区はかな り大 きな親和率を示す と共 に海藻相 は暖海性 を呈 してい ること、お よび地形

か ら見ても津軽半島 と大間は極めて強 く暖流 の影響 を受 けてい ることが明 らかである。C,D,

E,Fの4区 は親和率か ら見て一つ のグループ とな ってお り、各区は明 らかな寒海性種が分布す

ることか ら、 この4区 は寒流の影響 下にあ ると判断 され る。G区 は寒流性の海藻相 を呈 している

E区 と最 も高い親和率 を示す ことか らみて、C,D,E,Fグ ループ と同様 、寒流の影響 下にあ

ると考 え られ る(図8)。

以上の ことか ら、津軽暖流は津軽半島北部お よび大間崎 も海 藻相 に大 きな影響 を与えて太平洋

に抜 ける。海 峡の太平洋 口は千島寒流の支流の影 響を受 けて海 藻相 は寒海性 を示 している。寒流

の一部は海 峡北岸 を西進 し、渡 島半島沿岸の海藻相 を寒海性の ものに して松前 に至っている と考

え られ る・
./

/F

ノ

B

G
C

A

V

"Rateofrelationship"amongrespective
sections

wasillustrated:asolidlineshowed13-17%of

R.R.,twolines18-22%,three23-27%,four28-

32%andf…ve33-38%.

図8各 海 域 区 分 に お け る 相 関 率(太 田1973)
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高間(1979)は 相模湾 の神 奈川 県沿岸等について、潮間帯の海 藻群 落お よび漁獲対象 となって

い る主要海藻(ワ カメ、アラメ、カジメ、 ヒジキ、ババ ノリ、テングサ、フノ リ)の 分布状況 に

基づき海 区々分(図9)を 試みた。

相模湾 は江 ノ島一茅ヶ崎付近を境 に東西2海 域 に大別 され る。東部 の三浦半島沿岸は外洋水の

強い影響 を受 け、西部 の西湘地区は外洋水 と陸水の混合水域である。 また三浦半島沿岸 は東京湾

口部 に当た る観 音崎～剣崎は内湾水 と外洋水の混合域である。海域 区分 された各地 区の概要 は以

下の通 りで ある。

①横須賀～観 音崎(内 湾性海域;D区)

潮間帯はアオサ類 を中心 とす る内湾性海 藻群落が優勢 で、観音崎 に近づ くにつれオキヅノ リ、

カイ ノ リ、 フダ ラク等 が多 くなる。

②観音崎～浦賀久里浜(外 洋性海域;B区)

外洋水が直接影響 してい る区域で、潮 間帯 には外洋性群落である ヒジキーアラメ群落が分布

してい る。 漸深帯 にはワカメ、アラメ、カジメ、テ ングサが生育す るが、内湾水の影響 があっ

てテ ングサの漁獲量 は県下の主漁場 と比べ少 ない。

③久里浜～上宮 田(内 磯海域;C区)

久里浜港周辺 の潮 間帯には内湾性のスジアオ ノ リーボタンアオサ ーイ ソダンツウ群 落が分布

し、金 田湾内は内磯的 となって汚染が進行 してい る。・かって生育が見 られ たフノ リ、アマ ノ リ、

ババ ノ リ、ツノマ タ、 ヒジキはほとん ど生育 していない。

④金 田～松輪(外 洋性海域;B区)

金 田湾南端 の雨崎 か ら剣崎周辺の潮 間帯 には外洋性 のボタンアオサーイ ソダンツ ウー ヒジキ
ーツノマ ターアラメ ・カジメ群落が見 られ るが、上部 は内湾水の影 響で外洋性の特徴 が くずれ

ている。

⑤剣崎～長井(最 も強い外洋性海域;A区)

県下で最 も外洋性の強い海域で、潮 間帯 には フク ロフノ リーイ シゲー ヒジキーツ ノマ ターア

ラメ ・カ ジメ群落 が形成 され てい る。漸深帯 にはカジメ群落 が優 占 しワカメ、テ ングサも多 く

漁獲 され 、県下の主漁場 となってい る。

⑥佐島～葉 山(外 洋性海域;B区)

潮間帯 には外洋性のイシゲーヒジキーアラメ群落 が分布 し、漸深 帯には ワカメ、アラメ、カ

ジメ、テ ングサが生育する。 ワカ メの漁獲量は少 ない。小田和湾には県下最大のアマモ群落が

分布 している。

⑦逗子～腰越(内 磯海域;C区)

小坪周辺 の潮 間帯 にはかっては外洋性 の海藻群落 が発達 していたが、埋 立や汚染 によ り消滅

した。鎌倉 か ら腰越 にかけては更に汚染 が進行 している。

⑧江 ノ島～茅 ヶ崎(外 洋性海域;B区)

この地 区は相模湾の大きな境界域 に当た り㍉海藻群落の分布変動が激 しい。江 ノ島周辺の潮

間帯にはかっては外洋性 のイ シゲーヒジキーア ラメ群落が発達 していたが、近年は汚染 によ り

衰退 している。

⑨早川 ～福浦(磯 焼 け海域;E区).

漸深 帯は石灰藻 が優 占する磯焼 け地帯 で、有用海藻の漁獲 は全 くない。早川か ら江の浦周辺

はかつてテ ングサ漁場が形成 されていたが、現在 は潮 間帯にアオサ類 、アマノ リ類 、ババ ノ リ、

タンバ ノ リ、キン トキ等が僅 かに生育す るのみで漸深帯において もワカメ、アラメ、カジメ、

テングサ着生は極 めて少ない。岩～福浦 の潮間帯では外洋性群落の崩れたカイ ノ リーネジモク

群落が、真鶴 半島周辺には ヒジキ群 落が認 め られ 、わずかに 自然環境 が保存 されている。
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図9海 藻群落に よる相模湾の海域 区分(高 岡1979)

吉崎(1979)は 、VANDENHOEK(1975)が 行 った北大西洋海域についての海藻相か ら海洋 の植

物地理区系を分類す る試みに倣 って、千島列 島占守島 よ り八重 山諸島与那国島に至 る間の本邦太

平洋沿岸 に生育す る緑藻類 と褐 藻類 の分布 か ら海域区分を行 った。 また紀伊半島沿岸の7地 点で

潮 間帯の海藻 を中心 とした観 察 と採集 を行 い、海藻植 生の特性を明 らかに した。

日本列 島太平洋岸海域 内における海藻の分布 に関する 目録、採集記録等80編 を収集 し、まず

占守島 よ り与那国島に至 る間を任意の距離で25区 分 し、それに式根 島 ・八丈島区域 と小笠原諸

島 区域 を加 えて系27区 域を設定 した。 この27区 域 に生育す る海 藻類 を既存資料に基づ いて整

理 し、各 区域の出現種数 と隣接す る区域 間の共通種 か らJaccardの 共通計数Pを 求め、デ ン ドロ

グラムを作成 した(図10)。

P-a+b-cX100

(a;x区 域 の種 類 数 、b;y区 域 の 種類 数 、c,x、y両 区域 間 の 共通 種類 数)

本邦太平洋岸 は占守島(1)か ら千葉県銚子半島(13)に 至 る区間 と、房総 半島(14)か ら与那 国島

(25)に 至 る区間の2つ に大別 され る。更 に前者 は占守島か ら津軽海峡(7)と 津軽海峡(8)か ら銚子

半 島(13)の2区 間 に、後者 も房総 半島(14)か ら四国(19)と 九州東岸(20)よ り与那国島(25)の2

区間に分け られ る。 また式根島 ・人丈島区域(26)と 最 も高い共通係 数 を示 したのは紀伊 半島区域

(18)で あ り、小笠原諸 島区域(27)と 最 も高い共通係数を示 したのは沖縄本 島区域(24)で あった

ことか ら、本邦太平洋岸は4区 域 に区分するこ とが妥当 と判断 され る。
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図101～27区 域に生育す る緑藻 と褐藻の種類相 の共通性 を表すデ ン ドログラ

ム.本 図作成 のために用いた各区域 の種類数は○一〇で示 した(吉 崎1979).

斉藤(1980)は 、水 産 庁 に よ って実 施 され た 沿岸 海 域 藻場 調 査(1976～77)結 果 の うち の海 藻

群落 の 分布 に関 す る資料 を用 い 、瀬 戸 内海 お よびそ の 周辺 海 域 に お け るホ ン ダ ワ ラ科 藻類 の一般

的 な分布 傾 向、類 似 度 指 数 に よ る海 域 区分 を行 い 、海 洋環 境 との 対応 関係 を検 討 した。

当該海 域 の総 出 現種 数 は29種 、そ の 内訳 は瀬 戸 内海 で16種 、紀 伊水 道 と外 海 域 とで17種

とな って い た。

全 調 査海 域 を14区 分 し、 各 区域 間の類 似 度 指 数(木 元1976のC・)0.500を 基 準 と してデ ン ド

ログ ラム を吟 味 してみ る と、瀬 戸 内海 域(A)、 紀 伊 水道 とそ の外 海 域(B)、 豊 後 水道 域

(C)、 豊 後 水道 外 海 域(D)、 四 国南岸 域(E)の5区 域 に整 理 す る こ とが で き る。 さ らに瀬

戸 内海域 は(a)大 阪湾 ・播 磨灘 、(b)備 讃 瀬 戸 、(c)燧 ・備 後 灘 、安 芸 灘 、伊 予灘 、周 防

灘 東 部域 、(d)広 島湾 、周 防灘 西 武 域 の4区 域 に細 分 され る。

A～Eの 各 区の ホ ン ダ ワ ラ類 群 集 の 代表 的 な種 は以 下 の ご とく と考 え られ る。

A区:ア カ モ ク 、ホ ンダ ワラ、 ヨ レモ ク 、 ウ ミ トラノオ

B区:ヒ ジキ 、イ ソモ ク 、 ノ コギ リモ ク 、オ オ バ モ ク

C区:ノ コギ リモ ク、 ヤ ツマ タモ ク 、オ オ バ ノ コギ リモ ク、 ヨ レモ ク

D区:ホ ンダ ワ ラ、 ヤ ツ マ タモ ク、イ ソモ ク、 フタ エモ ク、 タマ ナ シモ ク、

ツ クシモ ク、 ナ ンカイ モ ク、 コ ブ ク ロモ ク 、 ヒュ ウガモ ク、ヘ ラモ ク

E区:ネ ジモ ク 、 トゲ モ ク 、ナ ラサモ

また瀬 戸 内海 域 のa～dの 各 区 に は以 下 の種 で代 表 され る ホ ンダ ワラ類 群 集 が分布 す る。

a区:ア カ モ ク 、 ノ コギ リモ ク、 ウ ミ トラ ノオ

b区:ア カ モ ク 、ハ ハ キ モ ク 、 ウ ミ トラ ノオ

c区:ア カ モ ク 、ホ ンダ ワラ 、 ヨ レモ ク 、ヤ ツマ タモ ク、 ノ コギ リモ ク

d区:ア カ モ ク 、ホ ンダ ワラ 、ヤ ツ マ タモ ク、 ヒジ キ

以 上 の よ うなホ ンダ ワ ラ類 の 分布 状 況 と各 区 の海 洋 環境 お よび 谷 口(1961)、 佐 々 田(1975)、

八木(1939)の 知 見 を参 考 に各種 の環 境指 標 性 を検 討 した。'

アカ モ ク 、ハ ハ キ モ ク、 フ シス ジモ ク、 ジ ョ ロモ ク、 マ メ ダ ワ ラは 内湾 的性 格 の よ り強 い種 、

ネ ジモ ク、 ナ ラサ モ 、 トゲモ ク、 タマ ナ シ モ ク 、 ツ ク シモ ク 、ナ ンカイ モ ク 、 コブ ク ロモ ク 、 ヒ

ュ ウガモ ク 、ヘ ラモ ク 、 ヒジキ 、 ヤ ツマ タ モ ク 、 ノ コギ リモ ク、 オ オバ モ ク 、 ヨ レモ ク、 オ オバ

モ ク 、イ ソモ クは 外洋 的性 格 の よ り強 い種 で あ る と判 断 され た。

ii)各 地の藻場 の植生構造等 に関す る知見

日本沿岸 の海藻群 落について、少 なくとも群落 の内容がある程度以上 に推 察できる文献(P.46,

2(2)参 照)に 基づき、実際 どの よ うな種類 の群落 が存在 し、その下草等混生種 として どの よ うな

種 が認め られてい るのかを、表12に 整理 した。
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ほ とん どの文献 は水産的な概念 で区分 されたア ラメ ・カジメ場、 コンブ場、ガラモ場 といった

用語 を用いてお り、植 物社 会学 的な観 点か ら海 藻群落 を観 察 し、表現 した例は極 めて少ないが、

時に優 占種に着 目してホ ソメ コンブ群落、オオバ モク群落のよ うに表 した例 も見 られた。

現在、水産 に限 らず他 の分野 でも比較的多用 され ているアラメ ・カジメ場、 コンブ場、ガラモ

場 とい った用語 は、水産 上重要 な意味 を持つ海藻類が密 に生育 している場所 として古 くか ら漁業

者 に認識 された ものの表現 であ り、 「群 落」ではなく 「場」 とされ ていることに端的にあ らわれ

てい る。従 って上記の場以外 にはア ジモ場 、テングサ場 、アオサ場 といった場 が認識 され るのみ

であ る。最近は海藻サ ラダの素材 と して利用価値の高騰 した トサカノ リの産地 において 「トサカ

ノ リ場 」 とい う用語が出現す るに至っている。

本調査 では文献の内容 か ら明 らかに群落 の優 占種が判断で きる場合は、優 占種命名法 に基づ く

○○群落 とい う表記 に統一 して整理 した。 ただ しホ ンダワラ類 について、数種の優 占種名 を上げ

ている ものについては、ホンダワラ類群落 と表記 し、主要種 の欄 に優 占種名 を記載 した。

群落 の種類 と して最 も多 く認 め られ るのはコンブ類 、ア ラメ ・カ ジメ類 、ホンダ ワラ類の よ う

な大型褐藻群落で、例 えば リシ リコンブ群落、アカモク群落のよ うに具体的 な種名 を冠 して記載

され ている場合 がほ とん どであ る。その他、テ ングサ群落、アマモ群落 、スガモ群落 といった海

藻 ・海草群落が識別 されてい る。

また広瀬(1973)や 秋 山(1971)は 、海 中景観 の表現にお いて大型褐藻群落を海藻林、小型海

藻が密 にかっ広 い範囲で海底 を覆 ってい る場合 を海草原あ るいは海藻草原 とい う語 を以って表現

してい る。

iii)海藻 ・海 草群落 の生物学的な類型 区分 についての試案

先に述 べたよ うに、潮 間帯 の海藻 ・海 草群落 については、谷 口(1961,1987)が 植 物社会学的

手法に基づ いた類型区分を示 した例、潮 下帯 については新崎(1984)が 陸上植生の相観 的表現法

を導入 して海 中植 生 を林相 的群叢 ・藪相 的群叢 ・草地的群叢の3区 分に整理 した例がある。また

海 中景観 の表現 と して秋 山(1971)、 広瀬(1973)が 大型褐藻群落 を海藻林 、小型海藻 が広い範

囲で密生 した場合 を海藻原 あるいは海藻 草原 とい う語 を用いた例 があ る。 しか し規模 の大 きな海

藻 ・海草群落(藻 場)に 関 しては、基本 的な群落単位 を定め、 さらにその上位の区分単位を整理

し植物社会学的に体 系化す るよ うな試み は現在までの ところ見 られない。

そこで新たな試み として表13に 示す よ うな類型区分を提案す る。大区分は景観 的、相観 的にみ

た特徴 に基づ く分類で ある。 小区分 は 日本沿岸 に広 く分布 し、 しば しば規模 の大きな群落を形成

する種 を対象 として ある程度形態的特徴が共通 した ものをま とめた分類 である。
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表12日 本沿岸各地の潮下帯海藻群落

県名 ・地方名

《北海道》

小樽市祝津地区

積丹町美国地区

積丹岬地区

神威岬地区

知床半島先端

モイ レウ

シーペ キ

ンの鼻

江差町鴎島

利尻島

広尾町

戸井町

忍路湾

紋別市紋別港付近

《青森県》

深浦町田野沢地区

《宮城県》

金華山周辺海域

群落の種類

ホソメコンプ群落

エゾノネジモク群 落

フシスシ"モクーエソ"ノネシ"モ

ク群 落

ホソメコンプ 群 落

ホソメコンプ群 落

フシスジモク群 落

スガ モ群落

リシリコンブ 群 落

アナメ群 落

スジメ群落

スガモ群落

ハケサキノコギ リヒバ 群 落

オニコンブ群落

アナメ群落

ホソメコンプ 群 落

リシリコンプ 群 落

アナメ群落

ミツイシコンプ 群 落

スガモ群落

マコンプ ーガ ゴ メ群 落

ホソメコンプ 群 落

ホソメコンブ 群 落

ツルアラメ群 落

アマモ群落

無節石灰藻群落

スガモ群落

主 要 種

ホソメコンプ

エソ"ノネシ"モク

フシスシ"モク、エソ"ノネシ"モク

ホソメゴンプ

ホソメコンプ

フシスジ モク

スガ モ

リシリコンプ

アナメ

スジ メ

スガ モ

ハケサキノコキ"リヒバ"

オニコンプ

アナメ

ホソメコンプ

リシリコンプ

アナメ

ミツイシコンフ母

スガ モ

マコンフ"、 カ"コ"メ

ホソメコンブ

ホソメコンプ

ツルアラメ

スガ モ

下草等混生種

純 群 落

フシスシ"モク、カタノリ、オキツノリ、ムカテ"ノリ

純群落
純 群 落

ウラソソ9、キョウノヒモ、オキツノリ、ムカテ"ノリ

純 群 落

純 群 落

アツハΦスシ"コンフ9、アツハ尋スシ"キ"ヌ、スス"シロ

ノリ

ケウルシグ サ

エゾ ヒトエク"サ

アツハ"ス シ"コ ンフ"、 スシ"メ 、アナメ

スシ"メ 、ケウルシク寺サ、アツハ"ス シ"コ ンフ"

エソ噸ヤハス"、アナメ、スシ"メ、ワカメ、ホンタ"ワラ

類

純 群 落

スカ"モ 、ネフ"ト モク、アカハ"、 へ"ニ ヒバ"、 クシへ"

ニヒバ"、 タ"ル ス

ヨレモク、ケウルシク"サ、ウカ"ノモク、ヒラコトシ"、ア

ナアオサ、アカハ"キ"ンナンソウ、タ"ルス、マクサ、アナ

タ"ルス、スシ"メ

フシスシ"モ ク、アナアオサ、アカハ"、 ヒoリ ヒバ"、 オキ

ツノリ、アカハ"キ"ン ナンソウ、ツノマタsp、 タ"ル ス

、エコ"ノ リ、イソムラサキ

アナアオサ、シオク"サsp

ノコキ"リモク、ヨレモク、ヤツマタモク、フシスシ"モク

ソゾ 類 、 シオグ サ類
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表12(つ づ き)

県名 ・地方名

江ノ島周辺海域

唐桑半島周辺海域

宮古市浄土ヶ浜

《秋由県》

岩館 ・滝ノ間 ・八

森沿岸

男鹿半島南岸

《茨城県》

田楽鼻一水木一古

坊地鼻

河原子一小島

《千葉県》

小湊町

館山市坂田

《神奈川県》

三浦市黒磯

三戸

小網代

諸磯
二町谷

城ケ島

宮川

毘沙門

江奈湾 口

群落の種類

ワカメーホンダ ワラ類 群

落

ワカメーホソメコンブ 群 落

ホソメコンプ 群 落

コンプ ースジ メーワカメ群

落

アラメ群 落

ホンダワラ類 群落

ホンダワラ類群 落

ツルアラメ群落

マクサ群落

アラメーオオパ モク群 落

ワカメ群落

ホンダワラ類群 落

アラメーカジ メ群 落

アラメ群落

カジメ群落

カジメ群落

カジメ群落

カジメ群落

カジメ群落

アラメーカジ メ群 落

アラメーカジ メ群 落

アラメーカジ メ群 落

カジメ群落

主 要 種

ワカメ、アカモク、ヨレモク、ノコキ.リモ

ク

ワカメ、 ホソメユンフ。

ホソメコンプ

アラメ

フシス"シ"モ ク、ヨレモク、トケΦモク、

アカモク、シ"ヨ ロモク

シ・ヨロモク、マメタワラ、ヤツマタモク、

フシスシ"モク、ホンタ"ワラ、ハハキモク

、トケ"モク、ヨレモク、ノコキ.リモク

ツルアラメ

マクサ

アラメ、オオバ.モク

ワカメ

ヨレモク、ホンタ"ワラ、ヤツマタモク、マ

メタ.ワラ、ノコキ"リモク、オオバ○モク

アラメ、カシ◎メ

アラメ

下草等混生種

スカ"モ、スシ"メ、チカ"イソ

ノコキ◎リモク、ヨレモク、アカモク

フシスシ.モク、アカモク、ウルシク9サ、ケウルシク。サ

マクサ、フクリンアミシ9

マクサ

マメタワラ、ワカメ、ケウルシク夢サ、エソ9ヤハス.、イソ

ムラサキ、エビ◎アマモ

スカ。モ、ヒロバノトサカモド キ、ハリカ"ネ、マツノリ、

タンハ.ノリ、オオバ.ツノマタ

マツノリ、ヒoリ ヒバ"、 フシツナキ"、 ハリカ"ネ 、イソマ

マ、 ヒラムカテ⑤、フクリンアミシ"

マクサ、ヒラカ"ラカ"ラ、ユカリ、チャシオクΦサ、ウスカ

ワカニノテ、ヒメカニノテ、ヤハス"シコロ

キントキ、カニノテ、ヘリトリカニノテsp

アカモク、オオバ"モク、ヤツマタモク、マメタ"ワラ、キン

トキ、トサカノリ、サィタ"イハ○ラノリ、 マクサ、カニノ

テ、フアカニノテ、ウスカワカニノテ、ピ リヒバ.、ウミウ

チワ
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表12(つ づき)

県名 ・地方名

三浦市雨崎

ボッケ埼

油壺海岸

葉山

江の島

《静岡県》

用宗海岸

南伊豆大瀬地区

仲木地区

入間地区

伊豆半島東岸

熱海市～以東町

東伊豆町～河津

下田市～南伊豆

町

南伊豆町

土肥町～沼津市

《三重県》

神前湾

紀伊長島町

尾鷲湾

荒坂付近

熊野市二木島湾

志摩半島御座岬

《和歌山県》

太地湾

御坊市南塩屋地先

群落の種類

アラメーカジ メ群 落

アラメーカジ メ群 落

アラメ群落

ヤツマタモク群落

アラメ群落

アラメ群落

オオバ モクージ ョロモク群

落

アラメーカジ メ群 落

ソゾ 群 落

ホンダワラ類群 落.

カジメ群 落

カジメ群 落

ホンダワラ類群 落

アントクメ群 落

有節石灰藻群落

カジメ群落

カジメ群落

アラメ群落

アラメ・カジメ群 落

カジメ群落

テングサ群落

カジメ群落

カジメ群落

テングサ群落

ホンダワラ類群落

テングサ群落

ホンダワラ類群落

テングサ群落

テングサ群落

ホンダ ワラ類群落

アラメ群 落

カジメ群落

アントクメ群 落

アラメーカジ メ群 落

主 要 種

アラメ

ヤツマタモク

アラメ

アラメ

オオバ"モク、シ"ヨロモク

アラメ、 カシ"メ

ノコキ"リモク、ヨレモク、ホンタ"ワラ

カジ メ

カジ メ

ノコキ"リモク、ヨレモク、ホンタ"ワラ

ァントクメ

ヒoリヒバ"、カニノテ

カジ メ

カジ メ

アラメ

アラメ、 カシ"メ

カジ メ

マクサ

カジ メ

カジ メ

オニクサ、マクサ

ホンタ"ワラ、アカモク、オオバ"モク、ナ

ガ シマモク

マクサ、オニクサ

ヨレモク、トケ"モク、ノコキ"リモク

マクサ、オニクサ、ヒラクサ、ユイキリ

マクサ、 オニクサ

オオバ"モ ク、ノコキ"リ モク、オオバ"ノ

コキ"リ モク、アカモク、ホンタ"ワ ラ、ヨ

レモク

アントクメ

アラメ、カシ"メ

下草等混生種

オオバ モク、ヤツマタモク、ネジ モク、テング サ類

オオバ"モク、アカモク、シ"ヨロモク

テング サ類 、無 節 石 灰 藻

無 節 石 灰 藻 、 ウミウチワ、ナミノハナ、キントキ

キントキ、ウミウチワ

アラメ

純群落

アラメ、 ウミウチワ、フクロノリ、カニノテ

マクサ、無 節 石 灰 藻 、 シマオオギ

マクサ、オニクッサ、ヒラクサ、タマイタタ"キ、キントキ、

アントクメ、ユカリ

ホンタ"ワラ、シマオオキ"、タマミル、チャシオク"サ、キ

ントキ
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表12(っ づ き)

県名 ・地方名

日高町阿尾地先

《徳島県》

阿南市蒲生田岬～

海南町浅川

由岐町阿部地先

牟岐町牟岐港沖

《宮崎県》

川南町地先

門川町乙島

《福岡県》

宗像群大島村宮崎

地先

《長崎県》

平戸島志々伎湾

対馬沿岸

壱岐島

《新潟県》

佐渡島小木海岸

宿根木新谷

の澗

尖閣湾

《石川県》

能登半島舳倉島

禄剛岬

曽々木

御船崎

群落の種類

クロメ群 落

オオバモク群落

アラメ群落

カジメ群落

アラメーカジメ群落

クロメ群 落

クロメ群 落

カジメ群 落

アラメ群落

アマモ群落

アラメ群落

ホンダワラ類群落

ホンダワラ類群落

ホンダワラ類群落

ホンダワラ類群落

ホンダワラ類群落

ホンダワラ類群 落

ホンダワラ類群 落

ホンダワラ類群 落

ホンダワラ類群 落

主 要 種

クロメ

オオバ モク

アラメ

カジ メ

アラメ、 カシ"メ

クロメ

クロメ

カジ メ

アラメ

アマモ

アラメ

ノコキ"リモク、マメタワラ、ヤツマタモク

、アカモク、オオバ"モク

ノコキ"リモク、 オオバ"モク、 ヨレモ

ク

オオバ"モク、ノコキ"リモク

オオバ"モク、ノコキ"リモク、フシスシ"

モク

トケ"モ ク、フシスシ"モ ク、 ノコキ"リ

モク

ヤツマタモク、マメタワラ、フシスシ"モク

ヤツマタモク、ヨレモク

ヤツマタモク、フシスシ"モク、シ"ヨロモ

ク

ヤツマタモク、フシスシ"モク

下草等混生種

アラメ、 アカモク

純群落

純群落

純群落

純群落

アオサ、アミシ"ク"サ、ウミウチワ、ノコキ"リモク、オオ

バ モク

純群落

アラメ、クロメ、ヘリャハス"、 ウミウチワ

フシスシ"モ ク、ヤツマタモク、ヨレモク、シ"ヨ ロモク、ヘ

ラヤハス"、 シワヤハス"、 ウミウツワ

ツルアラメ、ヘラヤハス"、シワヤハス"、ウミウチワ、ハイ

ミル、フサイワツ"タ

ツルアラメ、ヘラヤハス"、コナミウチワ、オキナウチワ、ツ

ノマタ、へ"ニスナコ"

クロメ、イハ"ラ ノリ、フサイワツ"タ 、アミシ"ク7サ 、

ヘラヤハス"
、マクサ

オキナウチワ、コナミウチワ、イハ"ラノリ、ハoピ ラソソ
"
、マクサ、カニノテ、ピ リヒバ 、無 節 石 灰 藻

トケ"イキ"ス、マツノリ、オキナウチワ、アミシ"ク"サ、

マクサ 鉦 節 石 灰 藻

ヒ.リヒバ"、ヒメモサス"キ、カニノテ、ツルアラメ、フサ

イワズ タ、無 節 石 灰 藻
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表12(っ づ き)

県名 ・地方名

《京都府》

舞鶴湾

丹後半島

五色浜地先

田尻地先

ニ シマ地先

ネタキ西端地先

大島垣島地先

タコ岩地先

《兵庫県》

浜坂町釜尾湾

西洞門

諸寄港付近

竜宮洞門

香住町三田湾

柴山湾奥

竹野町イブリ島

群落の種類

ホンダワラ類群落

アマモ群落

ホンダワラ類群落

ホンダワラ類群落

ホンダワラ類群 落

ホンダワラ類群 落

ヨレモクーマメタ"ワラークロメ

群 落

ノコギ リモクークロメ群 落

ホンダワラ類群 落

コモングサ群落

カギウスバ ノリ群落

ヨレモクーヘラヤハズ 群 落

カキ"ウスハ9ノリータマイタタ寺

キ群 落

ホンダワラ類群落

スシ"アオノリーホソシ"ユス苧モ

群 落

ヨレモク群 落

主 要 種

イソモク、オオバ"モク、アカモク、シ"ヨ

ロモク、ヨレモク

アマモ

シ"ヨロモク、フシスシ"モク、ヨレモク、

ヤツマタモク、ノコキ"リモク

ノコキ"リモク、オオバ"モク

マメタワラ、オオバ"モク、ノコキ"リモク

マメタワラ、ヨレモク

ヨレモク、 マメタワラ、 クロメ

ノコキ"リ モク、 クロメ

ヨレモク、オオバ"モク、ヤツマタモク

コモング サ

カキ"ウスハ"ノリ

ヨレモク、 ヘラヤハス"

カキ"ウスハ"ノリ、 タマイタタ"キ

ヨレモク、オオバ"モク、ナラサモ、イソモ

ク、ヤツマタモク、フシスシ"モク

スシ"ア オノリ、ホソシ"ユ ス"モ

ヨレモク、 オオバ"モク、 マメタワラ

下草等混生種

クロメ、ヘリトリkニノテ、無 節 石 灰 藻

シ"ヨロモク、アカモク、ヨレモク、ヤツマタモク、エント◎

ウモク、エビ アマモ、ヘリト肋 ニノテ、無 節 石 灰

藻

クロメ、エビ アマモ、ビ リヒバ"、カニノテ、ヘリトリカ

ニノテ、無 節 石 灰 藻

エビ アマモ、シ"ヨロモク、ノコキ"リモク、オオバ"モク

、クロメ、ヘリトリカニノテ、無 節 石 灰 藻

ヤツマタモク、ノコキ"リモク、オオバ"モク、エピ アマモ

、ピ リヒバ 、ヘリトリカニノテ、シマオオギ 、無 節

石 灰 藻

ヨレモク、ヤツマタモク、マメタワラ、ヘリトリカニノテ、

シマオオギ 、イワノカワ類 、無 節 石 灰 藻

サカ"ラメ、クロメ、シワヤハス"

シワヤハス"、ヘラヤハス"、アミシ"ク"サ、マメタワラ、

オオバ幸モク、ナラサモ、クロメ、サカ"ラメ

純 群 落

フシスシ"モク、イソモク、ナラサモ、コモンク"サ、イシモ

ス"ク、フクロノリ、カコ"メノリ、ウスユキウチワ、アラメ

、クロメ、ツノマタ、ホソバ"ナミノハナ、スキ"ノリ、ユカ

リ、へ"ニスナコ"、カニノテspp、 タオヤキ"ソウ、ミル

、オオシオク"サ

オオシオク"サ、タルカ"タシ"ユス"モ、アミシ"ク。サ、

コモンク"サ、シマオオキ"、アラメ、ヨレモク、マクサ、フ

タ"ラク、タオヤキ"ソウ、ムカテ幸ノリ、フシツナキ"、キ

ントキ、カバ。ノリ、イハ"ラノリ、スキ"ノリ、カタノリ、

オキツノリ、コメノリ

オオシオク"サ、ミル、ハイミル、コナミウチワ、ウスユキウ

チワ、 シワヤハス"、フクロノリ、アミシ9グ サ、マクサ

、イハ寺ラノリ、ワツナキ"ソウ、ミツテ"ソソ"、ムカテ0

ノリ、ツノマタ、オキツノリ、エナシカリメニア

アミシ"ク"サ 、シマオオキ"カ コ"メ ノリ、コモンク"サ

、コナミウチワ、クロメ、ムカァ"ノ リ、ツルツル、ツノマタ

、イハ"ラ ノリ、オハ"ク サ、、ツテ"ソ ソ"、 フタ◎ラク
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表12(つ づ き)

県名 ・地方名

《島根県》

宇竜湾西部

東部

高袋

鷺浦湾

隠岐諸島

布施地区

白島地区

久見地 区立島 ・

ロー ソ ク 島

東国賀地区

国賀地区

《沖縄県》

宮古島

群落の種類

ホンダワラ類群落

海中草原
ホンダワラ類 群落

マクサーヒラガ ラガラ群落

海 中草原

ホンダワラ類群落

海中草原

海中草原

海藻林

海藻林

海藻林

海草原
海藻林

海草原
海藻林

海草原

ホンダワラ類群 落

主 要 種

アカモク、ノコキ"リモク、マメタワラ、ヤ

ツマタモク

下草等混生種

シワヤハス。、ミル、エツキイワノカワ、ヒラカ。ラカ。ラ～

クロメ、アラメ、へ9ニスナク◎、アヤニシキ、オオシオク◎

サ

アミシ"ク"サ 、シワヤハス"、 オオシオク。サ、ヒラカ。ラカ9ラ 、へ。ニスナコ9、 アヤニシキ

ヨレモク

マクサ、ヒラカ"ラカ"ラ

クロメ、エピ アマモ

カバ。ノリ、アナアオサ、シオク。サsp.

シワヤハス9、エツキイワノカワ、サキフ"トミル

ヨレモク、イソモク、オオバ9モク、マメタ

ワラ、ノコキ"リモク、ヤツマタモク

クロメ

フクロノリ、シワヤハス∂、ウミトラノオ、ミル、ヒラワツナキ"ソウ

1
タオヤキ"ソウ、ヤレウスハ"ノリ、マクサ、オニクサ、カバ.ノリ、タマイタタ0キ、ミル、アミシ。グ サ

ヨレモク、マメタワラ、オオバ"モク、アラ

メ

ヨレモク、アラメ、エビ アマモ

アラメ、 マメタワラ、ヨレモク

ヤツマタモク、イソモク、フシスシ。モク、ワカメ、ツルモ、

エピ アマモ、 ミル、フクロノリ、アミシ◎ク。サ、イシモ

ス。ク、マクサ、ユカリ、ヒラワツナキ.ソウ

ヒケ◎アオノリ、ミル、シワノカワ、フクロノリ、カコ。メノ

リ、ハハ.ノリ、ワカメ、フシスシ。モク、イソモク、ナラサ

モ、オオバ"モク、ウミソ◎ウメン、ムカテ9ノリ、ワツナキ
"ソウ

、ミツテ◎ソソ"

エビ"ア マモ、イシモス"ク 、アミシ◎ク"サ 、フクロノリ

ヨレモク、オオバ"モク、マメタワラ、アカ

モク、アラメ、ワカメ、ツルアラメ、ツルモ

詳 細 の 記 載 な し

ヨレモク、マメタワラ、ヤツマタモク、フシ

スシ"モク、アラメ、ワカメ

詳 細 の 記 載 な し

ホンダワラ亜属数種 ハイテンク"サ、ウスユキウチワ、シオク。サsp.
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表13 藻場を構成する海藻 ・草群落の区分

大区分

1海 藻林

II海藻原

皿海藻荒原

W海 中草原

Vそ の他

小区分

a.コ ン ブ群 落

b.ア ラ メ ・カ ジ メ 群 落

c.ホ ン ダ ワ ラ群 落

d.ワ カ メ群 落

a.ア 滑 ・アオノリ群 落

b.イ ワヅ タ・ミル群 落

c.ア ミ ジ グ サ 群 落

d.フ ク ロ ノ リ群 落

e.テ ン グ サ 群 落

f.タ ンパ ノリ・ツルツル群 落

g.苔 状群落

h繊 維状群落

a.サ ン ゴ モ 群 落

b.殻 状群落

a.ア ジモ 群 落

b.ス ガ モ 群 落

主要構成種及び形態的特徴

墓喜手讐鍵評 猫 美塁褐譲 葱 差蕃羅 享塁を食呂,

彊編群嶽蔀蒜軸皇霧蓮犠霧養議ζ拷群
落.

蓉縫9ウ ガノモク科・ホンダワラ科の大型褐瀬 を優占種とす

暴繍 霧 甥彪 室携遜 礒慕 瀦 壷客手黎謝 あり
ヒ トエグサ属、アオサ属、アオノリ属の膜状および紐状の緑藻が
優 占する群落.

砧 獺 議 纒 驚 講2ト 状あるレ'は芝生状に基質面を

ヤ ハ ズ グサ 属 、 ア ミジ グサ 属 、 ニ セ ア ミジ属 、 フ タ エ オ ウギ 属 、

難 嚢餐雰鐙 慰 と議轟 讐撃籍蕪禰 状毛重
フ ク ロ ノ リ、 カ ゴ メ ノ リ、ネ バ リモ 等 の 塊 状 の 褐 藻 が優 占す る群

落.

羅あ蓑状蕩 ま荏系扶ぞ継 し蓬 纏 皇手老紅鑛 編 酵 茗
群 落.

ツル ツ ル 、 フ ダ ラ ク 、 ヒジ リメ ン、 オ オ バ キ ン トタ ン バ ノ リ、

謙 乏芝徳 三雛 茎翫 証護美墓濤羅 熱
する群落.

ミドリゲ、ワタハネモ、ツユ ノイ ト、ハイテングサ、ユカ リ、ナ
ミノハナ、マサゴシバ」等の藻体が小さく飼旬展開して基質面を
苔状に被 う海藻群落.

シ オ ミ ドロ 、・ク ロ ガ シ ラ 、 ウシ ケ ノ リ、 微 小 イ ギ ス類 等 の 繊 維 状
の 海 藻 の 優 占す る群 落.

ガラガラ、ソデガラ ミ、モサガラガラ等の藻体に石灰質を沈着す

鰐叡鐙袈4姦 端蕎議藻魑豊誕諾証轟優
占す る群落.

羨ダ彩 粥 燦 騰 続 蒜 繕 鵜 編 サンゴモ科の殻状紅

蕪 鋸舜震操線善お鍵叢鷹 聾る毒識 ㍊写雛

超 重霧 羅 饒 翻 蠣 麓 朧 鮎 押長レ線形の葉を獣
1～IVの 何れにも該当しない海藻 ・海草群落
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2.藻 場生物調査手法試案

(1)調 査方針

(1)一1調 査 目的

日本全国の藻場 の生物学的 な類型 区分等 を 目指 し、

①全 国の代表的な藻場 を対象 に、海 藻(かいそう)・海草(うみくさ)群落に関す る基礎的デー タを集積

し、藻場の生物学的 な類型 区分 について検討 する。

②全国調査に必要 な簡便 な調査項 目 ・手法(都 道府県委託 レベル)の 確 立をめ ざす。

(1)一2調 査期間

平成10年 度～平成13年 度

(1)一3調 査 区域

原則 として、藻場生物調査の対象範 囲は、第4回 自然環境保全基礎調査で把握 された藻場 区域

とす る。

(1)一4調 査時期

大部分の海藻(かいそう)・海 草(うみくさ)類は時期 によって葉状部や茎 ・枝等藻体の視認 可能な部分が

消失 または倭小化 して しまい、種名 を同定 しに くくな る場合が多い。従って藻 ・草体が種 の特徴

を良 く示す成熟期 よ りも若 干早い時期 に調査 を行 う配慮 が必要 となる。また 日本沿岸 では海域に

よっても成熟期がずれ るため、調査時期 を統一的 に設定す ることはで きない。場合 に よっては調

査海域で営 まれてい る漁業の妨 げにな らないよ うな配慮 も要求 され る。 これ らの点を考慮 し、事

前に調査区域 に分布 す る群 落の種類 を既存文献等か ら把握 し、主要 な群落の構成種 の成熟期に合

わせて調査時期の調整 を図 るもの とす る。

なお調査時期の設定に当たっては付表1(59p)に 示す 目安 を参考 とす る。

(2)調 査 内容

(2)一1調 査項 目

ア.'海 藻 ・海草群落分布把握調査

相観法 による藻場 分布域の把握

イ.群 落構造調査

コ ドラー ト法に よる種別被度調査

(2)一2調 査内容

i)海藻 ・海草群落分布把握調査

ア.第4回 自然環境保全基礎調査で調査 された藻場分布域 について、その後 の変化(位 置、

面積等)を 聞き取 りお よび文献等調査 により補完 し、最新の藻場分布域 を把握す る。

イ.最 新の藻場 分布域 において海 面遊泳等に より、その分布状況の確認 を行 う。

ウ.藻 場植 生の概観 を記録す るとともに相観 法によ り藻場 を優 占種群の群落毎 に把握す る。

ii)群落構造調査

ア.調 査 区域 内で水深方 向に最 も多種類の群落が分布する場所において、海岸線か ら水深

方向 に調査線 を設 定す る。

イ.調 査線 上で、各群落の 中央付近において群落構造を代表 している5点 に コ ドラー トを

設定 し、.出現種 とその被度 を測定す る。

ウ.各 群落毎に優 占種等 を採集 し、 さく葉標本 を作製する。

(2)一3調 査方法

i)海藻 ・海草群落分布把握調 査

ア.最 新の藻場分布域 の把握(位 置、面積等)

国土地理院発行 の2万5千 分の1の 地形図を基に必要なサイズに拡大 して作成 した調査

海域 図上 に、第4回 自然環境保全基礎調査の結果お よび地元漁業者 か らの聞き取 り等に よ

り現状の海藻 ・海 草群落の概略の位置 を確認 、記入す る。
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イ.修 正分布域確認 および藻場植 生概観の記録

調 査区域の潮下帯および漸深帯に分布す る各種海藻 ・海草群落 の水平分布状況について

はスノー ケ リング遊泳 による水面か らの 目視に よ り相観 を把握 、お よび群落の組 成等内容

についてはス キューバ潜水に よる 目視観察で、それぞれ把握す る。

なお 、調査対象群落 は1ha以 上の もの を対象 とす る。

観察項 目は以下の通 りとす る。

①群落の種類 観察野帳(様 式3)に 記入す る群落の種類 は優 占種命名法に よ り

記録す る(例:ホ ソメコンブ群落,ヤ ツマタモク群落,ア マモ群落,マ クサ群落等)。

②群落の位置及 び規模(長 さ,幅,輪 郭等)

③群落の平均 的な被度階級(表14参 照)

④群落の平均 的な基質の種類(表15参 照)

調査手順は以下に示す手順を参考 とする。

①群落分布の概要把握

②調査対象 とする群落と

その位置の決定

国土地理院発行の1/25,000の 地形図を基に必要なサイズに拡大 して

作成 した調査海域図上に、地元漁業者からの聞き取 りで把握 した現状

の海藻等群落の概略の位置を確認、記入する。

③群落の規模 と内容の把握

聞 き取 りで把握 した各群 落の再確認お'よび聞き取 りで 把握で きなか

った群落のチェ ックを 目的 として、先ず最初に調査 区域内で調査船 を

航走 させ、調査対象 とす る群落(1ha以 上)を 決 定す る。 群落の位 置は

六分儀 を用いた三点 両角法 またはGPSに よって決定 し、調 査区域 図

に記入す る。

調査員A
1.ス ノーケ リング観察

調 査す る群落 に調査船 を誘導 し投錨 した ら、調査員Aは ス ノーケ リ

ン グ遊泳によ り目測で群落の規模 、す なわち どの よ うな方 向に どのよ

うな形状 で どの よ うな広が りを持 っているのか を、投錨 している調査

船や海岸地形 と自分 との相対的位置 関係 で把握 し、水 中ノー ト(様 式

は 自由)に 記録す る。 なお方向は水 中コンパスで確認す る。 また群落

全体 の平均的 な植 生被度(表14参 照)も 記録す る。データを取 り終 えた

ら直ちに船上の調査員C(テ ンダー)に 報告す る。

2.撮 影

スノー ケ リング調査員 はテンダーへの報告が終った ら直ちにスキュ
ーバ潜水具 を装着 し

、ス キューバ調査員の仕事 を補助す る と共 に、群

落の特徴 を示す内容(景 観 、優 占種、基質状況、下草類)を 可能 な範

囲で撮影す る。 この時撮影 画面には、調査項 目名(海 藻 ・海草群落分

布把握調査)、 年 月 日、群 落 番号、群落名 を明記 した プ レー トが含

まれ るよ うにす る。 カメ ラはニコノスV型 に15mmレ ンズ とス トロボ

を装着 した ものあるいはそれ と同等の ものを、フィルムはASA100・

36枚 撮 りポジフィル ムを使用す る。なおス トロボを使用す る必要が

ない澄明な海域 、あるいは使用で きない透 明度 の不 良な海域ではASA

400を 用いて も良い。

調査員B

1.ス キ ューバ潜水観察

調 査員Bは スキューバ潜水で群落に至 り、群 落(優 占種命名法に よ

る)、 混生す る他の海藻 ・海草類(肉 眼で視認 可能な もの)、 基質の

種類(表15参 照)お よび水深(実 測値)を 水 中ノー トに記録す る。 こ

の場合 のデー タは群落 を斜 めに横 断す るよ うに、5～10分 程度遊 泳

観 察 した結果 に基づいて平均的な内容(優 占種、基質、水深)を 判 定

す る。 なお調査対象水深 に海 図上の水深 が10mま での範 囲を原則 と

す る。
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但 し10m以 深に群落が分布する場合で海域の透明度 ・透視度が良

好なため、10m以 上潜水 しなくても観察可能なものについては把握

可能な範囲内で観察記録するものとする。

調査員C

船上の調査員Cは テンダーとして、スノーケ リング調査員より報告

を受けたら直ちに調査区域図と観察野帳(様 式3)を 照合するような

形式で、群落に関する情報を整理、記録する。

④船上での記録の整理

船上のテンダーはスノーケ リング調査員の報告の他にスキューバ調査

員の報告についても調査区域図と観察野帳(様 式3)を 照合するような

形式で、群落に関する情報を整理 ・記録する。

留意事項
・調査 区域図は国土地理院発行 の1/25 ,000の 地形 図をもとに作成す る.
・海域 によっては海 図の利用 可能 な場合があるので、事前 によくチェ ック し地形 図 との整合

を図ってお く.
・調査 に使用す る船舶 は、調査 区域 に漁業権 を持つ漁業組合に主旨をよく説明 し、磯根の状

況に詳 しい漁業者 と小型船舶 の斡旋 を依頼す る。
・スノーケ リング ・潜水観 察は2名 以上の調査員で行い、船上には少な くともテンダー1人

を配置す る.
・暗礁が近い、水深 が浅い等 の理 由で調査船 を投錨係 留できない場合には、 目印 として標識

ブイ を設置す る、あるいは観察 ライ ンを設置す るな ど して、調査員が 自分の 位置 を把握 し

やすい よ うに工夫す る.
・この場合 の観察 ライ ンはあ くまで も調査員の位 置 と群落の規模 を判断す るために設 けるも

のであるか ら、その長 さや方 向は群落の状況 に応 じて判断す る.
・ライ ンは ドラムに巻 き込んだ300m程 度の間縄 の一方に錨 を付 けて船 上か ら所定の位置

に投入 し、終点 に向けて直線状 に船尾 か ら間縄 を繰 り出 し、終点 に達 した ら ドラムごと投下

す る と良い.
・観察 ラインの起点 と終点には 目印の浮標 を付けてお くと便利 である.

・テ ンダーは、潜水調査員 の吐 く泡 を調査船上か ら確認 し、潜水作業が安 全に進行 している

かを逐次チェ ックす る.

表14植 生被度 の区分

被度区分の基準

海底面がほとん ど見えない

海底面よりも植生の方が多い

植生よ りも海底面の方が多い

植生は疎 らである

植生は極 く疎 らである

植生はない

区 分

濃 生

密 生

疎 生

点 生

極く点生

な し

被度階級

5

4

3

2

1

十

植被率(%)

75^一100

50^一75

25^50

5^一25

1～5

1以 下

表15基 質 の種類

基質の種類

岩礁

岩

巨礫

礫

砂 ・泥

基質のサイズ

長径、短径が2m以 上のもの

長径、短径が1～2m程 度のもの

長径、短径が25cm～1m程 度のもの

長径、短径が25cm未 満のもの

径が1㎜ 以下のもの

凡例

、
(り

幅

蝋

♂ご.」・`.ひ,σ
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ii)群 落構造調査

ア.調 査線の設 定'

調査線は、調査区域内で最 も多種の群 落が分布す る場所 を1ヶ 所選定 し、潮 間帯下部 に設

けた起点か ら沖合 いの水深方 向に延ば した直線状の測線 を設定す る。

イ.出 現種被度 の測定等

調査線上お よびその近傍 に分布 す る各種 の海藻 ・海草群落の中央付近の群落構造を代表 し

ている5点 に1m×1m方 形枠 を設定 し、枠内に出現す る海藻 ・草類の種毎 の被度(%)測

定お よびア ラメ群落、カジメ群落、ホンダワラ群落 、ツルアラメ群落、アマモ類群落 、スガ

モ類群落については林冠部の平均高 さを測定 し水中ノー ト(様 式は 自由)に 記録する。 あわ

せ て群落の特長 をよく示す写真撮影 を行 う。なお、海藻 ・海草群落はその大 きさが1ha以 上.

のものを観 察対象 とする。

ウ.優 占種等の採集

調奪区域 に分布す る海藻 ・海 草類 の概略 を明 らかにす るため、観 察 した群落内に優 占す る

種や比較 的多 く混生する海藻 ・海草類の任 意採集 を行 う。

調査手順 は以下に示す手順を参考 とす る。

①調査線の選定

海藻 ・海草群落分布把握調査によって作成された海藻 ・海草群落分布図を

もとに、調査区域内で最も多種の群落が分布する範囲を抽出し、現地の地

形状況か らみて調査船が侵入 しやすい場所を選定する。

②調査線の設定

ドラムに巻き込んだ300m程 度の間縄の一方に錨を付けて潮間帯下部に

定めた起点に固定 し、そこから沖の終点に向けて直線状に船尾から間縄を

繰 り出しながら航走する。終点に達 したらドラムごと海中に投下する.起

点および終点の位置は六分儀を用いた三点両角法またはGPSに よって決

定 し、調査区域図に記入する。観察ラインの起点と終点には目印の浮標を

付けておくと便利である。なお調査測線の範囲は起点から沖合方向へ水深

10mま たは距離200mま でを原則 とする。

③群落構造の観察

起点または終点か らエン トリー した潜水調査員(2名 以上)は 、調査線上

お よびその近傍(ラ インを中心に左右 それ ぞれ約20mの 範囲)に 分布す

る群落の中央付 近におい て群落構造を代表 して いる5点 に1m×1m方 形

枠 を設定 し枠 内に出現す る海藻 ・海 草類 につい て種毎の被度(%)を 測

定、記録す る(水 中ノー トの様式は 自由)。 各方形枠の 中には必ず優 占種

が含 まれ ると共 に5枠 の 内容が比較 的類似す るよ うに留意す る.ま たアラ

メ群落、カジメ群落 、クロメ群落、ホンダワラ類群落 、ツルア ラメ群落 、

アマモ類群落 、スガモ類群落については林冠部の平均高 さを測定、記録す

る(水 中ノー トの様式は 自由)。 あわせ て群落の特徴 をよく示す写真 を撮

影する。 この時 、撮影画面には調査項 目名(群 落構造調査)、 年月 日、群

落名 を明記 した プ レー トが含まれ るよ うにす る。カ メラはニ コノスV型 に

15㎜ レンズ とス トロボ を装着 した もの あるいはそれ と同等の ものを、フ

ィル ムはASAIOO・36枚 撮 りポジフィルム を使用す る。 なおス トロボを使

用す る必要のない澄明な海 域、あるい は使用で きない透 明度 の不 良な海域

ではASA400を 用いて も良い。

④優占種等の採集 と処理

群落構造を観察 した群落内に優占する種や比較的多く混生する海藻 ・草類

の任意採集を行 う。採集は海藻 ・草類を付着器 ごと剥ぎ取るようにする。

試料は現地で固定処理 した後、実験室に持ち帰って種の同定を行 う。

留意事項
・調査に使用する船舶は、調査区域に漁業権を持つ漁業組合に主旨をよく説明し、磯根の状況に詳 し
い漁業者 と小型船舶の斡旋を依頼する。
・潜水観察は2名 以上の調査員で行い、船上には少なくともテンダー1人 を配置する.
・群落構造調査線は海藻 ・海草群落分布把握調査のラインと兼用することは避ける.
・調査する群落は、ライン上およびラインを中心に左右それぞれ約20mの 範囲にある海藻群落の中
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から調査の主旨に適 した群落を選び出して行 う.
・採集 した試料のうち破損しやすい種については5%ホ ルマ リン海水で固定し、ポリ瓶等に封入する

のが好ましいが、それ以外のものはビニール袋にホルマリン原液を適量加えて固定、封入した方が持

ち運びに便利である.

(3)と りまとめ

i)海 藻 ・海草群落分布図(図ll参 照)

海藻 ・海草群落分布把握調査 で把握 した海藻群落に関す る情報 に基づいて図10に 示す様式

で海藻 ・海草群落水平分布 図を作成す る。

各群落は色分 けによってわか りやす く表示す る。 また観 察結果 は様式1に 示す よ うに、群

落名 の後 に、混生種(比 較的多 く出現す るもの数種)、 群落の面積 を付記 して整理する。 な

お群落の面積は図面上か ら読み とる。

ii)群 落構造 図(図12参 照)

図11に 示す様 式で、群落構造調査の結果把握 され た各種群 落の階層構造を整理す る。

iii)海 藻 ・海草群落の垂直分布図(図13参 照)

図12に 示す様 式で、群落構造調査の結果把握 され た調査海域 にお ける海藻群落の垂直分布

状況 を整理す る。

iv)優 占種等調 査結果(様 式2参 照))

採集 された優 占種等の分析結果 を出現種 目録(様 式2)と して整理す る.分 類体系は吉 田

忠生(1998)「 新 日本海藻誌」(内 田老鶴 圃発行)に よる.

v)標 本の作製 と保管

植物相調査で採集 した海藻 ・海草類の試料 については、各種類毎 にさく葉標本 を作成 し、

環境庁生物多様性セ ンターに保管す るもの とす る。標本の体裁 は以下の通 りとす る。

台 紙A3版 クリームケント紙

囲

科
和 名

学 名
年月 日

採集時 海域名
の 水 深

データ 基 質

採集者

ジ ーナスカードの様 式

留意事項
・種 の学名 お よび和名 は吉 田忠生(1998)「 新 日本海藻誌 」(内 田老鶴圃発行)に よる.

・試料 にはデータ整理の段階で混 乱を生 じないた めに も採集年月 日、生育場の状況を記 したラベル を

同封 してお くと間違 いが生 じな くて良い.
・ホ ンダ ワラ類 等藻体が大 きく1枚 の台紙 に収 ま らない標本 の場合 は、3枚 組以内の さく葉標本 とし

て もよい.
・コンブ類 、ア ラメ ・カジメ類等 の よ うに藻体 が巨大な ものにっ いては基部 を中心 とした一部 をさく

葉標本 と し、生状態 で形態の分かる よ うな全体写真 を撮影 し台紙裏 面 に貼 り付 ける.
・藻体の小 さな種類 は、種の特徴 を よく示 している と思われ る ものを数個体 、台紙に収まる範囲で体

裁良 く台紙 に配 列す る と良い
・有節石灰 藻、無節石灰藻お よびその他 の殻状海藻 はホルマ リン固定の後 、乾 燥 させた ものを100m1程

度の管瓶に封入 して標本 とす る.
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付表1調 査時期の設定 目安

代表的な群落

コンブ類群落
(但 しホ ソメ コンブを除 く)

多灘
ホンダワラ類群落

ワカメ群落

ツルア ラメ群落

{菟講 毒落

ア ミジグサ類群落

フクロノリ類群落

テングサ群落

タンハ"ノリ、ツルツル、フタ"ラク、キントキ、ツカサアミ、へ"ニ

スナコご、トサカノリ、カバ"ノリ、ツノマタ、アツハ"カリメニア、

アカノ・"、ダ ルス、アカバ ギ ンナンソウ等 の 膜 状 あ

る い は そ れ に 類 似 した 葉 状 を 呈 し 、

し ば し ば 大 型 化 す る 紅 藻 類 の 群 落

サンゴモ類群落(有 節石灰藻)

殻状海藻群落(無 節石灰藻等)

アマモ類群落

スガモ類群落

地 域

輩雛 癸峯洋沿岸

1纈 轍 凝沿岸

欝
灘舞 灘岸

魏 羅 海沿岸

斐霜灘 鞭

欝
鐸 灘岸
灘毒海沿岸

日本沿岸全域

日本沿岸全域

日本沿岸全域

北海道沿岸

日本沿岸全域

日本沿岸全域

日本沿岸全域

難講難
1繍灘 灘岸

調査時期

周年
k

h

周年
h

k

k

1ミ覇

翻
2～4月

4～5月 上旬

湖
§男

周年
h

k

6～7月 旬
6～7
4～6

5月 下旬～6
6
5

5
4

5～7月 上旬

4～6月 上旬

6～9月

5～7月

4～5月

周年

周年

6覇

5下旬～朗

謂
4月

§鰯 圭1

饗舞難 罐護響戦 霧 辱難畿講 讐簾議繍 鶉號酵
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様式1 海藻 ・海草群落分布把握調査結果(記 入例)

群落名

マコンブ群落①

マコンブ群落②

マコンブ群落③

ホソメコンブ群落①

ホソメコンブ群落②

エゾノネジモク群落①

エゾノネジモク郡落②

エゾノネジモク群落③

フシスジモク郡落①

フシスジモク郡落②

フシスジモク郡落③

ウラソゾ群落①

ウラソゾ群落②

サンゴモ群落①

サンゴモ群落②

サンゴモ群落③

殻状海藻群落

優占種

マコンフ

マコンプ

マコンプ

ホソメコンプ

ホソメコンプ

エソ9ノネシΦモク

エソ"ノネシ"モク

ェソ"ノネシ"モク

フシスジ モク

フシスジ モク

フシスジ モク

ウラソゾ

ウラソゾ

フサカニノテ・ヒoリヒバ"

フサカニノテ。ヒoリヒバ。

ウスカワカニノテ

混生種

ムカテ◎ノリ、スカ"モ

ムカテ9ノリ、スカ"モ

ウラソゾ

ウラソソ"、キョウノヒモ

ウラソゾ 、オキツノリ

ウラソゾ 、オキツノリ

フシスシ"モク、スカ"モ

スカ"モ、アミシ"ク"サ

樹冠高

40cm

30cm

35cm

95cm

100cm

130cm

面積(ha)

16

13

9

8

4

2

1.5

2

7

3

5

1

1

21

16

19

50

注;群 落の面積は作成 した海藻群落分布図上から求めた数値を記入する.
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様式2 ○○海域の海藻 ・海草類出現種目録

緑 藻 綱ChHLOROPHYCEAE

あ お さ 目Ulvales

ひ と え ぐ さ科Monostromataceae

ヒ トエ グ サ 〃b刀05ぴ α吻 刀∫が4伽Wittrock

あ お さ科Ulvaceae

ヒ メ ア オ ノ リ 左1ゴ{ガη8ゴ∂刀 〃加 加8(Nageli)Kylin

ボ ウ ア オ ノ リ 動'θro〃oη 茄∂f扉 θ5`∫η81∫5(Linnaeus)Nees

ア ナ ア オ サ 〃 旧 ρθr`〃5∂Kjellman

しお ぐ さ 目Cladophorales

しお ぐ さ 科Cladophoraceae

タ ル ガ タ ジ ュ ズ モ0与 ∂θ如〃oη カ∂ ∂θrθ∂(Dillwyn)Kutuzing

タ マ ジ ュ ズ モ0〃o刀 ∫1∫8θ■ヨKjellman

フ サ シ オ グ サ α ∂4励o■ ヨ 抽50fo〃1∂r/5(MertensexC.Agardh)Kutuzing

オ オ シ オ グ サ6:」 ∂ρo刀fo∂Yamada

ア サ ミ ド リ シ オ グ サ6:5∂ 舶 がAbott

もつ れ ぐ さ 目Acrosiphoniales

も つ れ ぐ さ科Acrosiphoniaceae

モ ツ レ グ サ5加 刀80〃oη 加 ぬr∫ 〃50〃1∂(Ruprecht)Collins

カ ギ モ ツ レ グ サ51〃 θr`θπ5が(Yendo)Setche11

褐 藻 綱PHAEOPHYCEAE

い そ が わ ら 目Ralfsiales

い そ が わ ら 科Ralfsiaceae

マ ツ モ 濯η∂1功 〃5/1βρo刀∫o〃5(hervey)Wynne

イ ソガ ワ ラ 」%1鳶 ノ∂ 血 〃8がb」吻f5(Gunnerus)Setche11

あ み じ ぐ さ 目Dictyotales

あ み じ ぐ さ科Dictyotacea.e

エ ゾ ヤ ハ ズ 〃∫o顔 ρρオθr∫5{ガ 旧r∫o∂`∂(Okamura)Okamura

ア ミ ジ グ サ 〃o翻o∫ ∂ みo加'α 昭Hudson『

サ ナ ダ グ サ 」%o伽 ガoぴoηoorθ ∂oθ㎜(holmes)Okamura
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様式3 観 察 野 帳

醗翻

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

群落名

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

優占種 平均醸離 基質 混生種
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群 落 区分

階 層構 造

1林 冠 層

II下 草 層

皿 基 面 層

ノ コ ギ リ モ ク 群 落

優 占種 名

ノ コ ギ リ モ ク

トゲ モ ク

マ ク サ

フ シ ツ ナ ギ

シ キ ン ノ リ

無 節 石 灰 藻
ウ ス カ ワ カ ニ ノ テ

水 深; 4^一6m

高 さ(cm)

150

80

被 度(%)

60

30

10

10

75

15

(水 深 は平均水 面か らの値 とする)

鼠
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r

∠

覧

マクサワ フ蜜

ウ ス カ ワ カ モ.ノ テ 、,

1
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ノ

トゲ モ ク'
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.
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ガ ラ ガ ラ

N

トゲ モ ク

亀
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嚢
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図12ノ コ ギ:リモ ク 群 落 の 構 造 模 式
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(4)調 査候補地

調査対象藻場の選定いあたっては次の基準を基に選定した。

① 藻場生物群集に関す るデータの蓄積がある藻場。

② 全国をいくつかの海域に区分 し、全国的な藻場タイプの分布を考慮 して、各海域区分の代表的な

タイプの藻場がなるべく含まれるように選定すること。

③ 藻場を取 り巻く環境が良好な自然状態を保っていること。

以上の条件を検討 した結果、表16、 図14に 示す10ヶ所の調査候補地及び2ヶ所の予備調査候補地が選定さ

れた。

表16藻 場調査候補地

(平成10年 度藻場予備調査候補地、 2地 点案)

県 名 海域名

《関東地方》

千葉県

神奈川

県

房総

相模湾

市町村名

天津

小湊

町

横須

賀市

地名(謹
区番号)

松 ケ 鼻

(24)

佐 島

(40,

41),

大木根

(39)

規模

33ha

247ha

選 定 理 由

以前は東京水産大学の,現 在は千葉大学

の管理する臨海実験場があり,海域生物

に関する情報の蓄積が豊富である.海底

地形は変化に富み,海 藻群落は,浅所にホン

ダワラ群落,深 所にカジメ群落,両者の移行帯

にアラメ群落が分布するほかテングサ群落等も

見られ,出 現種の豊富な多様性の高い海

域である

関東地方に残 るアジモ場の中でも大規模 な

ものの一つで,神 奈川県水産総合研究所,

(財)電力中央研究所等による調査資料が

豊富である.アマモ群落が中心であるが岩礁

域 も含まれ,アラメ・カジメ群落,ホンダワラ群落も

.分布する.近年アナア討群落が拡大 しアマモ群
落に衰退傾向が見 られ,種 構成 もアマモか ら

タチアマモに変化 しつつあるとい う.・

備 考

ガ ラモ群 落 場,ア

ラメ・カジ メ群 落

アジ モ群 落(ア マモ

・タチアマモ)
,ホンタ.

ワラ群 落,ア ラメ・カ'

ジ メ群 落

注)調 査区番号は第4回 自然環境保全基礎調査海域生物環境調査におけるもの。
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表16藻 場調 査候補地(そ の2)

(平成11・12年 度 藻場調査候補地、10地 点案)

県 名 海域

名

《北海道地方》

北海道 釧路

渡島

後志

《東北地方》

秋 田県 男鹿

《中部地方》

静岡県

石川県

伊豆

能登

半島

市町村名

厚岸町

戸井町

神恵内

村

男鹿市

南伊豆

町

輪島市

《中国 ・四国地方》

広島県

愛媛県

備後

灘

豊後

水道

三原市

八幡浜

市

《九州 ・沖縄地方》

長崎

沖縄県

大村

宮古

列島

平戸市

平良市

地名(議 区

番号)

厚 岸 湖

(244)

下 海 岸(

510,511)

キ ナ ウ シ

(865)

塩 浜(5)

田牛(21)

白崎(19)

佐 木(84)

大 島 ・地 大

島(223)

女 鹿 島(25

9),志 々 伎

南(260),船

越(261),野

子(262),宮

ノ浦 北 浜

(263)

平 瀬 尾 神 崎

(64),

高 野(65)

規 模

(ha)

2800

57

ll消 失

150

745

320

29

41

34

91

備 考

アジ モ群

落(アマモ)

コンプ 群

落(マコン

プ)

ワカメ群 落

(磯焼

け)

ホンダ ワラ

群 落

アラメ・カジ

メ群 落,テ

ング サ群

落

ホンダ ワラ

群 落

アジ モ群

落,ア オサ・

アオノリ群

落

アラメ ・カ

ジ メ群 落

(クロメ)

ホンダ ワラ

群 落,ア ラ

メ ・カジ メ

群 落,ア

ジ モ群 落

(アマモ)

アジ モ群

落

調査適期

(最適期)

6～7月(6月 下

旬)

7～9月

4～5月(5月上

旬}

4-5月

7下旬～11月

(10別

3～5月上旬(4

別

4～5月(5月 上

～中旬)

7～10月(10

別

4～5月(4下旬

～

5上旬)

胡

選定理由

北海道では有数の海

草群落分布地。北大厚

岸臨海実験所がある。

北海道南部の中心的

コンブ場。安定 した群

落がある。

北海道の代表的磯や

け域。

東北地方 日本海沿岸

の代表的ホンダワラ群落

わが国の最大規模 の

アラメ ・カジメ群落。

筑波大学下田臨海実

験セ ンターがある。

日本海中央部、能登

半島の代表的ホンダワラ群

落。

瀬戸内海中央部の代表

的海草群落。

太平洋岸 における代表

的クロメ群落。

九州西部海域におけ

る安定 したホンダワラ群

落。

サンゴ礁域における典

型的海草群落。

実施予

定年度

平成11

年度

平成11

年度

平成12

年度

平成12

年度

平成11

年度

平成12

年度

平成ll

年度

平成12

年度

平成11

年度

平成12

年度

注)調 査区番号は第4回 自然環境保全基礎調査海域生物環境調査におけるもの。
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3.現 地予備調査結果

(1)調 査 目的

藻場生物調査手法案作成 のため、調査手法試案 に基づいて、予備調査候補地 として選定 され た

神奈川県横須賀 市小 田和湾海域(図15)及 び千葉県天津小湊 町松 ヶ鼻地先海域(図16)を 調査 し

た。

(2)調 査期 間

平成11年3,月15日 一平成11年3月23日 に実施 した。

(3)調 査内容及び調査方法

調査は基本 的に藻場生物調査手法試案(前 記2)に 基づいて実施 したが、海域条件 によ り現地

調査手順 は次の とお り実施 した。

i)小 田和湾における海藻 ・海草群落分布調査方法

海域条件 小規模な内湾域で山立てが容易

水深が比較的浅く海面から藻場の分布状況把握が容易

藻場分布域が岸寄りで三点両角法を適用 しにくいが、目測による対地距離を

比較的正確に把握できる

藻場分布状況に詳 しい地元漁業者を水先案内とすることができる

①群落分布の概要把握

②群落の規模と内容の把握

国土地理院発行の1/25,000の 地形図を基に必要なサイズに拡大して

作成 した調査海域図上に、地元漁業者からの聞き取 りで把握した現状
の海藻等群落の概略の位置を確認、記入する。

1.ス ノ ー ケ リ ン グ観 察

調査する群落に調査船が到着 したら群落の外縁に沿って微速で航行

する。調査員Cは 調査船の航跡をGPS法 、山立て法、海岸地形 と調

査船 との相対的位置関係等により決定し、群落規模に関する情報(ど

のような方向にどのような形状でどのような広が りを持っているのか

)を 把握 し、調査海域図に記入する。群落規模が把握 された後、調査

員A・Bは 分担 してスノーケリング遊泳により群落全体の平均的な植

生被度(表14参 照)を 観察 し船上の調査員Cに 報告する。調査員Cは

調査員A・Bよ り報告を受けたら直ちに調査区域図に記入 した群落と

観察野帳(様 式3)と が照合する形式で、情報を整理、記録する。

2.ス キューバ潜水観察

調査員A・Bは スキューバ潜水で群落に至 り、群落名(優 占種命名

法による)、 混生する他の主要な海藻 ・海草類(肉 眼で視認可能なも

の)、 基質の種類(表15)お よび水深(実 測値)を 水中ノー トに記録

する。この場合のデータは群落を斜めに横断するように、5～10分

程度遊泳観察した結果に基づいて平均的な内容(優 占種、基質、水.

深)を 判定する。なお調査対象水深は海図上の水深が10mま での範

囲を原則 とするが、10m以 深に群落が分布する場合で海域の透明度
・透視度が良好なため、10m以 上潜水 しなくても観察可能なものに
ついて妹把握可能な範囲内で観察記録するものとする。

3.撮 影

調 査員A・Bは 、群落 の観察が終わった ら群落内の1地 点にお いて

群 落の特徴 を示す内容(景 観 ・優 占種 ・基 質状況 ・下草類)を 可能 な

範 囲で撮影す る。 この時撮影画面には、調査項 目名(海 藻 ・海 草群落

分布把握調査)、 年 月 日、群落番号、群落名 を明記 したプ レー トが含

まれ るよ うにす る。 カメラはニ コノスV型 に15mmレ ンズ とス トロボ

を装着 したものあるいはそれ と同等の ものを、フィル ムはASA100ポ ジ

フィル ムを使用す る。 なおス トロボを使用す る必要がない澄 明な海域

あ るいは使用できない透明度の不良な海域ではASA400を 用いても良い.
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③船上での記録の整理

船上の調査員Cは スノーケ リング観察およびスキューバ観察の報告か

ら得 られた群落に関する情報を、調査区域図と観察野帳(様 式3)と

が照合する形式で整理 ・記録する。その他留意すべき現象が認められ

た場合は、その点も記録する。

ii)小 湊における海藻 ・海草群落分布調査方法

海域条件:調 査海域は外海に面してお り、暗礁が多く海岸線付近の航行が危険
10m以 深に藻場が分布するが透明度は良好で、海面からのスノーケ リング観察が可能

沖合方向への藻場分布域が広く目測による対地距離の把握に精確さを欠く

GPS法 による位置出しが容易

地元漁業者からの藻場分布の詳しい情報が得 られない

特定の種類の群落の規模が広範囲にわたっている

国土地理院発行の1/25,000の 地形図を基に必要なサイズに拡大 して

①群落分布の概要把握 作成 した調査海域図上に、地元漁業者からの聞き取 りで把握 した現状

②群落の規模 と内容の把握

の海藻等群落の概略の位置を確認、記入する。

1.ス ノ ー ケ リ ン グ 観 察

調査する群落に調査船が到着 したら、船尾から調査員A(ス ノーケ リ
ング遊泳)を 微速で曳航する。調査員Aは 群落の外縁に沿って調査船

が移動するように船上の調査員Bに 合図を送る。調査員Cは 調査船の

航跡をGPS法 、三卓両角法、山立て法、海岸地形 と調査船 との相対

的位置関係等により決定 し、群落規模に関する情報(ど のような方向

にどのような形状でどのような広がりを持っているのか)を 把握 し、

調査海域図に記入する。群落規模が把握された後、調査員A・Bは 分

担 してスノーケ リング遊泳により群落全体の平均的な植生被度(表14

参照)を 観察し船上の調査員Cに 報告する。調査員Cは 調査員A・B

より報告を受けたら直ちに調査区域図に記入 した群落と観察野帳(様

式3)と が照合する形式で、情報を整理、記録する。

2.ス キューバ潜水観察

調査員A・Bは スキューバ潜水で群落 に至 り、群落名(優 占種命名 法

に よる)、 混生す る他 の主要な海藻 ・海草類(肉 眼で視認 可能 なも

の)、 基質の種類(表15)お よび水深(実 測値)を 水中 ノー トに記録

す る。 この場合 のデ ータは群落を斜 めに横断す るよ うに、5～10分

程度遊泳観 察 した結果 に基づいて平均的な内容(優 占種 、基質 、水

深)を 判定す る。 なお調査対象水深 は海図上の水深 が10mま での範

囲を原則 とす るが、10m以 深に群落が分布す る場 合で海域 の透明度
・透視度が良好 なため、10m以 上潜水 しな くて も観察 可能 なものに

ついては把握 可能 な範 囲内で観察記録す るもの とす る。

3.撮 影

調査員A・Bは 、群落 の観察 が終 わった ら群落の特徴 を示す 内容

(景観 ・優 占種 ・基質状況 ・下草類)を 可能な範囲で撮 影す る。撮影

は3～4地 点で行 う。 この時撮影画面には、調査項 目名(海 藻 ・海草

群 落分布把握調 査)、 年月 日、群落 番号、群落名 を明記 したプ レー

トが含 まれ るよ うにす る。 カメラはニコノスV型 に15㎜ レンズ とス

トロボを装着 した ものあるいはそれ と同等のものを、 フィル ムはASA

100ポ ジフィルムを使用す る。なおス トロボ を使用す る必要がない澄

明な海域 、あ るいは使用 できない透 明度の不良な海 域ではASA400を 用

いて も良い。

④船上での記録の整理

船上の調査員Cは スノーケリング観察およびスキューバ観察の報告か

ら得 られた群落に関する情報を、調査区域図と観察野帳(様 式3)と

が照合する形式で整理 ・記録する。その他留意すべき現象が認められ

た場合は、その点についても記録する。
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(4)調 査結 果

(4)一1小 田和 湾'

i)海藻 ・海草群落分布把握調査結果

小 田和湾 の調査海域内に分布す る海藻 ・海草群落 は図17に 示す よ うに、カジメ群落、アカモク

群落、 ヨ レモク群落、タチアマモ群落、アマモ群落 の5種 で、その総面積は164.Oha以 上であっ

た。湾奥の砂質海底域 にはタチ アマモ群落、アマモ群落が分布 し、湾 口部の岩礁域 にはカ ジメ群

落 、アカモク群落が分布 していた。

なお笠 島 と天神 島を結 んだ線の陸側海域 にはアマモ群落が、湾奥の陸上 自衛 隊竹 山駐屯地地先

の小規模 な暗礁 部に ヨレモク群落が、それぞれ分布 していた。

カジメ群落は3ヶ 所に認め られ 、面積は群落1が29.8ha、 群落2が3.9ha、 群落3が33.1ha以 上、

計66.8ha以 上であった。群落3は 長井地先か ら南方 向の新 崎地先へ と連続 して分布 してい るため

33.lha以 上 と した ものである。 この群落の優 占種 は言 うまで もなくカジメで、混生種 と してアラ

メ、ノコギ リモ ク、アカモ ク、オオバモ ク、 ヨレモ クモ ドキ、エ ン ドウモク、イ ソモ ク、 ワカメ

が認 め られた。 藻冠高 は群落1で 最大200cm・ 平均100cm、 群落2で 最大150cm・ 平均80cm、 群落

3で 最大180c皿 ・平均120cmと3群 落を通 じ大きな差はなかった。本調査海域 のカ ジメの特徴 は、

茎部(ス テム)の 長 い個体が一般 的で岸 よ りの浅水深に生育す るものば茎が短 くなる傾 向が見 ら

れた。

アマモ群落は4ヶ 所 に認め られ 、面積は群落1が13.1ha、 群落2が30.1ha、 群落3が12.ρha、

群落4が27.3ha、 計82.8haで あった。いずれ の群落 も優 占種は タチアマモで、アマモが混生 して

いる。但 し両種 は完全に混生するこ とは余 り見 られず水深の浅い部分 にアマモが、深 い部分 にタ

チアマモが分布す る傾 向が顕著に認 められ た。すなわち群落2に おいては毛無島の周 囲お よび汀

線 に近い浅所 にアマモ群落が形成 され、群落3で は 自衛隊岸壁 に沿った浅所 にアマモ群落 が形成

されてい る。 アマモ群落ではアマモ、タチアマモ以外 の混生種 はほ とん ど認 められ ないが、群落

2に ウ ミヒルモ がごく僅 か混 生 した地点があった。 また群落4の 自衛隊駐屯地に近 い部分 で海底

に点在す る転石上 にア ラメ、カジメ、ク ロメの着 生が見 られた。草冠高はタチアマモが平均150-

250cm、 最大高は300か ら350cmで 湾 内の群落がやや低 く、湾外の群落 でやや 高 くなっていた。 ア

マモは平均70cm、 最大120cmで あった。

アカモク群落 は2ヶ 所 に認 め られ、面積 は群落1が7.2ha、 群落2が6.4ha、 計13.6haで あった。
'いずれの群落 も混生種 はアラメ

、 ワカメ、カ ジメ、ノコギ リモク、オオバモ クである。藻冠高は

群落1が 平均400cm・ 最大500cm、 群落2は 平均300cm・ 最大400cmと 湾外 の群落の方がやや大 きく

なっている。

ヨレモ ク群落は1ヶ 所に認 め られ 、面積 は1.lhaと 小規模 であった。混生種は ヒジキ、ワカ メ、

アラメ、カジメ、 クロメであ り、藻冠高 は平均150cm、 最大220cmと なっていた(表17)。

ii)群落構造調査結果

小田和湾の場合 、湾奥の砂浜域にはアマモ場 が、湾 口の岩礁域 にはカジメ場 が分布 してお り、

両者 を同時 に含 む測線の設定は 困難 であるため、2本 の測線 を選定 し調査を行 った。

① ライ ン1(佐 島地先のアマモ場;図18、 表18)

基点(水 深0.8m)よ り離岸距離20m(水 深2.2m)ま での範 囲の底質は直径50cm程 度 の巨礫底で、

オオバモ ク群落 が形成 されていた。 このオオバモ ク群落はオオバモク(植 被率50～80%)と アラ

メ(植 被率15～30%)に よって構成 され てお り、下草層 として ウ ミウチ ワ、ツノムカデおよび フ

シツナギ等が、基面層 には無節石灰藻が観 察 された(図19)。 群落の藻冠部 の高 さは80cm程 度

であった。

基点 よ り距離20mか ら先 は砂泥底 で、距離20～70mの 範 囲(水 深2.5m)お よび140～170mの 範

囲(水 深2.4～2.3m)で はアマモ群落が、170m以 降はタチアマモ群落 が形成 されていた。 アマモ

群落の植被率 は50～70%、 およびタチアマモ群落の植被率は75～80%程 度 であ り、下草層 とし

て海草類 の ウミヒル モが点生 していた(図20)。 群落 の藻冠部の高 さはアマモ群落が70cm、 タ

チアマモ群落では200cm程 度 であ り、タチアマモの草体の先端部は海面 に達 し海面上 をたなび
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また距離70～150m(水 深2.2m)付 近では、砂泥底 に直径20～50cm程 度の礫 および 巨礫が点在

してお り、 これ にアオサ属の1種 、ナガ ミルお よびカバ ノリ等 といった小型の藻類 が着生 して

いたが、海 草類 の生育は認 め られなか った。

② ライ ン2(長 井地先 カジメ場;図21、 表19)

基点(水 深1.2m)よ り離岸 距離80m(水 深6.8m)ま での範 囲の底質 は岩盤で、そ の先 は砂質海

底 とな っている。基点か ら40m(水 深1.Om)間 での範 囲にはアカモ ク群落 が、40～80mの 範囲

にはカ ジメ群落 が形成 され ていた。 アカモ ク群落は主にアカモ ク(植 被率40～70%)と ア ラメ(植

被率5～30%)に よって構成 され てお り、下草層 として ウミウチ ワ、ヘ リ トリカニ ノテお よび キ

ン トキ等が、基面層には無節石灰 藻が観察 された(図22)。 アカモクは藻体の長 さが300cmに

達 してい るため、水深 以上の部分は水 面を漂 よ うに棚曳いてお り、ほ とん どの個体が成熟期 を

過 ぎて末枯れ状態 を呈 していた。

カ ジメ群 落はカジメ(植 被 率70～95%)に よって構成 されてお り、 これ に末枯れ し始 めた ワカ

メが疎 らに混生 していた。 下草層 と してハイ ミル 、タマ ミルお よび キン トキ等 が僅かに観察 さ

れたが、全 体的 には下草層 はほとん ど発達 していない状態 であった(図23)。 また基面層 には

無節石灰 藻およびイ ワノカ ワ科が植被 率35～50%と 、やや多 く観察 された。群落の藻冠部 の高

さは120cm程 度であった。

離岸距離80mよ り沖は砂泥海底で、海藻 ・海 草類の生育 は全 く認 め られなかった。
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(m)
0

水
5

深

10

か"

〃径
纈鰍嚇囎雛 蜘鐵灘嚇

基 質 凡 例
(＼

＼ 岩礁

○ 岩

cO9◎ 巨礫

伽。。。。 礫,

.唱欝 砂・泥

⇒ 印 は 方 形 枠 内 の 被 度 観 察 点

0 50 100

離 岸 距 離

150 200(m)

群 落 区 △

オオバモク群落

アマ モ 群 落

*ア マ モ 群 落 にお け る優 占種 は,離 岸 距離20～70mお よび140～170mで はア マ モ,170m以 降 で は タチ ア マ モ で あ った.

図18 小 田 和 湾 の 海 藻 ・海 草 群 落 垂 直 分 布 状 況

(ラ イ ン1;佐 島 地 先 の ア マ モ 群 落)

2_

3-

4一

調 査年 月 日:平 成11年4月8日
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群 落 区 分

階 層 構 造

1藻 冠層

II下 草層

III基 面層

オ オ バ モ ク 群 落

優 占 種 名

オオバモク

アラメ

ウミウチワ

フシヅナギ

ツノムカデ

カバノ リ

無節石灰藻

アナアオサ

水 深 1～2m

高 さ(cm)

70

80

被度(%)・

60

20

5

4

3

3

20

3

(水深は平均水面か らの値とする)

オオバモク

廻珍
ウ

ミ

ウ

チ

ワ

、

図19

、、、

嘘

フ

シ
ツ
ナ
ギ

を

ら

言

冨 滝

カ

バ

ノ

リ

Y

3%

フ

シ
ツ

ナ
ギ

'

カ

バ

ノ

リ

ア ラ メ

螺
ツ

ノ

ム

左
ア

、

オオバモク

蓼
～ て宕。

。

覧

A
グ

o 。o・。2

ア

ナ

ア

オ

サ

オオ バ モ ク群 落 の構1造様 式(Line-1)
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群 落 区 分

階 層 構 造

1草 冠層

II下 草層

ア マ モ 群 落

優 占 種 名

タチァマモ

アマモ

ウミヒルモ

水 深2～3m

高 さ(cm)

200

70

被度(%)・

80

60

2

(水深は平均水面か らの値とする)

。"一 」、 ・。'・.♂ 二,Jg

図20 アマモ群落の構造様式(Line-1)
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〃
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基 質 凡 例

へ 岩 礁

○ 岩

Qoo◎ 巨礫

餌伽 。。 礫

●昂 、4凱 砂 ・泥

⇒ 印 は 方 形 枠 内 の 被 度 観 察 点

0 50 100 150 200 (m)

離 岸 距 離

群 落 区 △

アカモク群落一
図21 小 田 和 湾 の 海 藻 ・海 草 群 落 垂 直 分 布 状 況

(ラ イ ン2;長 井 地 先 の カ ジ メ 群 落)

4-

5■

調査年 月 日:平 成11年4月7日
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群 落 区 分

階 層 構 造

1藻 冠層

II下 草層

III基 面層

ア カ モ ク 群 落

優 占 種 名

アカモク

アラメ

ワカメ

ウ ミウチ ワ

ヘ リ トリカニ ノテ

キ ン トキ

無節石灰藻

水 深 1～2m

高 さ(cm)

goo

100

120

被度(%)

60

20

15

5

5

5

20

(水深は平均水面からの値 とする)

アカモク

魏

をら

言

徽

を

ら

言

図22
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・…i§
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瑳 主 メ

ー
T

、

'
.腐

アカモク群落の構造様式(Line-2)
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群 落 区 分

階 層 構 造

1藻 冠層

II下 草層

III基 面層

カ ジ メ 群 落

優 占 種 名

カジメ

ワカメ

オオバモク 十

ア ミジグサ

キン トキ

無節石灰藻

ハイ ミル

イワノカワ科

水 深 1～6m

高 さ(c皿)

120

150

80

被度(%)

90

5

5

2

2

40

5

5

(水深は平均水面からの値とする)

ワカ メ

ワカ メ

蒙§塗
●て

}

孝

カジメ

キ
ン

ト
キ

キ
ン

ト
キ

C

熱

図23 カジメ群落の構造様式(Line-2)
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表.17 海藻 ・草類群落分布把握調査結果(小 田和湾)

群落名 優占種

カジメ群落① 肋ジメ

カジメ群落②

カジメ群落③

アカモク群落①

アカモク群落②

ヨレモク群落

アマモ群落①

アマモ群落②

アマモ群落③

アマモ群落④

カシ"メ

カシ"メ

アカモク

アカモク

ヨレモク

タチアマモ

タチアマモ

アマモ

タチアマモ

タチアマモ

混生種

ノコキ"リモク,アカモク,ワカメ,オオバ"モク

アラメ,アカモク,ワカメ,ヨレモクモト"キ,イソモク

エンド ウモク,ヨレモクモト"キ,ワカメ

アラメ,ワカメ,カシ"メ,ノ コキ"リモク,オオバ"モク

オオバ"モク,アラメ,カシ"メ,ワカメ,ノコキ"リモク

ヒシ"キ,ワカメ,アラメ,カシ"メ,夘 メ(点 生)

アマモ

アマモ,アラメ,カジ メ,夘 メ(点 生)

藻冠高(cm)

平 均

100

80

120

400

300

150

250

200

70

200

150

最 大

200

150

180

500

400

220

300

300

120

300

350

被度階糸

4～5

4

5

5

3

3～4

4

5

3～4

4～5

4

基 質

岩盤,礫,砂

岩盤

岩盤

岩盤,礫

岩盤

岩盤,転 石

砂

砂

砂

砂泥

砂泥

面積(ha)

29.8

3.9

33.1<

7.2

6.4

1.1

13.1

30.1

12.0

27.3
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表18 海藻 ・草類群落構造調査結果(Line-1)

〈アマモ群 落 〉

綱

緑 藻

紅 藻

単子葉植物

学 名

〃1圏S.

Oodf㎜oア 〃 η〔かfo㎜

Grateloupiafilicina

Or80〃ar/a亡 θx亡orff

舶1ρ ρ西〃aoγalf5

Zosteramarina

ZO5亡 θrao釦1θ50θ η5

和

調査地点番号

(離岸距離)

名

アオサ属

ナガミル

ム カデ ノ リ

カバ ノ リ

ウ ミヒル モ

ア マモ

タチアマモ

1

(200m)

十

80

2

(185m)

十

十

75

3.

(160m)

5

70

4

(57m)

十

50

5

(47m)
十

十

十

十

65

〈オオバモク群落〉

綱

藻

褐 藻

紅 藻

学 名

〃1暫aθr甜58

Ofo亡o亡 θrf5召 加1〃18亡a

Padinaarborescens

伽darlafη η8亡ff/da

8f5θ 刀f8わfoアo〃5

3a㎎ ヨ53ω 〃乃omθrf

58㎎ ヨ55㎜rf刀8801df8η α切 パ η8801dfa刀 ㎜

Melobesioideae

θθ1fdl珈 ηθ1θaη5

Pr∫0η1亡f500r刀 θa

肋 刀fθ1亡fo513f18わ θ〃ff∂1切f5

Plooa加fα 盟 亡θ1」6aか拍 θ

Gracilariaincurvato

Gracilariatextorii

五απθ刀亡aがaoa亡 θηa亡a

和 名

調査地点番号

(離岸距離)

アナアオサ

シワヤハズ

ウ ミウチ ワ

ワカメ

ア ラメ

アカモク

オオバモク

無節 灰藻
マクサ

ツノムカデ

オキ ヅノ リ

ユ カ リ

ミゾオ ゴノ リ

カバ ノ リ

フシヅナギ

1

(ZOm)
5

十

15

十

60

40

t

十

十

5

十

2

(18m)
5

十

30

50

20

5

10

5

十

10

10

3

(15m)
5

÷

10

15

80

20

5

十

十

十

5

4

(IOm)
十

5

t

20

50

5

十

十

5

t

5

(5m)
十

10

5

20

50

5

10

十

5

注)数 字は植被率(%)を 示す.ま た+は 植被率5%未 満を示す.
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表19 海藻 ・草類群落構造調査結果(Line-2)

τ

〈カジメ群落 〉

綱

緑藻植物

褐藻植物

紅藻植物

学 名

00(ノfα1ηa(力 与aθrθη5

Codiumminus

ρfo亡0亡a(110乃0亡0加a

0〃OP加50左a〃 〃raθ

Padlnaarborescens

伽darfafη ηa亡fffda

8c左10η ノaoa旧

Eiseniabicyclis

38君a55㎜ カomθrf

SargassulDringgoldianumringgoldianum

5a㎎1a55召 盟 ノa〃a〃o亡of

Sargassumyendoi

Melobesioideae

6θ 〃(ガ 召1ηθ1θaη5

Prfo刀fむf5aη8r召5亡a

Peyssonneliacaulifera

Peyssonneliaceae

Plocamrumtelfairiae

和 名

調査地点番号

(離岸距離)

ハ イ ミル

タマ ミル

アミジグサ

フク リンア ミジ

ウミウチ ワ

ワカメ

カジメ

アラメ

アカモク

オオバモク

ヨ レモクモ ドキ

エ ン ドウモ ク

無節石灰藻
マクサ

キン トキ

エ ヅキイ ワノカ ワ

イワ ノカ ワ科

ユ カ リ

1

(70m)

10

十

十

95

十

30

十

2

(69m)

5
十

十

5

90

・十

30

十

10

十

3

(65m)

5

十

5

95

50

十

5

十

4

(60皿)

5

15

70

5

10

十

30

5

5

(50m)

十

十

80

十

10

10

40

十

十

〈アカモ ク群落 〉

綱

褐藻植物

紅藻植物

学 名

Padinaarborescens

ご加da、Plafη ηa亡1fld8

Eckloniacava

8f5θ ηf8δfの ノo〃5

3a㎎la55α 盟 乃orη θパ

3a㎎ ヨ55㎜ ・rfη8801dfa刀 α皿rfη8801dfa刀 α切

吻rfηfsor㎜ora55153f〃 ㎜

Melobesioideae

6θ〃olノ㎜ θ1θaη3

Prfoη ノ亡15aη8〃5亡a

和 名

調査地点 番号

(離岸距離)

ウ ミウチ ワ

ワカメ

カ ジメ

ア ラメ

アカモク

オオバモク

ヘ リ トリカニノテ

無節石灰藻
マクサ

キ ン トキ

1

(40皿)

5

10

10

5

70

十

30

2

(36m)

5

十

30

70

10

40

3

(25m)

5

十

30

50

10

5

10

15

20

4

(13m)

30

20

50

3fl

10

5

10

注)数 字は植被率(%)を 示す.ま た+は 植被率5%未 満を示す.

5

(8m)
30

20

30

20

40

5

5
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iii)小田和湾 の主要な海藻 ・海草出現種 リス ト

現地調査において出現した海藻、海草の リス トを以下に示す。

緑 藻 綱

あお さ 目

あお さ科

ア ナ ア オ サ 〃 圏 ρθr加5∂

ア オ サ属 の一 種 〃 圏sp.・

み る 目

み る科

ナガ ミル

ヒラミル.

ハイ ミル

タマ ミル

oりoゲ㎜ の4f〃oケ ゴoα〃

6boゲ 酬η1∂ オα加

6boゲ α〃 ∂助 ∂θ■・θ刀5

6∂oゲα〃 〃∫刀〃5

褐 藻 綱

あ み じ ぐ さ 且

あ み じぐ さ科

シ ワヤ ハ ズ 〃ゴo呼ρρ加が5枷 ∂々 1∂云∂

ア ミジ グサ 〃ゴ0跡0甜 め'0カ0オαηヨ

フ ク リンア ミジ 〃ガoμ う〃50舶 〃臨 ∂θ

ウ ミウチ ワ 」%め勃∂ ∂功orθ50θ 刀5

こんぶ 目

ちがいそ科

ワカメ

こんぶ科

カ ジメ

クロメ

ア ラメ

6ケ70曾rゴ ∂ ρ∫ノ7η∂`ゴカ ●o曾

暁 左1α7ゴ ∂0∂ 臥∂

Eckloniakurome

盈'5θ 刀ゴ∂ わ∫OJ!01ゴ5

ひ ば また 目

ほ ん だ わ ら科

ヒジ キHizikiafusiformis

ホ ンダ ワラ5冶 ㎎ ∂55㎜ ん ル θ〃 α〃

ア カ モ ク5冶 ㎎ ∂55㎜ ゐo■刀θが

タマハ ハ キモ ク 飴 ㎎ ヨ558〃 〃〃がα〃

ヤ ツ マ タモ ク5加 即55～㎜ ρ∂オθ刀5

マ メ タ ワラ5冶 琢 ∂55α〃ρガ 〃1f」蝕r～〃

オ オバ モ ク5功 嘔ヨ5甜〃r加8801め 勿8〃r抽8801め 力朋 〃
ヨ レモ クモ ドキ5冶 ㎎ ∂55α〃 ノ∂〃∂〃o加ゴ

エ ン ドウモ ク5ヨ ㎎ ∂55㎜7θ 刀obゴ

紅藻綱

さん ごも目

さん ごも科
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ヘ リ トリカ ニ ノテ物 」㎎加 ∫5ρo畑〃o溜55∫55ゴ 勿㎜

無 節 石灰 藻Melobesioideae

て ん ぐ さ 目

て ん ぐ さ科

マ クサ6θ1ゴ め'α〃 θ1θ8∂刀5

す ぎの り 目

む か で の り科

ムカ デ ノ リ 甜寵 θ104ρゴ∂ノヲ万o功 ∂

キ ン トキ 乃1●o刀1●が5∂ 刀8i〃56∂

ツ ノ ムカデ 、所ゴo刀ゴが500■ ηθ∂

いわ の か わ科

イ ワノカ ワ科Peyssonneliaceae

エ ツ キイ ワ ノカ ワ%ノ550刀 刀θ1∫∂o∂〃1力飴畑

お きつ の り科

オ キ ツ ノ リ 肋 刀ん1が ρρ5ゴ51r1∂加!1がb■ 痂5

ゆか り科

ユ カ リ 」Rloo∂〃ゴ㎜`θ!飴 ∫r∫∂θ

お ごの り目

お ごの り科

ミ ゾオ ゴ ノ リ 分∂of1∂rゴ∂ 功o艀 吻詔

カバ ノ リ6拡 ∂01ソ∂r∫∂ オθ瀦orガ

ま さ ご しば り 目

わつ な ぎそ う科

フシ ツナ ギ ∠o〃θ沈 ∂rゴ∂o∂ オθ刀∂オ∂

単 子葉 植 物 綱

お もだ か 目

とちか が み科

ウ ミ ヒル モ 砺1ρρゐゴ1∂oμ∂万5

あ ま も科

ア マモ2∂ 訂 砿 ∂〃∂r1'刀∂

タ チ アマ モ2∂ 訂 θ畑0∂ 〃1θ50θ刀5
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(4)一2小 湊

i)海藻 ・海草群落分布把握 調査結果

小湊 の調査海域 内に分布す る海藻 ・海草群落は図24に 示す ように、アラメーカジメ群 落、オ

オバモ ク群落、アカモ クーオオバモ ク群落 、 ウミウチ ワ群落の4種 で、その総面積 は69.5haで あ

った。 アラメーカジメ群落は松 ヶ鼻 を中心 と して外海 に面 した岩礁地帯 に大規模 に分布 してい

た。オオバモ ク群落お よび ウミウチ ワ群落は新 町地先の岩礁域 と砂浜域 とが接 す る場所 に分布

し、内浦湾奥の岩礁域 にアカモクーオオバモ ク群落 が分布 していた。

アラメーカ ジメ群落は面積60.3haの かな り大規模 な群落で、優 占種 はアラメ、カジメの2種

である。両種はある程度混生 しているがア ラメは浅水深域 におお く、カ ジメは深 くなるにつれ

て多 くなる傾 向が顕著に認め られ 、水深6か ら7m以 深はカジメの純群落 となっている。 この

海域のカ ジメはステムの長いタイ プで、藻冠 高は平均100～120cm、 最大150cmで あった。

オオバモ ク群落 の分布は1ヶ 所のみで、面積5.9haで あった。藻冠高は平均120cm・ 最大200

cmで 、混生種はカジメ、 ワカメ、ノコギ リモク、ヤツマタモ クであった。

ウミウチ ワ群落 はオオバモク群落の内側 に囲まれ るよ うに、面積0.6haの 小規模な ものが分

布 していた群 落内にはカ ジメ、オオバモクが点生 していた。

アカモ クーオオバモ ク群落は内浦湾奥の岩礁域 に形成 されてい るもので、面積2.7haと 小規

模 である。優 占種 はアカモ ク、オオバモクの2種 で、藻冠高はアカモ クが平均200cm・ 最大300

cm、 オオバモクが平均100cm・ 最大150cmで あった。混生種 はイ ソモク、 ヨレモク、・ワカメ、ア

ラメ、ホ ンダ ワラ、有節石灰 藻類 くピ リヒバ 、フサカニ ノテ等)で ある。 この岩礁域のかな り

(b部 分は干潮 時に干出す る平磯 で、 ヒジキ群落 が発達 している(表20)。

ii)群 落構造調査結果(図25、 表21)

測線は松 が鼻 と水族館(千 葉大学小湊 実験場)と の間の深 く切れ込んだ小湾 に1測 線 を設定

した。

基点(水 深2.Om)よ り離岸距離100m(水 深9.Om)ま での範囲の底質は、直径50～100cm程 度の

巨礫帯でその隙間を直径10cm程 の礫が埋 めている。それ より沖側 では更に直径100～200cm程 度

の岩が点在 している。 基点か ら離岸距離60m(水 深5.5m)の 範 囲はノコギ リモ クーオオバモ ク

群落が分布 し、それ よ り沖側 にはカ ジメ群落 が分布 していた。

この ノコギ リモ クーオオバ モク群落にお いては、基点か ら距離30m(水 深4.Om)辺 りまでは

ノコギ リモクが優 占(植 被 率80%以 上)し 、それ よ り先カジメ群落 に接す るまでの範囲ではオ

オバモ クが優 占的(植 被 率25～40%)に 出現 してい る。 下草層 として ピ リヒバ 、ヘ リ トリカニ

ノテ、 フサカニノテ等の有節石灰藻が、基面層 には無節石灰藻が観察 された(図26)。 群落の

藻冠部の高 さは140cm程 度であった。

カジメ群 落はカジメ(植 被 率40～85%)に よって構成 され浅海部 にアラメが混生 している。下

草層 と してカニノテ、 フサカニノテおよび キン トキ等が、基面層には無節石灰藻お よびイ ワノ

カワ科が観 察 された(図27)。 群落の藻冠部の高 さは120cm程 度であった。カ ジメは水深9m

(離岸距離100m)付 近 よ り、水深 が増すに従 って植被率が減少 し、かつステ ムが長 くなる傾向

がみ られた。
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群 落 区 分

階 層 構 造

1藻 冠層

II下 草層

III基 面層

ノコギ リモクーオオバモク群落

優 占 種 名

ノコギリモク

オオバモク

ヘ リ.トリカニ ノテ

キ ン トキ

ピリヒバ

無節石灰藻

水 深 2～5m

高 さ(c皿)

140

100

被度(%)・

50

20

15

3

2

30

(水深は平均水面か らの値とする)

ノ コギ リモ ク

'ミ

9

蜘

ピ リヒバ ・

諺
、

謹'蹴

ヘ リ トリ

カ ニ ノテ

'

"1,、 オオバモク

麟
キン トキ

図26 ノコギ リモクーオオバモク群落の構造様式(小 湊)
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群 落 区 分

階 層 構 造

1藻 冠層

II下 草層

III基 面層

カ ジ メ 群 落

優 占 種 名 ,

カジメ

オオバモク

フサカニノテ

カニノテ

キン トキ

無節石灰藻

イワノカワ科

水 深 5m以 深

高さ(c皿)

140

100

被度(%)・

70

十

25

5

十

30

t

(水深は平均水面からの値 とする)

カジメ

`

0

も

も

左

フ
テ

図27

フ

劣 キントキ

Σ
ア

カジメ群落の構造様式(小 湊)
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表20 海藻 ・海草類群落分布把握調査結果(小 湊)

群落名

アラメーカジメ群 落

Point①

Pointｮ

PointQ3

アカ桝 オ1ゾモク醜

オオバモク群落

ウミウチワ群落

優占種

アラメ

カジメ

アラメ

カジメ

アラメ

カジメ

アカモク

オオバモク

オオバモク

ウ ミウチ ワ

混生種

ワカメ・オオバ"モク・ノコキ"リモク

材 ハ"モク

イソモク・ヨレモク・ワカメ・アラメ・ホンタ"ワラ・

有 節 石 灰 藻

カシ"メ ・ワカメ・ノコキ"リモク・ヤツマタモク

カシ"メ ・オオバ"モク

藻冠 高(cm)

平 均

120

100

100

100

80

100

200

100

120

最 大

150

150

150

120

150

120

300

150

200

被度階糸

3

4

4

4

4

3

5

4

4

5

基 質

岩盤

岩盤

岩盤

岩盤,転 石

岩盤

岩盤;転 石,礫

面積(ha)

60.3

2て

5.9

0.6
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表21 海藻 ・海草類群落分布把握調査結果(小 湊)

〈ノコギ リモ ク ーオオバモ ク群落 〉

綱

褐 藻

紅 藻

学 名

Padinaarborescens

伽dapf31刀118亡fflo勉

Eαkloη1aoa吻

SargassummacrocarpulD

SargassumringgoldianulDringgoldianum

5ヨ1ga55乙 吻5flfq〃a5亡 、r乙吻

んηね1roa(ノ 〃a亡a亡8

Corallinapilulifera

〃a㎎fηf50川 盟aわ θ〃a刀5

〃ar9ノ ηfso川 πora35155f〃 α盟

Melobesioideae

Prfoη ノ亡fsaη8σ5亡a

Peyssonneliaceae

和 名

調査地点番号

(離岸距離)

ウミウチ ワ

ワカ メ

カジメ

ノコギ リモ ク

オオバモク

ヨ レモク

カニノテ

ピ リヒバ

フサ カニ ノテ

ヘ リ トリカニ ノテ

無節石灰藻
キン トキ

イワノカ ワ科

1

(55m)

5

25

40

5

30

20

2

(52m)

10

十

30

25

十

5

5

10

3

(40m)

10

25

40

十

5

十

15

20

4

(30m)

80

十

10

50

5

5

(20m)

5

95

10

60

10

10

〈カ ジメ群落 〉

綱

褐 藻

紅 藻

学 名

伽 〔ねrfa加 ηa亡fff{1a

Eckloniacava

、815θη18わfoア01f5

51ヨ」嘔a55α 〃 〃aorOOa1Pα 盟

3a㎎ ヨ55π〃rノ η8801d∫ ∂ηα加 パ η8801d/aη ㎜

∠㎞ 乃かoa(ガ18亡a亡a

〃a㎎'fη∫5ρo川πaわ θ〃a刀5

MarginisporulDcrassissimulD

Melobesioideae

Prfoηf亡15aη8召5亡 ∂

Pevssonneliaceae

Plocamiumtelfairiae

和 名

調査地点番号

(離岸距離)

ワカ メ

カジ メ

ア ラ メ 唱

ノコギ リモ ク

オオバモク

カニ ノテ

フサカニ ノテ

ヘ リ トリカニ ノテ

無節石灰藻
キン トキ

イワノカ ワ科

ユ カ リ

1

(175m)

40

30

10

20

5

15

注)数 字は植被率(%)を 示す.ま た+は 植被率5%未 満を示す.

2

(145m)
5

50

10

十

50

10

15

3

(117m)

70

t

5

25

30

t

十

4

(90m)

85

十

15

5

20

30

5

10

十

5

(64m)

60

10

20

5

15

10

25

5

5

5
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血)小 湊の主要な海藻 ・海草出現種 リス ト

現地調査において出現 した海藻、海草の リス トを以下に示す。

緑 藻 綱

あお さ目

あお さ科

アナアオサ Ulvapertusa

み る目

みる科

ハ イ ミル 6boセo伍 η ∂励 ∂θrθノ75

褐 藻 綱

あ み じぐ さ 目

あみ じぐ さ科

シ ワヤハ ズ 〃16顔 ρ寓 θガ5α η∂厨∂`∂

ア ミジグサ 〃0`γ0翻 め'0ゐ0如%

フ ク リンア ミジ 〃1ρρ加50舶 〃㎜ θ

ウ ミウチ ワ 」%め力∂ ∂功orθ50θ刀5

こんぶ 目

ちがいそ科

ワカメ

こんぶ科

カ ジメ

アラメ

6のolヨrf∂ ρゴ刀17∂オゴ乃'o勉

Eckloniacava.

茄.5θ 刀∫∂ わゴo∫01ゴ5

ひ ば ま た 目

ほ ん だ わ ら 科

ホ ン ダ ワ ラ5ヨz即55α 〃 」甜ル θ11ω η

イ ソ モ ク5冶 ㎎ ヨ55α〃 ゐθ盟鋤711α 〃

ア カ モ ク5ヨ 堰 ∂55α〃 ゐo■刀θr∫

ノ コ ギ リ モ ク5ヨ ㎎ ∂55㎜1昭oroo∂ 」rρα〃

ヤ ツ マ タ モ ク5ヨ ■8ヨ55α砂 ρ∂オθ刀5

オ オ バ モ ク5加 即5甜 〃r加 認01め 加 α〃r加8801め'∂ 側 〃

ヨ レ モ ク5冶 ㎎ ∂55α〃5∫1∫ σμ∂5ぴ α〃

ヨ レモ ク モ ドキ5凄 即55～z〃 ア∂%πo加 ゴ'

エ ン ド ウ モ ク 飴 ㎎ ∂55㎜7θ 加bゴ

紅 藻 綱

さんごも目

さんごも科

一101一



カ ニ ノ テ 加 助 かo∂o慰 ∂加 詔

ピ リ ヒ ノミ6bLr∂!1∫ 刀∂ 」oノ、1θ1f尭■「∂

フ サ カ ニ ノ テ!肋 瑠 ゴ加5:ρorα 〃 ∂わθrr∂刀5

ヘ リ ト リ カ ニ ノ テ%π8抽 ゴ5:ρorα〃or∂55∫55加 α〃

無 節 石 灰 藻Melobesioideae

てん ぐさ目

てんぐさ科

マクサ 6θ!ノ0ゲ α〃 θ1θ8ニヨρ5

す ぎ の り 目

む か で の り 科

ム カ デ ノ リ 分 寵 θ1α4ρ∫∂ 五 万o加 ∂

キ ン トキ 乃 ゴo刀ゴが5・ ∂刀8肥 オ∂

ツ ノ ム カ デ 、ρrfo刀πf500η7θ ∂

い わ の か わ 科

エ ツ キ イ ワ ノ ヵ ワ%ア55・o刀 刀θ万 ∂o∂ 〃1ノ」飴τヨ

イ ワ ノ カ ワ 科Peyssonneliaceae

お き つ の り科

オ キ ツ ノ リ 肋 刀艶1オ ∫0ρ5f5f1∂ 加11∫!b㎜ ゴ5

ゆ か り科

ユ カ リ ハ100∂ 痂 ㎜ オθゐ財∫r∫∂θ

おごの り目

お ごの り科

カ バ ノ リ

まさごしば り目

わっなぎそ う科

フシツナギ

の 「30/1∂rゴ ∂ オθLYオ0■・fゴ

∠0伍 θ刀オ∂rゴ∂0∂ オθノ7∂1ケ∂

単子葉植物綱

おもだか 目

あま も科

スガモ 乃 .7110卵 ∂0硅'κ ∫〃ヨ`θ刀5ゴ5
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4.藻 場生物調査手法試案 の改善点

予備調査結果に基づ き調査手法試案は次の点について改善 した。

・調査地の環境 条件 によ り標準手順 の他 に2つ の手順 を作成 し、海域の条件 によ り現場 で柔軟に

対応で きるよ うに した。
・群落分布 の把握 にス ノー ケ リング遊泳 では面積 が広大なた め困難 なので、マ ンタ法によること

とした。
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5.藻 場生物調査手法案

(1)調 査方針

(1)一1調 査 目的

日本全国の藻場 の生物学的な類型 区分等 を 目指 し、

①全国の代表的な藻場を対象 に、海 藻(かいそう)・海草(うみくさ)群落 に関す る基礎 的デー タを集積

し、藻場の生物学的な類型 区分について検討する.

②全国調査に必要 な簡便 な調査項 目 ・手法(都 道府県委託 レベル)の 確立 を目指す.

(1)一2調 査期間

平成10年 度～平成13年 度

(1)一3調 査 区域

原則 として、藻場生物調査の対象範 囲は、第4回 自然環境保 全基礎調査で把握 された藻場区域

とす る。

(1)一4調 査時期

大部分 の海藻(かいそう)・海草(うみくさ)類は時期 によって葉状部や茎 ・枝等藻体の視認 可能 な部分が

消失 または倭小化 して しまい、種名 を同定 しに くくな る場合が多い。従 って藻 ・草体が種の特徴

を良 く示す成熟期 よ りも若干早い時期 に調査を行 う配慮が必要 となる。また 日本沿岸 では海域 に

よっても成熟期がずれ るため、調査時期 を統一的 に設定す ることはできない。場合に よっては調

査海域で営 まれてい る漁業の妨 げにならないよ うな配慮 も要求 され る。 これ らの点を考慮 し、事

前に調査 区域に分布す る群落の種類 を既 存文献等か ら把握 し、主要 な群落の構成種 の成熟期に合

わせて調査時期 の調整 を図 るもの とす る。

なお調査時期 の設定 に当たっては付表1(113p)に 示す 目安 を参考 とす る。

(2)調 査内容

(2)一1調 査項 目

ア.海 藻 ・海草群落分布把握調査

相観 法に よる藻場分布域の把握

イ.群 落:構造調査

トランセク ト法に よる垂直分布調査及び コ ドラー ト法による種別被度調査

(2)一2調 査 内容

i)海 藻 ・海草群落分布把握調査

ア.第4回 自然環境保全基礎調査 で調査 され た藻場分布域について、その後の変化(位 置、

面積等)を 聞 き取 りお よび文献等調査 によ り補完 し、最新の藻場分布域 を把握す る。

イ.最 新の藻場分布域 において海面遊泳等に より、その分布状況の確認 を行 う。

ウ.藻 場植 生の概観 を記録する とともに相観法 によ り藻場 を優 占種群 の群落毎 に把握す る。

ii)群 落構 造調査

ア.調 査 区域内で水深方向に最 も多種類の群落が分布す る場所 にお いて、海岸線か ら水深方

向に調査線 を設定す る。

イ.調 査線 に沿って出現種の被度 を測定す る。

ウ.調 査線上で、各群落の中央付近 において群落構造 を代表 している5点 に コ ドラー トを設

定 し、出現種 とその被度を測定す る。

エ.各 群落毎に優 占種等を採集 し、 さく葉標本 を作製す る。

(2)一3調 査方法

i)海 藻 ・海 草群落分布把握調査

ア.最 新 の藻場分布域の把握(位 置、面積等)

国土地理 院発行の2万5千 分の1の 地形 図を基に必要なサイズに拡大 して作成 した調査海

域図上に、第4回 自然環境保全基礎調 査の結果お よび地元漁業者 か らの聞 き取 り等によ り現
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状の海 藻 ・海草群落の概略の位置 を確認、記入す る。

イ.修 正分布域確認 および藻場植生概観 の記録

調 査区域の潮下帯および漸深帯 に分布 する各種海藻 ・海草群落の水平分布状況 については

ス ノーケ リング遊泳 による水 面か らの 目視 によ り相観 を把握、および群 落の組成等内容にっ

いてはスキューバ潜水 による 目視観察で、それぞれ把握す る。

なお 、調査対象群落は1ha以 上の ものを対象 とす る。

観察項 目は以下の通 りとす る。

①群落の種類 観察野帳(様 式3)に 記入す る群落の種類 は優 占種命名法 によ り

記録す る(例:ホ ソメコンブ群落,ヤ ツマタモク群落,ア マモ群落,マ クサ群落等)。

②群落の位置及び規模(長 さ,幅,輪 郭等)

③群落の平均的 な被度階級(表22参 照)

④ 群落の平均的 な基質 の種類(表23参 照)

調査手順は以下に示す手順を参考とする。

手順A(標 準手順)

①群落分布の概要把握

②調査対象とする群落 と

その位置の決定

国土地理院発行の1/25,000の 地形図を基に必要なサ

イズに拡大 して作成 した調査海域図上に、地元漁業者

からゐ聞き取 りで把握 した現状の海藻等群落の概略の

位置を確認、記入する。

聞き取 りで把握 した各群落の再確認および聞き取りで

把握できなかった群落のチェックを目的として、先ず

最初に調査区域内で調査船を航走させ、調査対象 とす

る群落(1ha以 上)を 決定する。群落の位置 ・輪郭は六

分儀を用いた三点両角法またはGPS法 または山立て

法によって決定 し、調査区域図に記入する。

③群落の規模 と内容の把握

1.ス ノ ー ケ リ ン グ 観 察

調査する群落に調査船が到着 したら、船尾か ら調査

員A(ス ノーケ リング遊泳)を 微速で曳航する。調査

員Aは 群落の外縁に沿って調査船が移動するように船

上の調査員Bに 合図を送る。調査員Cは 調査船の航跡

をGPS法 、三点両角法、山立て法、海岸地形 と調査

船との相対的位置関係等により決定し、群落規模に関

する情報(ど のような方向にどのような形状で どのよ

うな広が りを持っているのか)を 把握 し、調査海域図

に記入する。群落規模が把握された後、調査員A・B

は分担してスノーケリング遊泳により群落全体の平均

的な植生被度(表22参 照)を 観察し船上の調査員Cに

報告する。調査員Cは 調査員A・Bよ り報告を受けた

ら直ちに調査区域図に記入 した群落と観察野帳(様 式

3)と が照合する形式で、情報を整理、記録する。

2.ス キューバ潜水観察

調 査員A・Bは スキューバ潜水で群落 に至 り、群落

名(優 占種命名法 による)、 混生する他の主要な海藻
・海 草類(肉 眼で視認可能な もの) 、基質の種類(表

23)お よび水深(実 測値)を 水 中ノー トに記録す る。

この場合 のデー タは群落 を斜 めに横 断す るよ うに、5

～10分 程度遊泳観察 した結果に基づいて平均的な内

容(優 占種 、基質、水深)を 判定する。なお調査対象

水深 は海 図上 の水深が10mま での範囲 を原則 とす る
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が、10m以 深に群落が分布する場合で海域の透明度
・透視度が良好なため、10m以 上潜水 しなくても観

察可能なものについては把握可能な範囲内で観察記録

するものとする。

3.撮 影

調査員A・Bは 、群落の観察 が終 わった ら群落内の

1地 点 にお いて群落の特徴 を示す 内容(景 観 ・優 占種
・基質状況 ・下草類)を 可能 な範囲 で撮影す る。 この

時撮影画 面には、調査項 目名(海 藻 ・海草群落分布把

握調査)、 年月 日、群落番 号、群落名 を明記 したプ レ
ー トが含 まれ るよ うにす る。 カメラはニ コノスV型 に

15mmレ ンズ とス トロボを装着 したものあ るいはそれ

と同等の もの を、 フィルムはASA100ポ ジフィルムを使

用す る。 なお ス トロボを使用す る必要がない澄明な海

域、 あるいは使用で きない透 明度の不良な海域 ではAS

A400を 用 いて も良い。

④船上での記録の整理

船上の調査員Cは スノーケリング観察およびスキュー
バ観察の報告から得られた群落に関する情報を、調査区

域図と観察野帳(様 式3)と が照合する形式で整理 ・記

録する。その他留意すべき現象が認められた場合は、そ
の点についても記録する。

手順B;海 域条件 小規模な内湾域で山立てが容易

水深が比較的浅 く海面か ら藻場の分布状況把握が容易

藻場分布城が岸寄 りで三点両角法を適用しにくいが、 目測による対地

距離を比較的正確に把握できる

藻場分布状況に詳 しい地元漁業者を水先案内とすることができる

①群落分布の概要把握

②群落の規模 と内容の把握

国土地理院発行の1/25,000の 地形図を基に必要なサ

イズに拡大 して作成 した調査海域図上に、地元漁業者

からの聞き取 りで把握した現状の海藻等群落の概略の

位置を確認、記入する。

1.ス ノ ー ケ リ ン グ観 察

調査する群落に調査船が到着 したら群落の外縁に沿

って微速で航行する。調査員Cは 調査船の航跡をGPS

法、山立て法、海岸地形と調査船 との相対的位置関係等

により決定 し、群落規模に関する情報(ど のような方向

にどのような形状でどのような広がりを持っているのか

)を 把握 し、調査海域図に記入する。群落規模が把握 さ

れた後、調査員A・Bは 分担してスノーケ リング遊泳に

より群落全体の平均 的な植生被度(表22参 照)を 観察

し船上の調査員Cに 報告する。調査員Cは 調査員A・B

より報告を受けた ら直ちに調査区域図に記入 した群落と

観察野帳(様 式3)と が照合する形式で、情報を整理、

記録する。

2.ス キューバ潜水観 察

調査員A・Bは スキ ューバ潜水 で群落に至 り、群落

名(優 占種命名法に よる)、 混 生す る他の主要な海 藻
・海草類(肉 眼で視 認可能 な もの) 、基質の種類(表

23)お よび水深(実 測値)を 水 中ノー トに記録 す る。

この場合のデー タは群落を斜 めに横断す るよ うに、5
～10分 程度遊泳観 察 した結果 に基づいて平均的な内
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容(優 占種、基質、水深)を 判定する。なお調査対象

水深は海図上の水深が10mま での範囲を原則 とする

が、10m以 深に群落が分布する場合で海域の透明度
・透視度が良好なため、10m以 上潜水 しなくても観

察可能なものについては把握可能な範囲内で観察記録

するものとする。

3.撮 影

調 査員A・Bは 、群落の観察 が終 わった ら群落内の

1地 点において群落の特徴 を示す 内容(景 観 ・優 占種
・基質状況 ・下草類)を 可能 な範 囲で撮影す る。 この

時撮影画 面には、調査項 目名(海 藻 ・海草群落分布把

握調査)、 年月 日、群落番 号、群落名 を明記 したプ レ
ー トが含 まれ るよ うにす る。 カメラはニコノスV型 に

15㎜ レンズ とス トロボを装着 したものあ るいはそれ

と同等 の ものを、フィルムはASA100ポ ジフィルムを使

用す る。 なお ス トロボを使用す る必要がない澄明な海

域 、あるいは使用で きない透明度 の不 良な海域 ではAS

A400を 用 いても良い。

③船上での記録の整理

船上の調査員Cは スノーケリング観察およびスキュー
バ観察の報告から得られた群落に関する情報を、調査区

域図と観察野帳(様 式3)と が照合する形式で整理 ・記

録する。その他留意すべき現象が認められた場合は、そ

の点についても記録する。

手順C;海 域条件 調査海域は外海に面 してお り、暗礁が多く海岸線付近の航行が危険

10m以 深に藻場が分布するが透明度は良好で、海面からのスノーケ

リング観察が可能

沖合方向への藻場分布域が広 く目測による対地距離の把握に精確 さを

欠く

GPS法 による位置出しが容易

地元漁業者からの藻場分布の詳 しい情報が得られない

特定の種類の群落の規模が広範囲にわたっている

①群落分布の概要把握

②群落の規模 と内容の把握

国土地理院発行の1/25,000の 地形図を基に必要なサ

イズに拡大 して作成した調査海域図上に、地元漁業者

からの聞き取 りで把握 した現状の海藻等群落の概略の

位置を確認、記入する。

1.ス ノ ー ケ リ ン グ観 察

調査する群落に調査船が到着 したら、船尾から調査

員A(ス ノーケ リング遊泳)を 微速で曳航する。調査

員Aは 群落の外縁に沿って調査船が移動するように船

上の調査員Bに 合図を送る。調査員Cは 調査船の航跡

をGPS法 、三点両角法、山立て法、海岸地形 と調査

船 との相対的位置関係等により決定 し、群落規模に関

する情報(ど のような方向にどのような形状でどのよ

うな広が りを持っているのか)を 把握し、調査海域図

に記入する。群落規模が把握された後、調査員A・B'

は分担 してスノーケリング遊泳により群落全体の平均

的な植生被度(表22参 照)を 観察 し船上の調査員Cに

報告する。調査員Cは 調査員A・Bよ り報告を受けた

ら直ちに調査区域図に記入 した群落と観察野帳(様 式

2)と が照合する形式で、情報を整理、記録する。
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2.ス キ ューバ潜水観察

調査員A・Bは スキコ.一バ潜水で群落に至 り、群落

名(優 占種命名法による)、 混生する他の主要な海藻
・海草類(肉 眼で視認可能なもの) 、基質の種類(表

23)お よび水深(実 測値)を 水中ノー トに記録する。

この場合のデータは群落を斜めに横断するように、5
～10分 程度遊泳観察 した結果に基づいて平均的な内

容(優 占種、基質、水深)を 判定する。なお調査対象

水深は海図上の水深が10mま での範囲を原則 とする

が、10m以 深に群落が分布する場合で海域の透明度
・透視度が良好なため、10m以 上潜水 しなくても観

察可能なものについては把握可能な範囲内で観察記録

するものとする。

3.撮 影

調査員A・Bは 、群落の観 察が終 わったら群 落の特

徴を示す内容(景 窺 ・優 占種 ・基質状況 ・下草類)を

可能な範囲で撮影す る。 撮影 は3～4地 点で行 う。 こ

の時撮影画面には、調査項 目名(海 藻 ・海草群 落分布

把握調 査)、 年月 日、群 落 番 号、群落名 を明記 した

プ レー トが含 まれ るようにす る。 カメラはニ コノスV

型に15㎜ レンズとス トロボを装着 したものあ るいは

それ と同等のもの を、フ ィル ムはASA100ポ ジフィル ム

を使 用する。 なおス トロボを使用す る必要がない澄 明

な海域 、あるいは使 用できない透明度の不良な海域 で

はASA400を 用 いて も良い。

④船上での記録の整理

船上の調査員Cは スノーケリング観察およびスキュー
バ観察の報告から得られた群落に関する情報を、調査区

域図と観察野帳(様 式3)と が照合する形式で整理 ・記

録する。その他留意すべき現象が認められた場合は、そ

の点についても記録する。

留意事項
・調 査区域 図は国土地理院発行の1/25 ,000の 地形図を もとに作成す る.
・海 域に よっては海図の利用可能 な場合 があるので、事 前によ くチ ェ ック し地形 図 との整合を図って

お く.
・調 査に使 用す る船舶は、調査区域 に漁 業権 を持つ漁業組合 に主 旨をよく説明 し、磯根の状況に詳 し

い漁業者 と小型船舶の斡旋 を依頼す る。
・ス ノーケ リング ・潜水観察は2名 以上の調査員で行い、船上 には少な くともテンダー1人 を配置す

る.
・暗礁 が近 い、水深が浅い等の理 由で調査船 を投錨係留 できない場合には、 目印 として標識 ブイを設

置す る、あるいは観察 ライ ンを設 置す るな どして、調査員が 自分の位置 を把握 しやすい よ うに工夫す

る.
・この場合 の観察 ライ ンはあ くまで も調査員の位置 と群 落の規模 を判断す るために設け るものであ る

か ら、その長 さや 方向は群 落の状況 に応 じて判断する.
・ライ ンは ドラムに巻き込んだ300m程 度の間縄 の一方 に錨 を付 けて船上か ら所定の位置に投入 し、

終点に向けて直線 状に船尾 か ら間縄 を繰 り出 し、終点に達 した ら ドラム ごと投 下す ると良い.
・観察 ライ ンの起点 と終 点には 目印 の浮標 を付けてお くと便利で ある.
・テンダー は、潜水調査員 の吐 く泡 を調査船上か ら確認 し、潜水作業が安全に進行 してい るか を逐次

チェ ックす る.
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表22植 生被度の区分

被度区分の基準

海底面がほとんど見えない

海底面よりも植生の方が多い

植生よりも海底面の方が多い

植生は疎 らである

植生は極 く疎 らである

植生はない

区 分

濃 生

密 生

疎 生

点 生

極 く点生

な し

被度階級

5

4

3

2

1

十

植被率(%)

75^一100

50^一75

25^一50

5^一25

1^一5

1以 下

表23基 質の種類

基質の種類

岩礁

岩

巨礫

礫

砂 ・泥

基質のサイズ

長径、短径 が2m以 上の もの

長径、短径 が1～2m程 度 の もの

長径、短径 が25cm～1m程 度 のもの

長径、短径 が25cm未 満 のもの

径が1㎜ 以下の もの

凡例

鰍
0

αb◎oo◎

0卿 αめ9

ii)群 落構造調査

ア.調 査線の設定

調査線は、調査 区域 内で最 も多種の群落:が分布す る場所 を1ヶ 所選 定 し、潮間帯 下部に設

けた起点か ら沖合 いの水深 方向に延ば した直線状 の測線 を設 定す る。

イ.出 現種被度 の測定等

調査線上の出現種の被度 を測定す る。 また、調査線上の近傍 に分布す る各種 の海藻 ・海草

群落 の中央付近 の群落構 造を代表 している5点 に1m×1m方 形枠を設定 し、枠 内に出現す

る海藻 ・海草類 の種毎の被度(%)測 定お よびアラメ群落、カジメ群落、ホ ンダ ワラ群落、

ツル アラメ群落 、アマモ類群落、スガモ類群落 については林冠部の平均高 さを測定 し水 中ノ
ー ト(様 式は 自由)に 記録す る。あわせて群落 の特長 をよく示す写真撮影を行 う。 なお、海

藻 ・海草群落 はその大 きさが1ha以 上のものを観察対象 とす る。

ウ.優 先種等 の採集

調査区域 に分布す る海 藻 ・海草類 の概略を明 らかにす るため、観 察 した群落内に優 占する

種や比較的多 く混生す る海藻 ・海草類 の任意採集 を行 う。

調査手順は以下 に示す手順 を参考 とす る。

海藻 ・海草群落分布把握調査によって作成された海藻 ・海

①調査線の選定 草群落分布図をもとに、調査区域内で最も多種の群落が分
布する範囲を抽出し、現地の地形状況からみて調査船が進

入 しやすい場所を選定する。

②調査線の設定

③群落構造の観察

ドラムに巻き込んだ300m程 度の間縄の一方に錨を付け

て潮間帯下部に定めた起点に固定し、そこから沖の終点に

向けて直線状に船尾から間縄を繰 り出しながら航走する。

終点に達 したらドラムごと海中に投下する.起 点および終

点の位置は六分儀を用いた三点両角法またはGPSに よっ

て決定 し、調査区域図に記入す る。観察ラインの起点と終

点には目印の浮標を付けておくと便利である。なお調査測

線の範囲は起点から沖合方向へ水深10mま たは距離200m

までを原則 とする。

起点または終点からエン トリーした潜水調査員(2名 以上

)は 、調査線上およびその近傍(ラ インを中心に左右それ

ぞれ約20mの 範囲)に 分布する群落の中央付近において
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群落構 造を代表 している5点 に1m×1m方 形枠を設定 し

枠内に出現す る海藻 ・海草類 について種毎の被度(%)を

測定、記録す る(水 中ノー トの様 式は 自由)。 各方形枠 の

中には必ず優 占種が含まれ ると共に5枠 の内容が比較的類

似 す るよ うに留意す る.ま たア ラメ群落 、カ ジメ群落 、ク

ロメ群 落、ホンダワラ類群落》 ツル アラメ群落、アマモ類

群 落、スガモ類群落 については林冠部の平均高 さを測定、

記録す る(水 中ノー トの様式 は 自由)。 あわせて群落の特

徴 を よく示す写真 を撮影する。 この時、撮影画面には調査

項 目名(群 落構造調査)、 年月 日、群落名 を明記 したプ レ
ー トが含 まれ るよ うにする。 カメラはニ コノスV型 に15

㎜ レンズ とス トロボ を装着 したもの あるいはそれ と同等の

ものを、フィル ムはASA100・36枚 撮 りポ ジフィル ムを使

用す る。 なお ス トロボを使用す る必要のない澄 明な海域、

あるいは使用で きない透 明度 の不 良な海 域ではASA400を 用

いても良い。

④優占種等の採集 と処理

群落構造を観察 した群落内に優占する種や比較的多く混生

する海藻 ・海草類の任意採集を行 う。採集は海藻 ・海草類

を付着器ごと剥ぎ取るようにする。試料は現地で固定処理

した後、実験室に持ち帰って種の同定を行う。

留意事項
・調査に使用する船舶は、調査区域に漁業権を持つ漁業組合に主旨をよく説明 し、磯根の状況に詳 し
い漁業者 と小型船舶の斡旋を依頼する。
・潜水観察は2名 以上の調査員で行い、船上には少なくともテンダー1人 を配置する.
・群落構造調査線は海藻 ・海草群落分布把握調査のラインと兼用することは避ける.
・調査する群落は、ライン上およびラインを中心に左右それぞれ約20mの 範囲にある海藻群落の中

から調査の主旨に適 した群落を選び出して行 う.
・採集 した試料の うち破損 しやすい種については5%ホ ルマ リン海水で固定 し、ポリ瓶等に封入する
のが好ましいが、それ以外のものはビニール袋にホルマ リン原液を適量加えて固定、封入 した方が持

ち運びに便利である.

(3)と りまとめ

i)海藻 ・海草群落分布 図(図28参 照)

海藻 ・海草群落分布把握調査で把握 した海藻群落 に関す る情報に基づ いて図28に 示す様式

で海藻 ・海草群落水平分布図 を作成す る。

各群落 は色分けによってわか りやす く表示する。 また観 察結果は様式1に 示す よ うに、群

落名 の後 に、混生種(比 較的多 く出現す るもの数種)、 群落の面積を付記 して整理す る。な

お群落 の面積 は図面上か ら読み とる。

ii)群落構造図(図29参 照)

図29に 示す様式で、群落構造調査の結果把握 された各種群落の階層構造 を整理す る。

iii)海藻 ・海草群落の垂直分布 図(図30参 照)

図30に 示す様式で、群落構 造調 査の結果把握 された調査海域 における海藻群落 の垂直分布

状況 を整理す る。

iv)優 占種等調査結果(様 式2参 照)

採集 された優 占種等の分析結果 を出現種 目録(様 式2)と して整理する.分 類体系は吉 田

忠生(1998)「 新 日本海藻誌」(内 田老鶴 圃発行)に よる.

v)標 本の作製 と保管

植物相調査 で採集 した海 藻 ・海 草類の試 料については、各種類毎に さく葉標本 を作成

し、環境庁生物多様性 セ ンターに保管す るもの とす る。標本の体裁 は以下の通 りとす る。
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台 紙;A3版 クリームケント紙

ジ万挙

科

和 名

学 名
年月日

採集時 海域名

の 水 深

データ 基 質

採集者

シ㌧ ナスカード の 様 式

留意事項
・種の学名お よび和名 は吉田忠生(1998)「 新 日本海 藻誌 」(内 田老鶴圃発行)に よる.

・試料にはデータ整理 の段階で混乱を生 じないために も採集年月 日、生育場 の状況 を記 した ラベル を

同封 してお くと間違 いが生 じな くて良い.
・ホ ンダワラ類等藻体 が大 きく1枚 の台紙 に収ま らない標本の場合は、3枚 組以 内の さく葉標本 とし

て もよい.
・コンブ類 、アラメ ・カ ジメ類 等のよ うに藻体が巨大な ものについては基部を中心 と した一部 を さく

葉標本 とし、生状態 で形態の分 か るよ うな全体写真 を撮影 し台紙裏 面に貼 り付 ける.
・藻体の小 さな種類 は、種の特徴 を よく示 してい ると思われ るものを数個体 、台紙 に収ま る範 囲で体

裁良 く台紙 に配列す る と良い
・有節石灰藻 、無節石灰藻お よびその他の殻状海 藻はホルマ リン固定の後、乾燥 させた ものを100m1程

度の管瓶 に封入 して標本 とする.
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付表1調 査時期の設定目安

代表的な群落

コンブ類群落

(但 しホ ソメコンブ を除 く)

多灘
ホンダワラ類群落

ワカメ群落

ツルア ラメ群 落

羅 欝 落

アミジグサ類群落

フク ロノ リ類群落

テングサ群落

タンハ"ノリ、ツルツル、ブタ"ラク、キントキ、ツカサアミ、へ"ニ

スナコ"、トサカノリ、カバ"ノリ、ツノマタ、アツハ"カリメニア、

アカハ"、ダ ルス、アカバ ギ ンナンソウ等 の 膜 状 あ

る い は そ れ に 類 似 した 葉 状 を 呈 し 、

し ば しば 大 型 化 す る 紅 藻 類 の 群 落

サンゴモ類群落(有 節石灰藻)

殻状海藻群落(無 節石灰藻等)

アマモ類群落

スガモ類群落

地 域

鎌 難 洋沿岸

鞭 難 欝沿岸

ll辮
灘 慧難
灘 鍵碧毒

難講羅
日本沿岸全域

日本沿岸全域

日本沿岸全域

北海道沿岸

日本沿岸全域

日本沿岸全域

日本沿岸全域

ll難難
繍 灘難 岸

調査時期

周年
k

k

周年
k

k

k

6～8
3～5

3～5
2～4
2～4

3～6月
2～4

3{と4
3月 中旬4
2～4月

4～5月 上旬

1=錫

周年
k

k

6～7月 旬
6～7
4～6

5月 下旬～6

6
5

5
4

5～7月 上旬

4～6月 上旬

6～9月

5～7月

4～5月

周年

周年

6～7月 旬
6～7

5～6
5下 旬～6

6

5
5
4

§鰯 圭1

麟 雛 灘 饗灘 辱鱗 講 碧簾議繍 讐灘
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様式1 表 海藻 ・海草群落分布把握調査結果(記 入例)

群落名

マコンブ群落①

マコンブ群落②

マコンブ群落③

ホソメコンブ群落①

ホソメコンブ群落②

エゾノネジモク群落①

エゾノネジモク郡落②

エゾノネジモク群落③

フシスジモク郡落①

フシスジモク郡落②

フシスジモク郡落③

ウラソゾ群落①

ウラソゾ群落②

サンゴモ群落①

サンゴモ群落②

サンゴモ群落③

殻状海藻群落

優占種

マコンプ

マコンブ

マコンブ

ホソメコンブ

ホソメコンプ

エソ"ノネシ"モク

エソ"ノネシ"モク

エソ"ノネシ"モク

フシスジ モク

フシスジ モク

フシスジ モク

ウラソゾ

ウラソゾ

フサカニノテ・ヒ.リヒバ"

フサカニノテ・ヒoリヒバ"

ウスカワカニノテ

混生種

ムカテ"ノリ、スカ"モ

ムカテ9ノリ、スカ"モ

ウラソゾ

ウラソソ"、キョウノヒモ

ウラソソ9、オキツノリ

ウラソソ"、オキツノリ

フシスシ"モク、スカ"モ

スカ"モ、アミシ"ク"サ

樹冠高

40cm

30cm

35cm

95cm

100cm

130cm

面積(ha)

16

13

9

8

4

2

1.5

2

7

3

.5

1

1

21

16

19

50

注;群 落の面積は作成 した海藻群落分布図上か ら求めた数値を記入する.
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様式2 ○○海域の海藻 ・海草類出現種 目録

緑 藻 綱ChHLOROPHYCEAE

あ お さ 目Ulvales

ひ と え ぐ さ 科Monostromataceae

ヒ トエ グ サ 〃b刀05オrα詔 刀∫`∫ぬ 切Wittrock

あ お さ 科Ulvaceae

ヒ メ ア オ ノ リ 左1f{加8∫ ∂η 〃fηゴ%(Nageli)Kylin

ボ ウ ア オ ノ リ 動`θro〃 砿 助 ∂ ∫〃`θ5`∫刀∂1∫5(Linnaeus)Nees

ア ナ ア オ サ 〃 旧 ρθr`〃5∂Kjellman

しお ぐ さ 目Cladophotales

しお ぐ さ科Cladophoraceae

タ ル ガ タ ジ ュ ズ モ0始 θ`o〃oヱ助 ∂ ∂θrθ∂(Dillwyn)Kutuzing

タ マ ジ ュ ズ モ6:〃o加1∫8θ 畑Kjellman

フ サ シ オ グ サ α ∂面p加 ■ヨ 飴50∫o〃1∂r∫5(MertensexC.Agardh)Kutuzing

オ オ シ オ グ サ6:」 βρo加o∂Yamada

ア サ ミ ド リシ オ グ サ6:5∂ 舶 がAbott

も つ れ ぐ さ 目Acrosiphoniales

もつ れ ぐ さ科Acrosiphoniaceae

モ ツ レ グ サ5ヵo刀810〃 αζρ加{かrf〃50〃1∂(Ruprecht)Collins

カ ギ モ ツ レ グ サ51〃 θr`θ刀5ガ(Yendo)Setche11

褐 藻 綱.PHAEOPHYCEAE

い そ が わ ら 目Ralfsiales

い そ が わ ら 科Ralfsiaceae

マ ツ モ バ刀∂1∫ρ〃5/18ρo刀fo〃5(hervey)Wynne

イ ソ ガ ワ ラ 」胎1倉 ∫∂ ん 刀8∫あ 」n〃∫5(Gunnerus)Setchell

あ み じ ぐ さ 目Dictyotales

あ み じ ぐ さ科Dictyotaceae

エ ゾ ヤ ハ ズ 〃∫o`ノρρ`θf∫5{ガ 圏r/o∂`∂(Okamura)Okamura

ア ミ ジ グ サ 〃∫o`ノo彪{ガo加`α ㎜Hudson

サ ナ ダ グ サ 」%oゐノ認o`ノo刀oorθ ∂oθ㎜(holmes)Okamura
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様式3 観 察 野 帳

群瀦号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

群落名

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

群落

優占種 平均醸離 基質 混生種
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群 落 区分

階 層構 造

1林 冠 層

II下 草 層

In基 面 層

ノ コ ギ リ モ ク 群 落

'
優 占 種 名

ノ コ ギ リ モ ク

トゲ モ ク

マ ク サ

フ シ ツ ナ ギ

シ キ ン ノ リ ・

無 節 石 灰 藻
ウ ス カ ワ カ ニ ノ テ

水 深14～6m

高 さ(cm)

150

80

被 度(%)

60

30
10
10

75

15

(水 深は平均水 面か らの値 とする)

1

ノ コ ギ リ モ ク

r

∠

竃

覧 シ

夙/フ 鷺
ウ ス カ ワ カ 「 ノ テ

ワ

,ノ

㎎

N

トゲ モ ク

1
ガ ラ ガ ラ

N

トゲ モ ク

ら

6

!

飾

、

、

思

し

i

ノ コ ギ リモ グ

ゾ

8

4

爲嶺石灰、 盤

オ オ バ キ ン ト キ 』 ・唱 ・・'描'・ 帆'… ∀ 乞'%、鮮 品`㌔;;;3';'

砂転 石

レ

'篇
1

、～郭 ….シ キ

之 ノ リ嚢
マ ク サ

図29ノ コ ギ リモ ク群 落 の 構 造 模 式
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図30海 藻 ・海 草 群 落 の 垂 直 分 布 模 式
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III干 潟 生 物調 査
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1.は じめ に

平成9年 度に策定 された干潟生物調査手法(案)に 基づき平成10年 度は北海道春国岱(風 蓮

湖東岸)、 仙台市蒲生干潟、佐賀県国造干潟 、鹿児島県上甑島浦内湾、石垣島アンパル の5干

潟の調査を行 った。以下にその結果 を述べ る。

2.北 海 道 春 国 岱(風 蓮 湖 東 岸)干 潟

(1)調 査期間

現地調査を1998年9,月16日 ～9月19日 の大潮時に実施 した。

〈風蓮湖東岸干潟 〉(100ha)

9月16日:移 動、現地踏査

17日:調 査(高 潮帯)

18日:調 査(中 潮帯、低潮帯)

19日:調 査(補 完調査)、 移動

(2)調 査場所

図31に 示す北海道根室市春国岱の風蓮湖東岸干潟である。 中干潟 とみな されるため観察測線

はユ測線 とした(但 し、点在する干潟部2ヶ 所 を追加 し、任意2測 線 も観察測線 とした)。

(3)調 査項 目

調査項 目は以下の通 りである。

i)定 性調査(目 視観察)

a.底 質分布

b.臭 気

c.地 形的特徴の観察

d.生 物の分布 ・出現状況

ii)定 量調査

a.底 質の還元層の深 さと厚 さ

b.マ クロベ ン トス

iii)鳥 類観察調査

し

:ぐノ'ノ

璽購継愁臨
根室市

1
調査場所

タぐ醸 蕪響

鐸 凶
・ 「〉

侵

i':

轟 議 レ ・
妻 ♪ 『 ・`9・ ●を

の ロ ノ 　'

・1
.一:り..…

鍵謙
一.罵 百

鷲饗

藻難縢
OlOOO20003000一

図31風 蓮 湖 東 岸 干 潟
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(4)調 査方法

i)定 性調査(目 視観察)

以下に示す干潟の様々な特徴の平面的分布状況を、 目視観察によ り定性的に把握 した。

調査に当っては現地の状況に応 じた任意のルー トを適宜選定 し、双眼鏡 を用いてできるだ

け広範囲に観 察を行 った。

任意のルー トの選定に際 しては、中干潟(100～300ha)と して以下の点に留意 し実施 した。

●中干潟

調査範 囲の干潟の最上部(陸 側)か ら最下部(海 側)に 向かって斜め方向に横切 ることを

原則 とし、濡筋や潮溜ま り、凸地等の地形状況 を充分チ ェックできるようなジグザグ状のル
ー トを設定 した

。(図32)

a.底 質分布

干潟 において底質の種類(砂 、泥、砂泥、礫 、転石等)が どのよ うな状況で分布 してい

るかを 目視観察 した。

b.臭 気

各底質区の任意の複数の点において臭気(衛 生試験法注解4.1.1.1(5))を 適宜観察 し

た。

c.地 形的特徴の観察

干潟における流入河川の流路、濡筋、潮溜ま り、凸地な どの微地形的特徴お よび満潮時
・干潮時の汀線の位置な どを 目視観 察によって確定 し、地形 を把握 した。

干潟後背地については潮間帯上部か ら陸側100mの 範囲内で植物群落の分布状況 を観

察 した。

d.生 物の分布 ・出現状況

干潟全域にっいて表生生物の水平分布状況を 目視観察 し、海草 ・藻類 が分布す る場合は

種類毎の被度(1m×1m方 形枠内)を 記録 、撮影を実施 した。打ち上げられた海草 ・藻

類 についてはその状況(種 類、位置 、形状)も 記録 した。

補完的な情報 として、動物の巣穴や糞塊 ・排出土の分布密度(1地 点 当た り50cm×50cm

方形枠 を4ヶ 所)も 適宜、撮影 し、なお、巣穴や糞塊 ・排出土の形状によって種類 の推定

が可能なものについては種名 を記録 した。但 し、小 さな巣穴の場合は甲殻類のニホンスナ

モ グ リによるものか、多毛類 のゴカイ科に よるものかをスコップで掘って確認 した。

ii)定 量調査

●中干潟

図33に 示す よ うに陸か ら沖方向に調査範囲を斜 めに横切 るジグザグ状のルー トに沿って、

高潮帯で3点 、中潮帯で4点 、低潮帯で3点 の計10地 点において以下に記す底生生物(マ

クロベ ン トス)の 定量分析のための試料 を採集 した。

a.底 質の酸化層の深 さと厚 さ

図33に 示す(高 潮帯3点,中 潮帯4点,低 潮帯3点)10地 点において、 口径50㎜ 程度の透

明なパイプを干潟基底に打ち込んで底質のコアーサンプルを採取 し、還元層までの深 さ

(表面か らの距離)お よび厚 さを測定 した。

b.マ クロベン トス

図33に 示す(高 潮帯3点,中 潮帯4点,低 潮帯3点)10地 点において、25cm×25cmx15cm

の方形箱 を用いて深 さ15cmま での底質 を、1地 点当た り4枠(合 計50cmx50cm×15cm)採

取 し、なお、15cm以 深 の底質中に大型多毛類の生息が認め られた場合 は更に30cmの 深 さま

での底質を採取 した。

採取 した底質は1㎜ メッシュのフルイを用いて底質中の生物をふるい分け、10%中 性

ホルマ リン海水で固定 し、実験室に持ち帰 って種の同定、計数、湿重量の計測 を行 った。

また、10地 点以外の任意の15地 点において同様の要領で底生生物 の試料を採取 し、

現地にて1㎜ メッシュのフルイ を用いて底質中の生物をふ るい分け、10%中 性 ホルマ リ
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ン海水で固定 し、現地 に仮設 した実験室で分類群別の出現総個体数 と総湿重量を測定 した。

iii)鳥 類調査

鳥類調査は、環境庁野生生物課 で実施 してい る 「シギ ・チ ドリ定点調査」の既存資料 を整

理 した。

〈中干潟の場合:風 蓮湖東岸干潟〉

陸側

中干潟の場合 沖側

図32目 視観察ルー ト選定模式図
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(5)調 査結果

風蓮湖東岸干潟は、北海道根室湾 に面 した塩水湖の風蓮湖湖岸に広がる潟湖干潟の一部であ

り、道東の海跡湖の干潟 としては比較的規模 の大きな干潟 である。定性調査お よび定量調査の

結果は以下の とお りである。

i)定 性調査

①干潟地形(図34,35)

干潟部は、春国岱の南側 と対岸の酪陽部、東梅橋の河 口部および東梅周辺の海 との隣接

部 に発達 している。特 に、春国岱の南側干潟は約100haと 規模 は大きい。東梅周辺の干潟は

勾配は約1/60と なだ らかであ り、全般 に砂の性状を示す。他の干潟部は全般 に軟泥性状を

示 し、中潮帯か ら高潮帯では小規模 なマ ウン ドが点在 し、高潮帯付近のマ ウン ドにはシバ

ナが生育 している。 また、中潮帯のマ ウン ドは枯れた草本の繊維状根でできてお り、時に

ア ッケシソウが点在す る。 中潮帯か ら低潮帯では小 さいマ ウン ドが点在 し、マ ウン ド間の

凹部は泥炭質の軟泥である。春 国岱南側干潟の勾配は約1/400と 傾斜は緩やかである。
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②生物分布(図36)

生物の分布状況は、高潮帯でア ッケシソウ、 ウラギクの混生するシバナ群落がみ られ 、

高潮帯か ら中潮帯にかけては、マ ウン ド上にシバナ、マ ウン ド間の凹面にはコアマモ、ホ

ソウミニナが点在 し、やや低いマ ウン ド上には淡水性のシオグサ属が着生 していた。軟泥

質の中潮帯か ら低潮帯にかけては コアマモ群落が存在 し、また、湖中央部に群落を形成 し

ているアマモが汀線付近 に打ち上げられ、そ こにホ ソウミニナがアマモ葉に付着 している

有機物を摂餌 しているのが観察 され る。対岸の酪陽の干潟 も同様な生物相 を示 してお り、

東梅橋の干潟部はシバナ群落が主である。東梅周辺の春国岱側干潟では、高潮帯ではシバ

ナ群落がみ られ、高潮帯よ り下部ではシバナ、淡水性シオグサ、コアマモ、ホソウミニナ

が点在す る軟泥干潟である。一方、海側に隣接する東梅周辺の干潟では、個体の大 きなア

サ リが多 く観察 され、対岸部では低潮帯付近でコアマモ群落 もみ られた。

干潟後背地 は、アシ ・アイア シ群落が存在す るものの、湿地帯にはシバナ群落がみ られ、

アイアシ群落の後背地では針葉樹のアカエゾマツ林が発達 していた。'
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一126一



③底質 と生物 の分布

a.ラ イ ン1(L1)(図37)

干潟生物の代表種は、多毛類4種 、腹足類4種 、二枚貝類1種 、甲殻類6種 およびその他

の4種 の合計19種 であった。

多毛類では、イ トゴカイ科が測線全域 に渡って分布 し、ゴカイ科は基点か ら40m地 点

と160～370m地 点 まで、ニカイチ ロリ科 は中潮帯付近、また、希少種 として知 られるイ

ソタマ シキゴカイは270m付 近でみ られた。

腹足類は、 コアマモが分布する地点でみ られ、特に、ホソウミニナは中潮帯付近か ら

低潮帯にかけて多 く分布 していた。

二枚貝類では ヒメシラ トリガイの1種 が、中潮帯から低潮帯のコアマモが分布する地

点で観察 された。

甲殻類 では、ほぼ測線全域に トゲオ ヨ『エビが分布 し、植物のシバナが分布す る窪み

でモ クズ ヨコエビが多 く観察 され た。その他、イ ソコツブムシ、 ドロクダムシ科、ワ レ

カラ科およびエビジャコなどは中潮帯か ら低潮帯の コアマモが分布する地点で多 く観察

された。

その他 としてハエ 目のユス リカ科 と植物では上述 したシバナ、コアマモのほかに淡水

性種のシオグサ属がみ られ、ユス リカ科は高潮帯付近の窪みの水たま りで多 くみ られ、

シオグサ属は凹凸面のやや地盤高が低い凸面で着生 しているのが観察 された。

b.ラ イン2(L2)(図38)

干潟生物 の代表種は、多毛類7種 、腹足類2種 、二枚貝類3種 、甲殻類4種 およびその他

の3種 の合計19種 であった。

多毛類 では、ニカイチ ロリ科、スピオ科が測線全域 に渡 って分布 し、中潮帯か らはケ

ヤ リ科お よびイ トゴカイ科 が分布 していた。低潮帯付近ではエゾゴカイ、 ゴカイ、希少

種のイ ソタマ シキゴカイな どがみ られ た。

腹足類 では コアマモが分布す る地点でホ ソウミニナがみ られ、低潮帯ではコメツブガ

イ も分布 していた。

二枚貝類ではアサ リ、 ヒメシラ トリガイが測線全域にみ られ、特に、アサ リは測線全

域の優 占種 となっていた。 中潮帯付近ではオオノガイ も観察 された。

甲殻類 では、コアマモが分布する地点でワ レカラ科およびモ クズヨコエ ビ科、低潮帯

付近では トゲオ ヨコエ ビ、 ドロクダムシ科が分布 していた。

その他 として上述 した植物の コアマモのほかに紐型動物 とユス リカ科がみ られ、両種

ともに中潮帯付近 に分布 し、特に、ユス ウカ科 は中潮帯の水 たま りに多 く分布 していた。

c.ラ イ ン3(L3)(図39)

干潟生物の代表種は、多毛類1種 、腹足類1種 、二枚貝類1種 、甲殻類4種 お よびその他

の4種 の合計11種 であった。

多毛類ではゴカイが基点か ら40m点 より沖の窪みで観察 され、腹足類 のホ ソウミニナ

および二枚貝の ヒメシラ トリガイはコアアモが分布する中潮帯から低潮帯で観察 された。

甲殻類では、 トゲオ ヨコエ ビが凹凸面の窪みで多 くみ られ、モ クズ ヨコエ ビ科、 ドロ

クダムシ科お よび ワレカ ラ科は低潮帯のコアマモが生育する地点で多 くみ られた。

その他 としてユス リカ科は高潮帯付近で観察 され、植物の シバナは高潮帯か ら中潮帯

の凸面で生育 しているのがみ られ、淡水性 のシオグサ属はやや地盤高が低い平坦な凸面

に着生 していた。
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図37底 質 と生物の分布状況(風 蓮湖東岸干潟L1)
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図38底 質 と生物の分布状況(風 蓮湖東岸干潟L2)
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分類群 代衷種
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図39底 質と生物の分布状況(風 蓮湖東岸干潟L3)
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④底生生物の成帯構造

底生生物の成帯構造は、目視観察 と任意採集試料 を基に測線L1とL2に ついて作成

した。

ライ ン1は 、中潮帯か ら低潮帯までの距離が短 く、小 さい凹凸地形があるものの、起

伏が小 さいため明瞭な成帯構造は認 められない。 しか し、端脚類で棲 み分けが認 められ

る。'高潮帯付近ではモ クズヨコエ ビ科、高潮帯か ら中潮帯では トゲオ ヨコエ ビ科、中潮

帯付近か らは ドロクダムシ科 、低潮帯ではワレカラ科がそれぞれ優 占していた。 また、

植物では高潮帯付近にシバナ、高潮帯か ら中潮帯までは淡水性種 のシオグサ属、中潮帯

から低潮帯ではコアマモ と生育分布が異なる。全般に当該干潟は端脚類が優 占す る特徴

が認 められた(図40)。

ライ ン2は 、距離は短 く、なだ らかな地形の砂質干潟であるため、明瞭な成帯構造は

認め られ ない。干潟全域で個体の大 きなアサ リ、 ヒメシラ トリガイの二枚貝が優 占し、

湿重量を加味す るとアサ リ干潟 と特徴づけられた(図41)。
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図40底 生生物の成帯構造(風 蓮湖東岸干潟L1)
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ii)定 量調査

①酸化層の厚 さ

酸化層の厚 さ結果 を表24に 示 した。

酸化層の厚 さは、低潮帯 に向か うに従 い酸化層は薄く、低潮帯では1cm以 下 と干潟表面

のみが酸化層であった。 高潮帯付近は、陸生植物の枯れた根が堆積 してお り、小 さなマ ウ

ン ドが散在 し、そのマ ウン ドの酸化層は20cmを 示す ものの、マウン ド間の凹面では2.4～

4.Ocm程 度の酸化層であった。臭気 については干潟全般 に硫化水素臭が確認 され、高潮帯 ほ

どこの臭気 は強い。高潮帯で干潟を掘 り起 こす と褐色の水が浸出す るのが観察 され、高潮

帯ほ ど泥炭基質の堆積物が厚いことが確認 された。 この泥炭基質の影響で風蓮湖 の水は北

海道道東特有の褐色の色を呈 している。

表24酸 化層の厚さ結果

単位:cm

測点

測線

ライ ン1

臭 気

高潮帯

1

4.0

2

2.4

3

3.2

硫化水素臭(大)

中潮帯

1

1.0

2

1.5

3

2.0

4

1.6

硫化水素臭(中)

低潮帯

1

0.5

2

0.4

3

1.0

硫化水素臭(小)

注)高 潮帯のマ ウン ドの酸化層 は20cmで ある。

② 底 生生 物

底 生 生物 調 査結果 を表25に 、そ の結果 集 計 を表26に 示す と ともに、 図42に 個体 数 の底 生

生 物類 別組 成 を示 した。

出現 種類 数 は 、環 形 動物3種 、軟 体動 物5種 お よび節 足動 物9種 の合 計17種 で あ った。 また 、

単 子葉 植物 が1種(コ アマモ)が出現 してい た。潮 位別 の種類 数 をみ る と、高潮 帯 で は3種 、 中潮

帯 で は15種 、低潮 帯で は12種 と全般 に少 ない傾 向 にあ り、特 に、 高潮帯 で は3種 と最 も少 な

か った。

出現個 体数 は 、高潮 帯 で は320～2768個 体/0.25㎡(平 均:1627個 体/0.25㎡)、 中潮 帯 では

112～560個 体/0.25㎡(平 均:317個 体/0.25㎡)、 低潮 帯で は57～728個 体/0.25㎡(平 均:322

個 体/0.25㎡)と 種類 数 とは異 な り高潮 帯で 多 い傾 向を示 して いた。'

出現湿 重量 は 、高潮 帯 で は0.30～5.66g/0.25㎡(平 均:3.78g/0.25㎡)、 中潮 帯 で は

24.15～106.49g/0.25㎡(平 均:51.30g/0.25㎡)、 低 潮帯 で は8.70～93.69g/0.25㎡(平 均

:41.32g/0.25㎡)と ホ ソウ ミニ ナ が多 く出現 した 中潮帯 、低潮 帯 でや や高 い値 とな ってい

た。

個 体数 の優 占種 をみ る と、端脚類 のHyalesp.(モ クズ ヨコエビ科 の一 種)が 最 も多 く総 個体 数

の68.7%を 占めてい た。 次 いで端脚 類 の トゲ オ ヨコエ ビ、等脚 類 のイ ソコツ ブム シ、腹 足

類 のホ ソ ウミニ ナお よび端 脚 類 のCorophiumsp.(ル カラ科 の一 種)の5種 が挙 げ られ 、特 に、

端脚 類 のHyalesp.は 高潮 帯 で多 く出現 してお り、高 潮帯 出現 個体 数 の99.7%を 占めて い た。

なお 、他 の4種 は中潮 帯お よび低潮 帯 にみ られ 、 コアマモ が 多 くみ られ る測 点 で多数 出現 し

て いた。

個 体数 の類 別組 成 をみ る と、全 般 に 甲殻 類 がほ とん どを 占め てお り、泥炭 基 質 の干潟 の

特徴 が確 認 され る。
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表25 底 生 生 物 調 査 結 果
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20`'`σ ρ4∬8"8`'κ018ゐ"o〃8

ρ8`o'〃o"加"4'」

駒`o配'6`45〃 四

闘73id・o

L.o¢loid81

60θ'∫∂σ〃ク甜'0880'"σ ∂'8」"

'oμ 甜8'σ3'〃 ∫

8/o'08P.

Carapdiu.tp.

Capreliaap.

`'46'oβ8〃'6"

Dipし1悶

.査 地点

和 名

コ'カ ず

ナ舛,8● 科

ホソ帆 ニナ

アf凹 ムシロガf

コメ,プガ ず

ヒ'シラト9魯9`

アミ科

シ助舜科

`ソコ,7・ムシ

トケ●お コニピ

ヱピジ暢

ハニ目

出現総個体数 ・湿重■

出 現 種 類 .数

口O

t

綱

単子粟槌物

種 名

3・8ヒ●r・5・,.5io・

和 名

コ77ぞ

高 潮 帯

1

側体紋

920

ago

湿璽量

0.30

0.90

1

1

甲

2

個体数

8

2760

2768

湿皇量

0.09

5.62

5.66

z

2

0。7

3

個体敗

1784

8

1792

湿璽量

4.58

0.80

5.38

2

9

中 潮 帯

1

個体紋

88

8

湿量量

1.28

0.59

8 ,0.01

80

88

88

32

8

400

102.59

0.39

1.50

0.03

o.is

106.49

8

1

229.9

2

価体敗

8

2

4

a4

8

2

6

18

4

24

2

112

濁璽量

0.13

0.17

0.01

29.39

o.os

9.63

o.os

0.02

0.00

0.02

0.09

99.54

11

2

10.6

9

個体数

9

12

1

28

1

2

36

79

1

2

26

5

19?

湿重量

0.09

o.os

o.oo

2.05

o.00

0.00

0.29

o.is

o.oo

o.oo

o.oz

o.ss

24.15

12

9

30.9

9

個体敗

98

2

18

28

9

ass

256

is

14

2

560

温鼠量

0.48

0.07

o.oz

30.11

0.78

1.11

1.30

0.09

o.oi

0.05

1.03

35.00

11

4

159.2

低 潮 帯

1

儒体数

4

28

8

4

12

129

180

温且量

o.ts

0.08

9.43

11.78

0.09

o.iz

21.57

s

1

2

個体数

8

12

9

12

H2

488

9

12

92

728

湿重量

o.oz

0.06

57.04

16.80

0.02

1.34

1.17

o.oo

o.oo

17.29

99.69

10

2

重9!.5

9

側体数

7

5

99

9

1

2

57

温重量

0.03

s.s2

0.19

0.00

o.oo

1.96

8.70

s

9

10.42

合 計

儒体数

142

12

19

227

4

9

10

12

2

978

988

4885

95

259

51

8

7119

湿璽量

2.06

0.77

o.2s

o.os

258.19

0.78

0.08

98.21

0.02

o.oo

9.19

4.40

10.54

0.0董

0.24

20.99

0.80

940.481

17

合計

632.62

注,O,樋 はO,OI8表 濱 を示 す.



表26 底 生 生 物 結 果 集 計

i

逡

1

総出現種類数

総出現個体数/0.25㎡

総出現湿重量g/0.25㎡

類

別

個

体

数

組

成

%

類

別

湿

重

量

組

成

%

多毛類

(%)

腹足類

(%)

二枚貝類

(%)

甲殻類

(%)

多毛類

(%)

腹足類

(%)

二枚貝類

C%)

甲殻類

(%)

高 潮 帯

1

1

320

0.30

320

(100.0)

0.30

(100.0)

2

2

2768

5.66

2,768

(ioo.o)

5.66

(loo.o)

3

2

1792

5.38

1,792

(100.0)

5.38

(100.0)

中 潮 帯

1

8

400

106.49

104

(26.0)

80

(zo.o)

216

(54.0)

1.82

(1.7)

102.59

(96.3)

2.08

(2.0)

2

11

112

39.54

14

(12.5)

42

(37.5)

2

(1.8)

54

(48.2)

0.31

(0.8)

29.4?

(74.5)

9.63

(24.4)

0.13

(0.3)・

3

12

197

24.15

16

(8.1)

30

(15.2)

151

(7s.s)

0.13

(0.5)

23.05

(95.4)

0.97

(4.0)

4

11

560

35.00

58

(10.4)

32

(5.7)

470

(83.9)

0.57

(i.s)

30.89

(88.3)

3.54

(10.1)

低 潮 帯

1

6

180

21.57

32

(17.8)

8

(4.4)

4

(2.2)

136

(75.6)

0.21

(1.0)

9.43

(43.7)

11.78

(54.6)

0.15

(0.7)

2

10

728

93.69

8

(1.1)

56

(7.7)

4

(0.5)

660

(90.7)

0.02

(o.o)

57.10

(60.9)

16.80

(17.9)

19.77

(21.1)

3

6

57

8.70

7

(12.3)

5

(s.8)

45

(78.9)

0.03

(0.3)

6.52

(74.9)

2.15

(24.7)

平 均

7

Iii

34.05

24

(3.4)

25

(3.6)

1

(0.1)

661

(92.9)

0.31

(0.9)

25.91

(76.1)

3.82

(11.2)

4.01

(11.8)
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∠≦皇 二枚貝類
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注)イ タリック数字は湿重量階級を示す
図42 底生生 物類 別組成(個 体数)



③底生生物類別組成(湿 重量)

底生生物類別組成結果(湿 重量)は 任意試料を基 に作成 した。その結果 を表27に 示す と

ともに、図43に 分布図を示 した。

出現湿重量は、L1で は0.28～59.17g/0.25㎡(平 均:19.50g/0.25㎡)、L2で は62.51
～346 .72g/0.25㎡(平 均:184.78g/0.25㎡)の 範 囲であ り、東梅周辺の砂質干潟(L2)で

生物現存量は高い傾向にあった。泥干潟のL1で は中潮帯以深で現存量はやや多いものの、

高潮帯付近では4g/0.25㎡ 未満 と低い値 であった。

類別組成をみ ると、東梅周辺干潟は二枚貝が多 く出現 してお り、その二枚貝はほ とん ど

個体の大 きなアサ リである。泥干潟のL1で は高潮帯付近では個体の小 さい甲殻類の端脚

類が多 く出現 していた。中潮帯以深 では腹足類が多 くみ られ、それのほとん どがホソウミ

ニナである。低潮帯付近か ら二枚貝類 も出現 してお り、類別組成か らは潮位 による棲み分

けが確認 され る。

表27底 生生物類別組成結果(湿 重量)

単 位:g/0.25㎡

類 別

地 点

多 毛 類

腹 足 類

二 枚 貝 類

甲 殻 類

そ の 他

合 計

L-1

高潮帯

'3
.78

3.78

1

o.oo

0.19

0.09

o.2s

2

0.07

2.29

0.67

3.03

3

o.lo

0.78

0.11

o.ss

4

0.32

0.32

1.93

2.57

5

1.61

7.87

o.os

0.08

9.62

6

2.98

0.01

2.99

7

3.82

16.83

へ27

20.92

8

o.s2

58.24

o.of

59.17

9

1.94

.13.00

0.14

15.08

類 別

地 点

多 毛 類

腹 足 類

二 枚 貝 類

甲 殻 類

そ の 他

合 計

L-1

中潮帯

o.71

46.50

2.41

1.68

51.30

10

2.05

49.66

o.72

52.43

11

1.69

17.63

0.23

19.55

12

o.of

6.78

1.76

o.s7

9.42

低潮帯

0.09

24.35

9.53

7.36

41.33

L-2

1

15.67

o.so

46.02

o.02

62.51

2

1.24

10.54

33.88

o.00

1.06

46.72

3

0.13

44.88

o.oo

0.10

45.11

注):0.00は0.01g未 満 を 示 す 。
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iii)鳥 類調査(既 存資料)

環境庁では、シギ ・チ ドリ類 の全国の主な渡来湿地において、1988年 か ら原則 として春

と秋の渡来状況の観察調査を行 ってい る。本報告では、環境庁 自然保護局野生生物課で監

修 したシギ ・チ ドリ類渡来湿地 目録 を参考に して とりま とめた。

以下に示す 「東アジア～オース トラ リア地域にお けるシギ ・チ ドリ類 に関す る湿地ネ ッ

トワーク」への参加基準を基に し、 日本で観察できるシギ ・チ ドリ類の推定個体数 とその

1%数 値基準 を表28に 示す。

①定期的に20,000羽 を越 える渡 り.性シギ ・チ ドリ類が利用 してい る。

ただ し、渡 りの中継地の場合 には、移動に伴 う出入 りのため、そこを利 用 しているシギ
・チ ドリ類 の絶対数 は、ある一時点のカウン トでは把握 しきれ ないため、 この基準 を中継

地に適用す る際には、一度のカウン トで得 られた数値 を4倍 した数が基準 を満た している

かど うかで判断す る。従って、5,000羽 を越 えるシギ ・チ ドリ類 の中継地 として利用 されて

いれ ば、基準を満た していることとなる。

②定期的に特定の種(ま たは亜種)の 推定個体数の1%を 越 えるシギ ・チ ドリ類が利用 して

いる。

ただ し、渡 りの中継地の場合には、移動に伴 う出入 りのため、そこを利用 しているシギ
・チ ドリ類の絶対数は、ある一時点のカウン トでは把握 しきれ ないため、 この基準を中継

地に適用す る際には、一度のカウン トで得 られた数値 を4倍 した数が1%基 準 を満た して

いるか どうかで判断す る。留鳥 として 日本で繁殖 してい るタマシギ、ケ リ、イカルチ ドリ、

シロチ ドリ、イソシギな どについては、一度のカ ウン トで得 られた数が1%以 上の基準 を

満た しているか どうか判断する。

③絶滅のおそれのある種(亜 種 ・地域個体数)に 属す る渡 り性のシギ ・チ ドリ類がある程度

利用 している。
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表28日 本に渡来す るシギ ・チ ドリ類の亜種別の推定最少個体数 と1%レ ベル個体数

(環境庁 自然保護局野生生物課1997.シ ギ ・チ ドリ渡来湿地 目録か ら)

標準和名 学 名 分 布 地 域

日本にお 最少推定

1%レ ベル ける状況 個 体 数

タマシギ

ミヤコ ドリ

セ イタカシギ

ソ リハシセ イタカ シギ

ツバ メチ ドリ

月,σ5〃afμ伯Oθ ρ9/7a,θρ5'5血 θρ9カa'θπ5'5

Haematopusostra/egusosculans

1イ'〃7a〃foμノ5/7加73ηfoρ α5/7"刃8ηfoρ μ5

Recuiviiostraavocetta

α 部θ0伯 π7a1厨 旧'μπ7,

ア ジア

東 アジァ

東南 アジア(旅)

束 アジア(繁}

東 ・東南 アジア、豪州(旅1

250 繁・留

迷

100

100迷

670希 ・一 部 繁

25000

100

10000

10000

67000

タゲ リ

ケ リ

ム ナグロ

ダイゼン

イ カルチ ドリ

〉旨ρθ〃μ5旧 ηθ〃μ5

〃ノ6π♪5aκoρ5σ 血θノθμ5

ρん賦屈 冥5dbπ7〃7起8

ρ卿 拍佑5qμ8fa'o'a

σ舶 ノ8d固μ5ρ たヨσ厄μ5

東 ・東南ア ジ7(旅)

東 ・東南 アジア.北 東 ・南 アジァ{旅)

束 ・東南ア ジア、豪州(旅)

束 ・東南ア ジア、豪州(旅)

東 アジア、東南ア ジア北 部(旅}

250

100

1000

250

100

冬

繁 ・留

コチ ドリ

コチ ドリ

シロチ ドリ

モウコメダイ チ ドリ

メダイチ ドリ

c加 個改

σ舶 用d乞

o舶 旧dr

C力a旧d～

σ力a偲d～

オオメダイチ ドリ

オオチ ドリ

オグ ロシギ

オオソ リハ シシギ

コシャク シギ

cカa個dア

σ舶 侶dヒ

旅 ・冬

繁・留

25000

10000

100000

zsooo

10000

usdubiusdubius

μ50砂 ρzσ5σzσ〃たμ5

usa/exandrinusdea/batus

usmongo/usmongolus

usmongo/usstegmanni

東南 アジア(旅)

東 アフ リカ、西 ・東南 アジア(旅)

東 ・東南ア ジァ

東 アジア、南 ・東南 アジア(旅 レ

東南 アジア東部、豪州(旅 》

250繁 ・夏2500

100繁 ・夏25000

250繁 ・夏 ・留25000

250旅2500

100旅10000

U5ノ θ5己ソ3θρヨμκ〃 ノ05{》7θπaμ〃1'

usveredus

Limosa/imosamelanuroides

乙瓦卿05a伯 ρρoπ'`8b3μ θ'ノ

Numen

チ ュウシ ャクシギ

ハ リモモチ ュウ シャク

ダイシ ャクシギ

ホ ウoク シギ

ツル シギ

Numen

〃ロπ7dπ

Numen

Numen

usminutus

東 アジア、東南 ア ジア、豪州(旅}

東 ・東南 アジア、豪州(旅1

束 ・東南 アジァ、PNG、豪州(旅1

南豪州.NZ`旅)

北東 ア ジア、PNG、叢州

990

440

1600

1500

2000

迷

迷

旅

旅

迷

99000

44000

162000

150000

200000

μ5ρ ん880ρ μ5"a/r'θ98如5

μ5佑 励〃θπ5痔

usarquataorientalis

usmadagesceriensis

7ア彷98θ 〃fカ!σρμ5

棄 南ア ジア、PNG、叢州(旅1

西 アラスカノオセアニ ア

東 ・東南 アジア(旅1

東 ・東南 アジア、豪州 《旅}

東 ・東南 アジア(旅)

400旅

100迷

100旅 ・冬

210旅

100旅

40000

10000.

10000

21000

10000

アカア シシギ.

アカア シシギ

アカア シシギ

アカア シシギ

コアオア シ シギ

Tringatotanusussuriensis.

7ア〃798fofaπ μ5'θ 〃'9πofaθ

Tiingatotanuscraggi

Tiingatotanuseurhinus

72初985佃9η8f〃 ア5

南 ・東南 ・東 アジア(旅 》

東 中国(繁)

北 西新彊

カシ ミール、西中国(繁1

南 ・東南 アジア、峯州(旅)

100繁 ・少

100繁 ・少

100 、 繁 ・少

250繁 ・少

900希

10000

10000

10000

25000

90000

アオア シシギ

カラフ トアオア シシギ

クサ シギ,

タカブ シギ

ソリハ シシギ

〃功98〃 訪 ロ伯舶

7万βgagμff"θ'

γ励7980σ カ'0μ ∫5

77'1『7989た署ノ「θσ伯

Xenuscinereus

南 ・東南 アジア、豪州(旅)

サ ハ リン1パ ング ラーマ レー シア

束 ・東南 アジア(旅1

東 ・東南 アジア、豪州(旅)

東 ・東南 アジァ、PNG、豪州 〔旅 》

400

10

250

1000

360

旅

希

旅

旅

旅

40000

1000

25000

100000

36000

イソ シギ

キア シシギ

メ リケ ンキ アシ シギ

キ ョウ ジ ョシギ

アカエ リ七 レア シシギ

7㌃カ798ノ リ「ρ0'θσ605

7ア彷98わ'θ 吻ρθ5

η1肋ga加68η8

ん'θπ8舶'πfθ1ρ'θ5'〃fθ ㌍ 声θ5

ρ力θ侮mρ μ5'σ δafσ5

「東・東南 アジァ、PNG、豪州(旅)

北 西北米1中 央 南太平 洋

東 ・東南 アジア、豪州 、NZ(旅)

ユー ラシア1繁1

300

250

100

250

1000

繁 ・留

旅

旅

旅

30000

25000

10000

25000

100000

ヤマシギ

アマミヤマシギ

アオシギ

オオジシギ
ハリオシギ

5σσわρaκ ノiμ5`∫`σ伯

S`o'oρ8κ 而 阻

Ga伽8go50〃 £a舶 戸ρoπ'ca

Ga伽ago加 κゴw16κ〃

・G8伽ago5fθ πμA8

アジア

日本

日本{旅1

日本1南豪州

東・東南アジア(旅)

100繁 ・夏 ・留

奄美 ・留

冬

360繁 ・夏

250迷

10000

1000

A

36000

25000

チ ュウ ジシギ

タシギ

コシギ

コオパ シギ

オバ シギ

Galrnagomegala

Ga伽8gog8"π8gog8"ρ890

乙γπ7〃06α ρ'θ51励 加 μ5

α憲〃砺5{旧 πμfμ5'09θ'5'

α 署〃d腐fθ 〃μ〃σ5〃た『

束 ・南 ・東南 アジア、北豪州(旅)

東 ・東南 アジア(旅)

東 ・東南 アジア1旅 》

PNG、 豪州ζNZ(旅 》

東 ・東南 アジア、PNG、豪州(旅)

250

1000

goo

2000

3300

旅

冬

迷

旅

旅

zsooa

100000

10000

255000

330000

ミユ ビシギ

トウネ ン

オジ0ト ウネ ン

ヒバ リシギ

アメ リカウズ ラ シギ

C'0σ θ〃顧aaめa

α1〃d蹟5'μ 〃ご0〃5

ζ:冶〃伽`θ 〃7〃7〃7σκガ

α漁 カゴ55〃わπ7〃7μfa

α1〃珈5π7θ ねπofo5

東 ・東南 アジア、踏襲(旅)

東 シベ リアノ東南 ・南ア ジア:豪 州

東 ・東南 アジア、豪州(旅}

シベ リアノ束・南 ア ジア、豪州

東 ア ジア、豪州 ⊂旅}

100旅

4700旅

250旅 ・少

2501旅 ・少

旅

10000

471000

25000

25000

500

ウズラ シギ

チシマ シギ

ハ マシギ

サ ルハ マ シギ

ヘラ シギ1

α書〃ψ な8α 加7〃78fε,

(冶〃ヒ師5ρf〃Oα7θ π7'5f56カ μ8f5Cカorμ 〃7

α惹漏砺5ψ 肋85a肋8〃 旧

、αヨ〃齢1b〃 μ9肋 θa

ε〃〃刀oノカγη{訪μ5〃9η θμ5

東 シベ リアノPNG、豪州

束 シベ リア、アラ スカ(繁)

東 ・東南 アジア(旅1

東 ・東南 アジア、豪州(旅 》

極東 シベ リアノベ ンガル湾

1700

1300

2500

50

旅

迷

冬 ・旅,

迷

希

166000

1000

130000

250000

4000

キ リアイ L肘7'σ0侮1旨'σ 〃7θ〃μ55め'ノ1σa 東 シベ リアノ南 ・東南ア ジア、豪州 160 旅 16000

凡例NZ:ニ ュー ジー ラ ン ド、PNG:パ プアニ ューギ ニア

繁:日 本 で繁殖、留:留 鳥(渡 らない)、 夏:日 本で夏 をすごす、冬:日 本で越冬す る、旅:越 冬 地 また は繁殖 地に渡 る途 中で

日本に立 ち寄る

迷:迷 鳥(定 期的 に渡来せず、希 に記録 され る)、 希:希 少

禽最少推定 個体数
、1%レ ベル などの数値 は国際 湿地保全連合 オセアニアの シギ ・チ ドリ類 フライウ ェイ ・オフ ィサ ー提供の資料 に基づ

いて いる
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風蓮湖では、図44,45に 示す地域で1988年 ～1995年 まで定点観測が実施 され た。 当該調査

範囲は、春国岱周辺であ り、1%レ ベル基準値 を越 えた記録は表29に 示す通 りミヤコ ドリ、

メダイチ ドリお よびキアシシギの3種 である。

表291%レ ベル基準値 を越 えた記録

エ リア 種 名 個体数 年月 日

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

白鳥台

ミヤコ ドリ

ミヤ コ ドリ

ミヤ コ ドリ

ミヤ コ ドリ

ミヤ コ ドリ

ミヤ コ ドリ

メダイチ ドリ

メダイチ ドリ

メダイチ ドリ

メダイチ ドリ

メダイチ ドリ

メダイチ ドリ

メダイチ ドリ

キアシシギ

キアシシギ

キアシシギ

キアシシギ

6

5

4

4

2

1

220

160

91

79

71

70

33

1500

834

330

166

1995.5.03

1996.4.27

1996.5.12

1995.5.09

1995.5.11

1996.5.05

1995.5.07

1996.8.11

1995.9.10

1995.8.30

1995.9.24

1996.8.24

1995.9.20

1993.8.21

1996.8.11

1996.8.24

1995.8.30

(環境庁 自然保護局野生生物課.1997.シ ギ ・チ ドリ類渡来湿地 目録)

参考までに、根室市が監修 している春国岱原生野鳥公園ガイ ドでは、公園内で250種 前後

の野鳥が記録 されているとし、その多くは渡 り鳥で全種類数 の9割 を 占めている。特に、

ガンカモ類や シギ、チ ドリ類な どの水鳥が多 く、春 国岱周辺 だけで も5000羽 のオオハ クチ

ョウ、数千羽のシギ、チ ドリ類 が訪れている。 また、カモメなどの海洋性 の鳥からル リビ

タキ、キクイタダキなどの高山性の鳥 を見 ることができるのも特徴であると している。 さ

らに、国の特別天然記念物のタンチ ョウ、天然記念物のクマゲラ、オジロワシが繁殖する

など国内有数の野鳥公園 と知 られている。 ここで公園内でみ られ る主 な野鳥の出現記録 を

表30に 示す。
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(環境庁 自然保護 局野生生物課.1997.シ ギ ・チ ドリ類渡来湿地 目録)
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(環境庁 自然保護局野生生物課.1997.シ ギ ・チ ドリ類渡来湿地 目録)
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表30公 園内で見 られ る主な野鳥の出現記録

種
月

アオサギ

オオハ クチ ョウ
ヒ ドリガモ

オナガガモ
ビロー ドキ ンクロ

コオ リガモ

オ ジロワシ

オオワシ
ハ イイ ロチ ュウ ヒ

タンチ ョウ

ミヤ コ ドリ

メダイチ ドリ
キ ョウジ ョシギ

アカアシシギ
キアシシギ
ホウ ロクシギ

チュ ウシャ クシギ

トウゾクカモメ
シロカモメ

ミッユ ビカモメ
アジサ シ

カ ッコウ
ア リスイ

クマゲ ラ
アカゲ ラ

ヒバ リ

ミソサザイ
ノ コ マ

ル リビタキ
ノビ タキ

ウグイス
エゾセンニ ュウ

シマセンニ ュウ

センダイ ムシクイ

キクイタダキ
キビタキ
エナガ

ハシブツガラス

ヒガラ

シジュウカラ
ゴジュウカラ

アオジ
オオジュ リン
ユキホオ ジロ

ベニ ヒワ

ハギマシコ
バニマシコ

ニュ ウナイスズメ

コムク ドリ

カケス

4

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●
●
●

●
●

●
●
●
●

●
●
●

●

●
●
●
●
●

●
●

●
●

●

5

●
s

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●

●
●

6

●

●

●

●
●
●

●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●
●
●
●

7

●

●

●

●
●

●
●
●
●

●

●
●
●
●
0

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●.

●

8

●

●

●

●
●

●
●
●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●

9

●

●
●
●

●

●

●
●

●

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●

●

●
●
●
●

●
●
●

●

●

10

●
●
●
●
●

●

●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●

●

●
●
●
●

●
●
●

●

●

11

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●
●

●
●
●

●
●

●

12

●
●
●

●

●
●
●
●
●

●
●

●
●

●

●

●
●
●

●
●

●
●
●
●

●

1

●

●

●

●
●
●
●

●

●
●

●

●

●
●
●
●
●
●

●
●
●

●

2

●

●
●

●
●
●

●

●
●

e

●
●
●
●
●
●

●
●
●

●

3

●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●
●
●
●

●

●
●
●
●
●

●
●
●

●

(根室市発行 春国岱原生野鳥公園ガイ ドから)
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iv)調 査結果のまとめ

風蓮湖東岸干潟 は、北海道根室湾に面 した塩水湖の風蓮湖湖岸に広がる潟湖干潟の一部

であ り、道東の海跡湖 の干潟 としては比較的規模の大 きな干潟である。

干潟部は春国岱 の南側 と対岸部お よび東梅周辺の河 口部 に発達 し、特に、春国岱の南側

干潟は約100haと 規模は大 きい。

春国岱の南側は、約1/400の 勾配 と傾斜は緩やかで、所々にシバナが生育するマ ウン ド

が存在 し、マ ウン ド間の凹面は泥炭基質の軟泥干潟である。東梅周辺は約1/60の 勾配 を持

つ砂質の干潟である。

東梅周辺の砂質干潟では個体の大きなアサ リが優 占し、低潮帯付近では コアマモが生育

している。

その他の泥質干潟については、後背地にアシ ・アイアシ群落、湿地帯ではシバナ群落が

み られ、高潮帯か ら中潮帯 にかけてはマ ウン ド上にシバナ、やや低いマ ウン ド上に淡水性

のシオグサ属および コアマモが点在 し、コアマモが分布す る地点に腹足類のホ ソウミニナ

が多 くみ られ る。マ ウン ド間の凹部 の水溜ま りなどでは、定量結果か らモクズ ヨコエ ビ科

な どの端脚類が多 く出現 している。 中潮帯から低潮帯ではコアマモが多く生育 し、その地

点では ドロクダムシ科、 ワレカラ科 などの端脚類が多 くみ られ る。

当該干潟の砂干潟はアサ リ干潟、泥干潟は端脚類干潟 と生物特徴 を持 っている。

なお、風蓮湖周辺はシギ、チ ドリの渡来中継点 となってお り、 ミヤ コ ドリ、メダイチ ド

リお よびキアシシギの3種 が推定個体数の1%を 越 える数の渡来がある。
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干 潟 生 物 調 査 票

1.位 置

海 域 名(上)

海域コー ド(下)

礁 監
!・3

市 町 村 名(上)

行政コー ド(下)

彪望魚
、

・/2お 匿コ

都 道 府 県 名 、レ 、

2.調 査期間

3.タ イ ブ

4.面 積

5.規 模

6.調 査手法

7.基 底の勾配

8.底 質

9.遮 蔽 度

10.陸 上 植 生

(干潟後背地)

11.藻 場

(干潟の植生)

12.鳥 類(シ ギ ・チドリ

類)の 渡 来 状 況

13.海 水の清澄度

14.海岸改変状況

15.陸 域土地利用

16.干 潟 の 利 用

17.備 考

18.調 査 員

地 名

風蕩胡辮掲
1gg『 年 ヲ 月/6日 ～ ヲ 月/ヲ 日

1.前 浜 干 潟 2.河 口干 潟 ③ 潟湖潟 4.複合型干潟

前 浜 干 潟

ha

河 口 干 潟

ha

潟 湖 干 潟

βoo ha

1.大 干 潟(300ha以 上) ② 軒 潟(300～100h・) 3.小 干 潟(100ha以 下)

d2歩 行目視観察 (藪歩行定量調査 3.船による定量調査

、/6・ 個 一
1.礫 2.砂 3.砂 泥 ④泥G融 、D

① 開放海岸 2.保 護海岸 3.包 囲 海 岸

① ヨシ原

② 北方型塩沼地植生(アツケシソウ,ウシオツメクサ,シオマツパ等)

3.南 方 型 塩 沼 地 植 生(ハ マサシ㍉ ハママツナ,シチメンソウ等)

4.マ ン グ ロー ブ林

5.ア ダ ン林

6.海 岸 砂 丘 植 生

7.そ の 他 の 植 生(水 田 、 畑 地)

0.不 明

1.な し

5.そ の 他 の 藻 場(

2.ア オサ・アオノリ場 ③ アジモ場4.オ ゴノリ場

)※ 複数の選択可能

1.渡米数が特に多い2.渡 来数が多い

5.大 型 の シ ギ類 が 含 まれ る0.不 明

④ 渡来数は少ない4・ 種類が多い

※ 趨数の選択可能

1.き れ い

② 少し汚れている

3.か な り汚 れ て い る

・海の底がよく見え、快適な気分で泳げる程度、透視度30cm以 上

・海水に浸かることが気にな らない程度、透視度20～30cm程 度

・海水に浸かる気がしない程度、透視度20cm以 下

① 自然海岸 2.半 自然海岸 3.人 工 海 岸 4.そ の 他(河 口,河 岸)

① 自然地 2.農 業 地 3.市 街 地 ・工 業 地 ・そ の 他

1.潮 干 狩 り2.釣 り

(そ の 他 の 内 容)

3.海 水 浴 4.ハ"一 ド ウォッチンク" 5.そ の 他

※ 複数の選択可能

⑥ なレ不明

9>チ ョウっっが叉ノユ組 吃駿 ・

(惚繍 、琢 款 ば 身 毘 く傷 っ一て・13賦 り

所 属

㈱ 氷樗生物御鰍

氏 名

縷 、槻 、)擁 、}紅

一145一



一 写真7

{

風蓮湖東岸干潟

底生生物優占種

環形動物多毛綱

ゴカイ

声

1

趣 ぜ ヘ ザ馳幽脂 ・
画 欝 ・

写真8

舌 融 曳 r

風蓮湖東岸干潟

底生生物優占種

軟体動物腹足綱

ホソウミニナ

写真9

風蓮湖東岸干潟

底生生物優占種

節足動物甲殻綱

トゲオ ヨコエビ

'
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㌦ 、 郎 ∂し

ゾ
・悪 謙 .＼

費9

趨∵ 誤

∴ 』 峡

L

「

毎

写真10

風蓮湖東岸干潟

底生生物優 占種

節足動物甲殻綱

砂 α1θsp.

(モクズヨコェピ科 の一種)

写真ll

・ 、 ♂ 。◇ 蔦 気
'"'

。評ビミ
へ譜'2

。 ・・

4・

、ξ

も

風蓮湖東岸干潟

底生生物優 占種

節足動物甲殻綱

Caprellasp.

(ルカラ科の一種)

蔑
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3.蒲 生干 潟

(1)調 査期間

現地調査を1998年9月20日 ～9月22日 の大潮時に実施 した。

〈蒲生干潟 〉(5ha)

9月20日:移 動 、調査(高 潮帯)

21日:調 査(任 意調査、中潮帯、高潮帯)

22日:調 査(補 完調査)、 移動

(2)調 査場所

図46に 示す宮城県仙台市蒲生潟湖の蒲生干潟である。小干潟 とみな され るため観察測線は1

測線 とした(但 し、点在す る干潟部2ヶ 所 を追加 し、任意2測 線 も観察測線 とした)。

(3)調 査項 目

調査項 目は以下の通 りである。

i)定 性調査(目 視観察)

a.底 質分布

b.臭 気

c.地 形的特徴 の観察

d.生 物の分布 ・出現状況

ii)定 量調査

a.底 質の還元層の深 さと厚 さ

b.マ クロベン トス

iii)鳥 類観察調査

響 攣儲げ
'L二 ⊥L7

1 ●

◎(b

.∴
り の

翼「=。 き

譲 灘

仙台市

＼
調査場所

灘
悉

雛

u

鑛 、,

i灘聾

　 りの　　ゐ の

勧暑

:

』

:

財 ・,盗'幽

藷灘 紹,

1舵 島
ら 」6

七 北 田 川'

ノ ノ　　も

マ ンも ・、、
●_一

」 』 三 り...・

弓『γ'。γ
/・/

知 此全ノ・
..'./{1・

乙 「」:.・

.1,

〉 鑑…瀕

窺
●

ozoom一

図46蒲 生 干 潟
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(4)調 査方法

i)定 性調査(目 視観察)

以下に示す干潟の様 々な特徴の平面的分布状況を、目視観 察により定性的に把握 した。

調査に当っては現地の状況に応 じた任意のルー トを適宜選定 し、双眼鏡 を用いてできるだ

け広範囲に観察を行った。

任意のルー トの選定に際 しては、小干潟(100ha以 下)と して以下の点に留意 し実施 した。

●小干潟

調査範囲の干潟の最上部(陸 側)か ら最下部(海 側)に 向かって斜め方向に横切 ることを

原則 とし、濡筋や潮溜 ま り、凸地等の地形状況を充分チェシクできるよ うなジグザグ状のル
ー トを設定 した(図32)

。

a.底 質分布

干潟 において底質の種類(砂 、泥、砂泥、礫、転石等)が どのよ うな状況で分布 してい

るかを 目視観察 した。

b.臭 気

各底質区の任意の複数の点において臭気(衛 生試験法注解4.1.1.1(5))を 適宜観察 し

た。

c.地 形的特徴の観察

干潟 における流入河川の流路、濡筋、潮溜ま り、凸地 などの微地形的特徴お よび満潮時
・干潮時の汀線の位置な どを 目視観察によって確定 し、地形 を把握 した。

干潟後背地については潮間帯上部か ら陸側100mの 範囲内で植物群落の分布状況 を観

察 した。

d.生 物の分布 ・出現状況

干潟全域 にっいて表生生物の水平分布状況を 目視観察 し、海草 ・藻類が分布する場合は

種類毎の被度(1m×1m方 形枠 内)を 記録、撮影 を実施 した。打ち上げ られた海草 ・藻

類についてはその状況(種 類、位置、形状)も 記録 した。

補完的な情報 と して、動物の巣穴や糞塊 ・排 出土の分布密度(1地 点当た り50cm×50cm

方形枠 を4ヶ 所)も 適宜、撮影 し、なお、巣穴や糞塊 ・排 出土の形状 によって種類の推定

が可能な ものについては種名 を記録 した。但 し、小 さな巣穴の場合は甲殻類のニホンスナ

モ グリに よるものか、多毛類の ゴカイ科によるものかをス コップで掘 って確認 した。

ii)定 量調査

●小干潟

図47に 示す ように陸か ら沖方向に調査範囲を斜 めに横切 るジグザグ状のルー トに沿って、

高潮帯で3点 、中潮帯で4点 、低潮帯で3点 の計10地 点において以下に記す底生生物(マ

クロベン トス)の 定量分析のための試料 を採集 した。

a.底 質の酸化層の深 さと厚 さ

図47に 示す(高 潮帯3点,中 潮帯4点,低 潮帯3点)1 .0地 点において、 口径50㎜ 程度の透

明なパイプを干潟基底に打ち込んで底質のコアーサンプルを採取 し、還元層までの深 さ

(表面か らの距離)お よび厚 さを測定 した。

b.マ クロベン トス

図47に 示す(高 潮帯3点,中 潮帯4点,低 潮帯3点)10地 点 において、25cm×25cm×15cm

の方形箱を用いて深 さ15cmま での底質を、1地 点当た り4枠(合 計50cm×50cmx15cm)採

取 し、なお、15cm以 深の底質 中に大型多毛類の生息が認 められた場合 は更に30cmの 深 さま

での底質を採取 した。

採取 した底質は1㎜ メッシュのフルイを用いて底質中の生物をふ るい分け、10%中 性

ホルマ リン海水で固定 し、実験室に持 ち帰 って種の同定、計数、湿重量の計測を行 った。

また、10地 点以外の任意の15地 点において同様 の要領で底生生物の試料 を採取 し、

現地 にて1㎜ メ ッシュのフルイを用いて底質中の生物をふるい分け、10%中 性ホルマ リ

ン海水で固定 し、現地に仮設 した実験室で分類群別の出現総個体数 と総湿重量を測定 した。
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iii)鳥 類調査

鳥類調査は、環境庁野生生物課で実施 している 「シギ ・チ ドリ定点調査ゴの既存資料 を整

理 した。

凡 例

●:定 量 測 点

(マ夘 ペ ントス、 酸 化 層 暑 さ)

O:任 意 測 点

:観 測 測 線

(距 離 確 認 用)

" :任 意 観 測 ル ー ト

(目 視 観 察 ル ー ト)
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図47蒲 生 干 潟 調 査 地 点 図
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(5)調 査結果

蒲生干潟 は、昭和40年 代 に人工的に出現 した干潟であ りなが ら、国設仙台海浜鳥獣保護 区蒲

生特別保護地区に指定され るほどの貴重 な自然環境を回復 した干潟である。定性調査お よび定

量調査の結果は以下の とお りである。

i)定 性調査

①干潟地形(図48)

干潟部は、潟湖奥、中央部お よび導流堤前面に存在 し、七北田川側 にも発達 している。

潟湖中央部お よび河川側 の干潟にはマ ウン ドが存在するものの、調査対象干潟部は傾斜が

約1/50勾 配 となだ らかな地形 である。各干潟 は砂質性状 を示 し、潟湖流心に近い低潮帯部

分で砂泥質を示す。

②生物分布(図49)

生物の分布状況は、後背地ではアシ ・アイアシ群落が発達 し、潟湖奥部の地盤高がやや

高い場所にクロマ ツ植林が分布 していた。潟湖奥部の高潮帯付近ではコメツキガニが多 く

観察 され、中潮帯か ら低潮帯にかけてはゴカイが多 く分布 していた。潟湖 中央部、導流堤

付近お よび河川側の干潟では、高潮帯か ら中潮帯にかけて コメツキガニが多 く、特に、導

流堤付近の高潮帯ではチゴガニ も多くみ られた。 また、導流堤な らびに潟湖中央部干潟の

中潮帯か ら低潮帯ではイソシジ ミが多 く分布 してお り、特に、低潮帯付近の砂泥質では個

体数 は多かった。

③底質 と生物の分布

a.ラ イン1(L1:導 流堤前面)(図50)

干潟生物の代表種は、多毛類4種 、二枚貝類2種 、甲殻類3種 およびその他の1種 の合計

10種 であった。

多毛類では、イ トゴカイ科がほぼ測線全域にわたって分布 し、 ゴカイは中潮帯付近か

ら低潮帯 まで分布 していた。 ドロオニス ピオは基点か ら20m地 点付近 と低潮帯の砂泥域

に分布 しお り、ヤマ トスピオは低潮帯の砂泥域 にのみみ られた。

二枚貝類ではイ ソシジ ミが測線全般 にみ られ、 ソ トオ リガイは20m地 点か ら低潮帯 ま

でに観察 され た。

甲殻類では、コメツキガニが測線全域でみ られ、特に、地形の凸面に多 くの砂団子が

確認 された。 中潮帯以深ではニホン ドロソコエ ビ、ケ フサイ ソガニなどが観察 され、低

潮帯付近の砂泥域 では魚類の ヒモハゼ もみ られた。

b.ラ イ ン2(L2:潟 湖奥)(図51)

干潟生物の代表種は、多毛類3種 、二枚貝類3種 、甲殻類7種 および海藻1種 の合計14種

であった。

多毛類では、 ゴカイが測線全域 にわたって分布 し、 ドロオニス ピオは基点か ら10～

20mの 範囲 と中潮帯以深で観 察 された。また、イ トゴカイ科は基点か ら18m付 近のやや

窪んでいる点で観察 された。

二枚貝類 ではイ ソシジミが基点か ら10m地 点以深 に分布 し、アサ リは18m地 点お よび

ソ トオ リガイは低潮帯 に分布 していた。

甲殻類では、高潮帯か ら中潮帯にかけてコメツキガニ、スナガニが観察 され、特に、

高潮帯の上部では ヒゲナガハマ トビムシもみ られた。中潮帯付近のやや窪んだ地点でニ

ホン ドロソコエ ビやメタ リヨコエ ビも観察された。低潮帯付近 ではメタリヨコエ ビをは

じめイソコツブムシ、 ドロクダムシな どもみ られた。

その他 として海藻のオゴノ リが貝殻 を基盤 に して着生 してお り、高潮帯か ら中潮帯の

窪み地点 と低潮帯 に分布 していた。

c.ラ イ ン3(L3:七 北田川側)(図52)

干潟生物の代表種は、多毛類1種 、二枚貝類4種 、甲殻類6種 の合計11種 であった。

多毛類では、 ゴカイがほぼ測線全域に分布 していた。
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二枚貝類ではイ ソシジ ミがほぼ測線全域で分布 し、シオ フキガイ、ソ トオ リガイおよ

びムラサキインコガイなどは低潮帯で観察 され た。

甲殻類 では、高潮帯にヒメスナホ リムシ、ハマダンゴムシおよび ヒゲナガハマ トビム

シがみ られ、その下部以深では コメツキガニが優 占していた。低潮帯付近では コメツキ

ガニ、ニホン ドロソコエ ビもみ られた。

④底生生物の成帯構造

底生生物の成帯構造は、 目視観察 と任意採集試料を基に測線毎に作成 した。
一般に成帯構造 が成 り立つ要因 として

、潮汐な どの物理的要因と底質環境の差異のよ

うな物理化学的要因および生物補食 関係 と種 間競争な どの生物要因が挙げ られ 、これ ら

の要因の複合的な働きによって成帯構造が成 り立つ とされている。

本干潟 は、各 ライ ンともに距離は短 く平坦であ り、底質性状はほぼ均一な砂質である

ため、明瞭な成帯構造 は確認 されない。 しか しなが ら、L1ラ イ ン(導 流堤前面干潟)の

高潮帯か ら中潮帯 ではコメツキガニ とイ ソシジ ミが、中潮帯か ら低潮帯ではイ ソシジ ミ

とニホン ドロソコエ ビゴが、低潮帯ではゴカイが優 占す る特長が認 められた(図53)。

L2ラ イン(潟 湖奥干潟)で は測線全域 でゴカイが優 占し、L3ラ イ ン(七 北 田川側干

潟)の 高潮帯ではヒメスナホ リムシ、中潮帯ではイ ソシジ ミ、低潮帯ではイ ソシジ ミとゴ

カイが優 占す る干潟構造 となっていた(図54,55)。
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図52 底質と生物の分布状況(蒲 生干潟:L3)
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逓)定 量調査

①酸化層の厚 さ

酸化層 の厚 さ結果 を表31に 示 した。

酸化層 の厚 さは、高潮帯、中潮帯でほぼ30cm以 上を示 し、低潮帯では24～27cmの 範囲 と

酸化層厚 は大きい値であった。低潮帯お よび中潮帯の30cm層 つま り酸化還元境界層ではイ

ソシジミが多 く生息 していることが観察 された。臭気は全般 に土臭が確認 され、低潮帯 に

向かいその臭気はやや大きくなっていた。

表31酸 化層 の厚 さ結果

単位:cm

測点

測線

ライ ン
1

臭 気

高潮帯

1

>30

2

>30

3

>30

土 臭(小)

中潮帯

1

29

2

30

3

>30

4

28

土 臭(小)

低潮帯

1

25

2

24

3

27

土 臭(中)

② 底 生生物

底 生 生物 調 査結果 を表32に 、そ の集 計 を表33に 示 す とともに 、図56に 個 体数 の底 生生 物

類別 組成 を示 した。

出現種 類 数 は、環 形動 物4種 、軟体 動物4種 、節 足 動物12種 お よびそ の他2種 の合 計22種 で

あった。 地 点別 の 出現種 類数 をみ る と、 高潮 帯 では9種 、 中潮 帯 では10種 、低 潮 帯 では17種

と低 潮帯 で 多 い傾 向 にあ った。

出現個 体 数 は、 高潮 帯 で は55～67個 体/0.25㎡(平 均:72個 体/0.25㎡)、 中潮 帯 では183～

287個 体/0.25㎡(平 均:244個 体/0.25㎡)、 低 潮帯 で は212～318個 体/0.25㎡(平 均:253個 体

/0.25㎡)と 中潮 帯 、低 潮 帯 でやや 多 い傾 向 にあ った。

出現湿 重 量 は、高潮 帯 で は7.62～19.32g/0.25㎡(平 均:13.21g/0.25㎡)、 中潮帯 で は

124.70～190.19g/0.25㎡(平 均:162.88g/0.25㎡)、 低潮 帯 では133.21～289.84g/0.25㎡

(平均:216.38g/0.25㎡)と イ ソシジ ミが 多 く出現 した 中潮 帯 と低潮 帯 で高 い値 とな ってい

た。

個 体数 の優 占種 をみ る と、二枚 貝 のイ ソシジ ミが最 も多 く総個 体数 の47.7%を 占めて お

り、 次い で 多毛類 の ゴカイ 、端脚類 のニ ホ ン ドロソ コエ ビの3種 が挙 げ られ 、特 に 、同3種

は 中潮 帯 お よび低 潮帯 で優 占種 とな って いた。 一 方 、高潮 帯 では コメ ツガ ニ とチ ゴガニ が

優 占種 とな って いた。

個 体数 の類 別組 成 をみ る と、高潮 帯 で は 甲殻 類 、 中潮 帯 で は二枚 貝類 、低潮 帯 で は多 毛

類 と二枚 貝 が 占めて いた。
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表32 底 生 生 物 調 査 結 果

単位=個 体 ・湿璽量(g)/0.25祀
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ヤマトスゼ オ

フトへ,タリカ9イ

ホトトギ スガ`

`ソシジ ミ

ソトオリガイ

ヒメ翼ナきリムシ

ハ7タ●ンコ.ムシ

ヒゲナガ ハマトピ ムシ

ニホンドロリコニゼ

ウルマエピ 科

エゼ シ'やコ

チプ ガニ

郭,勒'二

セそハゼ

合 計

種 類 数

高 潮 帝

1

個体数

z

19

7

33

55

湿皿量

0.01

0.22

0.15

12.30

12.68

9

2

個体数

z

8

1

2

50

ss

湿厘量

0.06

5.95

o.oo

o.oa

13.91

19.32

5

3

個体数

1

sz

4

67

湿■量

o.ｻ

6.70

0.79

7.62

3

中 潮 帯

1

個体数

28

9

z

1

187

2

38

z

i

3

273

温璽量

0.52

o.oz

0.02

0.01

187.76

1.10

0.09

o.oa

o.oo

0.65

190.19

is

2

個体数

33

s

s

2

156

s

15

1

s

湿璽量

0.49

0.02

0.04

0.01

166.4

2.50

0.09

o.oo

1.99

231170.91

9

3

個体数

47

19

4

20!

14

1

1

287

湿盈■

0.90

0.09

0.03

129.85

0.09

0.01

0.94

124.70

7

4

個体数

16

4

1

156

4

1

1

189

湿璽量

o.ｻ

0.0ユ

0.00

164.82

0.01

o.oz

0.71

165.70

7

低 潮 帯

i

個体数

73

38

12

sz

1

1

41

1

1

湿璽量

1.98

0.12

0.08

129.96

0.97

o.aa

0.07

o邑Ol

o.oz

s

2

個体数

90

28

1

2

1

61

1

4

61

1

1

11

212

湿璽量

0.82

0.06

0。01

0.03

o.oi

288.51

o.oo

0.00

0.19

0.07

0.09

0.16

289.89

12

3

個体数

2

His

zs

2

11

1

85

2

1

1

ss

9

1

量

918

湿墨量

o.is

1.801

o.os

o.oo

0.14

0.00

222.57

o.ss

0.01

o.oo

o.io

0.18

0.08

o.oz

226.10

19

合 計

個体数

2

955

130

3

38

1

5

916

11

4

19

2

7

5

241

1

7

9

1

75

98

1

1919

湿■量

0.16

s.zo

0.92

0.01

o.sa

0.13

0.03

且289.85

5.56

0.02

0.22

0.00

0.15

o.oa

o.as

0.07

o.z2

0.02

o.oa

'

、li簑

o.oz

1940.27

za

注)0.00は0.018未 満を示 す。
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表33 底 生 生 物 結 果 集 計

総出現種類数

総出現個体数/0.25㎡

総出現湿重量g/0.25㎡

類

別

個

体

数

組

成

%

類

別

湿

重

量

組

成

%

多毛類

(%)

腹足類

(%)

二枚貝類

(%)

甲殻類

(%)

その他

(%)

多毛類

(%)

腹足類

(%)

二枚貝類

(%)

甲殻類

(%)

その他

(%)

高 潮 帯

1

4

55

13

55

(100.0)

12.68

(100.0)

2

5

63

19

2

(3.2)

8

(12.7)

53

(84.1)

0.06

(0.3)

5.95

(30.8)

13.31

(68.9)

3

3

67

8

1

(1.5)

66

(98.5)

0.13

(1.7)

7.49

(98.3)

中 潮 帯

1

10

273

190

39

(14.3)

190

(69.6)

44

(16.1)

0.56

(0.3)

188.87

(99.3)

0.76

(0.4)

2

9

231

171

45

(19.5)

164

(71.0)

22

(9.5)

0.55

(0.3)

168

(98

1

(o

94

8)

42

8)

3

7

287

125

70

(24.4)

201

(70.0>

16

(5.6)

0.47

(0.4)

123.85

(99.3)

0.38

(0.3)

4

7

183

166

21

(11.5)

156

(85.2)

6

(3.3)

0.14

(0.1)

164.82

(99.5)

0.74

(0.4)

低 潮 帯

1

9

230

133

123

(53.5)

63

(27.4)

44

(19.1)

2.18

(1.6)

130.93

(98.3)

o.io

(o.i)

2

12

212

290

71

(33.5)

62

(29.2)

79

(37.3)

0.92

(0.3)

288

(99

0

(o

52

5)

40

1)

3

14

318

226

155

(48.7)

88

(27.7)

72

(22.6)

3

(o.s)

1.99

(0.9)

223.56

(98.9)

0.3?

(0.2)

0.18

(o.1)

平 均

8

192

134

53

(27.4)

0

(0.1)

93

(48.6)

46

(23.8)

0

(0.2)

0.69

(0.5)

0.01

(o.o)

129.54

(96.7)

3.77

(2.8)

0.02

(o.o)



、 例

単位:個 体/0.25㎡
1

2

3

4

1^一100

101^一200

201^一300

301^一400

』盤 多毛類.
」 血 腹足類

濱 畠 二枚貝類
・
∠6甲 殻類

∠ 】その他

n
'、

!、
、

t

i

i

き 噺!

}
!'

'1～(ノ

養 鰻 場

ノ!

i

漉(会
低騨 〃　漕 騨

薦
黛書

七 北 田 川

砂 浜

一 0

注)イタリック数宇は

個体数階級を示す

図56底 生生物類別組成(個 体数)
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③底生生物類別組成(湿 重量)

底生生物類別組成結果(湿 重量)は 任意試料 を基に作成 した。その結果 を表34に 示す と

ともに、図57に 分布図を示 した。

出現湿重量は、L1で は5.41～216.35g/0.25㎡(平 均:93.06g/0.25㎡)、L2で は0.58
～26 .35g/0.25㎡(平 均:9.42g/0.25㎡)、L3で は0.44～240.70g/0.25㎡(平 均:118.Ol

g/0.25㎡)の 範囲であ り、平均値でみ るとL3で 現存量は高 く、潟湖奥では生物現存量は

やや低 い傾 向にあった。

類別組成 をみると、L1の 高潮帯付近では甲殻類、中潮帯付近か らは二枚貝類が優 占し

ていた。潟湖中央部の干潟では多毛類が優 占し、L2の 高潮帯付近は甲殻類、中潮帯付近

は多毛類、低潮帯では二枚貝類 と生物相 の相違が確認 された。L3で は高潮帯で甲殻類、

中潮帯か らは二枚貝類が多 く出現 していた。類別組成の種構成 は、多毛類ではゴカイ、二

枚貝類ではイ ソシジミガイおよび甲殻類 ではL3を 除きコメツキガニがほとんどを占めて

いた。

表34底 生生物類別組成結果(湿 重量)

単 位:g/0.25㎡

類 別

地 点

多 毛 類

腹 足 類

二 枚 貝 類

甲 殻 類

そ の 他

合 計

L-1

高潮帯

0.02

0.04

1.98

11.16

13.20

1

o.ol

80.3?

9.62

90.00

2

0.01

79.49

24.05

03.55

3

o.00

62.72

21.66

84.38

中潮帯

0.43

161.62

0.83

162.88

4

0.21

115.74

6.73

122.68

低潮帯

1.70

14.30

0.29

0.06

16.35

マウンド

2.22

54.30

0.29

0.01

56.82

中州

5.18

0.23

5.41

アシ脇

1.76

73.42

0.14

75.32

類 別

地 点

多 毛 類

腹 足 類

二 枚 貝 類

甲 殻 類

そ の 他

合 計

L-2

1

0.13

3.65

3.78

2

2.45

3.04

4.01

9.50

3

1.20

1.45

4.26

6.91

4

0.58

o.00

0.58

5

6.32

20.02

0.01

26.35

L-3

1

o.00

0.44

0.44

2

0.90

35.19

4.61

40.70

3

3.68

104.60

4.61

112.89

注):0.00は0.01g未 満 を 示 す 。
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、 例

t234

1

2

3

4

単 位:g/0.25㎡

0.1～70.0

70.1^一140.0

140.1^一210.0

210.1-280.0

孟盤 多 毛類

証血 ・腹足類

∠ 会 二枚貝類

∠6甲 殻類
・4yそ の他

、
}～(ノ

讐 場

!A、

'、

、

、
,'

,'

き もノ鴨)

,'

、

中州

揺鋸

養

ノ

i

幽

日'和 山

低 潮帯9

㊧/42
《

蕪 書,
㊤瓢

砂 浜

中潮帯

蝕
、

2
413

`

書1
七 北 田 川

Lを

調

ハ ｰzoom

注)イ タ リック数字 は

湿重量階級 を示す

図57底 生生物類別組成(湿 重量)
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血)鳥 類調査

蒲生干潟周辺では、図58に 示す地域で1988年 ～1995年 まで定点観測が実施 された。 当該

調査範囲の1%レ ベル基準値を越えた記録は表35に 示す通 りツ リシギの1種 である。

表351%レ ベル基準値 を越えた記録

種 名 個体数 年月 日

ツルシギ

ツルシギ

ツルシギ

34

30

30

1992.5.03

1989.5.14

1991.5.14

(環境庁 自然保護局野生生物課.1997.シ ギ ・チ ドリ類渡来湿地 目録)

蒲生干潟周辺は国設仙台海浜鳥獣保護 区蒲生特別保護地区として環境庁の指定を受けて

お り、シギ、チ ドリ類の他 に、コアジサシの集団繁殖地 さらに国の天然記念物に指定 され

ているコクガンの越冬地 として鳥類の重要な生息地 となっている。

ここで蒲生干潟でみ られ る主な鳥 として表36に 示す。

表36公 園内で見 られ る主な野鳥の出現記録

留 鳥 ,漂 鳥 夏 鳥 冬 鳥 旅 鳥

スズメ

ハシブ トガラス

カワラヒワ

トビ

ウミネ コ

ヒバ リ

キジバ ト

カルガモ

シロチ ドリ

ホオジロ

シジュ ウカラ

オナガ

ムク ドリ

コアジサシ

コイサギ

ツバメ

オオイ シキ リ

コヨシキ リ

マガモ

コガモ

オナガガモ

ユ リカモメ

ハマシギ

コクガ ン

ツルシギ

オオ ソリハ シシギ

キアシシギ

ダイセ ン

ダイシャクシギ

(現地設置案内板から)
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(環境庁 自然保護 局野生生物課.1997.シ ギ ・チ ドリ類渡来湿地 目録)

一165一



iv)調 査結果のまとめ

蒲生干潟は、昭和40年 代に人工的に出現 した干潟であ りながら国設仙台海浜鳥獣保護区

蒲生特別保護地区に指定 され るほ どの貴重 な自然環境 を回復 した干潟である。

干潟部は潟湖奥、中央部および導流堤前面に存在 し、七北田川側にも発達 してい る。潟

湖 中央部お よび河川側 の干潟 にはマ ウン ドが存在するものの、最 も広い導流堤前面は約1/

50の 勾配 を持つなだ らかな砂質干潟である。

潟湖奥の高潮帯では コメツキガニが多 くみ られ、中潮帯か ら低潮帯では ゴカイが多 く分

布 している。

他の干潟では潟湖奥同様に高潮帯では コメツキガニが優 占するものの、中潮帯か ら低潮

帯 にかけてはイ ソシジ ミが多く分布 している。

当該干潟は潟湖奥は コメツキガニ ・ゴカイ干潟、他の干潟 はコメツキガニ ・イソシジミ

干潟 と生物特徴を持 っている。

なお、蒲生干潟はシギ、チ ドリの渡来中継点 となってお り、ツ リシギが1%レ ベル基準

値 を越 えている。

風連湖干潟 と蒲生干潟 を比較す るとその違いは以下の とお りである。

①風蓮湖東岸干潟は泥分の多い泥干潟であ り、蒲生干潟 は砂分の多い砂干潟である。

②風蓮湖東岸干潟 の地形勾配は約1/400、 蒲生干潟 は約1/50と 、風蓮湖東岸干潟の方が地

形 はなだ らかである。

③成帯構造は、両干潟では認 められない ものの、風蓮湖東岸干潟では端脚類の種 による棲

み分けが認め られ る。

④ 出現種類数 は、風蓮湖東岸干潟 では17種 、蒲生干潟では22種 と蒲生干潟でやや多い。

⑤個体数は風蓮湖東岸干潟で多 く、湿重量は蒲生干潟で多い。

⑥類別組成は、風蓮湖東岸干潟では高潮帯 から低潮帯まで甲殻類で 占められ るが、蒲生干

潟では高潮帯、中潮帯、低潮帯で異なっている。

⑦風蓮湖東岸干潟は、端脚類が多 く出現す るのが特徴的である。

⑧蒲生干潟は、イ ソシジミが多 く分布 しているのが特徴的である。

⑨両干潟 ともにシギ、チ ドリの渡来 中継地 として機能 してお り、渡来す るシギ、チ ドリ類

の種類 、個体数のいずれ も風蓮湖干潟で多い。
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干 潟 生 物 調 査 票

1.位 置

海 域 名(上)

海域コー ド(下

イム粉 珍

306

市 町 村 名(上)

行政コー ド 下)

仏 診～詮
・41・ ・〔刀

都 道 府 県 名

2.調 査期間

3.タ イ ブ

4.面 積

5.規 模

6.調 査手法

7.基 底の勾配

8.底 質

9.遮 蔽 度

10.陸 上 植 生

(干潟後背地)

11.藻 場

(午潟の植生)

12.鳥 類(シ ギ ・チド リ

類)の 渡 来 状 況

13.海水の清澄度

14.海岸改変状況

15.陸域土地利用

16.干 潟 の 利 用

17.備 考

18.調 査 員

噺.、
地 名

鰍 千》葛
19ア7年 ヲ 月 タ0日 ～ ダ 月22日

1.前 浜 干 潟 2.河 口 干 潟 ③ 潟湖潟 4.複合型干潟

前 浜 午 潟

ha

河 口 干 潟

ha

潟 湖 平 潟

s一 ha

1.大 干 潟(300ha以 上) 2.中 干 潟(300～100ha) ③ 小干潟(100ha以 下)

① 歩行目視観察 ¢)歩行定量調査 3.船 による定量調査

。2m/100m

1.礫 2.砂 @砂 泥 4.泥

1.開 放 海 岸 2.保 護 海 岸 @包 囲海岸

0ヨ シ原

2.北 方 型 塩 沼 地 植 生(ア ツケシソウ,ウシオツメクサ,シオマツハ"等)

3.南 方 型 塩 沼 地 植 生(ハ マサゾ,ハママツナ,シチメンソウ等)

4.マ ング ロー ブ林

'5
.ア ダ ン 林

⑤ 海岸砂丘植生

7.そ の 他の 植 生(水 田 、 畑地)

0.不 明

()な し

5.その他の藻場(

2.ア オサ・アオノリ場 3.アゾ モ場4.オ ゴ ノ リ場

)※ 複 数 の 選 択 可 能

1.渡辛数が特に多い2.渡 来数が多い

5.大 型のシギ類が含まれる(0不 明

3.渡来数は少ない'4.種 類が多い

※ 橡数の選択可能

1.き れ い

② 少し汚れている

3.か な り汚 れ て い る

・海の底がよく見え、快適な気分で泳げる程度、透視度30cm以 よ.

・海水に浸かることが気にならない程度、透視度20～30c皿程度

・海水に浸かる気がしない程度、透視度20c皿以下

の 自然海岸 2.半 自然海岸 3.人 工 海岸 4・そ の 他(河P,河 岸)

o自 然地 2.農 業 地 3.市 街 地 ・工業 地 ・そ の 他

(P潮 干狩り σ)釣 り

(その他の内容)

3.海 水 浴 4.ハ"一 ド ウォッチンクφ 5.そ の他

※ 複数の選択可能

6.な し ・不 明

鱗 月摺 鰯燃 瓢 繕諺1酬 欠九ゼ聯

所 属

㈱ 列ぐ樗掬 例呪所
氏 名

聡 、珍窒」擁 濃 軋
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写真12

蒲生干潟

底生生物優占種

環形動物多毛綱

ゴカイ

写真13

蒲生干潟

底生生物優占種

環形動物多毛綱

ドロオニスピオ

写真14

蒲生干潟

底生生物優占種

軟体動物二枚貝綱

イソシジミ



写真15

1《 鞭

蒲生干潟

底生生物優 占種

節足動物 甲殻綱

ニホン ドロソコエ ビ

ぷや陣 β'曾 癖 嘗 蜘 鰹

写真16

蒲生干潟

底生生物優占種

節足生物甲殻綱

コメツキガニ
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4.国 造 干 潟

(1)調 査期 間

現地 調査 は,1998年10,月6日 ～12日 の大潮 時 に実施 した。

〈国造干 潟 〉(1000ha)

10月6日:移 動 、準備

7日:定 性調査

8-10日:定 量調 査

11日:定 性 調査

12日:移 動

(2)調 査場所

図59に示す佐賀県佐賀郡川副町前面海域の国造干潟である。大干潟で超軟泥底質であるた

め、 満潮時に小型舟艇を用いて行った。

(3)調 査項 目

i)定 性調査(目 視観察)

a.底 質分布

b.臭 気

c.地 形 的特徴 の観察

d.生 物の分布 ・出現状況

ii)定 量調査(マ クロベ ン トス)

iii)鳥 類調査

(4)調 査方法

i)定 性調査(目 視観察)

a.底 質分布

定量調査の試料(計52測 点)を 用いて,船 上で,底 質の種類(転 石,礫,砂,泥,

軟泥,砂 泥)を 目視観察 し,概 略の底質分布 を干潟の微地形 図中に記入 した。

転石

礫
砂

泥

軟泥

砂泥

拳大以上の石。

粒径2㎜ 以上。

粒径0.1～2㎜(水 中で撹拝す るとす ぐ沈殿する)。

粒径0.1㎜ 以下(水 中で撹拝 しても沈殿 しにくい)。

泥質が極 めて軟質で膝 当た りまで没 し,歩 行 が困難な場合。

砂 と泥の混合。

b.臭 気

定量調査の試料(計52測 点)を 用いて,船 上で,臭 気(衛 生試験法注解4.1.1.1

(5))を 確認 し,干 潟の微地形 図中に記入 した。

c.地 形的特徴の観察

干潟 における流入河川の流路,濡,潮 溜ま り,凸 地な どの微地形的特徴お よび満潮

時 ・干潮時の汀線の概略 を目視観察によって確定 し,干 潟の微地形図を作成 した。

なお,潮 上帯の満潮線付近に植物群落が分布す る場合は,そ の位置 と規模,群 落名

を記録 し,微 地形図中に記入 した。群落名 は優 占種名を冠 した もの とした(ex.ア ッ

ケシソウ群落,ハ ママツナ群落,ア イアシ群落等)。

d.生 物の分布 ・出現状況

干潮時に,河 川の流路,濡 な ど航行可能なルー トに沿って,船 上か ら双眼鏡 を用 い

て,ル ー ト沿いの観察可能な範囲について,底 生生物を 目視観察 し,概 略の水平分布

状況を作成 した。

また,海 藻草類が分布す る場合は,典 型的な10ヶ 所 において種類毎の被度階級を記
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録,撮 影 した。打ち上げ られた海藻草類がみ られた場合は,そ の状況(種 類,位 置,

形状)を 記録ゴ代表 的な例 を3～4ヶ 所撮影 した。

ii)定 量調査(マ クロベ ン トス)

満潮時に図60に 示す計52測 点において,船 上からエ クマ ンバージ型採泥器(20cm×20c

m)を 用いて1測 点5回 のサンプ リングを行い,1㎜ メッシュのフルイを用いて底質中の生物

をふるい分け,10%中 性ホルマ リン海水で固定 し,底 生生物(マ クロベン トス)の 定量的

分析のための試料 とした。

実験室に持ち帰って,52測 点 中32測 点は,全 量の湿重量の測定の後,生 物のソーティン

グ,種 の同定,計 数,湿 重量の計測 を行 う。また,1㎜ メ ッシュを通 らずに残 った生物以外

の ものの うち砂礫以外 のもの(プ ラスチ ック片,貝 殻片,枯 葉,木 片等)の 内容お よびそ

の重量 を記録 した。

また,残 りの20測 点は,分 類群別(多 毛綱,腹 足綱,二 枚 貝綱,甲 殻綱,そ の他)の 総

個体数 と総湿重量を測定 した。ただ し,「WWFJapanScienceReportVol.3Decembe

rl996」 に 「絶滅 のおそれがある種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険,稀 少,現 状不明)」 と記載;

され たものが採集 され た場合は,そ の総個体数 と総湿重量を測定 した。

湿重量測定に際 しては濾紙上で体表の自由水を除去 した後に測定 した。二枚貝の場合に

は殻を少 しこじ開け殻 内の 自由水を流出させ,濾 紙上に水が出てこなくなるまで水分を除

いてから測走 した。

また,定 量調査の結果 を基に,潮 上帯か ら潮下帯 にかけての生物の帯状分布構造 を作成

した。

iii)鳥 類調査

飛来す る鳥類の種類については,環 境庁 自然保護局野生生物課 で実施 している 「シギ ・

チ ドリ類定点調査」等 のよ うな既存の調査資料 を利用 した。

一171一



嶺堂 ∵7'野 「誉 く澱;・黙.

・く＼ こ＼ ＼ ・'
■ 耀 脚 馴

■,

A馳,の

・ 、
,'

ち
コ じ

ロ ユ　 た

レ,… し'
トタ　ひし コゲ よ　

≒{ミい,1ダ,メ ・ご
ニ リ ヤ

ぎ も コ し の

寧 ・ ノ ー,・
ヘ ヒ ナ も ゆ
躍1∵!㌧ ・
を もロ

サ も ノ

・ ・1・
、 ・

ハ ノ',鞠

・、ノ!一
ナ も

し ひ ノ ヨ し

毛

、い ノ`、 ・㌦

し ノ ロ も

d蟹'・
ご 　

F

、 、 、
ヨ もへ

}、 ㍉ 『 ㌦
　 ヘ コ ド

1
'、 …

、.

・N`㌦,

の 　 ノ

・ ＼ ,・

・ い ・ 、
!'、

8

、 、・ ＼

が ト、 ＼
ヨ も

、 ≒ 、

亀

'8犀

、亀

亀

・ ・'

ロ ヨ タ

・ ∴!
ぞ げ ノ

に ほ ド

,、'・ ノ

し お ク

,ノ1

が ハ
'

、!ノ ・ ㌔ほ き
リノ ノリ

,必'.1

、'

∵F!ゲ
1Lノ" 、'1

・_・

あ
'=雫

'
、.

、 ・L

＼ 嘱ご

亀8.,謬 吋 ・

凝 ・・ 一 、

齢こs 噂
,s

.,…7,響9
ウ ノロ

コ

'

.・:・ ～∠,檸 、

盃 ・二:～・二・ノ陣奪 ぎ樋 か
鼠魯・讐1

.■ 覧、

■

・ り ＼

'

曽1

＼

～,i、 や一告"ギ 解曳
　

コ へ

':こドこ鴨

.噸 、 騨

ミ≦"fで

羊、

ご

・ 9

ぐ 端糊 プ
`

1

「

、

〉 、・

ド で

爪1,

1∵ 、

、淫
'

8」㍉ ∫"

、 、
ちr"ヤ

の ロ コ ロ の ロ コ ヒ 　 ロ サ せ

ロ の の ヤ'ミi

ii弐い 躍 婁i妻蟹 華 毛II
ミll.ミ1'㌦ ・'・ ・一 一一三 門 ・'・'「 「.』噛i

彗こ く _譲 、=。冴:で そ 雪 ン ㌔'.』
・　 "・ 卜 食 馬 ン,ド で ど

　 ず 　 　 ノ

凸 亀'.7一 一,_.・.

ジ鋒 、 奄 隙蕊 丁「.,「i,1・1
駄 ζ.7.騨 曽一一=一 ・'噌

'魑;気 こ凝 劇 窓ll:s:
::編

:一 一IL:1

欧 、
《:/㌧)・

^'

卜,
o

、'

i

「
、L

,り ～

‡

"

、 、
刷 ぞ ノ

ぬ
る

章 ▲

66凸
、,8

も ち

1{
1し:

'軍 、

冒

18

■、

8

∴ ド

∴ ・!
' 鞠

、

:

'`8

、 し
ノ

・ ＼i

':一

、 へ ・∵ ・
ら キ

・'、 監
亀 ・ ぐ 一=

"・

・、,・・ ∵ ∵ 、・・扮

ヨ ノ ヒ ご ち ア へ

・ ・%賊 頴 ㌧'
、

ノ へこけ ノ

∴/＼ ＼ぐ
ノ ＼ 、

/＼ 、

!

...:'

・
凸 ム

}・ ・」 ▲
ゐ

監

、

τ,

琴

2
㌔

1!

、 「

・L占,「 亀}'

「「

grで
曜「

ロロコら コノ

、1,

8'

、

、覧

唾 遍
2㌔

=,・'

ロ ら ノ

・ ∵ ・'

1『

'

監
'

'

ヒ ほ リ ノ'

L、
」

F濫

,二
亀

、

'」

毛'置
曳 、

「 、 、

ヨ も ヤ

、 ■

　 げ ち嚇

、 嵐
、,__』

幽 一 一 リ ン 〆

吻 ㌦

!鵬 ㌧

&=

,1ノ

:':り

Lり

τr♂'

〆 バ'・^'で
　ヒ　コ コ ロ

き1笥

ノ

も

一 ρ ・ ・

～ い

,,r!

ド ト グ

置 ㌦/「

1■r
7「

「 、

,

'

,「"

、!・ 、 ご
モ ゴ

「=」1、 馳
亀 ぐ謬L}'
1・ち.

、 ・'

'、
、 「a

,

ツ 曳

　 ロ

ノ ド ナヘ ロ よ

㌔'1!・ 、'

.ノ ・ ・ ノ

ド'8L'

!!・'

リ ヲ レ ク

ノ け ザ ノ

・㌧ へ
,ノ

,・ ・一ごノ

ρ9
　 コ げ

ニ ク ヒ
ぜ コ 　 ヨ ヘ コ

,!だ
ロ の ゆ

1ノ 〆 ・㌦
1"

?」'ド

　ノ

/.

∠ 、
1「

り亀

に ・一て"葺 ・≡
く諺

と 一』 凹

P● 、

ナ 乱

1騨

・ ・ 劉・」'

1・'

.r

'r」

しl

P

`
、

」

」P

,、 ・ ご ・ご1鯉 魂ブ

、

「

詳!
/

≒'一1」 一:曹 齢

{_rr_一ト

!

1」__謄 一一`

o亀'

7

【

9

a
o

川副町
敵

e

調査場所

ノ 勢

コい ド

・ ず,ノ

'」

"

ノo/1 マ

!1
魑

ノ1'

ロ ぞ

/1
ゆ　 ヤ サ ぼ

コ も 　

!・ 一"
ら ニ

ア ゴ ノし
ロ

!"・1'

唖.与㌧ ノ'

11・ ■

/
,

.

1㌧

/

!

1・ ♂

!.,

/"

し

'
r塾

L

=

8

「

」

' ㌔
響"Lb'6曹

有明海

01000m
一

図59国 造 干 潟

一172一



毒

劉ノ ＼!「"
、、

、■

;tee
l
i
1
1
1
1
1

!20
!
r

i

＼

1

1

1

＼
＼ .

.,

1

yam..

箆91弩 ミ…
'。 ン 、'ミ

リ ～ ● ・.・

.・ ・.。 ・ 乙'

.噂 証 溝 ・?一 ・一 ・一・

　ベ
ロピ ヨ

ロ

1'li.さメs二

;"・ 、 メ ・.、..　

さ コ 　ゆ ゴド もコロ 　ロコらロ

＼ ・4㌦ ・kト,.

講　薄'、
,・'躍:

陣鴨 阿

●18

●19

●20

015●21

●22

016 ●23

●24

●25

'
＼.

ライジ2＼ '、
・、

.

ミ幅 ト

喫

::

二zl;

=.,

.ゴ

茎

虞

・ 力

爆『・.撃ミ,

、1ご1『1

ヘ ロロ リ ゐ

・ζ;翼斗

・竺..

≒

≠
J

年掃
コ ど

勲'

'、

噌`

急 地'1・

7二 ・1～双
N

;・

、ジ ベ ㍉,

講旗蓋:纏
.鋤 闇!`江

搬;ノ 川
・〃」.、 .

..』 二

.團 堕

・
曳●6」

ギ'・

コらハ へ

ぐ妄 § こ攣i鑑 こ_.瀞・
幽 ・.,

●4

03 ●5
014

026

06

＼＼

＼ ●7

＼

108

♪9

/●10

/

ノ ●11017

/

/!・12//へ ＼

くミヅ
ライン1

韮

響

._...y.,

'1

."ト
㌃二

・嚢:1

.≒iぞ'

1

軸■D●、
●、 ●、 ●

、

●43

:直' ,甲

031p39

×44

●32
●45・

027 ●33

p40 ●46

●34
●47

p28 ●35

041●48

●36
●49/

029・37
・42.旦 。ノ

8,9/o

●38
/6イ ン4

、 。一 ・軸.._閃 隔閃_._.ノ

ラ イ ン3

i・晒プ

t

O51＼ ＼

ノ

ノ
・1タノ

1!

/

/

げ

嬬
'

凡例

1'一'1

●

0

定性調査(調 査範囲)

定量調査(32測 点)

定量調査(20測 点) 0
i

有明海

1000m
量

図60 調 査 地 点

一173一



(5)調 査結果

i)定 性調査(目 視観察)

①地形的特徴の観察(図61)

筑後川 と早津江川の流路が北東か ら南西方向にみ られた。潮上帯の満潮線付近は護岸

堤防であ り,植 物群落はみ られなかった。

②底質分布(図61>

底質は岸側の測点で主に軟泥,沖 側の測点で主に砂泥であった。臭気 は腐敗臭または

無臭であった。

③生物の分布 ・出現状況

水平分布 についてみ ると,カ ワグチツボ,ヒ ラタヌマコダキガイが主に岸側の測点で,

コケガラスガイ,サ ルボ ウガイ,ホ トトギスガイ,ア サ リが主に沖側の測点で,ド ロフ

ジツボ,イ トゴカイ科が全域 でみ られた(図62～64)。 海藻草類および打 ち上げ られた

海藻草類はみ られなかった。

④底生生物の成帯構造

中潮帯ではカ ワグチ ツボが優 占し、低潮帯では ヒラタヌマコダキガイ と ドロフジツボが

比較的多 く出現する。漸深帯では コケガラスガイが優 占す る(図65)。

ii)定 量調 査(マ ク ロベ ン トス)

底生生物調査結果 を表37,38に 、その集計結果を表39,40に 示す と共に図66に 個体数の底生生物類

別組成を図67に 湿重量の類別組 成を示す。

出現種 数 は腔腸 動物2種,扁 形動 物1種,紐 形 動物1種,星 口動 物1種,環 形 動物35種,触

手動 物2種,軟 体動 物28種,節 足動 物25種,棘 皮 動物2種,原 索 動物1種,脊 椎 動物3種 の合

計101種 で あった。 測 点別 の 出現種 数 は0～24種 の範 囲 にあ った。

測 点別 の個 体数 は0～859個 体/0.2㎡ の範 囲 にあ り,平 均70個 体/0.2㎡ であ った。 湿重

量 では0～1,471.98g/0.2㎡ の範 囲 にあ り『,平 均93.71g/0.2㎡ であ った。

分 類群 別 の個体 数 は二枚 貝 綱 が平 均38個 体/0.2㎡ と最 も多 く,次 い で多 毛綱 が平均11個

体/0.2㎡,甲 殻綱 が 平均10個 体/0.2㎡,腹 足 綱 が平均8個 体/0.2㎡,そ の他 が平均4個 体

/0.2㎡ であ った。湿 重 量 で は二枚 貝綱 が平均88.80g/0.2㎡ と最 も多 く,次 い で 甲殻綱

が平 均1.47g/0.2㎡,腹 足綱 が 平均0.91g/0.2㎡,多 毛綱 が平均0.39g/0.2㎡,そ の他

が平 均2.14g/0.2㎡ であ った。

主 な 出現種 は,軟 体 動物 の コケガ ラス ガイ,カ ワ グチ ツボ,サ ル ボ ウガ イ,ヒ ラタヌマ

コダ キガイ,ホ トトギ スガイ,ア サ リ,節 足動 物 の ドロ フジツ ボ,環 形 動物 の イ トゴカ イ

科 な どで あった。

帯 状 分布 につ いて み る と,カ ワグチ ツボ が平均水 面(M.S.L.)付 近 か ら小潮 平均低 潮 面

(M.L.毘N.)付 近 に,イ トゴカ イ科 が平 均水 面付近 よ り下部 に,ド ロフ ジツボ,ヒ ラタヌ

マ コダキ ガイ が小潮 平均低 潮 面付 近 よ り下部 に,コ ケ ガ ラスガイ,サ ル ボ ウガ イ,ホ ト ト

ギスガ イ,ア サ リが 大潮 平均 低潮 面(M.L.W.S.)付 近 よ り下 部 にみ られ た。

「WFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶滅 のお それ が あ る種(絶

滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,現 状不 明)」 と記 載 され た ものは,触 手動 物 の ミ ドリシャ ミ

セ ンガイ,軟 体動 物 の エ ドガ ワ ミズ ゴマ ツ ボ,イ ソチ ドリガイ,カ ワ グチ ツ ボ,マ ルテ ン

スマ ツム シガ イ,オ リイ レボ ラ,ハ イ ガイ,コ ケ ガ ラスガ イ,ウ ネナ シ トマヤ ガイ,テ リ

ザ クラガイ,節 足動 物 の ムツハ ア リア ケガ ニで あった。

生物 以外 の もの の うち砂礫 以 外 の ものの重 量 は,貝 殻 片 が平 均513.3g/0.2㎡,木 片 が

平均15.2g/0.2㎡ で あ った。

iii)鳥 類調査(表41)

環境庁 自然保護局野生生物課実施 の 「シギ ・チ ドリ類定点調査」 より,国 造干拓の調

査データ(1988年9,月 か ら1997年9,月 にかけて実施)に ついてみ ると,出 現種数は2～19種

の範囲にあ り,個 体数は3～1,401羽 の範囲にあった。

基準値 を越 えた種 は,ソ リハシシギ,ダ イゼ ン;ハ マシギ,キ アシシギであった・基

準値 とは特定の種(ま たは亜種)の 推定個体数の1%(た だ し,渡 りの中継地の場合には

0.25%)で ある。
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iv)調 査結果のま とめ

国造干潟は、有明海の最奥部 に開 く筑後川河 口域 に拡がる広大な干潟であ り、周辺海域 の沿

岸に連なる我 が国最大の干潟域 にお ける、普遍的な特徴 をよく表 している。底質は岸側で軟泥、

沖側 で砂質 となってお り、極めて勾配の緩や かな干潟を形成 している。底生生物の出現種数 ・

現存量 とも非常に高い値 を示 し、周辺海域の生物相の豊か さをよく表 している。また、それ ら

底生生物の中には、当海域 に特有の種や希少種が含まれてお り、健全で、貴重な干潟生物群集

を形成 している。

(6)現 地の状況 と問題点

現地は軟泥底質で歩行 困難 のため、舟艇を利用 し干潮時に河川の流路など航行可能なルー ト

に沿って,船 上か ら観 察 したが、の り養殖場であるため10月6日 の一斉種付 けの後,の り養殖の
・船の往来が頻繁で、調査に支障を来 した。 また、養殖場内は区分けされ,養 殖網 の支柱が多数

立ててあ り,自 由に航行 できなかった。そのため、充分に干潮時の汀線お よび底生生物の水平

分布の 目視観察ができなか ったが、それについては定量調査のデータ分析によ り補 った。
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調査年 月 日:平 成10年10月7日 ～11日
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調 査年 月 日:平 成10年10月7日 ～11日
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表37底 生 生物 出 現結果(1)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

i

a

3

4

5

種名 測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門
紐形動物門

6

7

8

皇

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
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21

22

23

24
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26

27

as

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

星 口動物 門

環形動物門

花虫綱

渦虫綱

星虫綱
多毛綱

イソキ①ンチャク目

腸 目

星 虫 目

遊在目

目

ムシモドキギ ンチ ク科

ホシムシ科

ウロコムシ科

タンサ"クコ"カイ 斗

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

朴 ヒメゴ カイ科

カギ ゴカイ科
ゴ カイ科

シロガ'ゴ カイ科

チロリ科

功 イチロリ科

イソメ斗

ギ ボ シイソメ科

ホコサキコ カイ斗

スピ オ禾・

モロテコ"カ イ ・

ミズ ヒキゴ カイ科

タ"ルマコ"カイ …斗

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ斗

ウミイサゴ ムシ科

フサゴ カイ科

ムシモドキギ ンチャク科

イソキ"ンチ ク目

腸 目

紐形動物門
ホシムシ科

Harmothoe属

タンザ クコ"カイ科

Hiooonoa

Anaitides属

Phyllodoce属

オトビメゴ カイ科

SiQambratentaculata

フツウゴ カイ

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehtys属

Glycera属

Goniada属

Glvcinde属

ニカィチロリ科

Marhysa属

Lumbrineris属

Scololos属

Pseudooldora

Prionosio属

ヨツバ ネスヒ'オ(B型)

Aonides属

Disio属

Scoleleis属

Maelona
Cirriformia属

ミズ ヒキゴ カイ科

ダ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

1

個体数

7

湿重量

0.03

2

個体数 湿重量
3

個体数

i

湿重量

o.00

4

体 噛' 湿重量
5

体 『'

2.

1

湿重量

o.00

0.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



1

お
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表37底 生生物 出現 結果(2)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

×42

X43

×44

45

46

47

×48

×49

50

51

52

×53

54

55

×56

5?

X58

59

60

61

62

×63

64

65

66

×67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

種名 測点

触手動物門

体動物門

ρ足動物 門

項 目
虫綱

腕足
腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

虫 目

無穴 目

中腹足目

新腹足目

異腹足目
真多歯目

翼形 目

異歯目

無面 目
壱胸 目

目

端脚目

長尾類

ホウキムシ科

リング ラ科

ミズ ゴ マツボ 科

ヒゲ マキナワポ ラ科

カリパガ サガ イ科

タマガ イ科

カワク"チツボ"i斗

タモトガ イ科

オリィレヨフバ イ科

コロモガ イ科

イトカケガ イ科

フネガ イ科

イガ イ科

ミノガ イ斗

ナミマカ"シワカ♂イ禾・

イタホ"カ"キ …斗

フナカ"タカ"イ ・

マルスタ"レ カ"イ ・

バカガイ科

アサシ カ"イ署…・

ニツコウガ イ科

マテガ イ科

クチへ"ニカ"イ 斗

フジ ツボ 科
スナ ミナナフシ

スガ メソコエビ科

ツノピケ÷ソコエヒ"…斗

クチハ"シソコエピ

ドロクダ ムシ科

ク脚エビ科

オキエピ

Phoronis属

ミド リシ ミセンカ イ

エド カ'ワ ミス"コeマツボ"

イソチド リカ"イ

シマメノウフネカ"イ

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク"チツホ"

マルテンスマツムシカ∂イ

タモトガ イ科

Zeuxis

オリィレヨフバ イ科

オリィレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガ イ科

コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワガ イ

イタホ"カ"キ 斗

ウ ナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ

シズ クガ イ

テリサ"クラカ"イ

ウス"サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ'キカ"イ

ト"ロフシ"ツ ボ"

スナウミナナフシi斗

A皿elisca

Urothoe属

Synchelidium属

Corohium属

Grandidierella

Trachyenaeus属

ク脚エビ科

ソコシラェビ

1

体 噛'

1

77

z

湿重量

o.oa

0.49

1.44

2

体数

1

1

湿重量

o.of

0.38

3

数

6

湿重量

265.23

4

体 噛'

3

61

2

湿重量

0.03

0.51

2.15

5

体数

14

3

湿重量

344.54

o.ai

注),1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と記 載 され た も の を 示 し た 。
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表37底 生生物出現結果(3)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

ss

90

91

92

×93

94

95

96

97

98

99

100

101

種名 測点
項 目

節足動物門

棘皮動物門

.、索 動 物 門

脊椎動物門

甲殻綱

海胆
海 鼠 ◎

尾 、綱

硬骨 綱.

長尾類

異尾類

短尾類

目

、,、足 目

スズ キ目

テツボoウエヒ 季

カニダ マシ科

ヘイケガ ニ科

コフ"シカ◎二手斗

ワ列 ガ ニ科

オギガ ニ科
エンコウガ ニ科

カク励 二科

スナガ ニ孝・

イワガ ニ科

サンショウ ニ手・

イカけマコ斗

ハゼ 科

AIheus属

モヨウツノメ

ト ロカニタ"マシ

カニダ マシ科

サメハタ"ヘイケカ"二.

コプ シガ ニ科

カワリィシカ"二

オウギガニ科
マルハ"カ"二

ヒメムツアシカ"二

ヨコナカ"モ ト キ

メナシピ ンノ

ムツハアリアケカ"二

ヤマトオサガ ニ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾索綱
ショウキハセ"

Tridentier属

ワラスボ
A計

種'

1

数

1

88

湿重量

4.21

6.19

5

2

体数
i

6

9

湿重量
o.a7

1.08

1.74

4

3

個体数

1

8

湿重量

0.25

265.48

3

4

体数

1

67

湿重量

o.00

2.69

4

5

個体数

3

23

湿重量

0.01

345.36

5

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVol.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,

現 状 不 明)」 と 記 載 され た も の を 示 し た 。

絶 滅寸 前,危 険,稀 少,



}

罷
ゆ

1

表37底 生生 物 出現 結果(4)

調査 年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

16

17

18

19

zo

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

種名 測点
項 目

エ腸動物 門

扁形動物門
紐形動物門
星 口動 物 『

環形動物門

花虫綱

濯 虫

星虫綱
毛綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

星虫 目

目

目

ムシモドキギ ンチ ク科

ホシムシ科

ウロコムシ科

タンザ クゴ カイ科

ウミケムシ斗

サシバ ゴ カイ科

オトヒメコ"カイ ・

カギゴカイ科
ゴカイ科

シロカ ゴ カイ科

チロリ科

ニカィチロリ科

イソ熔
キ"ホ シイソメ禾・

ホコサキコ カイ禾

スピ輝

モロテコ"カイ禾…

ミス ヒキゴ カイ科

グ ルマコ カイ拳

イトコ カイ

タケフシコ"カイ

チマキコ カイ斗

ウミイサコ"ムシ

フサコ カイ科

ムシモト♂キキ"ンチャク ・

イソギ ンチャク目

腸 目

紐形動物門
ホシムシ科

Harmothoe属

タンサ"クコ"カイ1…こ

Hionoa属

Anaitides属

Phyllodoce属.

才トヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

フツウコ カイ

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehtvs属

Glvcera属

Goniada属

Glycinde属

ニカイチロリ科

Marhysa属

Lumbrineris

Scololos属

Pseudooolvdora

Prionosio属

ヨツバ ネスピ オ(B型)

Aonides属

Disio属

Scoleleis

Maelona属

Cirriformia

ミス"ヒキコ♂カイ

タ ルマコ カイ

イトコ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ♂ムシ

Nicolea属

フサコ"カイ孝・

6

数 湿重量
7

i

1

1

2

1

湿重量

0.83

o.os

o.00

o.00

o.00

8

個体数

1

2

湿重量

0.31

o.00

9

数

2

2

1

4

1

i

1

1

i

1

7

6

湿重量

o.of

0.01

o.00

0.40

o.00

o.os

o.of

o.00

o.oa

0.04

0.04

3.24

10

個 体 …

4

1

3

4

11

i

湿重量

0.41

o.02

0.14

0.47

o.7z

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,

現 状 不 明)」 と 記 載 され た も の を 示 し た 。

絶滅 寸前,危 険,稀 少,



1
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表37底 生 生物 出現結 果(5)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

×42

X43

×44

45

46

4?

※48

×49

50

51

52

><53

54

55

×56

57

×58

59

60

61

62

×63

64

65

66

×67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

種名 測点
項 目

触手動物門

動物門

節足動物門

虫
腕足綱
腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

虫 目

無穴 目

中腹足目

新腹足目

足 目
目

翼形目

異歯目

無面 目
古胸 目

目

端脚目

長尾類

ホウ払シ科

リング ラ科

ミス亭コ"マ ツボ"・

ピケ"マキナワホ"ラ 斗

カリハ"カぐサカ"イ 斗

タマガ イ科

カワク"チツホ"斗

妊 トガ イ科

オリイレヨフパ イ科

コロモガ イ斗

イトカケカ干イ1…・

フネガ イ科

イガ イ禾・

ミノガ イ ・

ナミマカ苧シワカ イ

イタポ カ キ ・

フナカ タカずイ ・

マルスタ♂レカ"イ

ハ"カ カ"イ ・

アサジ ガイ科
ニッコウカ"イ零

マテガ イ斗

クチへ"ニカ"イi斗

フジ ツボ 斗

スナウミナナフシ斗

スカ"メ ソコエヒ"・

ツノヒグ ソコエビ 斗

クチハ"シソコエヒ"…斗

ド ロクタ"ムシお

ク脚エビ科

料エビ科

Phoronis属

ミド リシ ミセンカ"イ

エド カ"ワミス"コ"マツホ"

イソチト"リカ"イ

シマメノウフネカ"イ

ヘソクリガ イ

タマガ イ斗

カワク"チツホ"

マルテンスマツムシカ"イ

タモトガ イ科

Zeuxis属

オリイレヨフバ イ科

オリィレポ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フガ イ科
コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ"イ

ブクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタボガ キ科
ウネナシトマヤカ"

アサリ

シオフキガ イ

シズ クガ イ

テリサ"クラカ"イ

ウス"サ"クラカ"

Solen

ヒラタヌマコダ キカ'イ

ド ロフシ"ツホ

スナウミナナフシ科

Amnelisca

Urothoe属

Snchelidiu皿

Coroohium

Grandidierella属

Trachypenaeus

ク艀エビ科

ソコシラェビ

6

湿重量
7

体数

1

湿重量

o.of

8

個体"

z

湿重量

0.09

9

数

8

19

1

6

湿重量

146.83

180.72

0.15

19.67

10

体'

38

27

4

i

156

5

141

1

i

湿重量

6.60

12.24

1.83

1.09

770.94

0.41

658.34

8.29

0.25

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表37底 生 生物 出現結 果(6)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

×93

94

95

96

9?

98

99

ioo

101,

種名 測点
項 目

節足動物門

棘 動物 門'

原 、、動 物 門

脊椎動物門

甲殻綱

海 胆 『

海鼠綱
尾 綱
硬骨 綱

長尾類

異尾類

短尾類

目

無足 目

スス キ目

テッポ ウェビ 科

カニタ マシ科

ヘイケガ ニ科

コフ"シカ"二 斗

ワタリガ ニ科

オウギガニ科
エンコウガ ニ科

カルガニ科

スナガ ニ科

イワガ ニ科

サンショウニ科

イカリナマコ 斗

'・ゼ 科

AIheus属

モヨウツノメ

ド ロカニタ"マシ

カニダ マシ科

サメハタひヘイケカ ニ

コフ"シカ'二i斗

カワリィシカ"二

オウギガニ科
マルハ"カ"二

ヒメムツアシカ ニ

ヨコナカ"モド キ

メナシピ ンノ

ムツハアリアケカ♂二

ヤマトオサカ"二

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾.綱
ショウキハセ"

Tridentier属

ワラスポ
A計

6

体 噛'

1

1

湿重量
0.14

0.14

1

7

体数

2

2

11

湿重量:

0.01

0.34

1.27

8

8

個体数

i

2

2

10

湿重量

0.08

0.06

1.41

1.95

6

9

体数
4

1

2

1

z

z

6

i

86

湿 量
0.63

0.02

0.04

0.00

0.09

0.29

1.18

o.iz

353.57

24

10

体 覧

i

i

400

湿重 量:

o.os

10.15

14?1.98

17

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



1
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表37底 生生 物 出現 結 果(7)

調 査年 月 日:平 成10年10.月8日 ～10日

番号

i

2

3

4

5

種名
測1、 、

項 目

腸動物門

扁形動物門
紐形動物 弓
星口動物門

6

z

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

as

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

環形動物門

花 虫綱'イ ソギ ンチャク目

濯虫綱

星虫
毛綱

腸 目

星 虫目

目

定在目

ムシモドキギ ンチ ク科

ホシムシ科

ウロコムシ科

タンサ"クコ"カイ

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

オトビメコ カイ禾

カギ コ カイ斗

ゴカイ科

シロカ"コ カイ禾…

チロリ科
ニカイチロリ科

イソメ斗

ギ ポ シイソメ科

ホコサキゴ カイ科

スピオ科

モロテゴ カイ科

ミス ヒキゴ カイ科

ダ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシコ剛カイ禾

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ科

フサゴ カイ科

ムシモドキギ ンチ ク科

イソキ"ンチャク目

腸 目

紐形動物門
ホシムシ科

Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

Phvllodoce属

オトヒメコ"カイ科

Siambratentaculata

フツウゴ カイ

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates

Nehtvs属

Glycera属

Goniada属

Glvcinde属
ニカィチロリ科

Marhvsa属

Lumbrineris属

Scololos属

Pseudooldora属

Prionosio属

ヨツバ ネスピ オB型)

Aonides属

Disio属

Scoleleis属

Maelona属

Cirriformia属

ミス"ヒキコ"カイ斗

ダ ルマゴ カ

イトゴ カイ科

タケフシコ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

11

個 数

2

1

8

2

2

湿重量

o.oa

o.00

o.oa

0.04

o.of

12

数

2

1

i

3

4

1

1

2

72

3

湿重量

o.02

o.00

0.01

o.ii

o.02

o.00

o.00

o.00

1.13

0.00

13

個体数

36

3

1

5

i

47

1

3

湿重量

1.18

o.si

0.01

0.13

o.of

3.24

0.05

0.09

14

個 体 噸' 湿重量
15

体'

1

3

1

湿重量

0.00

o.of

o.00

注) 1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



「

蕊
ゆ

1

表37底 生 生物 出現結 果(8)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

×42

X43

×44

45

46

47

×48

×49

50

51

52

×53

54

55

×56

57

×58

59

60

61

62

×63

64

65

66

×67

68

69

70

7i

72

73

74

75

76

77

78

79

80

種名 測点
項 目

触手動物門

動物門

足動物門

虫綱
腕足綱
腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

虫 目

無 穴 目

中腹足目

腹足目

足 目

多 ・ 目

翼形目

異 目

無面目
目

等 目

端脚目

長尾類

ホウキムシ科

リンク ラ手・

ミズ ゴ マツボ 科

ピケ マキナワホ"ラi斗

カリバ カ サカ イ科

タマガ イ科

カワク"チツボ"禾

タモトガ イ科

オリイレヨフハ イ科

コロモガ イ科

イトカケガ イ科

フネガイ科

イガ イ科

ミノガ イ ・

ナミマガ シワカ イ科

イタホ ガ キ ・

フナカ タカ・イ ・

マルスタ レカ イ

パ カカ イ ・

アサジ カ イ

ニジコウガ イ科

マテガ イ ・

クチヘ ニガ イ

フジ ツボ 禾・

スナウミナナフシ零

スカ"メソコエヒ"

ツノヒ"ソ コエヒ

クチパ シソコエヒ 科

ドロクダ ムシ科

クルマエビ

オキエヒ

Phoronis属

ミト"リシャミセンカ イ

エ ト♂カ♂ワミス"コ 亭マツボ"

イソチド リカ"イ

シマメノウフネカ"イ

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワグ チツボ

マルテンスマツムシカ♂イ

妊 トガ イ科
Zeuxis属

オリイレヨフパ イ科

オリィレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ.ウカ"イ

ハイガ イ

フネガ イ科
コケカ"ラスカ♂イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ イ

イタポ ガキ科
ウネナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキカ イ

シズ クガ イ

テリサ"クラカ イ

ウス♂サ"クラカ♂イ

Solen属

ヒラタヌマコタ♂キカ"イ

ト ロフシ9ツボ"

スナウミナナフシ科

A皿elisca』

Urothoe

Synchelidium属

Corohium属

Grandidierella

Trachyenaeus属

ク脚 エビ 科

ソコシラェピ

11

個 体'

2

i

湿重量

1.36

o.00

12

数

z

1

4

湿重量

0.09

0.38

1.25

13

個 数

3

1

25

48

491

136

57

i

湿重量

i.is

1.13

305.07

13.75

267.63

26.69

48.49

5.45

14

数

2

1

湿重量

62.74

o.i7

15

i

湿重量

0.06

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVol.3Decemberl996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,

現 状 不 明)」 と記 載 さ れ た も の を 示 し た 。

絶 滅寸前,危 険,稀 少,



1

お
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表37底 生生 物 出現 結果(9)

調 査年月 日:平 成10年10,月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

×93

94

95

96

97

98

99

100

101

種名 測,、 、

項 目

節足動物門

棘皮動物門

.、.、動 物 門

脊椎動物門

甲殻綱

'胆 綱

海鼠綱
尾 、

硬骨魚綱

長尾類

異尾類

短尾類

目

無足 目

スズ キ目

テッホ.ウェビ 科

カニダ マシ科

ヘイケガ ニ斗

コフ"シ カ"二 手…

ワタリガ ニ科

オウキ"カ"二 ・

エンコウガ ニ科

カルガニ科

スナガ ニ科

イワガ ニ科

サンショウウニ禾'

イカリナマコ科

ハゼ科

AIheus属

モヨウツノメ

ド ロカニタ"マシ

カニダ マシ科

サメハタ"ヘイケカ"二

コプ シガ ニ科

カワリイシカ"二

オウギ ガ ニ科

マルハ"カ"二

ヒメムツアシカ"二

ヨコナカ"モ ド キ

メナシピンノ

ムツハアリアケカ♂二

ヤマトオサガ ニ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾.、 綱

ショ キハゼ

Tridentiaer

ワラスボ
ム 計

種数

11

体'

1

1

4

1

2

2?

湿重量
0.03

o.of

0.37

o.Zs

9.34

11.48

12

12

数

3

1

2

4

107

湿重量

0.16

0.09

0.05

8.20

11.51

17

13

体 髄'

859

湿重量

674.69

16

14

体'

3

湿重量

62.91

2

15

体 …

6

12

湿重量

o.os

0.13

5

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2・ 番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険
,稀 少,現 状 不 明)

」 と 記 載 され た も の を 示 し た 。
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表37底 生生 物 出現 結果(10)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

a

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

2?

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

種名 測点
項 目

腔腸動物門

一形動物 弓

紐形動物門
星 口動物 門

環形動物門

花虫綱

虫

星虫綱
多毛綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

星 虫目

遊 目

定 目

ムシモドキキ"ンチ ク斗

ホシムシ科

ウロコムシ科

タンザ クゴ カイ科

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

オトヒメゴ カイ科

カキ コ カイ斗

ゴカイ科

シロカ"コ カイi斗

チロリ科

ニカイチロリ科

イソメ科

キ"ホ"シイソメ 斗

ホコサキゴ カイ科

スピオ科

モロテコ"カイ科

ミズ ヒキゴ カイ科

グ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシコ"カイ科

チマキゴ カ 斗

ウミイサゴ ムシ科

フサゴ カイ科

ムシモド キキ"ンチ ク斗

イソキ"ンチャク目

腸 目

紐形動物門
ホシムシ科

Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

Phyllodoce

オトヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

フツウゴ カイ

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates

Nehtvs属

GIcera属

Goniada属

Glvcinde属
ニカイチロリ科

Marhsa属

Lumbrineris属

Scololos属

Pseudooolvdora

Prionospio属

ヨツバ ネスピ オ(B型)

Aonide§ 属

Disio属

Scoleleis属

Maelona属

Cirrifor皿ia

ミス"ヒキコ"カイ 斗

ダ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイi斗

16

数

2

1

a

4

3

湿重量

o.oi

0.32

o.oz

0.13

1.22

17

体数

10

1

湿重量

0.15

o.00

18

個体数 湿重量
19

体 り'

i

"1

2

2

1

1

i

2

湿重量

o.of

o.of

0.02

0.02

o.00

o.oa

0.01

o.iz

20

体"

1

4

湿 量

o.os

o.of

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0。2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と記 載 され た も の を 示 し た 。
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表37底 生 生物 出現 結果(11)

調 査年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

×42

71

72

73

74

75

?6

7?

78

79

80

種名 測点
項 目

触手動物門

体動物門

p足動 物門

虫綱
腕足綱
腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

箒 虫 目

無 穴 目

中腹足目

新腹足目

腹 足 目

目

翼形目

異 目

無面目
古胸 目

目

端脚目

長尾類

ホウキムシ科

リンク ラ科

ミズ ゴマツボ科

ヒゲ マキナワボ ラ科

カリハ ガ サガ イ科

タマガ イ科

カワク チツボ 科

タモトガ イ科

オリィレヨフハ イ禾…

コロモガ イ科

イトカケガ イ科

フネガ イ科

イガ イ禾・

ミノカ イ斗

ナミマカ"シワカ イ

イタホ"カ"キ拳

フナカ タカ"イ ・

マ畝 タ レカ イ

ハ"カカ"イ 斗

アサシ"カ♂イ禾…

ニツコウガ イ科

マテガ イ科

クチペ ニガ イ科

フジ ツボ 科

スナウミナナフシ斗

スカ9メソコエヒ"

ツノピケ ソコエビ 科

クチハ"シソコエヒ ・

ド ロクタ ムシ

ク脚 エヒ科

オキエピ 科

Phoronis属

ミド リシ ミセンカ"イ

エド カ"ワ ミス"コ"マツボ"

イソチド リカ"イ

シマメノウフネカ"イ

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク"チツホ"

マルテンスマツムシカ"イ

タモトカ"イ禾・

Zeuxis属

オリィレヨフパ イ科

オリイレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガイ科
コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタボガキ科

ウネナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

シズ クガ イ

テリサ"クラカ'イ

ウス干サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ"キカ"イ

ト ロフシ"ツホ"

スナウミナナフシ科

1㎞elisca属

Urothoe属

Synchelidium

Corohium属

Grandidierella属

Trachyenaeus属

ク脚エビ科

ソコシラエビ

16

個体数

a

2

2

13

179

27

3

3

湿重量

0.14

0.40

0.71

1.16

145.98

3.14

37.90

0.89

17

体数

1

湿重量

0.30

18

体数

1

114

1

i

湿重量

o.00

0.90

32.39

0.35

19

数

1

1

37

i

22

14

1

湿重量

0.48

4.43

32.92

0.25

5.54

0.99

o.00

20

体

ii

11

湿重量

2.62

1.11

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVol.3December1996」 に ・「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 した 。
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表37底 生 生物 出現 結 果(12)

調 査年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

×93

94

95

96

97

98

99

100

101

種名
測 、、

項 目

足動物門

棘 動物門

.、 動 物 門

脊椎動物門

甲殻綱

海胆綱
海鼠綱
尾
硬骨 綱

長尾類

異尾類

短尾類

供 ・ 目

無 足 目

スス キ目

テッボ ウェピ科

カニグ マシ科

ヘイケカ ニ科

コブ シカ'二 涛i・

ワ列 カ ニ斗

オウギ カ ニ科

エンコウカ"二季

カルカ ニ君

スナガ ニ科

イワガニ科

サンショウ ニ

イカリナマコ ・

ハセ 科

Alpheus属

モヨウツ〃

ト∂ロカニタ"マシ

カニタ"マシ禾斗

サメハタ"ヘイケカ ニ

コプ シガ ニ科

カワリィシカ"二

オウギガニ科
マルハ♂カ『二

ヒメムツアシカ"二

ヨコナカ"モ ド キ

メナシピ ンノ

ムツハアリアケカ♂二

ヤマトオサガ ニ

イワガ ニ零

サンショウウニ

イカリナマコ季

尾 綱
ショウキハセ"

Tridentier属

ワラスボ
A者

出 種'

16

4

3

1

251

湿重量

0.29

3.78

0.46

196.55

16

17

体数
1

a

i

3

19

湿重量
o.00

0.01

o.is

4.18

4.80

7

18

数

1

118

湿重量

o.00

33.64

5

19

数

88

湿重量

44.82

15

20

個

z

29

湿重量

15.05

18.85

5

1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.Olg未 満注)

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVol.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表37底 生生 物 出現 結 果(13)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

5

種名 測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門
紐形動物門
星口動物門

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

環形動物門

花虫綱

渦虫綱

星虫
毛綱

イソキ ンチャク目

腸 目

星虫 目

目

定 目

ムシモドキキ"ンチ ク斗

ホシムシ科

ウ聞 ムシ科

タンザ クゴ カイ科

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

朴 ヒメゴ カイ科

カギ ゴカイ科
ゴカイ科

シロガ ネゴ カイ科

チロリ科
ニカイチロリ著i・

イソメ科

ギ ポ シイソメ科

ホコサキゴ カイ科

スピ オ科

モロテゴ カイ科

ミス"ヒキコ"カイ手

グ脚ゴカイ科

朴ゴカイ斗
タ フシコ"カイ…斗

知キゴカ科

ウミイサコ"ムシi斗

フサゴ カイ科

ムシモド キギ ンチ ク科

イソキ"ンチャク目

腸 目

紐形動物門
ホシムシ科

Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

Phvllodoce属

オトヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

フツウゴ カイ

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nephtys

Glycera属

Goniada属

Glycinde属
ニカイチロリ科

Marphsa属

Lumbrineris

Scololos属

Pseudooolvdora

Prionosio属

ヨツバ ネスピ オB型

Aonides属

Disio属

Scoleleis属

Maelona属

Cirriformia

ミズ ヒキゴ カイ科

ダ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシコ"カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

21

体数

1

i

1

湿重量

0.07

o.of

0.00

22

体数
1

1

1

1

1

1

2

1

2

3

湿重量
0.04

o.2i

o.of

o.of

o.oi

o.00

0.00

o.00

o.of

0.05

23

個体数

1

1

2

i

i

2

1

湿重量

o.oi

0.01

0.01

0.13

0.05

o.oa

0.01

24

体 噂

i

1

1

3

56

i

1

湿重量

o.00

o.00

o.00

1.04

0.16

o.00

0.18

25

体数

2

1

1

i

i

i

1

7

1

1

湿重量

o.oz

0.00

0.00

o.00

o.00

o.of

o.00

o.io

o.of

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種'(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 され た も の を 示 した 。
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表37底 生 生物 出現 結果(14)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

×42

X43

×44

45

46

47

×48

×49

50

51

52

×53

54

55

×56

57

×58

59

60

61

62

×63

64

65

66

※67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

種名 測点
項 目

触手動物門

体動物門

節足動物門

箒虫綱
腕足綱
腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

虫 目

無 穴 目

中腹足目

新腹足目

足 目

多歯目

翼形目

異 目

無 目

目

目

端脚目

長尾類

ホウキムシ斗

リング ラ斗

ミズ ゴ マツボ 科

ヒゲ マキナワボ ラ科

カリパガサガイ科

タマガ イ科

カワグチツボ 科

タモトガ イ科

オ財 レヨフパ イ科

コロモガ イ科

イトカケガ イ科

フネガ イ科

イガ イ科

ミノガ ・

ナミマカ♂シワカ"イ ・

イタボガキ科

フナガタガ 科
マルスタ"レ カ"イ1…・

バ カガ イ

アサシ ガ イ ・

ニッコウカ"イ禾圭

マテガ 斗

クチへ"ニカ"イ 斗

フシ ツボ 科

スナウミナナフシi斗

スカ メソコエヒ"i斗

ツノヒゲ ソコェビ科

クチハ♂シソコエビ 斗

ド ロクダ ムシ科

ク脚エビ科

オキエビ 科

Phoronis属

ミド リシ ミセンカひイ

エド カ"ワ ミズ コ"マツホ"

イソチド リカ卍イ

シマメノウフネカ"イ

ヘソクリガ イ

タマガ イ斗

カワク"チツホ"

マルテンスマツムシカ"イ

クモトガ イ科

Zeuxis属

オリィレヨフパ イ科

オリィレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フガイ科
コケカ"ラスカ'イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタポガキ科

ウネナシトマヤカ"

アサリ

シオフキガ イ

シズ クガ イ

テリサ♂クラカ'イ

ウス"サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ"キカ イ

ド ロフシ"ツボ」

スナウミナナフシ科

、㎞elisca属

Urothoe属

Svnchelidium

Corohium属

Grandidierella

Trachvnenaeus

ク脚エビ科

ソコシラエヒ

21

i

4

i

72

1

湿重量

0.56

1.23

5.13

17.01

o.00

22

体数

23

湿重量

6.10

23

体 …

97

i

湿 量

8.19

0.68

24

本数

1

2

60

湿重量

0.37

1.45

3.21

25

i

3

湿重量

0.55

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



1

お
ゆ

1

表37底 生生 物 出現結 果(15)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

8?

88

89

90

91

92

×93

94

95

96

97

98

99

100

101

種名 測点
項 目

口足動物 門

棘 動物門

.、索 動 物 門

脊椎動物門

甲殻綱'

海胆綱
海 鼠'

尾 、綱

硬骨 綱

長尾類

異尾類

短尾類

撲 目
無足 目

スズ キ目

テツボ.ウエピ科

カニグ マシ科

ヘイケガ ニ科

コフ"シ カ"二 ・

ワタリガ ニ斗

オウギカ評
エンコウガ ニ科

カクレガ ニ;

スナガ ニ零

イワガ ニ ・

サンショ ウニ 斗

イカリナマコ科

ハセ 手・

AIheus属

モヨウツノメ

ド ロカニタ"マシ

カニダ マシ科

サメハタ"ヘイケカ ニ

コブ シガ ニ科

カワリィシカ"二

オウギガニ科
マルハ"カ'二

ヒメムツアシカ ニ

ヨコナカ"モ ト キ

メナシピ ンノ

ムツハアリアケカ"二

ヤマトオサガ ニ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾索綱
ショウキハセ"

Tridentier属

ワラスボ

合計

21

体数

82

湿重量

24.01

8

22

個体数

5

2

44

湿重量

0.03

0.36

6.83

13

23

個体数

2

1

8

118

湿重量

0.04

o.02

2.31

11.48

12

24

体数
6

i

2

8

1

145

湿重量
0.13

o.82

0.09

5.27

0.98

13.70

15

25

個 数
1

1

i

2

1

27

湿重量
0.00

o.00

o.os

0.31

2.82

3.90

17

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 した 。
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表37底 生生物 出現結 果(16)

調 査年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

i

z

3

4

5

6

z

8

9

10

11

12

13

14

15

is

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

種名 測点
項 目

エ腸動物 門

扁形動 門
紐形動物門
星口動物門
環形動物門

花虫綱

'
.虫 綱

星虫
毛綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

星 虫目

目

目

ムシモド キキ ンチ ク科.ム シモド キギ ンチ ク科

ホシムシ科

ウロコムシ科

タンザ クゴ カイ科

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

オトヒメゴ カイ科

カギゴカイ科
ゴカイ科

シロガ ネゴ カイ科

チロリ科
ニカイチロリ

イソメ科

ギ ポ シイソメ科

ホコサキコ カイ

スピオ科

モロテコ カイ

ミス"ヒキコ カイ ・

グ 脚 コ カイ科

イトゴ カ葎

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ

ウミイサコ ムシ

フサゴ カイ零

イソキ ンチャク目

腸 目

紐形動物門
ホシムシ科

Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

Phyllodoce属

オトヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

フツウゴ カイ

チワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehtys属

Glycera属

Goniada属

Glycinde属

ニカィチロリ科

Marphysa属

Lwnbrineris

Scolonlos

Pseudooolvdora

PrlonOSD10

ヨツバ ネスピオ(B型)

Aonides属

Disnio

Scoleleis

Maelona属

Cirriformia

ミス"ヒキコ'カイ

グ ルマゴ カイ

イトコ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコずムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

26

1

1

湿重量

0.04

0.01

27

個体数 湿重量
28

個 体'

2

a

1

39

湿重量

0.02

0.03

o.00

o.is

29

体 覧'

4

i

4

1

1

i

9

湿重量

1.67

0.44

0.31

o.00

o.00

o.of

3.07

30

i

湿重量

o.of

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVol.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 した 。

絶滅寸 前,危 険,稀 少,
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表37底 生生 物 出現結 果(17)

調 査年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

×42

X43

×44

45

46

47

×48

×49

50

51

52

×53

54

55

×56

57

※58

59

60

61

62

※63

64

65

66

×67

68

69

70

71

7z

73

74

75

76

?7

78

79

80

種名
測点
項 目

触手動物門

体動物門

節足動物門

虫

腕足綱
腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

虫 目

無 穴 目

中腹足目

腹 足 目

腹 足 目

多歯目

翼形目

異歯目

無面 目
魯胸 目

等 目

端脚目

長尾類

ホウキムシ科

リング ラ 斗

ミス"コ"マツボ"i斗

ヒゲ マキナ嚇 ラ科

カリハ"カ"サカ"イ …斗

タマガ イ科

カワク"チツホ"i斗

タモトガ イ科

オリィレヨフパ イ科

コロモカ イ 斗

イトカケガ イ科

フネガイ科

イガイ科

ミノガ イ科

ナミマカ幸シワカ イ

イタポガ キ科
フナカψタカ"・

マルスタ"レカ"イi斗

バカガ イ科

アサジガ イ科
ニッコウカ"イ手

マテカ イ科

クチへ"ニカ"イ和

フジ ツボ 斗

スナ ミナナフシ斗

スカ"メソコエビi斗

ツノピケ"ソコエヒ

クチハ"シソコエヒ

ド ロクタ"ムシ禾…

クルマエビ 科

オキエビ 斗

Phoronis属

ミド リシ ミセンカ"イ

エド カ"ワミス"コ"マツボ"

イソチド リカ"イ

シマメノウフネカ♂イ

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク"チツボ"

マルテンスマツムシカ'イ

タモトガ イ科

Zeuxis属

オリイレヨフパ イ科

オリイレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガイ科
コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ'

ナミマカ"シワカ"イ

タボガキ科
ナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

シズ クガ イ

テリサ"クラカ"イ

ウス♂サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ♂キカ"イ'

ド ロフシ"ツボ"

スナウミナナフシ科

A皿elisca

Urothoe属

Snchelidium属

Coronhium

Grandidierella属

Trachyenaeus属

ク艀 エビ 科

ソコシラエビ

26

数

2

35

1

7

1

z

湿重量

0.59

0.32

34.94

0.54

0.05

1.17

2?

数

13

11

湿重量

1.20

1.21

28

個 数

i

湿重量

0.06

29

体数

54

i

35

1

4

湿重量

560.76

o.00

304.65

0.53

11.79

30

体"

1

湿重量

0.25

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 した 。

絶滅寸 前,危 険,稀 少,
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表37底 生 生物 出現結 果(18)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

×93

94

95

96

97

98

99

100

101

種名
測点
項 目

節足動物門

棘皮動物門

.、 、動 物 門

脊椎動物門

甲殻綱

海胆綱
海鼠
尾.綱

硬骨魚綱

長尾類

異尾類

短尾類

撲 目
無 足 目

スズ キ目

テッポ ウエピ 科

カニグ マシ科

ヘイケガ ニ科

コプ シガ ニ科

ワ列ガニ科

オウギガ ニ科
エンコウガ ニ科

カルガ ニ科

スナガ ニ科

イワガ ニ科

サンショ ウニ 斗

イカリナマコ斗

ハセ 科

Alheus属

モヨウツノメ

ド ロカニタ"マシ

カニダマシ科

サメハタ亭ヘイケカ ニ

コフ"シカ"二禾斗

カワリィシカ"二

オウギガニ科
マルハ"カ"二

ヒメムツアシカ亭二

ヨコナカ"モド キ

メナシピンノ

ムツハアリアケカ"二

ヤマトオサガ ニ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾
ショウキハセ"

Tridentiaer

ワラスボ
A計

26

体数

1

56

湿重量

0.24

37.90

9

27

数

1

i

1

27

湿重量

0.17

0.30

0.09

2.97

5

28

体数

12

57

湿重量

ao.a7

20.54

6

29

個体数
1

2

9

128

湿重量
0.11

o.00

2.80

886.14

15

30

個 体"

a

湿重量

0.26

2

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と記 載 され た も の を 示 し た 。
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表37底 生 生物 出現 結果(19)

調査 年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

i7

18

19

zo

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

種名 測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門
紐形動物門
星口動物門
環形動物門

虫

'
。虫 綱

星虫
毛綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

星虫 目

遊 目

定 目

ムシモド キギ ンチ ク科

ホシムシ科

ウロコムシ科

タンザ クコ カイ科

ウミケムシ斗

サシバ ゴ カイ科

オトビメコ"カイ手・

カギ ュ カイ斗

ゴカイ科

シロカ ネコ"カイ…斗

チロリ科

ニカイチロリ科

イソメ手・

ギ ボ シイソメ科

ホコサキゴ カイ科

スピ オ科

モロテコ カ ・

ミズ ヒキゴ カイ科

タ脚ゴカ伊

イトゴ カイ科

タケフシコぞカイ禾…

チマキゴ カイ科

ウミイサコ ムシ禾

フサコ カイ科

ムシモド キキ"ンチ ク ・

イソギ ンチャク目

腸 目

紐形動物門
ホシムシ科

Hamothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

Phvllodoce属

朴 ヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

フツウゴ カイ

チワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehtys属

Glycera属

Goniada属

Glvcinde

ニカイチロリ科

Marhysa属

Lumbrineris属

Scoloolos

Pseudoolydora

Prionosoio

ヨツハ"ネスピオ(B型)

Aonides属

Disio属

Scoleleis属

Maelona属

Cirriformia

ミス"ヒキコ0カイi斗

ダ ルマゴ カイ

イトゴ カイ斗

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

31

体数

2

湿重量

o.00

32

体数

1

湿重量

o.00

33

個体数

3

1

3

湿重量

0.05

o.00

o.00

34

体数

1

1

1

i

4

湿重量

o.00

o.00

o.of

o.01

0.03

35

数

1

1

1

1

3

湿重量

o.of

0.00

o.00

o.of

0.Ol

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVol.3Deoemberl996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表137底 生 生物 出現結 果(20)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

×42

X43

×44

45

46

47

×48

×49

50

51

52

×53

54

55

※56

57

×58

59

60

61

62

::<63

64

65

66

×67

68

69

?0

71

72

73

74

75

76

77

?8

79

80

種名 測点 31

項 目

触手動物門

体動物門

節足 物門

虫綱
腕足綱
腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

虫 目

無穴 目

中腹足 目

腹足 目

腹足 目

多歯目

翼形目

異歯目

無 目
魯胸 目

等 目

端脚目

長尾類

ホウ払シ科

リング ラ科

ミス ゴ マツボ 科

ヒゲ マキナワポ ラ科

カリパガサガイ科

タマカ イ科

カワク"チツボ"

タ卦ガ イ科

オリィレヨフハ"イ禾…

コロモガ イ科

イトカケカ"イ1…・

フネガイ科

イカ イ科

ミノカ イ科

ナミマカ シワカ イ

イタホ カ キ科

フナカぐタカ♂イ 斗

マルスタ"レカ イ ・

パ加 イ斗

アサシ カ イ科

ニツコウカ"イ奉

マテガ イ ・

クチへ'ニカ∂イ …斗

フジ ツボ

スナウミナナフシ

スカ"メ ソコエヒ"・

ツノピケ♂ソコエヒ

クチハ シソコエビ …斗

ト ロクダ ムシ科

ク脚エビ科

オキエピ 斗

Phoronis属

ミト"リシャミセンカ イ

エド カ"ワ ミズ ゴ マツボ"

イソチト"リカ"イ

シマメノウフネカ"イ

ヘソクリカ イ

タマガ イ科

カワク"チツボ

マルテンスマツムシカ"イ

タモトガ イ科

Zeuxis属

オリィレヨフパ イ科

オリイレボ ラ

イトカケガ イ科

サルポ"ウカ書イ

ハイガ イ

フネガ イ科
コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ'シワカ"イ

イタポガキ科

ウネナシトマヤカ イ

アサリ

シオフキカ イ

シズ 効 イ

テリサ クラカ"イ

ウス"サ"クラカ♂イ

Solen属

ヒラタヌマコタ干キカ"イ

トδロフシ,ツ ボ"

スナ ミナナフシi斗

㎞elisca属

Urothoe属

Svnchelidium

Corohium属

Grandidierella属

Trachvenaeus属

ク脚エビ科
ソコシラエピ

個体数

1

i

3

19

1

湿重量

0.33

0.46

0.31

5.45

o.00

32

体 … 湿重量
33

個 体9'

4

11

湿重量

o.i7

0.52

34

体数

i

湿 量:

0.34

35

体数

1

1

1

25

1

湿重量

0.4?

0.85

4.94

3.54

0.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 され た も の を 示 し た 。
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表37底 生生 物 出現 結果(21)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

×93

94

95

96

97

98

99

100

101

種名 測点
項 目

節足動物門

棘皮動 物門・

.、.動 物 門

脊椎動物門

甲殻綱

'胆 綱

海 鼠 駐

尾索綱
硬骨魚綱

長尾類

異尾類

短尾類

共 ・ 目

無足目

スズ キ目

テッホ0ウエビ 科

カニグ マシ科

ヘイケガ ニ科

コブ シガ ニ科

ワ列ガニ科

オウキ"カ"二i斗

エンユウガ ニ科

カルガニ科

スナガ ニ科

イワガ ニ科

サンショウウニi斗

イカリナマコ

ハゼ科

AIheus属

モヨウツ〃

ド ロカニタ"マシ

カニダ マシ科

サメハタ"ヘイケカ"二

コプ シガ ニ科

カワリィシカ"二

オウギガニ科
マルハ"カ"二

ヒメムツアシカ'二

ヨコナカ"モ ド キ

メナシピ ンノ

ムツハアリアケカ"二

ヤマトオサガ ニ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリ勉 コ科

尾.、 綱

ショ キハゼ

Tridentier属

ワラスボ
ム計

種'

31

個 体 …

2

1

30

湿重量
0.62

o.a7

7.44

8

32

体
1

7

1

io

湿重量
o.az

o.07

0.98

1.87

4

33

体数

z

29

湿重量

0.06

o.so

6

34

体数

1

10

湿重量

0.06

0.45

7

35

体 噛'

i

a

3

42

湿重量

0.00

o.07

2.21

12.11

13

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3Decemberl996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表37底 生生 物 出現 結果(22)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

i

2

3

4

5

6

z

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

zi

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

種名 測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門
紐形動物門
星口動物門
環形動物門

花虫綱

湘虫綱

星虫
多毛綱

イソギ ンチャク目

腸 目

星 虫 目

遊 目

定 目

ムシモドキキ"ンチ ク斗

ホシムシ科

ウロコムシ科

タンザ クゴ カイ科

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

オトヒメゴ カイ科

カギゴカイ科
ゴカイ科

シロカ"ネコ"カイi斗

チロリ斗

幼 イチロリ科

イソメ ・

キ"ホ"シイソメ

ホコサキコ"カイ

スピ オ ・

モロテコ"カ イ考…・

ミズ ヒキゴ カイ科

ダ脚 ゴカイ科
イトゴ カイ科

タ フシコ"カイ …斗

チマキコ カイ科

ウミイサゴ ムシ科

フサゴ カイ科

ムシモドキギ ンチ ク科

イソキ"ンチャク目

腸 目
紐形動物門
ホシムシ科

Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

Phllodoce属

オトヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

フツウゴ カイ

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehtys属

GIcera属

Goniada属

GIcinde属

ニカイチロリ 斗

Marhysa属

Lu皿brineris属

Scoloplos

Pseudonolvdora

Prionosio属

ヨツバ ネスピ オ(B型

Aonides属

Disoio

Scoleleois

Maelona属

Cirriformia

ミズ ヒキゴ カイ科

ダ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

36

個 体'

1

2

1

i

1

4

29

1

湿重量

2.12

o.02

0.01

o.02

0.04

o.oi

0.15

0.01

37

個体数

1

i

2

1

i

5

3

1

湿重量

o.02

o.00

o.of

o.of

o.00

0.08

0.01

0.01

38

体数

3

2

i

湿重量

3.71

0.09

o.00

39

個 聯'

1

湿重量

0.01

40

体 聯'

1

1

1

湿重量

o.00

0.00

o.00

1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満注)

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表37底 生 生物 出現 結 果(23)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

×42

X43

×44

45

46

47

×48

×49

50

51

52

×53

54

55

×56

57

×58

59

60

61

62

×63

64

65

66

×67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

種名 測点
項 目

触手動物門

動物門

節足動物門

箒虫綱
腕足
腹足綱

二 貝綱

甲殻綱

虫 目

無 穴 目

中腹足目

腹 足 目

異 足 目
目

翼形目

異 目

無 面 目
ウ胸 目

等 目
端脚目

長尾類

ホウキムシ科

リング ラ科

ミズ ゴ マツボ 科

ピケ"マキナワホ0ラ …斗

カリバ ガサガイ科

タマガ イ科

カワク"チツホぐi斗

タモトガ イ科

オリイレヨフパ イ科

コロモガ イ科

イトカケガ イ科

フネカ イ科

イガイ科

ミノガ イ ・

ナミマガ シワカ イ科

イタホ"カ"キ季

フナカ"タカ"イ

マルスタ"レカ"イ

バ カカ イ科

アサジ カ イ

ニツコウガ イ科

マテガ イ斗

クチヘ ニカ"イ禾・

フジ ツボ'…F

スナウミナナフシ科

スカ メソコェビ科

ツノピケ"ソコエビ"

クチハ"シソコエヒ"i斗

ド ロクタ ムシ科

ク脚エビ科

料エビ科

Phoronis属

ミト"リシャミセンカ"イ

エ ト"カ"ワ ミス」コ"マ ツボ♂

イソチド リカ"イ

シマメノウフネカ"イ

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク"チツボ"

マルテンスマツムシカ馳イ

タモトガ イ科

Zeuxis属

オリイレヨフパ イ科

オリイレポ ラ

イトカケカ"イ禾…

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガ イ科
コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ寸イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタポガキ科

ウネナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

シズ クガ イ

テリサ"クラカ"イ

ウス"サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ キカ"イ

ト"ロ フシ"ツ ボ"

スナウミナナフシ科

Amnelisca

Urothoe属

Snchelidium属

Corohium属

Grandidierella属

Trachypenaeus

妙 マエピ 科

ソコシラェピ

36

個体数 湿重量
37

体数
2

3

16

61

2

3

a

1

湿重量
o.of

55.02

2.27

48.55

4.50

0.33

o.00

0.09

38

個体数

1

2

66

30

1

湿重量

3.01

o.zz

44.97

43.68

0.40

39

数

3

1

i

湿重量

0.49

o.io

0.00

40

個体数 湿重量

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明).」 と記 載 さ れ た も の を 示 した 。
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表37底 生 生物 出現 結 果(24)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88
"89

90

91

92

×93

94

95

96

97

98

99

100

101

種名 測点
項 目

節足動物門

棘皮動物門

原.動 門

脊椎動物門

甲殻綱

胆綱
海 鼠 亀

尾
硬骨 、綱

長尾類

異尾類

短尾類

目

、 足 目

スズ キ目

テッホ.ウェビ科

カニダ マシ科

ヘイケガ ニ科

コプ シガ ニ科

ワタリガ ニ科

オウキ"カ"二 ・

エンコウカ ニ科

カルガニ科

対ガニ科

イワカ ニ科

サンショウウニ1…・

イカけ マコ希・

ハゼ 科

AIheus属

モヨウツノメ

ト"ロカニタ"マシ

カニタ"マシネ斗

サメハタ ヘイケカ∂二

コフ シガ ニ科

カワリイシカ"二

オウギガニ科
マルハ"カ"二

ヒメムツアシカ"二

ヨコナカ モト キ

メナシピ ンノ

ムツハアリアケカ ニ

ヤマトオサガ ニ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾 綱
ショウキハセ"

Tridentier属

ワラスボ
A計

36

個体

2

2

18

62

湿重量

0.33

0.09

10.49

13.29

11

3?

体"

4

2

111

湿重量

0.03

1.03

111.97

18

38

106

湿重量

96.08

8

39

個 数

6

湿重量

0.60

4

40

個

3

湿重量

o.00

3

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WFJapanScienceReportVo1.3Decemberl996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(繍,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表37底 生 生物 出現 結 果(25)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

3?

38

39

40

種名 測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門
紐形動物門
星口動物門
環形動物門

花虫綱

'
。虫

星虫綱
多毛綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

星 虫 目

遊 目

定 目

ムシモドキギ ンチ ク科

ホシムシ科

ウロコムシ 斗

タンザ クゴ カイ科

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

オトビメコ"カイ…斗

カギゴカイ科
ゴカイ科

シロガ コ"カイ 斗

チロリ科
ニカイチロリ科

イソメ科

キ"ホ"シイソメ …斗

ホコサキコ"カイ …斗

スピオ科

モロテコ"カ イ ・

ミズ ヒキゴ カイ科

タ"ルマコ"カイi斗

イトコ カイ斗

タケフシコ"カイ

チマキゴ カ

ウミイサコ"ムシ …斗

フサゴ カイ科

ムシモドキギ ンチ ク科

イソキ"ンチ ク目

腸 目

紐形動物門
ホシムシ科

Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides

Phllodoce属

オトヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

フツウゴ カイ

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehtys属

Glycera,

Goniada属

Glycinde属

ニカイチロリ科

Marhysa属

Lumbrineris

Scololos属

Pseudooolvdora

Prionosio属

ヨツバ スピオ(B型

Aonides属

Disnio

Scolelenis

Maelona属

Cirriformia

ミズ ヒキゴ カイ科

ダ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

知キゴカイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

41

1

2

1

1

i

1

湿重量
0.03

0.03

0.01

o.00

o.of

o.oi

42

体数

1

1

1

i

2

i

湿重量

o.oi

o.of

o.oi

0.09

o.of

o.of

43

体数

a

湿重量

o.00

44

数

1

1

湿重量

0.00

o.of

45

体数

1

1

湿重量

0.43

0.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表37底 生生 物 出現 結 果(26)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

×42

X43

×44

45

46

47

×48

×49

50

51

52

×53

54

55

×56

57

×58

59

60

61

62

×63

64

65

66

×67

68

69

70

7i

72

73

74

75

76

7?

78

79

80

種名 測.、

項 目

触手動物門

体動物門

p足動 物門

虫綱
腕足綱
腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

虫 目

無穴 目

中腹足目

新腹足目

足 目

真多歯目

翼形目

異 ・ 目

^、、 目
亡 目

目

端脚目

長尾類

ホウ払 シ科

リング ラ斗

ミス"コ"マツホ"斗

ピケ"マキナワホ ラオ…・

カリバ ガサガ イ科

タマガ イ科

カワク"チツボ"

妊 トガイ科

オリィレヨフハ イ科

コロモカ9イ 禾・

イトカケカ"イi斗

フネガイ科

イガイ科

ミノガ イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタポ カ キ斗

フナカ"タカ"イ矛・

マルスタ"レカ"イ禾…

パ加 斗

アサジ ガ イ

ニッコウカ"イ手・

マテガ

クチへ◎ニカ"イ

フシ ツボ 科

スナウミけ フシ科

スガ メソコエピ 科

ツノピケ"ソコエヒ"

クチハ"シソコエヒず

ド ロクタ幸ムシ報…・

ク脚エビ科

オキエビ 斗

Phoronis属

ミド リシャミセンカ イ
エド カ"ワミス亭コ♂マツボ"

イソチド リカ"イ

シマメノウフネカ"イ

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク"チツボジ

マルテンスマツムシカ"イ

妊 トガ イ科
Zeuxis

オリィレヨフパ イ科

オリィレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガ イ斗

コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタポガ キ科

ウネナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

シズ クガ イ

テリサ クラカ イ

ウス"サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ"キカ イ

ド ロフシ"ツホ"

スナウミナナフシ

Amoelisca

Urothoe属

Svnchelidium

Corohium

Grandidierella属

Trachvpenaeus

クルマヱビ 斗

ソコシラェピ

41

本w

a

湿重量
o.of

42

個体数

1

8

i

湿重量

0.26

38.90

o.00

43

体数

22

湿重量

7.67

44

体数

3

3

96

49

4

湿重量

9.80

3.76

33.42

2.32

0.04

45

体 …

1

57

湿重量

0.17

2.66

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 した 。
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表37底 生生 物 出現 結果(27)

調 査年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

×93

94

95

96

9?

98

99

100

101

種名 測点
項 目

p足 動物門

棘皮動物門

.、.動 物 門

脊椎動物門

甲殻綱

海 胆'

海鼠綱
尾索綱
硬骨 綱

長尾類

異尾類

短尾類

撲 目

,、足 目

スズ キ目

テッホ0ウェビ 科

カニダ マシ科

ヘイケガ ニ科

コプ シガ ニ科

ワタリガ ニ科

オウギ カ ニ ・

エンコウカ ニ科

カクレガ ニ ・

スナガニ科

イワガニ科

サンショ ウニ禾'

イカリナ7コ斗

'・ゼ 科

Aloheus

モヨウツ〃

ド ロカニタ"マシ

カニダ マシ科

サメハダ ヘイケカ"二

コプ シガ ニ科

カワリイシカ"二

オウギガニ科
マルハ"カ ♂二

ヒメムツアシカボニ

ヨコナカ"モ ド キ

メナシピンノ

ムツハアリアケカ♂二

ヤマけサガ ニ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾 綱
ショウキハセ

Tridentier属

ワラスホ
A計

種'

41

体数

9

湿重量

0.10

7

42

体数

3

1

21

湿重量

o.of

o.oi

39.32

11

43

個 数

24

湿重量

7.67

2

44

数

157

湿重量

49.35

7

45

z

62

湿重量

o.00

3.26

5

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



1
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表37底 生 生物 出現結 果(28)

調査年 月 日:平 成10年10.月8日 ～10日

番号

1

a

3

4

5

36

37

38

39

40

種名 測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物 弓
紐形動物門
星ロ動物門
環形動物門

花虫綱

濯虫綱

星虫綱
多毛綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

星 虫 目

遊 目

疋 目

ムシモト キキ ンチ ク科

ホシムシ科

ウロコムシ科

タンザ クコ カイ科

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

オトヒメコ カイ科

カギゴカイ科
ゴカイ科

シロカ ネコ0カイ手

チロリ科
ニカイチロリ科

イソメ

ギ ホ シイソメ

ホコサキコ"カイ禾・

スピ押

モロテコ カイ科

ミス ヒキコ カイ

タ ルマコ カイ

トゴ カイ

タケフシコ"カイ

チマキコ カイ

ウミイサコ ムシ

フサゴ カ稀

ムシモト♂キキ"ンチ ク拳

イソギ ンチ ク目

腸 目

紐形動物門
ホシムシ科

Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hiolloa属

Anaitides属

Phvllodoce

オトヒメコ"カイ刃…・

Sia皿bratentaculata

フツウゴ カイ

ウテワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates

Nehtvs属

Glycera属

Goniada属

Glvcinde属
ニカイチロリ科

Marahvsa

Lumbrineris

Scoloolos

Pseudooolvdora

PrlonOSD10

ヨツハ"ネスピ オ(B型)

Aonides属

Disio属

Scoleleais

Maelona属

Cirriformia属

ミズ ヒキコ♂カイ

タ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシコ♂カイ禾・

チマキコ"カイ寿i・

ウミイサコ'ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

46

数

i

湿重量

o.00

4?

数

1

湿重量

0.13

48

体'

5

湿重量

0.04

49

数 湿重量
50

1

1

a

1

as

湿重量

0.03

o.of

0.05

o.of

0.15

注) 1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJap㎝ScienceReportVo1.3Decemberl996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,

現 状 不 明)」 と 記 載 され た も の を 示 し た 。

絶 滅寸 前,危 険,稀 少,



1

田
　

1

表37底 生生 物 出現 結 果(29)

調査年 月 日:平 成10年10.月8日 ～10日

番号

41

×42

種名 測点
項 目

触手動物門

X43

※44

45

46

47

×48

×49

50

51

52

×53

54

55

×56

57

×58

59

60

61

0Z

X63

64

65

66

×67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

7s

79

80

体動物門

即足動物門

虫綱
腕足
腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

虫 目

無穴 目

中腹足目

新腹足目

腹足 目

真多歯目

翼形目

異歯目

無面 目
亡胸 目

目

端脚目

長尾類

ホウ払 シ科

リング ラ科

ミス コ"マツボ"i斗

ヒゲ マキナワポ ラ科

カリパ ガ サガ イ斗

タマガ イ科

カワグ チツボ 科

タモトガ イ科

オリィレヨフパ イ科

コロモガ イ斗

イトカケカ"イ壽…・

フネガ イ科

イガイ科

ミノガ イ ・

ナミマカぞシワカ"イ禾…

イタホ ガ キ科

フナカ"タカ"イi斗

マルスタ"レカ イ …斗

バ カガ イ

アサジガイ科
ニツコウガ イ科

マテガ イ科

クチへ"ニカ"イi斗

フジ ツボ

スナウミナナフシi斗

スカ"メソコエヒi斗

ツノピケ"ソコエビ"禾…

クチバ シソコェビ 科

ドロクダ ムシ科

ク脚エビ科

料エビ科

Phoronis属

ミト"リシ ミセンカ"

エド カ"ワ ミズ コ"マツボ"

イソチド リカ"イ

シマメノウフネカ"イ

ヘソクリガ イ

タマカ イ科

カワク"チツボ"

マルテンスマツムシカ"イ

タモトガ イ科

Zeuxis属

オリィレヨフパ イ科

オリイレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ♂ウカ"イ

ハイガ イ

フネガ イ科 ・

コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタボガ キ科

ウネナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

シズ クガ イ

テリサ"クラカ"イ

ウス"サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ"キカ"イ

ド ロフシ"ツボ"

スナウミナナフシ科

Amelisca属

Urothoe

Svnchelidium属

Corohium属

Grandidierella

Trachyenaeus属

ク脚 エビ 科

ソコシラエピ

46

体'

3

湿重量

o.00

47

体数 湿重量
48

体数 湿重量
49

体'` 湿重量
50

体'

1

湿重量

0.05

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapan.ScienceReportVol.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



1

曽
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表37底 生生 物 出現 結果(30)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

×93

94

95

96

97

98

99

100

101

種名 測点
項 目

即足動物門

棘皮動物門

.、 、動 物 『

脊椎動物門

甲殻綱

胆綱
海 鼠'

尾
硬骨魚綱

長尾類

異尾類

短尾類

.歯 目

無足 目

スズ キ目

テッポ ウエピ科

カニダ マシ科

ヘイケガ ニ科

コプ シガ ニ科

ワタリガ ニ科

オ ギガニ科
エンコウガ ニ科

カクレガ ニ科

スナガ ニ科

イワガ ニ科

サンショウ ニ 斗

イカリナマコ科

ハゼ 科

AIheus属

モヨウツノメ

ド ロカニタ"マシ

カニダ マシ科

サメハタ"ヘイケカ"二

コプ シガ ニ科

カワリィシカ"二

オウギガ ニ科
マルハ"カ"二

ヒメムツアシカゼニ

ヨコナカ"モド キ

メナシピ ンノ

ムツハアリアケカ"二

ヤマトオサカ"二

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科
尾 綱
ショウキハセ"

Tridentier属

ワラスボ
A計

46

体'

1

5

湿重量

0.02

o.oa

3

47

体数

1

1

3

湿重量

o.00

o.oi

0.14

3

48

体数

5

湿重量

0.04

1

49

体数

0

湿重量

0

0

50

体 覧'

12

43

湿重量

9.92

10.22

7

1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満注)

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表37底 生 生 物 出現結 果(31)

調査 年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

5

種名
測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門
紐形動物門
星口動物門

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

ao

21

22

23

24

25

zs

27

as

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

環形動物門

花虫綱

名.虫

星虫綱
毛綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

星 虫目

遊 目

定 目

ムシモド キギ ンチ ク科

ホシムシ科

ウロコムシ科

タンザ クコ"カイ科

ウミケムシ斗

サシバ"ゴ カイ科

オトビメコ カイ ・

カギゴ カイ科
ゴカイ科

シロカ ネコ カイ禾・

チロリ科

ニカイチロリ科

イソメ斗

キ"ホ"シイソメ禾・

ホコサキゴ カイ科

スピ オ拳

モロテコ"カイ 斗

ミス'ヒ キコ"カ イ署…・

タ"ルマコ"カイ …斗

イトゴ カイ斗

タケフシコ"カイ禾・

チマキゴ カイ科

ウミイサゴ ムシ科

フサコ"カイ手・

ムシモドキギ ンチ ク科

イソキ"ンチ ク目

腸 目

紐形動物門
ホシムシ科

Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

Phvllodoce属

オトヒメゴ カイ科

Sisambratentaculata

フツウゴ カイ

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehtvs属

Glvcera属

Goniada属

Glycinde属

ニカイチロリ科

Marhysa属

Lumbrineris属

Scololos属

Pseudopolydora

Prionosio属

ヨツバ ネスピ オ(B型)

Aonides属

Disio属

Scolelenis

Maelona属

Cirriformia属

ミス ヒキゴ カイ科

ダ 僻 ゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チ?キゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

51

個体数

1

1

湿重量

0.05

o.00

52

個体数 湿重量

A計

個体数
z

51

1

22

1

6

1

a

5

1

i

6

2

6

i

2

9

28

23

5

14

5

3

3

1

13

14

1

2

4

ii

73

4

76

209

2

1

7

18

6

湿重量
o.07

io.ao

o.os

0.41

o.00

o.ii

0.00

0.00

0.05

o.oi

o.00

o.of

o.of

0.96

o.00

0.03

0.05

2.96

0.65

0.02

o.oa

0.53

o.os

0.03

o.00

o.00

0.03

o.of

o.oz

0.03

0.07

4.51

o.00

1.30

0.99

o.of

0.05

0.15

7.53

0.29

出現
箇

a

8

1

13

1

5

1

2

4

1

1

4

1

4

1

2

9

14

10

4

8

a

3

3

i

10

4

1

z

4

6

7

3

4

26

2

1

6

3

4

注) 1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:'g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 され た も の を 示 し た 。
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表37底 生生 物 出現 結果(32)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

×42

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

種名
測.、

項 目

触手動物門

体動物門

ロ足動 物門

虫

腕足綱
腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

虫 目

無 穴 目

中腹 足 目

腹足目

腹足 目

多 目

翼形目

異 目

州 、 目

目

目

端脚目

長尾類

ホウキムシ科

リング ラ科

ミス"コ"マツボ"斗

ピケ腎マキナワホ"ラ奉…

カリバガサガイ科

タマガ イ科 ・

加グチツボ科

タモトガ イ科

オリイ頃 フハ イ科

コロモカ"イ 署…・

イトカ ガ イ科

フネガ イ科

イガ イ科

ミノカ イ科

ナミマカ"シワカ"イ ・

イタホ カ キ科

フナカ"タカ"イ

マルスタ レカ"イ

バ加 イ斗

アサジ ガ イ
ニツコウガ イ科

マテカ イ科

クチへ"ニカ"イ禾三

フシ ツボ 科

スナウミナナフシ ・

スカのメソコエヒi斗

ツノヒゲ ソコェピ 科

クチハ"シソコエヒ幸禾・

ド ロクタ ムシ科

ク脚 エヒ 科

オキエヒ

Phoronis属

ミト"リシ ミセンカ"イ

エ ト"カ"ワ ミス"コ"マ ツホ"

イソチド リカ"イ

シマメノウフネカ"イ

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク"チツボ"

マルテンスマツムシカ'イ

タモトガ イ科

Zeuxis属

オリィレヨフパ イ科

オリィレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガイ科
コケカ'ラスカ♂イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタボガキ科

ウネナシトマヤカ イ

アサリ

シオフキガ イ

シズ クガ イ

テリサ"クラカ"イ

ウス"サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ"キカ"イ

ド ロフシ ツホ"

スナウミナナフシ科

㎞elisca属

Urothoe属

Synchelidium

Corohiu皿 属

Grandidierella属

Trachyenaeus属

ク脚エビ科

ソコシラェピ

51

個体数 湿重量
52

体数

2

湿重量

0.03

A計

体数
4

4

5

2

43

5

4

288

29

4

17

1

i

1

246

24

86

937

164

1

5

18

3

127

77

18

4

5

9

234

376

4

3

3

1

6

2

z

1

1

湿重量
o.oa

1.41

0.05

0.14

8.16

17.24

1.48

2.23

12.95

1.83

2.02

o.os

1.09

o.of

1838.62

739.84

18.27

1646.18

29.98

0.37

6.48

82.26

0.33

94.69

92.66

1.88

1.86

3.13

3.52

57.61

46.11

0.04

o.00

o.00

o.00

o.00

o.00

1.08

0.09

o.os

出現
箇所

2

3

3

i

3

3

3

5

2

1

3

1

1

i

5

5

7

10

3

1

3

6

1

3

6

5

3

4

5

9

13

1

2

1

i

4

a

2

1

1

注) 1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表37底 生生 物 出現 結 果(33)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号 種名 測点
項 目

81

82

83

84

85

86

8?

88

89

90

91

92

×93

94

95

9G

9?

93

99

100

101

即足動物門

棘皮動物門

原 、動 物門

脊椎動物門

甲殻綱

海胆
海鼠綱
尾
硬骨魚綱

長尾類

異尾類

短尾類

扶歯目
無足 目

スズ キ目

テッポ ウエピ 科

カニグ マシ科

ヘイケガ ニ科

コプ シガ ニ科

ワタリガ ニ科

オウギガニ科
エンコウガ ニ科

カクレガ ニ科

スナガ ニ科

イワガ ニ科

すンショウ ニ科

イカけマコ科

ハゼ科

AIheUs属

モヨウツ〃

ド ロカニタ"マシ

カニダ マシ科

サメハタ"ヘイケカ"二

コフ"シカ"二 斗

カワリイシカ"二

オウギガニ科
マルハ"カ"二

ヒメムツアシカ"二

ヨコナカ モド キ

メナシピ ンノ

ムツハアリアケカ亭二

ヤマトオサガ ニ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾 綱
ショウキハセ"

Tridentier属

ワラスボ
ム計

51

個体数

2

湿重量

0.05

a

52

個体数
i

3

湿重量
0.61

0.64

2

A計

個体数
20

47

5

a

2

1

1

4

8

8

3

10

8

1

13

i

69

31

2

1

1

3645

湿重量
3.36

0.30

0.64

o.io

15.05

0.24

o.sa

0.04

o.7s

0.68

o.ie

0.37

1.50

4.21

o.s8

10.15

73.37

13.31

1.96

0.12

0.09

4872.90

101

出現
箇B

ii

16

2

z

1

1

i

2

5

5

2

6

3

1

4

1

13

7

2

i

1

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表38底 生 生物 出現 結 果(32測 点)(1)

調査 年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

a

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

ao

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

×38

X39

40

種名 測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門
紐形動物門
環形動物門

触手動物門

体動物門

虫綱

濯 虫

多毛綱

虫

腕足
腹足綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

遊 目

定在目

虫 目

無 穴 目

中腹足目

ムシモド キギ ンチ ク科

ウロコムシ科

タンザ クゴ カイ科

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

オトヒメゴ カイ科

カギゴカイ科
ゴカイ科

シロカ幸ネコ"カ イ ・

チロリ ・

ニカィチロリ科

イソメ科

キ"ホ"シイソメ手・

ホコサキコ"カイ …斗・

スヒ'オ科

モロテゴ カイ科

ミズ ヒキゴ カイ科

ダ脚 ゴカイ科

イトゴ カイ科

タケフシコ"カイ 覧

チマキゴ カイ科

ウミイサゴ ムシ科

フサゴ カイ科

ホウ払シ科

リング ラ斗

ミズ コ"マツホ♂

カリハ♂カ"サカ"イ 斗

ムシモドキギ ンチ ク科

イソキ"ンチ ク目

腸 目

紐形動物門
Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

オトヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates

Nehtvs属

Glycera属

Goniada属

GIcinde属

ニカイチロリ科

Marhysa属

Lumbrineris

Scololos属

Pseudoolvdora属

Prionosio属

ヨツハ"ネスピ オ(B型)

Dispio属

Scoleleis属

Maelona属

Cirriformia

ミス"ヒキコ干カイ 斗

ダ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

Phoronis属

ミト"リシ ミセンカ"イ

エド カ♂ワミス♂コ"マツボ"

シマメノウフネカ"イ

4

個 体 『

3

湿重量

0.03

5

体数

z

1

湿重量

o.00

o.00

7

個体数

1

1

1

2

1

湿重量

0.83

0.08

o.00

o.00

o.00

9

体'

2

2

1

4

1

1

1

1

1

1

7

6

湿重量

o.of

0.01

0.00

0.40

o.00

0.06

o.of

0.00

o.oz

0.04

0.04

3.24

10

個 体'

4

1

3

4

11

1

38

湿重量

0.41

o.oa

0.14

0.47

0.72

o.00

6.60

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。

絶 滅寸 前,危 険,稀 少,
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表38底 生生 物 出現 結 果(32測 点)(2)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

42

×43

×44

45

46

×47

4'8

49

×50

51

×52

53

54

55

56

×57

58

59

X60
61

62

63
64

65

66

67

68

69

70

7i

72

73

74

75

76

77

78

79

80

種名 測点
項 目

体動物門

p足 動物門

腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

中腹足目

腹足目

腹 足 目
目

翼形目

異 ・ 目

無面 目
古 月 目

等 目

端脚目

長尾類

異尾類

短尾類

タマガ イ科

カワク"チツホ"手・

タモトガ イ科

オリィレヨフパ イ科
コロモガ イ科

イトカケガ イ科

フネガ イ科

イカ イ禾・

ミノガ イ禾・

ナミマカ"シワカずイ1…・

イタポガキ科
フナカ"タカ"イ ・

マルスタ"レカ"イi斗

バカガイ科

ニツコウガ イ科

マテガ イ科

クチへ"ニ カ"イ ・

フジ ツボ 斗

スナウミサ フシ科

スガ メソコェビ 科

ツノピケ ソコエヒ"・

クチバ シソコェビ 科

ド ロクグ ムシ科

ク脚 エビ 科

テッホ'ウエビ 科

カニダマシ季

ヘイケカ ニ科

ワタリガ ニ科

オウギガニ科
エンコ ガ ニ科

ヘソク1ガ イ

タマガ イ科

カワク"チツホ"

マルテンスマツムシカ"イ

タモトガ イ科

オリィレヨフバ イ科

オリイレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガ イ科
コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ'イ

イタボ ガキ科

ウネナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

テリサ"クラカ"イ

ウス"サ クラカ軸イ

Solen属

ヒラタヌマコタ"キカ亭イ

ド ロフシ"ツボ"

スナ ミナナフシ科

1㎞elisca属

Urothoe

Snchelidium属

Corohium属

Grandidierella属

Trachynenaeus

ク脚エビ科

Alheus属

モヨウツノメ

ド ロカニタ"マシ

カニダ マシ科

サメハタ"ヘイケカ"二

カワリィシカ"二

オウギガ ニ科
マルハ"カ"二

4

体数

61

2

1

湿重量

0.51

2.15

o.00

5

.個 体 数

14

3

3

湿重量

344.54

o.si

0.01

7

個体数

1

2

湿重量

o.of

0.01

9

数

8

19

i

6

4

1

2

1

湿重量

146.83

180.72

0.15

19.67

0.63

o.oz

0.04

o.00

10

体数

2?

4

i

156

5

141

1

1

湿重量

12.24

1.83

1.09

770.94

0.41

658.34

8.29

0.25

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReport'Vol.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ'る種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



表38底 生生 物 出現 結 果(32測 点)(3)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

種名 測点
項 目

節足動物門

棘皮動物門

.、 動 物 弓

脊椎動物門

甲殻綱

海胆綱
海 鼠'

尾
硬骨 綱

短尾類

供歯目
無 足 目

スス キ目

エンコウガ ニ科

カルガニ科

イワガ ニ孝・

サンショウウニ科

イカリナマコ 斗

'・セ等

ヒメムツアシカ.二

ヨコナカ"モド キ

メナシピ ンノ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾.綱
ショウキハセ"

Tridentier属
ム計

生物以外の ものの うち

砂 £ の の

種 噛

貝

木

4

体数

67

湿重量

2.69

4

30.4

28.1

5

個体数

23

湿重量

345.36

5

982.1

1.2

7

個 体9

z

11

湿重量

0.34

1.27

8

692.6

21.0

9

個

2

7

6

1

ss

湿重量

0.09

0.29

1.18

o.is

353.57

24

1139.2

26.6

10

個体数

1

1

400

湿重量

o.os

10.15

1471.98

17

2010.7

18.0

1

曽
ヨ

1

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScien6eReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表38底 生生 物 出'現結果(32測 点)(4)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

zs

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

3?

X38

X39
40

種名 測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門
紐形動物門
環形動物門

触手動物門

体動物門

花虫綱

渦虫

多毛綱

虫

腕 足'

腹足綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

遊在目

疋在 目

虫 目

無穴 目

中腹足目

ムシモドキギ ンチ ク科

ウロコムシ科

タンサ"クコ"カイ 斗

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

オトヒメゴ カイ科

カギゴカイ科
ゴカイ科

シロカ"コ"カ イ手・

チロリ科

功 イチロリ科

イソメ斗

キ"ホ轡シイソメ 斗

ホコサキコ"カイ

スピ オ禾・

モロテゴ カイ科

ミズ ヒキゴ カイ科

ダ艀ゴカイ科

イトゴ カイ科

タ フシゴ カイ

チマキコ"カイi斗

ウミイサゴ ムシ科

フサゴ カイ科

ホウキムシ科

リング ラ科

ミス"コ"マツボ"零

カリハ"カ"サカ"イ 斗

ムシモドキギ ンチ ク科

イソキ"ンチ ク目

腸 目

紐形動物門
Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

オトヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehts属

Glycera属

Goniada属

Glycinde

ニカィチロリ科

Marphysa

Lumbrineris

Scoloolos

Pseudopolydora

Prionosio属

ヨツバ ネスピオ(B型)

Disio属

Scoleleois

Maelona属

Cirriformia

ミズ ヒキゴ カイ科

ダ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

Phoronis属

ミド リシ ミセンカ"イ

エト♂カ"ワ ミスψコ"マ ツボ"

シマメノウフネカ"イ

11

体数

2

1

8

2

2

湿重量

0.02

o.00

o.oz

0.04

0.01

12

体数

z

1

1

3

4

i

1

2

?2

3

湿重量

0.02

o.00

o.oi

o.ii

o.02

o.00

o.00

o.00

1.13

o.00

13

体数

36

3

1

5

1

47

1

3

3

湿重量

1.18

o.si

o.oi

0.13

o.of

3.24

0.05

0.09

i.is

18

体数

1

湿重量

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,

現 状 不 明)」 と記 載 さ れ た も の を 示 し た 。

19

体 覧

1

1

2

z

湿重量

o.of

0.01

o.02

o.oa

11.0.00

i

1

z

1

o.oa

o.of

0.12

0.48

危険,稀 少,
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表38底 生 生物 出現 結 果(32測 点)(5)

調 査年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

42

×43

×44

45

46

×47

48

49

×50

51

×52

53

54

55

56

×57

58

59

×60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

?1

72

73

74

75

76

77

7s

79

80

種名 測点
項 目

体動物門

即足動物門

腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

中腹足 目

腹足 目

足 目

多歯目

翼形目

異歯目

無 面 目
古胸 目

目

端脚目

長尾類

異尾類

短尾類

タマガ イ科

カワグ チツボ 科

タモトガ イ科

オリイレヨフパ イ科

コロモガ イ科

イトカケガ イ科

フネガ イ手・

イガ イ科

ミノガ イ科

ナミマカ"シワカ イi斗

イタボガキ科
フナカ"タカ"イ ・

マルスダ レカ イ禾ミ

バ カガ イ科
ニツコウガ イ科

マテカ イ零

クチヘ ニカ"イ ・

フジツボ 科

スナ ミナナフシ ミ

スカ メソコエヒ♂ ・

ツノヒ"ソ コエヒ"

クチハ"シソコエヒ

ドロクダムシ科

妙マエピ科

テッポ ウエピ 科

カニグ マシ科

ヘイケガ ニ 斗

ワタリガ ニ科

オウギガニ科
エンコ ガ ニ ・

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク"チツボ"

マルテンスマツムシカ"イ

タモトガ イ科

オリイレヨフハ"イ科

オリィレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガイ科
コケカ"ラスカ9イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ イ

ナミマカ"シワカ亭イ

イタポガ キ科

ウネナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

テリサ"クラカ♂イ

ウス"サ"クラカ"イ

Solen

ヒラタヌマコタ"キカ"イ

ド ロフシ"ツホ"

スナウミナナフシ科

A皿elisca

Urothoe属

Snchelidium属

Coroohium

Grandidierella属

Trachypenaeus

クルマエビ 科

AIheus属

モヨウツノメ

ト"ロカニタ"マ シ

カニダ マシ科

サメハタ亭ヘイケカ"二

カワリイシカ"二

オウギガ ニ科
マルハ"カ"二

11

個

a

1

1

i

4

湿重量

1.36

o.00

0.03

o.of

0.37

12

体'

2

i

4

湿重量

0.09

0.38

1.25

13

個体数

1

25

48

491

136

57

1

湿重量

1.13

305.07

13.75

267.63

26.69

48.49

5.45

18

数

114

1

i

i

湿重量

0.90

32.39

0.35

o.00

19

体"

1

37

1

22

14

1

湿重量
4.43

32.92

0.25

5.54

0.99

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 .号欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVol.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



表38底 生 生 物 出 現結 果(32測 点)(6)

調査 年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82
83

84

85

86

87

88

89

種名 測点
項 目

節足動物門

棘 動物門

.、 動 物 弓

脊椎動物門

甲殻綱

海 胆'
'鼠

尾 、

硬骨魚綱

短尾類

撲 目

、 足 目

スズ キ目

エンコウカ ニ撃

カク励 二奉

イワガ ニ奉

サンショウウニ手…

イカリナマコ

'・ゼ 科

ヒメムツアシカ"二

ヨコナカ♂モド キ

メナシピ ンノ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナ7コ科

尾.、 綱

ショウキハセ

Tridentier属
A計

出 種 』

生物以外 のものの うち'
砂 麓外 の の

貝殻片
木片

11

個
1

2

27

湿重量
o.as

9.34

11.48

12

712.2

10.3

12

体'

3

1

a

4

107

湿重量
o.is

0.09

0.05

8.20

11.51

17

80.3

45.1

13

個体数

859

湿重量

674.69

16

1290.6

1.2

18

体"

118

湿重量

33.64

5

62.5

9.2

19

88

湿重量

44.82

15

510.9

3.0

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 され た も の を 示 し た 。.
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B
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1

器
　

1

表38底 生生 物 出現結 果(32測 点)(7)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

種名 測.、

項 目

腔腸動物門

扁形動物門
紐形動物 弓

5

6

7

8

9

io

11

12

13

14

15

16

17

is

19
・20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

×38

X39
40

環形動物門

触手動物門

門

花虫綱

渦虫綱

毛綱

虫綱
腕足綱
腹足綱

イソキ ンチャク目

腸 目

遊 目

在 目

虫 目

_穴 目

中腹足目

ムシモドキギ ンチャク科

ウロコムシ科

タンザ クゴ カイ科

ウミケムシ科

サシバ亭コ"カイ季

オトヒメコ"カイ 斗

カキ"コ"カイ奉

ゴカイ科

シロガ ネゴ カイ科

チロリ科
ニカイチロリ科

イソメ科

ギ ポ シイソメ科

ホコサキコ"カイ禾・

スピオ科

モロテコ カイ ・

ミス ヒキコ カイ零

タ ルマゴ カイ

イトゴ カイ斗

タケフシコ」カイ

チマキゴ カイ斗

ウミイサコ苧ムシ

フサゴ カイ科

ホウキムシ

リング ラ斗

ミズ コ マツボ 科

カリハ カ孝サカ∂イ斗

ムシモドキギ ンチ ク科

イソキ"ンチャク目

腸 目

紐形動物 弓
Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

オトビメゴ カイ科

Sisambratentaculata

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehtvs属

Glvcera属

Goniada属

Glcinde属

ニカイチロリ科

Marhysa属

Lumbrineris属

Scololos

Pseudoolydora属

Prionosio属

ヨツバ ネスピオ(B型)

Disoio

Scoleleis属

Maelona属

Cirriformia

ミス ヒキコ"カイ

ダ ルマコ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ♂ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

Phoronis属

ミド リシ ミセンカ"イ

工卜"カ'ワミス コ マツボ

シマメノウフネカ♂イ

ao

個 数

1

4

湿重量

0.06

0.01

21

数

1

1

1

湿重量

o.07

o.oi

o.00

22

個 体 …

1

1

i

1

1

1

2

1

2

3

湿重量
0.04

o.2i

o.of

o.oi

o.of

o.00

o.00

o.00

o.of

0.05

23

体数

1

1

2

i

1

a

1

湿重量

o.of

o.of

o.oi

0.13

0.05

o.oa

o.oi

24

1

1

i

3

56

1

1

湿重量

o.00

o.00

o.00

1.04

0.16

o.00

o.is

1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満注)

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,

現 状 不 明)」 と記 載 さ れ た も の を 示 し た 。

絶 滅寸前,危 険,稀 少,
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表38底 生 生 物 出現結 果(32測 点)(8)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

42

×43

×44

45

46

×47

48

49

×50

51

×52

53

54

55

56

×57

58

59

×60

61

62

63

種名 測点
項 目

軟体動物門

節足動物門

腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

中腹足目

腹足目

腹足 目

多 ・ 目

翼形目

異歯目

川、面 目

目

目

端脚目

長尾類

異尾類

短尾類

タマガ イ科

加 グチツボ 科

タ卦 ガイ科

オリイレヨフバ イ科

コロモガ イ科

イトカケガ イ科

フネガイ科

イガイ科

ミノガ イ科

ナミマカ"シワカ"イ 斗

イタホ"カ"キ語…・

フナカ"タカ"イ寿…・

マルスタ"レカ"イi斗

バカガ イ科
ニツコウガ イ科

マテガ イ

クチペ ニガ イ科

フジ ツボ科

スナウミナナフシ科

スカ メソコエヒ"i斗

ツノヒゲ ソコェピ科

クチハ"シソコエヒ"i斗

ド ロクダ ムシ科

ク脚エビ 科

テッポ ウエビ科

カニダ マシ科

ヘイケガ ニ斗

ワタリガ ニ科

オギ ガニ科
エンコウガ ニ科

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク"チツボ"

マルテンスマツムシカ"イ

タモトガ イ科

オリィレヨフバ イ科

オリィレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガ イ科
コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ♂イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタボガ キ科
ウネナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

テリサ"クラカ"イ

ウス サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ"キカ"イ

卜"ロ フシ"ツ ボ"

スナウミナナフシ科

Amoelisca

Urothoe属

Svnchelidiu皿 属

Coroohium

Grandidierella属

Trachypenaeus

クルマエビ 科

Alheus属

モヨウツノメ

ド ロカニタ"マシ

カニダマシ科

サメハタ"ヘイケカ"二

カワリィシカ手二

オウギガニ科
マルハ"カ"二

20

ii

11

2

湿重量

2.62

1.11

15.05

21

体数

1

4

i

72

1

湿重量

0.56

1.23

5.13

17.01

o.00

22

体 …

23

5

湿重量

6.10

0.03

23

体数

97

1

z

湿重量

8.19

o.ss

0.04

24

体"

1

2

60

6

i

湿重量

0.37

1.45

3.21

0.13

0.82

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満 ・

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVol.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 した 。



表38底 生 生 物 出現結 果(32測 点)(9)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

種名 測点
項 目

節足動物門

棘皮動物門

原索動物門
脊椎動物門

甲殻綱

海胆
鼠綱

尾索 腫

硬骨魚綱

短尾類

換歯目
無足 目

スズ キ目

エンコウガ ニ科

カクレガ ニ科

イワガ ニ科

サンショウウニ科

イカリナ7コ科

ハゼ科

ヒメムツアシカ♂二

ヨコナカ"モド キ

メナシピ ンノ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリ惣 コ科

尾.綱
ショウキハセ"

Tridentiaer
A計

種'

生物以外の ものの うち

砂 麓 の の

貝殻片
木片

20

数

29

湿重量

18.85

5

866.4

10.1

21

体数

82

湿重量

24.01

8

990.9

25.7

22

体数

2

44

湿重量

0.36

6.83

13

625.5

21.9

23

個 体 や'

1

8

118

湿重量
o.oz

2.31

11.48

12

599.8

25.3

24

個体数

2

8

1

145

湿重量

0.09

5.27

0.98

13.70

15

629.9

19.8

1

器
　

1

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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器
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表38底 生生 物 出現結 果(32測 点)(10)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

×38

X39
40

種名 測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門
紐形動物門
環形動物門

触手 物門

動物門

花虫綱

虫 腫

毛綱

虫 賢

腕足
足綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

遊 目

目

虫 目

^、、穴 目

中腹足目

ムシモドキギ ンチ ク科

ウロコムシ ・

タンサ"クコ"カイ ・

ウミケムシ

サシバ"コ"カ イ ・

オトビメゴ カイ科

カギゴカイ科
ゴカイ科

シロカ"ネコ"カイ禾・

チロリ科

ニカイチロリ禾・

イソメ科

キ"ホ"シイソメ禾・

ホコサキコ"カイi斗

スピオ科

モロテゴ カイ科

ミス ヒキコ カイ科

ダ脚 ゴカイ科

イトゴ カイ科

タケフシコ カイ禾…

チマキコ"カイ 斗

ウミイサコ ムシ科

フサコ カイ科

ホウキムシ

リング ラ

ミズ コ マツボ

カリハ"カ"サカ"イ

ムシモド キギ ンチ ク科

イソキ"ンチャク目

腸 目

紐形動物 弓
Harmothoe属

タンサ クコ"カイ禾・

Hionoa属

Anaitides属

オトビメゴ カイ科

Siaambratentaculata

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehtvs属

Glycera属

Goniada属

Glycinde属
ニカイチロリ禾・

Marhysa属

Lumbrineris

Scololos属

Pseudooldora属

Prionosio属

ヨツ'・"ネスピ オ(B型)

Disio属

Scoleleis属

Maelona属

Cirriformia

ミズ ヒキゴ カイ科

グ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チ7キゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

Phoronis

ミド リシ ミセンカ イ

エト"カ ワミス"コ噺マツボ

シマメノウフネカ イ

25

z

1

1

i

1

i

1

7

1

1

湿重量

o.oa

o.00

o.00

o.00

o.00

o.of

o.00

0.10

o.of

o.00

30

個体数

i

湿重量

o.of

32

数

i

湿重量

0.00

33

3

1

3

湿重量

0.05

o.00

o.00

34

数

i

1

1

1

4

1

湿重量

o.00

o.00

0.01

o.of

0.03

0.34

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 ・と 記 載 され た も の を 示 した 。



1

器
ゆ

1

表38底 生 生物 出現 結果(32測 点)(11)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

64

65

66

6?

68

69

?0

71

72

73

?4

75

76

77

7s

79

80

種名 測点
項 目

体動物門

即足動物門

腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

中腹足目

腹 足 目

腹 足 目

真多 目

翼形目

異歯目

無 面 目
亡 胸 目

等 目

端脚目

長尾類

異尾類

短尾類

タマガ イ科

カワグ チツボ 科

タモトガ イ科

オリィレヨフハ"イ 斗

コロモカ イ科

イトカケガ イ科

フネガ イ科

イガ イ科

ミノガ イ科

ナミマカ シワカ"イ ・

イタホ"カ"キ 斗

フナガ タカ イ科

マルスタ"レカ イi斗

ハ'カガ イ科

ニツコウガ イ科

マテガ イ科

クチへ 幼 孫

フジ ツボ 斗

対 ウミナナフシ科

スカ"メソコエヒ9」

ツノピケ"ソ コエヒ○ ・

クチバ シソコェピ科

ド ロクタ ムシ科

ク艀 エビ 科

テヲホ'ウエビ 科

カニタ マシ科

ヘイケカ ニ科

ワ列ガ詳

オウギガニ科
エンコウガ ニ科

ヘソクリガ イ

タ効 イ科

カワク"チツボ"

マルテンスマツムシカ①イ

タモトガ イ科

オリィレヨフパ イ科

オリイレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガ イ科
コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタボガキ科

ウネナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

テリサ"クラカ"イ

ウス"サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ'キカ"イ

ト"ロフン"ツ ホ"

スナウミナナフシ斗

Amelisca属

Urothoe属

Synchelidium属

Corohium属

Grandidierella属

Trachypenaeus

ク脚 エビ 斗

Alheus属

モヨウツ〃

ド ロカニタ"マシ

カニダマシ科

サメハタ"ヘイケカひ二

カワリイシカら二

オウギ ガ ニ科

マルハ ガ ニ

25

体 …

1

3

i

1

1

2

湿重量

0.55

o.00

o.00

o.00

o.08

0.31

30

体数

1

湿重量

0.25

32

体数

1

7

湿重量

0.82

o.07

33

体数

4

11

7

湿重量

0.17

0.52

o.os

34

体数 湿重量

注) 1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



表38底 生 生物 出現 結 果(32測 点)(12)

調査 年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

sz

83

84

85

86

87

88

89

種名 測点
項 目

節足動物門

棘皮動物門

.動 物門

脊椎動物門

甲殻綱

海胆綱
海 鼠 隔

尾 綱
硬骨魚綱

短尾類

操 ・ 目

無足 目

スズ キ目

エンコウカ"二i斗

カルガニ科

イワガ ニ科

サンショウウニ科

イカリナマコ科

ハゼ 科

ヒメムツアシカ"二

ヨコナカ"モ ト"キ

メナシピ ンノ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾索綱
ショウキハセ"

Tridentier属

合計
種'

生物 以外の ものの うち

砂 蛇外 の の

貝殻片
木片

25

体"

1

27

湿重量

2.82

3.90

17

91.5

2.9

30

体数

2

湿重量

o.as

2

21.0

32

体数

i

10

湿重量

0.98

1.87

4

103.7

12.6

33

体数

29

湿重量

0.80

6

244.4

2.9

34

体

1

10

湿重量

0.06

0.45

7

94.4

9.9

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVol.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 され た も の を 示 した 。

1

器
ゆ

6



1

器
ヨ

1

表38底 生生 物 出現結 果(32測 点)(13)

調 査年 月 日.平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

2?

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

×38

X39
40

種名 測点

腔腸動物門

形動物門
紐形動物門
環形動物門

触手動物門

体動物門

虫綱

罰.虫 綱

多毛綱

虫綱
腕足綱
腹足綱

項
イソキ ンチャク目

腸 目

遊 目

定 目

虫 目

,…穴 目

中腹足目

ムシモト"キキ"ンチ ク

ウロコムシ 斗

タンサ"クコ"カイ

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

オトヒメゴ カイ科

カキ"コ"カイi斗

ゴカイ科

シロガ ネゴ カイ科

チロリ 斗

ニカイチロリ科

イソメ斗

キ ポ シイソメ科

ホコサキコ"カイ斗

スピ オ科

モロテコ"カ イ ・

ミス"ヒキコ'カイ禾…

タ"ルマコ"カイi斗

イトゴ カ 斗

タ フシゴ カイ

チマキコ カイ科

ウミイサコ"ムシ 斗

フサゴ カイ科

ホウキムシ科

リング ラ科

ミス"コ"マ ツボ"

カリハ∂カ"サカ"イ

ムシモドキギ ンチ ク科

イソギ ンチ ク目

腸 目
紐形動物門
Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

オトヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates属

Nehtvs属

GIcera属

Goniada属

Glycinde属

二ヵイチロリ科

Marhsa属

Lumbrineris属

Scolonlos

Pseudooolvdora

Prionosio属

ヨツハ'ス ヒ'オB型)

DISD10

Scoleleois

Maelona属

Cirriformia属

ミス塗ヒキコ"カ イ ・

ダ脚ゴ カイ

イトゴ カイ斗

タケフシゴ カイ科

知キゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

Phoronis属

ミド リシャミセンカ"イ

エド カ"ワ ミス♂コ"マツボ"

シマメノウフネカ"イ

35

1

1

1

1

3

湿重量

o.of

0.00

o.00

o.oi

o.of

36

体数

1

2

i

1

1

4

29

i

湿重:量

2.12

o.02

o.of

o.02

0.04

o.of

0.15

o.of

37

体数

1

i

z

1

1

5

3

1

z

湿重量

o.02

o.00

0.01

o.of

0.00

0.08

o.of

0.01

o.of

38

個体数

3

2

1

湿重量

3.71

0.09

o.00

43

個 体"

2

湿重量

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2ポ,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienσeReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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表38底 生 生 物 出現 結果(32測 点)(14)

調査年 月 日:平 成10年10,月8日 ～10日

番号

41

42

×43

×44

45

46

×47

48

49

※50

51

×52

53

54

55

56

×57

58

59

×60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

7?

78

79

80

種名 測.、

項 目

体動物門

足動物門

腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

中腹足目

腹足目

足 目

目

翼形目

異歯目

無面 目

目

目

端脚目

長尾類

異尾類

短尾類

タマガ イ科

カワグ チツホ 科

タモトガ イ科

オリィレヨフパ イ科

コロモガ イ斗

イトカケカ"イ 斗

フネガ イ科

イガ イ科

ミノカ イ ・

ナミマカ シワカ"イ禾・

イタポ カ キ斗

フナカ"タカ"イ河…ミ

マルスタ"レカ寺 禾…

バカガイ科

ニッコウカ'イ考…・

マテカ イ科

クチヘ ニガ イ

フジ ツボ

スナウミナナフシ拳

スガ 〃 コエビ科

ツノヒケ ソコエヒ 科

クチバ シソコエヒ 科

ト ロクダ ムシ

クルマエヒ 科

テツボoウ エヒ"オ…・

カニダ マシ科

ヘイケカ ニ斗

ワタリカ ニ禾・

オウギ ガ ニ
エンコウガ ニ科

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク"チツボ"

マルテンスマツムシカ苧イ

タモトガ イ科

オリイレヨフバ イ科

オリィレポ ラ

朴カケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フネガ イ科
コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ"スカ子イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタボガ キ科

ウネナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

テリサ クラカ イ

ウス"サ"クラカ亭イ

Solen属

ヒラタヌマコタ"キカ"イ

ド ロフシ"ツホ"

スナ ミナナフシ科

んnelisca属

Urothoe属

Svnchelidiu皿

Corohium属

Grandidierella属

Trachyenaeus属

妙 マエビ 科

Alheus属

モヨウツノメ

ト"ロカニタ"マシ

カニグ マシ科

サメハタ"ヘイケカ"二

カワリイシカ"二

オウギガ ニ科
マルハ"カ"二

35

1

i

1

25

i

i

湿重量

0.47

0.85

4.94

3.54

o.00

0.00

36

数

2

湿重量

0.33

37

体数

3

is

61

2

3

2

i

4

湿重量

55.02

2.27

48.55

4.50

0.33

o.00

0.09

0.03

38

体数
1

z

66

30

1

湿重量
3.01

o.as

44.97

43.68

0.40

43

個体数

zz

湿重量

7.67

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



表38底 生 生物 出現 結果(32測 点)(15)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

種名 測点
項 目

即足動物門

棘 動物門

原索動物門
脊椎動物門

甲殻綱

海胆
海鼠綱
尾索綱
硬骨 綱

短尾類

撲歯目
無足 目

スズ キ目

エンコウガ ニ科

カルガニ科

イワカ ニ科

サンショウウニ科

イカリナマコ科

ハゼ科

ヒメムツアシカ♂二

ヨコナカ"モド キ

メナシピ ンノ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾 綱
ショウキハセ"

Tridentier属

合計
穆

生物以 外の ものの うち

砂 髭外の の

貝殻片
木片

35

個 体'

a

3

42

湿重量

0.07

2.21

12.11

13

233.5

9.9

36

体数

z

i8

62

湿重量

0.09

10.49

13.29

ii

111.8

3.1

37

体数

a

111

湿重量

1.03

111.97

i8

860.6

2.8

38

個

106

湿重量

96.08

8

119.4

1.0

43

個 体 馳'

24

湿重量

7.6?

z

1006.8

21.9

1

器
ゆ

1

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅 絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。
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器
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表38底 生 生 物 出現 結果(32測 点)(16)

調 査年月 日:平 成 ↓0年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

種名 測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

a2

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

×38

X39
40

紐形動物門
環形動物門

触手動物門

体動物門

花虫綱

沼 虫

多毛綱

虫綱
腕足綱
腹足綱

イソキ"ンチャク目

腸 目

遊在目

定 目

虫 目

無 穴 目

中腹足目

ムシモド キキ"ンチ ク斗

ウロコムシ科

タンザ クゴ カイ科

ウミケムシ科

サシバ ゴ カイ科

オトビメゴ カイ科

カギゴカイ科
ゴカイ科

シロカ ネコ カイ科

チロリ科

ニカイチロリ科

イソメ科

ギ ボ シイソメ科

ホコサキゴ カイ科

スピ オ禾'

モロテコ"カイ 斗

ミズ ヒキゴ カイ科

タ"ルマコ"カイi斗

イトゴ カイ斗

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ斗

ウミイサコ"ムシ …斗

フサゴ カイ科

ホウキムシ科

リング ラ科

ミズ ゴ マツボ 科

カリバガサガ イ科

ムシモト"キキ"ンチ ク斗

イソキ"ンチ ク目

腸 目

紐形動物門
Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

朴 ヒメゴ カイ科

SiQambratentaculata

ウチワゴ カイ

Neanthes

Leonnates

Nehtys属

Glycera属

Goniada属

GIcinde属
ニカイチロリ科

Marhvsa属

Lumbrineris

Scololos属

Pseudopolydora

Prionosio属

ヨツバ ネスピ オ(B型)

Disio属

Scoleleis属

Maelona属

Cirriformia

ミズ ヒキゴ カイ科

グ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea

フサゴ カイ科

Phoronis属

ミド リシ ミセンカ"イ

エド カ"ワ ミス"コ"マツボ♂

シマメノウフネカ"イ

44

個体数

1

i

湿重量

o.00

o.oi

45

体数

1

1

湿重量

0.43

0.00

46

個体数

1

湿重量

o.00

47

個体数

1

湿重量

0.13

48

体 『'

5

湿重量

0.04

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienc6ReportVol.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 され た も の を 示 した 。



1

器
　

1

表38底 生 生物 出現 結果(32測 点)(17)

調 査年月 日:平 成10年10,月8日 ～10日

番号

41

42

×43

×44

45

46

×47

48

49

×50

51

×52

53

54

55

56

※57

58

59

×60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

7s

79

80

種名 測点
項 目

体動物門

節足動物門

腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

中腹足目

腹足 目

足 目

真多歯目

翼形目

異 目

無面 目
古胸 目

目

端脚目

長尾類

異尾類

短尾類

タマガ イ科

加 グチツボ 科

タモトガ イ科

オリィレヨフパ イ科

コロモガ イ科

イトカケカ イ科

フネガイ科

イカ イ科

ミノガ イ科

ナミマカ♂シワカ"斗

イタホ"カ"キ …斗

フナカ"タカ"'

マルスタ レカ イ ξ

バ カガ イ科

ニッコウカ"イ ・

マテカ イ科

クチへ"ニカ"イ 斗

フジ ツボ ・

スナウミナナフシ

スカ"メソコエヒ"

ツノヒ"ソ コエビ"…斗

クチハ"シソコエヒ ・

ド ロクダ ムシ科

クルマエヒ 孝・

テツボ'ウエビ 科

カニダマシ科

ヘイケガ ニ

ワタリガ ニ科

オウキ"カ"二禾…

エンコウガ ニ科

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク"チツボ"

マルテンスマツムシカ"イ

タモトガ イ科

オ財 レヨフバ イ科

オリイレポ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フ ガ イ斗

コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ兜スカ"イ

フクレユキミノカ"イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタボ ガキ科

ウ ナシトマヤカ"イ

アサリ

シオフキガ イ

テリサ"クラカ"

ウス サ クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ♂キカ亨イ

ト"ロ フシ"ツ ホ"

スナウミナナフシ科

Amoelisca

Urothoe

Svnchelidium

Coroohium

Grandidierella

Trachenaeus

クルマエビ 斗

Alheus属

モヨ ツノメ

ド ロカニタ♂マシ

カニダ マシ斗

サメハタ"ヘイケカ"二

カワリィシカ"二

オウキ'カ"二 斗

マルハ"カ"二

44

個体数
3

3

96

49

4

湿重量
9.80

3.76

33.42

2.32

0.04

45

個体数

1

57

a

湿重量

0.17

2.66

0.00

46

個体数

3

湿重量

0.00

47

個体数

1

湿重量

o.00

48

体数 湿重量

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



表38底 生生 物 出現結 果(32測 点)(18)

調 査年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

種名 測 、、、

項 目

即足動物門

棘 動物門

原索動物門
脊椎動物門

甲殻綱

'胆'

海鼠綱
尾 、綱

硬骨 綱

短尾類

歯 目
無 足 目

スズ キ目

エンコウカ ニ科

カクレガ ニ科

イワガ ニ科

サンショ ニ科

イカリナマコ科

ハゼ科

ヒメムツアシカ♂二

ヨコナカ"モ ド キ

メナシピ ンノ

イワガ ニ ・

サンショウウニ

イカリナマコ科

尾.、 綱

ショウキハセ"

Tridentiaer
A言

生物 以外 のものの うち
砂 £ の の

貝殻片
木

44

数

157

湿重量

49.35

7

122.9

21.0

45

体数

62

湿重量

3.26

5

898.4

10.6

46

体数

1

5

湿重量

o.02

o.oa

3

949.8

1.8

47

体'

1

3

湿重量

o.of

0.14

3

112.2

28.9

48

5

湿重量

0.04

i

49.7

31.0

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 され た も の を 示 し た 。

1

器
の

1



1

8
の

1

表38底 生 生物 出現結 果(32測 点)(19)

調 査年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

1

2

3

4

種名
測点
項 目

腔腸動物門

扁形動物門

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

is

17

18

19

20

21

as

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

×38

X39
40

紐形動物門
環形動物門

触手動物門

動物門

花虫綱

濯虫綱

毛綱

虫
腕足
腹足綱

イソギ ンチャク目

腸 目

遊在目

目

虫 目

ハ、穴 目

中腹足目

ムシモドキギ ンチ ク科

ウロコムシ科

クンサ"クコ"カイ…斗

ウミケムシ斗

サシバ ゴ カイ科

朴 ヒメゴ カイ科

カギ ゴガイ科
コ"カイ科

シロカ"ネコ"カイ禾'

チロリ科
ニカイチロリ科

イソメ科

キ"ホ シイソメ禾・

ホコサキコ'カイ

スピオ科

モロテコ幸カイ ・

ミス ヒキゴカイ科

タ脚 ゴカイ科

朴 コ カイ科

タケフシコ"カイ ・

チマキゴ カ葎

ウミサゴ ムシ科

フサゴ カイ科

ホウキムシ零

リング ラ季

ミズ ゴマツボ 科

カリパ ガ勃 イ科

ムシモド キキ"ンチ クi斗

イソギ ンチャク目

腸 目
紐形動物門
Harmothoe属

タンザ クゴ カイ科

Hionoa属

Anaitides属

オトヒメゴ カイ科

Siambratentaculata

ウチワゴ カイ

Neanthes属

Leonnates

Nehtys属

Glycera属

Goniada属

Glycinde

功 イチロリ科

Marhsa属

Lumbrineris

Scoloolos

Pseudoolydora属

Prionosio属

ヨツハ 亀スピ オ(B型)

Disnio

Scoleleis属

Maelona

Cirriformia属

ミス孝ヒキコ"カイ手

ダ ルマゴ カイ

イトゴ カイ科

タケフシゴ カイ科

チマキゴ カイ科

ウミイサコ"ムシ

Nicolea属

フサゴ カイ科

Phoronis属

ミト"リシ ミセンカ♂イ

エド カ ワミスδコ マツボψ

シマメノウフネカ♂イ

49

個 体 馳げ 湿重量
50

数

1

i

2

i

25

湿重量

0.03

o.of

0.05

o.oi

0.15

A計

体
1

47

1

15

6

1

1

5

1

3

5

1

2

9

23

10

5

11

5

3

3

i

ii

9

a

4

10

64

3

75

158

z

1

5

6

5

2

2

4

41

湿重量
0.04

8.53

0.06

o.as

o.ii

0.00

o.00

0.05

o.00

o.of

0.64

o.00

0.03

0.05

2.18

0.46

0.02

0.02

0.53

0.06

0.03

o.00

o.00

o.02

o.oa

0.03

o.os

4.06

o.00

i.ai

0.79

o.of

0.05

0.13

3.24

o.as

o.of

0.82

0.03

7.76

出現
箇所

1

7

1

8

5

1

1

4

1

2

3

1

2

9

10

z

4

5

2

3

3

1

8

2

2

4

5

4

2

3

20

z

1

4

1

3

1

2

a

2

注) 1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



1

器
ら

1

表38底 生 生物 出現結 果(32測 点)(20)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

41

42

×43

×44

45

46

×47

48

49

×50

51

×52

53

54

55

56

×57

58

59

※60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

?5

76

77

78

79

80

種名 測点
項 目

体動物門

即足動物門

腹足綱

二枚貝綱

甲殻綱

中腹足目

腹足目

腹足 目

真多歯目

翼形目

異 ・・ 目

無面 目
白胸 目

等 目
端脚目

長尾類

異尾類

短尾類

タマガ イ科

カワク"チツボ"ミ

タモトガ イ科

オリイレヨフバ イ科
コロモガ イ科

イトカケカ"イi斗

フネガイ科

イガイ科

ミノガ イ科

ナミマカ"シワカ"イ ・

イタホ"カ"キ …斗

ヘソクリガ イ

タマガ イ科

カワク夢チツボ"

マルテンスマツムシカ"

タモトガ イ科

オリイレヨフバ イ科

オリイレボ ラ

イトカケガ イ科

サルホ"ウカ"イ

ハイガ イ

フ覧ガ イ科

コケカ"ラスカ"イ

ホトトキ苧スカ"イ

フクレユキミノカ'イ

ナミマカ"シワカ"イ

イタホ"カ"キ著…ミ

フナカ"タカψイ ・ ・ウ'ナシトマヤカrイ

マルスグ レガ イ科

ハ"カカ"イ 斗

ニツコウガ イ科

マテガ イ科

クチへ"ニカ"イ

フジ ツボ科

スナウミナナフシ科

スガ メソコェピ 科

ツノピケ"ソ コエヒ"・

クチハ亭シソコエヒ"…斗

トロクダ ムシ科

ク艀エビ科

テツボ ウエビ 科

カニダマシ科

ヘイケガ ニ科

ワタリガ ニ斗

オウキ"カ"二零

エンコウカ ニ科

アサリ

シオフキガ イ

テリサ"クラカ"イ

ウス"サ"クラカ"イ

Solen属

ヒラタヌマコタ"キカ イ

ド ロフシ"ツホ"

スナウミナナフシ科

Amoelisca

Urothoe属

Synchelidiu皿

Corohium属

Grandidierella

Trachypenaeus

クルマエビ 科

Alheus属

モヨウツノメ

ト"ロカニタ亭マシ

カニダマシ斗

サメハタ'ヘイケカ"二

カワリイシカ"二

オウギ ガニ科
マルハ"カ"二

49

体数 湿重量
50

体数

1

湿重量

o.os

合 §

個体"
5

3

175

2?

4

1

1

i

192

15

71

715

137

1

4

11

3

127

70

z

4

7

212

366

4

2

3

1

4

2

2

1

13

36

4

2

2

1

z

7

湿重量
17.24

1.22

1.41

12.24

1.83

0.05

1.09

0.01

1277.86

376.93

16.65

1156.65

26.84

0.3?

5.95

32.57

0.33

94.69

92.12

0.42

2.75

3.16

52.08

44.05

0.04

o.00

o.00

o.00

o.00

o.00

i.os

0.09

1.61

o.Za

0.37

o.io

15.05

o.s2

0.04

o.s8

出現
箇B

3

2

2

1

1

1

1

1

4

2

4

7

2

1

2

4

1

3

5

2

3

3

6

11

1

1

1

1

2

z

2

1

5

13

i

2

1

i

1

4

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と 記 載 さ れ た も の を 示 し た 。



表38底 生生 物 出現結 果(32測 点)(21)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

番号

81

82

83

84

85

86

87

88

89

種名 測点
項 目

節足動物門

棘 動物門

.、索 動 物 『

脊椎動物門

甲殻綱

海胆
海鼠綱
尾 、綱

硬骨魚綱

短尾類

.歯 目

無足 目

スズ キ目

エンコウガ ニ科

カルガニ科

イワガ ニ斗

サンショウウニ科

イカリナマコ科

ハゼ科

ヒメムツアシカ♂二

ヨコナカ"モド キ

メナシピ ンノ

イワガ ニ科

サンショウウニ

イカリナ7コ科

尾 綱
ショウキハセ"

Tridentier
A計

生物以外 の ものの うち

胡 £ の の

種 ρ

貝殻片
木片

49

体数

0

湿重量

0

0

40.8

29.9

50

数

12

43

湿重量

9.92

10.22

7

139.6

30.7

A言

個体
5

3

9

9

1

48

al

2

1

2902

湿重量
0.46

o.is

0.36

0.39

10.15

43.43

10.05

1.96

0.12

3337.31

89

16424.5

487.4

出現
箇所

3

2

5

3

1

8

5

a

1

32

31

注)1.単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3Decemb♀r1996」 に 「絶 滅 の お そ れ が あ る 種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,

現 状 不 明)」 と記 載 され た も の を 示 し た 。
1

器
の

1



表3g底 生生物出現結果(分 類群別)(1)

調査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

測点分類群

項目

毛綱

腹足綱
二 貝綱

甲殻綱
その他

A計

1

個体

7

78

2

1

88

湿重量

0.03

0.51

1.44

4.21

6.19

2

体数

1

i

7

9

湿重量

o.of

0.38

1.35

1.?4

3

体数

1

6

1

8

湿重量

0.00

265.23

0.25

265.48

4

個体数

64

2

1

67

湿重量

0.54

2.15

0.00

2.69

5

体 卿

3

14

6

23

注)単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

湿重量
0.00

344.54

o.s2

345.36

6

個体数

1

1

湿重量

0.14

0.14

7

体数
5

1

2

3

it

湿重量

o.os

o.of

0.01

1.17

1.27

8

体数
3

2

3

2

10

湿重量

0.31

0.09

0.14

1.41

1.95

9

体
28

34

17

7

86

湿 量
3.83

347.37

i.07

Z.30

353.5?

8

器
の

1

表39底 生生物出現結果(分 類群別)(2)

調 査年 月 日:平 成10年10.月8日 ～10日

測点分類群

項目

毛'

腹足綱
二枚貝

甲殻綱
その他

A計

10

体
20

70

303

2

5

400

湿重量

1.35

21.76

1437.98

0.33

10.56

1471.98

11

体数
13

z

s

4

27

湿重量
0.07

1.36

0.69

9.36

11.48

12

個体数

88

2

5

6

6

107

湿重量

1.27

0.09

1.63

0.30

8.22

11.51

13

体0

61

4

758

36

859

湿重量

4.14

2.29

667.08

1.18

674.69

14

個体

3

3

湿重量

62.91

62.91

15

個体数
5

i

6

12

湿重量
0.01

o.os

0.06

0.13

16

個体数
12

6

222

7

4

251

湿重量

i.70

1.25

188.18

1.18

4.24

196.55

1?

体'

11

1

4

3

19

湿重量

0.15

0.30

0.17

4.18

4.80

18

体

115

2

1

118

湿重量

0.90

32.74

o.00

33.64

注)単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満



表39底 生生物出現結果(分 類群別)(3)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

測点分類群

項目

毛綱

腹足綱

貝綱

甲殻綱

その他

合計

19

体数
11

1

60

15

i

88

湿重量

0.21

4.43

38.71

0.99

0.48

44.82

20

個体数
4

11

13

1

29

湿重量

o.oi

2.62

16.16

0.06

18.85

21

a

6

73

1

82

湿重量

0.01

6.92

17.01

0.07

24.01

22

12

28

4

44

湿重:量

0.09

6.13

0.61

6.83

23

個 体'

8

101

9

118

湿重量
0.23

8.93

2.32

11.48

24

個体数
64

3

69

9

145

湿重量

1.38

1.82

4.25

6.25

13.70

25

体数
15

i

8

3

27

湿重量

o.is

0.55

0.39

2.84

3.90

26

体数

i

35

9

8

3

56

湿重量

o.of

0ボ32

35.53

1.41

0.63

37.90

27

体

13

11

1

z

27

湿重量

1.20

1.21

o.i7i.

0:39

2.97

注)単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

8

8
ヨ

1

表39底 生生物出現結果(分 類群別)(4)

調査 年 月 日:平 成10年10,月8日 ～10日

測点分類群

項目

毛綱

腹足綱
二 貝綱

・甲殻 綱

その他

合計

28

体数
42

1

14

57

湿重量
0.19

0.06

20.29

20.54

29

体'

17

95

3

13

128

湿重量
3.83

877.73

0.11

4.47

886.14

30

体-0

i

1

a

湿重量

0.01

0.25

o.Zs

31

体'

2

i

23

4

30

湿重量

o.00

0.33

6.22

0.89

7.44

32

体0

1

8

1

10

湿 量

0.00

0.89

0.98

1.8?

33

個体
4

4

i8

3

29

湿重量

o.00

o.i7

0.58

0.05

o.so

34

体
8

1

1

10

湿重量
0.05

o.os

0.34

0.45

35

体数
7

3

29

3

42

湿重量
0.03

6.26

3.61

2.21

12.11

36

個体数
37

4

21

62

注)単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

湿重量
0.24

0.42

12.63

13.29



表39.底 生 生物 出現 結 果(分 類 群別)(5)

調 査 年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

測点分類群

項目

毛綱

腹足綱

二 貝綱

甲殻'

その他

合計

3?

体数

15

85

7

4

111

湿重量

0.14

110.67

o.i2

1.04

111.97

38

体数

1

i

98

1

5

106

湿重量

0.00

3.01

88.87

0.40

3.80

96.08

39

個体数

3

1

1

1

6

湿重量

0.49

0.10

o.00

o.of

o.so

40

個体数
2

1

3

湿重量
o.00

o.00

o.00

41

体数
4

5

9

湿重量
0.03

o.07

0.10

42

個体数
7

1

8

5

21

湿重量
0.14

o.zs

38.90

o.02

39.32

43

個体数
2

zz

24

湿重量
o.00

7.67

7.67

44

個体数
2

3

99

53

157

湿重量

o.of

9.80

37.18

2.36

49.35

45

個体数

2

58

2

62

湿重量

0.43

2.83

o.00

3.26

注)単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

「

器
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表39底 生生物出現結果(分 類群別)(6)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

測点分類群

項目

毛綱

腹足綱

二 貝綱

甲殻綱

その他
A計

46

個体数
1

4

5

湿重量
o.00

o.oa

o.oa

47

体数

1

1

1

3

湿重量
0.13

o.00

o.of

0.14

48

体 舳'

5

5

湿 重 量

0.04

0.04

49

個体数

0

湿重量

0

50

体数
29

1

13

43

湿重量

0.22

0.05

9.95

10.22

51

個体数
i

1

2

湿 重 量

o.00

0.05

0.05

52

体数

2

1

3

湿重量

0.03

0.61

0.64

合計

個体数
565

400

1958

532

190

3645

湿 重 量

20.49

47.25

4617.68

76.31

111.17

4872.90

注)単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満



表40底 生生 物 出現 結果(分 類 群別)(20測 点)(1)

調 査 年月 日:平 成10年10月8日 ～10日

測点分類群
項目

毛,じ

腹 足 凸

二 貝綱

甲殻綱
その他

A計

1

体'

z

?8

2

i

88

湿重量

0.03

0.51

1.44

4.21

6.19

2

個体数

i

i

7

9

湿重量

0.01

0.38

1.35

1.74

3

体
1

6

1

8

湿重量

0.00

265.23

0.25

265.48

6

1

1

湿重量

0.14

0.14

8

体 噛

3

z

3

2

io

湿 量
0.31

0.09

0.14

1.41

1.95

14

個体数

3

3

湿重量

62.91

62.91

15

体 舳

5

1

6

12

湿重量

o.of

o.os

0.06

0.13

16

個 体 曜

12

6

222

7

4

251

湿重量

1.70

1.25

188.18

1.18

4.24

196.55

17

体'

11

1

4

3

19

湿重:量

0.15

0.30

o.i7

4.18

4.80

注)単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満

1

器
ゆ

8

表40底 生生 物 出現結 果(分 類 群別)(20測 点)(2)

調 査年 月 日:平 成10年10.月8日 ～10日

測点分類群

項目

毛綱

腹足綱

貝

甲殻綱
その他

合計

26

体数
1

35

9

8

3

56

湿重量

o.of

0.32

35.53

1.41

0.63

37.90

27

体"

13

11

1

2

27

湿重量

1.20

1.21

0.17

0.39

2.97

28

42

1

14

57

湿重量

0.19

0.06

20.29

20.54

29

体'

17

95

3

13

128

湿重量
3.83

877.73

o.ii

4.47

886.14

31

2

1

23

4

30

湿重量

o.00

0.33

6.22

0.89

7.44

39

個体数

3

1

1

1

6

湿重量

0.49

0.10

o.00

o.of

0.60

40

体'

2

1

3

湿重量
o.00

o.00

o.00

41

個体"

4

5

9

湿重量

0.03

o.07

0.10

42

7

1

8

5

21

湿重量
0.14

o.as

38.90

o.oa

39.32

注)単 位 個 体 数=個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.01g未 満



表40底 生生 物 出現結 果(分 類 群別)(20測 点)(3)

調 査年 月 日:平 成10年10月8日 ～10日

分類群
測点

項 目

毛 璽

腹 足 『

貝綱

甲殻綱

その他
A計

51

個

1

1

2

湿重量

o.00

0.05

0.05

52

体数

2

i

3

湿重量

0.03

o.si

0.64

合計

体数
115

138

38?

54

49

743

湿重量
6.40

4.37

1478.31

10.77

35.74

1535.59

注)単 位 個 体 数:個 体/0.2㎡,湿 重 量:g/0.2㎡,0.00:0.Olg未 満

1

冒
　

1



表41鳥 類調査結果

調査年月 日

1988年

ユ989年

1992年

1993年

1994年

1995年

1996年

1997年

9月10日

10.月11日

11,月15日

12,月24日

1月9日

5月5日

5月10日

9月12日

5,月9日

9月7日

8月29日

9月11日

4月30日

5月7日

8月27日

9月10日

9月24日

4月28日

5月4日

5月12日

4月27日

5月4日

5月11日

8月17日

8月30日

9,月14日

出現種数

19

13

13

9

5

8

11

4

14

13

7

9

13

12

8

11

9

13

11

11

11

6

7

8

8

2

個体数

442

236

1401

924

755

280

382

43

162

184

73

99

231

117

181

216

s1

140

319

189

288

38

244

108

91

3

基準値を越えた記録

種名

ソ リハ シシギ

ダイゼ ン

ハ マ シギ

ダイゼ ン

ハ マ シギ

ハ マ シギ

キアシ シギ

ダイゼ ン

ダイゼン

個体数

203

135

1200

140

600

550

100

80

100

注)1.単 位 個 体数:羽

2.環 境 庁 自然 保護局 野生生物課実施 の 「シギ ・チ ドリ類定点調査 」 よ り国造

干拓 の調査 デー タを示 した。

3.基 準値 とは特定の種(ま たは亜種)の 推定個 体数 の1%(た だ し,渡 りの

中継 地 の場合 には0.25%)で ある。
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干潟生物調査票

1.位 置

海域名(上)

海域コー ド(下)

有明海

807

市町村名(上)

行政コー ド(下)

川副町

302

都道府県名 佐賀県

2.調 査期間

3.タ イ プ

4.面 積

5.規 模

6.調 査手法

7.基 底の勾配

8.底 質

9.遮 蔽 度

10.陸 上植生

(干潟後背地)

11.藻 場

(干潟の植生)

12.鳥 類(シ ギ ・チ

ドリ類)の 渡 来状 況

13.海 水の清澄度

14.海 岸改変状況

15.陸 域土地利用

16.干 潟 の利用

17.備 考

】8.調 査 員

脇

国造干拓

大詫間(一 部)

西川副干拓(一 部)

1998年10月6日 ～10月12日(現 地調査)

巨].前 浜干潟(国 造干拓)回.河 口干潟(大 詫間,西 川副干拓) 3.潟 湖干潟4.複 合型干潟

前浜干潟

477ha

河 ロ干潟

1528ha

潟湖干潟

ha

巨].大 干潟(300ha以 上) 2.中 干潟'(300～1∞ha) 3.小 干潟(100ha以 下)

1.歩 行 目視観察 2.歩 行定量調査 回.船 による定量調査

0.0^一 〇.2m/100m

1.礫 回 砂 回.砂 泥 囚 泥

回.開 放海岸 2.保 護海岸 3.包 囲海岸

1.ヨ シ原

2.北 方型 塩沼 地植 生(ア ッケシ ソウ,ウ シオツ メクサ,シ オマ ツバ等)

3.南 方 型塩沼地 植生(ハ マサ ジ,ハ マ マツナ,シ チ メンソ ウ等)

4.マ ング ロー ブ林

5.ア ダン林

6.海 岸砂丘植生

回.そ の他の植生(丞 国,畑 地)

0.不 明

回.な し2

5.そ の他の藻場(

アオサ ・アオノリ場 3.ア ジモ場 4.オ ゴノリ場

)※ 複数の選択可能

1.渡 来数が特に多い 回.渡 来数が多い

回.大 型のシギ類が含まれる0.不 明

3.渡 来数は少ない 4種 類が多い

※ 複数の選択可能

1.き れ い

2.少 し汚れ てい る

回.か な り汚れ ている

・海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度,透 視度30cm以 上

・海水に浸かることが気にならない程度,透 視度20～30cm程 度

・海水に浸かる気がしない程度,透 視度20cm以 下

1.自 然海岸 回 半自然海岸 3.人 工海岸 巨】.その他 極 ヨ,河 岸)

1.自 然地 回濃 業地 回.市 街 地 ・工業地 ・その他 囲)

国潮 干狩り2.釣 り3海 水浴

(その他の内容)の り養殖場

4.バ ー ドウォ ッチン グ 回.そ の他6.な レ 不明

※ 複数の選択可能

筑後川と早津江コlIの流路が1ヒ東から南西方向にみ られた。

所属 楓 会社棘 久栄 氏名 中尾 毅

元吉 昭三

一242一



底生生物の主な出現種(1)

写真17'

コケガ ラスガイ

llHU日hllhlhl量1口lllllllllll

写真18

ドロフジツボ

目uHH.H聾HLuHh璽h塁illlllllld

写真19

カ ワグチ ツボ

牽

翰

饗 嚢`墨 濫 妻 蚤 墾 璽 鐸 蟹 藝 響 錘
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底生生物の主な出現種(2)

写真20

サルボウガイ

h川1川 川 川 ・1川川ml川 川i川

写真21

ヒラタヌマコダキガイ

＼
℃璽曇ノ

川ll川 川 量・川}'1」 上川 ∴川,1川 川1川1

一244一 一



5.上 甑 島 浦 内 湾 干 潟

(1)調 査期 間

現 地調 査 を1998年10月3日 ～10,月6日 及び11月1日 ～平成10年ll,月2日 の大潮 時 に実施 した。

(2)調 査場所

図68に 示す鹿児 島県薩摩郡上甑村浦内湾A,B,C干 潟である。小干潟 に分類 され る。

(3)調 査 項 目

i)定 性 調査(目 視観 察)

a.底 質分布

b.臭 気

c.地 形 的 特徴 の観 察

d.生 物の 分布 ・出現状 況

ii)定 量調 査

a.底 質の 酸化 層 の厚 さ

b.マ ク ロベ ン トス

iii)鳥 類調 査

(4)調 査方法

図68に 示す とお り浦内湾 に存在する干潟をA,B,Cの 干潟に分けて調査 をお こなった。

B干 潟については,漁 港整備 に伴 うと思われ る渡諜が行 われてお り,干 潟の干出面積が狭

く,干 潟の様相 を呈 していなかったため,任 意 の定性調査 をお こなった。また,C干 潟につ

いても潮 間帯上部～下部までの距離が短 く,干 潟の様相を呈 していなかったため,任 意の定

性調査をお こなった。

A干 潟 については平成10年 度干潟生物調査手法 の中 ・小干潟の場合の調査法に準 じておこ

なった。以下に平成10年 度干潟生物調査手法の中 ・小干潟の場合の調査法の抜粋 を記載 した。

i)定 性調査(目 視観察)

以下に示す干潟 の様 々な特徴の平面的分布状況 を,目 視観察によ り定性 的に把握す る。

調査に当た っては現地の状況に応 じた任意 のジグザグ状ルー ト 「を適宜選定 し,双 眼

鏡 を用いてルー トの両側約50mの 範囲を観察 した。

留意事項
・ジグザグルー トの起点はできるだけ調査対象域 の最上部の生物群集が分布 してい る場所

を選ぶ よ うに留意 した。
・干潟 は平坦で距離感がつかみ にくいため,任 意のルー トの設定に当たっては,最 初に基

点 か ら汀線方 向に50m毎 に 目印のポール(園 芸用の1.5m程 度 のもの)な どを直線状 に

並べて設置 し,観 察地点の位置を把握 した。
・目印ボール の設置 は潮 が引き始める時刻 になった ら潮間帯上部 から開始 し,作 業を始 め

た。
・現地 に潮位表 をi携帯 し,潮 の引き加減 と時間か ら中潮帯の位置お よび地形勾配の決定の

参考 とした。

a.底 質分布

干潟 において底質 の種類(転 石,礫,砂,泥,軟 泥,砂 泥)が どのよ うな状況で分布 し

ているかを目視観察 し,概 略の底質分布を干潟の微地形図に記入 した。

b.臭 気

各底 質 区の任 意 の複 数 の点 にお い て臭気(衛 生試 験 法注 解4.1.1.1(5))を 適 宜観 察 し,

*1調 査範囲の干潟の最上部(陸 側)か ら最下部(海 側)に 向かって斜め方向に横切ることを原則とし,濡 筋や

潮溜まり,凸 地等の地形状況を充分チェックできるようなジグザグ状のルー トを設定 した。

一245一



底質分布図中に備考 として記入 した。

c.地 形的特徴 の観 察

干潟にお ける流入河川の流路,濡,潮 溜ま り,凸 地(マ ウン ド)な どの微地形的特徴お よ

び満潮 時 ・干潮 時の汀線の位置の概略を 目視観察によって確定 し,干 潟の微地形図を作成 し

た。

なお,潮 上帯の満潮線付近に植物群落が分布す る場合は,そ の位置 と規模,群 落名 を記録

し,微 地形 図中に記入 した。群落名は優 占種名 を冠 したものとした。

d.生 物の分布 ・出現状況

調査範囲内における概略の表生生物の水平分布状況を 目視確認 によ り作図 した。海藻 ・藻

類が密 に分布す る場合は典型的な10ヶ 所 において種類毎の被度(1m×1m方 形枠内)を 記

録 ・撮影 した。疎 らに点生する場合 はその程度(50m×50m当 た り何 ヶ所)を 記録 した。打

ち上げ られ た海草 ・藻類がみ られた場合はその状況(種 類,位 置,形 状)を 記録 し,代 表的

な例 を3～4ヶ 所撮影 した。

補完的な情報 として,定 量調査点および任意の調査点の周辺で,動 物 の巣穴や糞塊 ・排 出

土の分布密度(1地 点当た り50cm×50cm方 形枠 を4ヶ 所)も 適宜,撮 影,記 入 した。 なお巣穴

や糞塊 ・排 出土の形状によって種類 の推定が可能な ものについては種名 を記録 した。但 し小

さな巣穴の場合は甲殻類 ニホンスナモ グリによるものか,ゴ カイ科多毛類に よるものかをス

コップで掘 って確認 した。

なお,ジ グザ グル「 トの 目視観察および定量調査の結果を基に,潮 上帯か ら潮下帯にかけ

ての生物の帯状分布構造図を作成 した。

ii)定 量調査

陸か ら沖方向に調査範囲を斜めに横切 るジグザグ状のルー トに沿 って,潮 間帯上部で3点,

中部で4点,下 部で3点 の計10地 点において底生生物(マ クロベン トス)の 定量的分析のための

試料を採集 した。

a.底 質の酸化層の厚 さ

上記の10地 点お よび任意の15地 点 において,口 径50m程 度の透明なパイプを干潟基底 に打

ち込んで底質の コアーサンプルを採取 し,酸 化層 の厚 さを(表 面か らの距離)を 測定 した。

パイプを打ち込む深 さは還元層まで とした。

b.マ クロベ ン トス

上記の10地 点 において,25cm×25cm×15cmの 方形枠 を用いて深 さ15c皿までの底質を,1地

点当た り4枠(合 計50cm×50cm×15c皿)採 取 した。 なお15cm以 深 の底質 中に大形多毛類の生

息が認 められ た場合 は更に30c皿の深 さまでの底質を採取 した。

採取 した底質 は1㎜ メ ッシュの フル イを用いて底質中の生物 をふ るい分 け,10%中 性ホル

マ リン海水で固定 し,実 験室に持 ち帰って全量の湿重量の測定の後,生 物のソーテ ィング,

種 の同定,計 数,湿 重量の計測 を行 った。また1㎜ メ ッシュを通 らずに残 った生物以外の も

のの うち砂礫 以外の もの(プ ラスチ ック片,貝 殻片,枯 葉,木 片等)の 内容お よびその重量

を記録 した。

また,こ の10地 点以外の任意の15地 点'1に おいて同様の要領 で底生生物の資料 を採取 し,

現地 にて1㎜ メッシュの フルイを用いて底質 中の生物 をふるい分 け,10%中 性ホルマ リン海

水で固定 し,現 地に仮設 した実験室で分類群別の出現個体数 と総湿重量を測定 した。ただ し,

WWFjapanScienceReportVo1.3に 示す注 目すべき種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険,希 少等)

が採集 された場合はその総個体数お よび総湿重量の測定を行った。

湿重量測定に当たっては濾紙上で体表の 自由水を除去 した後に測定 した。二枚貝の場合に

は殻 を少 しこ じ開け殻 内の 自由水 を流 出させ,濾 紙上に水が出て こなくなるまで水分を除い

*1任 意の15地 点の選定1こ際 しては、潮 間帯上中下の各部位 に均等 に配分 され るよ う留意する。
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てか ら測定 した。

iii)鳥 類調査

飛来する鳥類 の種類については、環境庁野生生物課 で実施 している 「シギ ・チ ドリ定点調査」

等の ような既存 の調査資料 も参考、利用す るもの とした。

(5)調 査結果

(5)一1A干 潟

浦内湾奥に広 がるA干 潟は国土地理院発行 の数値地図25000に よると平成5年7月 国土地理院

による現地調査時に東西方 向の干潟幅が約260m、 南北方向の干潟幅約220m、 面積約4.8ha

あった ことが確認 され ている。 しか し、今回の平成10年10月 の現地調査では2haと なってお

り、面積が半分以下になっていた。資料編写真集 に示す とお り、西部干潟が埋め立て られて

消滅 してお り、また沖側 の干潟がほぼ消滅 していることが確認 された。

i)定 性調査(目 視観察)

① 地形的特徴の観察(図69)

河川は河 口部で幅5m程 あ り、干潟部 に流下 した ところで2つ に河川流路が分岐 し、そ

れか ら続 く濡筋は干潮時汀線まで続いている。濡筋は河 口部よ り50m程 で伏流 している。

潮上帯の満潮線付 近に ソナ レシバ及びイネ科群落が存在する。干潮 時に潮溜 ま りが出現

するが、最大干潮時には消失す る。

② 底質分布

調査結果 を図69に 示 した。満潮 時汀線付近 の干潟南東部の一部 は湿地 となってお り、

底質 は泥、軟泥であった。また、干潮 時汀線付近の底質は砂泥、泥 となっていた。 それ

以外 の大部分は礫 の底質であった。各底質 区の任意 の複数 の点にお いて臭気(衛 生試験

法注解4.1.1.1(5))を 適宜観察 し、底質分布図中に記入 した。

潮間帯上部のシチ トウ群落が生育 している部分で、硫化水素臭 、その他 の干潟の部分

では磯臭が した。

③ 生物の分布 ・出現状況

目視観 察お よび定量調査の結果 を基に、表生生物 の水平分布状況 を図70に 、生物 の帯

状分布構造を図71-1に 、底質 と生物の分布状況 を図71-2に 示 した。

生物の帯状分布構造 についてはジグザグルー トの 目視観察お よび定量調査の結果 を基

に、潮間帯 上中下及び潮間帯全域に分布す る生物群 を考慮 し、代表的な16種 について帯

状分布構造図を作成 した。

海藻 ・藻類 はほ とんど出現 しなか った。 また、小 さな巣穴の確認は底質が ほとん ど礫

のために掘 削が難 しくほ とん どの巣穴で確認できなか った。動物 の巣穴や糞塊 ・排 出土

の密度分布表 を表42に 示 した。

干潟生物 の代表種 は多毛類5種 、腹 足類2種 、二枚貝1種 、甲殻類8種 の合計16種

であった。多毛類 ではコケ ゴカイが潮 間帯 中部 か ら下部にかけて分布 し、オフェ リアゴ

カイの1種 、61アoθrヨ属の1種 、旋 加ro朋5甜5属 の1種 、チ ロ リが潮 間帯下部に分布 して

いた。腹足類 はフ トヘナタ リが主に潮 間帯上部 、 ウミニナ属の1種:が 中部 に分布 し、二

枚貝類 では ミミエ ガイが潮 間帯下部に分布 していた。 甲殻類では潮 間帯上部 にアシハ ラ

ガニ、、ハマ トビムシ属の1種 が分布 し、中部 にはシロスジフジツボ、 コメツキガニ、下

部 にはニホンスナモ グ リが分布 していた。また、上部か ら中部にかけてチゴガニ、ハサ

ミシャコエ ビ、中部か ら下部 にかけてスナ ウミナナ フシ属の1種 が広 く分布 していた。
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表綿 動物の巣穴や糞塊 ・排出土の分布密度表

定
点

調
査

地

点

任
意

調
査

地
点

調査地点

St.1

St.2

St.3

St.4

St.S

St.6

St.7

St.8

St.9

St.10

St.A

St.B

St.C

St.D

St.E

St.F

St.G

St.H

St.1

St.J

St.K

St.L

St.M

St.N

St.O

調査 日時

1998年10月4日

9:00

1998年10月4日

9:15

1998104日

9:30

1998年10月4日

9:45

1998年10月4日

10:00

1998104

10:15

1998年10月4日

10:30

1998年10月4日

12:00

1998104

12:10

1998年10月4日

12:20

1998年10月4日

10:45

19981014

11:00

1998年10月4日

11:15

1998年10月4日

11:30

1998104日

11:45

1998年10月4日

14:45

1998年10月4日

14:30

1998104日

14:15

1998年10月4日

14:00

1998年10月4日

13:20

1998 .104日

13:10

1998年10月4日

12:30

1998年10月4日

13:00

1998104

12:50

1998104

12:40

巣穴の密度(個/m2)

ハマガニ5

チ ゴガニ130

チ ゴガニ?35

コメツキガニ10

コメツキガニ60

コメッ ガニ ・ コガ

ニ混在30

0

不明種17

ゴカイ科80

不明種5

ハマガ ニ2

チゴガニ20

チゴガニ10

0

0

コメツキガニ50

コメッキガニ15

コメツキガニ50

コメッキガニ40

不明種3

ゴカイ科3

ゴカイ科?5

ゴカイ科20

ゴカイ科10

ゴカイ科10

糞院の密度(個/m2)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ド出土 の密度(箇 所/m2)

ハマガニ3

0

0

不明種9

不明種5

コ メ ッ'二 ・ コ ガ

ニ?10

不明種5

0

多数

0

0

不明種3

0

0

不明種4

不明種5

不明種8

不明種3

0

不明種13

不明

0

0

0

ゴカイ科5
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ii)定 量調査

調査地点位置 を図72に 示す。

① 底質の酸化層の厚 さ(表43)

全般 的に礫の多い底質のためコアサンプラーを打ち込むことができなかった ところが多か

った。

② マクロベ ン トス(表44、45)

礫が多い干潟であるため,ま ずlcmの フルイを用いて1cm以 上の礫分をふるい分け,残 った

ものをlmメ ッシュのフルイでふ るい分 けた。そ して残ったものを分析に供 した。全調査地

点における出現生物の個体数の類別組成を図73に 、湿重量の類別組成 を図74に 示 した。

10地 点でのべ56種 の干潟動物が確認 された。潮 間帯上部付近では甲殻綱のチゴガニ,ヒ メ

ハマ トビムシ属の一種,腹 足綱のフ トヘナタ リな どが多 く出現 した。潮間帯中部では甲殻綱

のコメツキガニ,ス ナ ウミナナフシ属の一種等が多 く出現 した。潮間帯下部付近では多毛綱

の コケ ゴカイ,チ ロリ等が多く出現 した。

定点爽雑物調査分析結果を表46に 示す。

血)鳥 類調査

環境庁野生生物課で実施 しているシギ ・チ ドリ類の定点調査地点は存在 しないが,平 成

10年10,月3日 ～6日 の現地調査時にわずかにイソシギ1羽,バ クセキ レイ1羽,ト ビ(複 数)が

確認 されただけであった。
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表43底 質の酸化層の厚 さ

定
点
調
査

地
点

任
意
調
査
地
点

調査地点

St.1

St.2

St.3

St.4

St.S

St.6

St.7

St.8

St.9

St.10

St.A

St.B

St.C

St.D

St.E

St.F

St.G

St.H

St.1

St.1

St.K

St.L

St.M

St.N

St.O

底 質の酸化層 の厚 さ(cm)

5

10

7

5

10

10

5

備考

浸出水 のため測定不能

コアサ ンプラー使用

コアサ ンプラー使用

浸出水のため測定不能

浸出水のため測定不能

浸出水のため測定不能

浸出水のため測定不能

浸出水のため測定不能

コアサ ンプ ラー使用

浸出水のため測定不能

コアサ ンプ ラー使用

コナサ ンプ ラー使用

コアサ ンプ ラー使用

浸出水のため測定不能

浸出水 のため測定不能

浸出水 のため測定不能

浸出水のため測定不能

浸出水のため測定不能

浸出氷のため測定不能

浸出水のため測定不能

浸出水のため測定不能

浸出水のため測定不能

コアサ ンプ ラー使用

浸出水のため測定不能

浸出水 のため測定不能

※コアサ ンプラーを打ち込むことができなかったところは,直 接スコップで

掘って確認を試みたが浸出水が多 く確認できなかつた。
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② マクロペントス

表44甑 島干潟動物定点調査分析結果 調査年 月 日:平 成10年10月

単 位:個 体数 、湿重量(9)/0.25㎡

門

腔腸動物

扁形動物

環形動物

軟体動物

節足動物

棘皮動物
脊椎勤物
腔腸動物
環形動窃

節足動物

棘皮動物

綱

花 虫

渦 虫

多 毛

貧 毛
腹 足

二 枚 貝

甲 殻

昆 虫

海 鼠
硬骨魚
花 虫
多 毛
貧 毛
甲 鍛

海 鼠

目

イソギ ンチャク

多岐腸
遊在

定在

新貧毛
原始腹足

中腹足

新腹足
頭楯

原始有肺
フネガ イ

イガイ

ウグイスが イ

マルスダ 励0イ

ウミタケモド キ

翔
等脚

端脚
十脚

蒐

無足
スズ キ

イソギ ンチャク

薪貧毛
等脚
嬬脚
十脚

無足

科

ムシモド キギ ンチャク

ウロコムシ

カギ ゴカイ

ゴ カイ

チロリ

ニカイチロリ

スヒ'オ

オフェリアゴカイ

イトゴ カイ

フサゴ カイ

フトミミズ

ユキノカサ

ユキスズ メ

カワサσンショウカσイ

ウミニナ

オリイレヨフ〆 イ

材コメツブ がイ

勅 ミミガ イ

フネが イ

イガイ

イタポガ キ

ツキガ イ

マ畝 ダ 励 σイ

オキナが イ

フジ フポ

スナウミナナフシ

コツプ ムシ

ハマトビ ムシ

ハサミシャコエビ

スナモグ リ

ヤドカリ

ホンヤド カリ

コア シガ ニ

ヤワラガ ニ

スナガ ニ

イワガ ニ

アシナガ 〆 エ

イカリナマコ

ハゼ

ム済 ドキギンチャク

フトミミズ

スナウミナナフシ

ハ将ビムシ

ハ号ミシャコエビ

スナモグ り

スナガ ニ

イ溺 ナマコ

定 点

属 ・種 項 目

Edwardsiidae ム涯ドキギンチャク科

Polyclada 多岐腸 目

Lqpfdoηo塗 りSSP.

訂ga加braεe飢acロ1ata

Ceratonereiserythraeensis コケゴ カイ

Perゴnerefsη ロnがavaLbrev∫drrfsス ナイソゴ カイ

Tyloπ 五yηC加5heεero`ぬae甜S イトメ

Hemipodusyenourensis ヒナサキチロリ

α γσeracぬ ∫∫orゴ チロリ

Glycerasubaenea

Glycerasp.

Goniadidessp.

Aonidesoxycephala ケンサキスヒ'オ

Spiosp.

5ヒo」「e1印fssp.

Ar皿aηd拍1anceolata

Notomastussp.

Heteromastussp.

Tぬe」「qpロssp.

Pontodrilussp.

PateJloidapygmaea ヒメコゲ ラ

Cinnalepetapulchella ミヤコド リ

Ass血fηea/apo刀fca カワザ ンショウが イ

α}r勲 ∫dearhゴZOP加 ∫arロm フトヘナタリ

Cerithideopsillacingulata ヘナタリ

Batillariamultiformis ウミニナ

Batillariasp. ウミニナ属

Reticunassafesiiva アラムシロ

Acホ α》ojnaexゴ 」hls ヨワコメップ ガ イ

Laemodontaoctanfracta クリイロコミミカ0イ

4κqρsfssym皿e垣ca ミミエガ イ

Vignadulastrata クログ チ

Saccostreasp. かグ 助0キ属

巧11ロ(ゴ刀apjsfdjロm ウメノハナが イ

Anomalocardiasquamosa シオヤが イ

Circinae シラ勅0イ亜科

Lafem口1alf加fcOla ソトオリガ イ

Balanusal6icostatus シロスジ フジ ッポ

qγat加 ∫asp. スナウミナナフシ属

Gnorimosphaeromasp. イソ:ηブムシ属

Plaiorchestiasp.

Laomediaastacina ハサミシャコエビ0

Callianassajaponica ニホンスナモグ リ

Diogenessp. ッノヤドカリ属

Pagvrussp. ホンヤドカリ属

PhiJyrapisum マメコブ シガ ニ

1{a万ca∫cfη 口501ゴen£alfs トウヨウヤワラカ●二

Scopimeraglobosa コメツキガ ニ

μγqplaxpロsf1加S チゴ が 二

Hemigrapsussp. イソカ'二属

Sesarmasp. アカテが 二属

(既1asmagコ 】ath口SCO刀vex口5 ハマガ ニ

Grapsidae(皿egaloPa) イ励'二科 のメガロパ期幼生

Dolichopodidae アシ扮 ●〆 工科

Synaptidae イカリ灼 コ科

Gob量 三dae ハゼ科

partofEdwardsiidae 嫌 ドキギ珊 ク科の一部分

dartofPolychaeSa 多毛鋼の一部分

partofPontodridussp. Po"εo砺 ∬μssp.の 一 部 分

partof(ンa出 口「asp. スナうミけ1ル属 の一 部分

partsofPiaiorchestiasp. Pla!or改e語asp.の 一 部 分

pa「tofL201Eε{角laasεad刀 ∂ 両 ミシャコエビの一 部分

par亀ofOaj∬a朋ssaノ ∂po翌∫εa 讃 ス辣グワの一部分

partof&OP∫ 』麗ε∫agfobσS∂ コが ガ ニの一部分

dartsofCrusiacea 甲殼綱の一部分

partofSyraaptidaP 伽 リナ鐙科の 一部分

partsofu血dep価eda㎡ 皿a蛤 その他覧窃の一部分

自現種類薮 勤萄の 『一部分」は含 まない

合 計(勤 萄の 「一部分1を 含 む)

注)個 体数 の ・は計数不 能 を、湿重 量の+は0.0且9未 満 を示 す。

WWFJapanScience

Report記 載 種 ラ ン ク

危険

危険

危険

日本本で危険,琉 球

列島で普通

絶滅寸前

St.1

個体数

8

12

4

湿重量

0.29

1.05

3.64

0.27

o.i1

3

24'. 5.36

St.2

個体数

4

9

12

湿重量

6.09

0.14

0.09

0.09

3

20 6.41

St.3

個体数

4

4

4

4

29

24

8

4

20

4

湿重

o.oi

o.oa

o.oi

o.oi

25.32

o.os

6.86

0.02

0.26

o.oz

o.oi

0.02

0.05

十

10

100 32.69

St.4

個体数

4

4

4

4

4

192

4

48

29

12

44

9

9

9

4

湿重量

十

0.39

o.oi

4.46

3.19

15.78

2.12

1.41

0.09

0.52

0.39

0.09

o.oi

o.oz

0.02

十

O.ll8

o.os

St.5

個体数

16

8

4

4

4

8

8

4

88

9

9

8

湿重量

o.oa

0.69

0.14

8.27

o.oi

1.98

0.02

0.03

0.76

0.06

o.oi

0.13

0.13

0.66

0.21

0.05

15 12

360128.66160 &3.19

St.6

個体数

60

9

16

32

8

4

lb

9

8

4

20

9

68

24

4

湿重量

0.29

0.46

0.03

o.as

3.33

o.oi

o.ia

5.30

o.os

0.72

0.04

0.06

0.93

0.26

o.oi

ｩ.06

Q.ｮ1

ｮ.OS

O.Il4

YJ

276 12.11

St.7

個体数

88

8

8

8

40

9

4

湿重量

0.55

0.06

0.04

o.oa

0.50

o.oi

o.oi

0.02

0.33

St.8

個体数

64

4

12

8

8

f

0.ｮE

0.0且

湿重量

o.io

o.oi

o.oi

0.04

0.02

o.oi

7

160' Y.56

0.ｩ8

5

96 ｮ.27

St.9

個体数
8

4

84

8

8

4

9

20

4

8

4

湿重量

0.06

o.oa

0.17

o.os

0.42

o.02

十

0.03

o.ia

osa

o.os

St.10

個体数
4

9

20

4

8

4

8

4

8

9

O.C9`!

0.Ofl

湿重量

0.06

o.oi

o.oa

十

o.oi

0.51

o.oa

o.oi

as2

o.oi

0.27

Q.P2

1且 flO

Il56 Y.96 68 3.86

合計

個体数
100

8

4

9

248

12

9

8

8

20

8

9

8

4

4

16

44

20

4

8

4

20

4

28

4

9

224

12

4

12

8

16

4

12

4

4

8

52

72

4

24

16

12

8

12

4

4

200

64

4

9

9

9

8

12

9

湿重量
0.67

0.06

o.oa

o.oi

0.57

0.05

0.04

0.02

o.os

1.57

o.oi

0.19

o.oi

o.oi

o.oa

o.oi

1.01

0.03

0.14

0.29

0.39

0.04

0.01

31.41

4.46

3.19

16.04

5.45

0.01

1.05

0.84

o.iz

5.30

0.16

8.27

0.01

1.98

2.13

0.17

0.01

0.06

7.03

0.03

2.82

0.52

0.06

o.oz

2.08

0.71

o.oi

o.oa

3.64

o.oi

o.oa

0.15

o.oa

o.oa

0.90

0.27

0.Ofl

0つ2

0.05

0.2Q

0.05

且.20

ｮ.29

0.06

56

1420 IlO6.07
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表45 甑島干潟動物任意地点調査分析結果(そ の1)
調査 年月 日1平 成10年10月4日

単 位:個 体数 、湿重量(g)/0.25㎡

地 点

出

現

し

た

分

類

群

注

目

す
べ

き

出

現

種

項 目

多 毛

腹 足

二 枚 貝

甲 殻

そ の 他 の 分 類 群

出現分類群数

合 計

分類群

腹 足

二 枚 貝

甲 殻

種名/項 目

ドング リカノコ

ヒナユキスズ メ

ウミニナ

フトヘナタリ

ニセゴ マツボ

シオヤガ イ

スネナガ イソガ ニ

出現種類数

合 計

WWFJapan

ScienceReport

記 載 種 ラ ン ク

危険

危険

危険

危険

危険

絶滅寸前

希少

7

St.A

総個体数

276

184

29

総湿重量

4.39

147.88

0.85

3

484

個体数

153.12

湿重量

0

St.B

総個体数

iso

4

総湿重量

1.02

0.29

z

169

個体数

1.31

湿重量

0

St.C

総個体数

8

152

総湿重量

0.31

1.40

2

160

個体数

1.71

湿重量

0

St.D

総個体数

4

総湿重量

o.ia

1

4

個体数

0.12

湿重量

0

St.E

総個体数

4

4

総湿重量

o.oi

o.os

2

8

個体数

0.09

湿重量

0

St.F

総個体数

20

4

4

76

8

総湿重量

o.os

10.25

8.84

0.63

0.01

5

iia

個体数

4

4

19.81

湿重量

10.25

8.84

a

.819.09

St.G

総個体数

48

48

184

132

16

総湿重量

0.06

16.52

147.88

2.32

1.25

5

428

個体数

4

168.03

湿重量

3.96

1

4 3.96

St.H

総個体数

20

9

69

52

総湿重量

0.09

o.ao

0.60

0.53

4

140

個体数

1.37

湿重量

0

注)湿 重量 の+は0.01g未 満 を示 す。
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表45 甑島干潟動物任意地点調査分析結果(そ の2)
調査 年 月 日:平 成10年10月4日

単'位:個 体数 、湿重 量(g)/0.25㎡

地 点

出

現

し

た

分

類

群

注

目

す
べ

き

出

現

種

項 目

多 毛

腹 足

二 枚 貝

甲 殻

そ の 他 の 分 類 群

出現分類群数

合 計

分類群

腹 足

二 枚 貝

甲 殻

種名/項 目

ド ンク"リカノコ

ヒナユキスズ メ

ウミニナ

フトヘナタリ

ニセゴ マツボ

シオヤカ'イ

スネナガ イソカ0二

出現種類数

合 計

WWFJapan

ScienceReport

記 載 種 ラ ン ク

危険

危険

危険

危険

危険

絶滅寸前

希少

7

St.1

総個体数

16

4

169

9

総湿重量

0.04

十

0.74

0.07

9

188

個体数

0.85

湿重量

0

St.J

総個体数

16

20

12

44

68

総湿重量

0.70

17.43

6.83

o.is

0.30

5

160

個体数

8

25.42

湿重量

0.10

1

810.10

St.K

総個体数

168

8

24

16

総湿重量

0.47

11.35

0.62

1.10

4

216

個体数

13.54

湿重量

0

St.L

総個体数

100

52

4

24

is

総湿重量

0.64

14.36

0.36

0.36

0.07

5

196

個体数

20

12

4

15.79

湿重量

o.os

14.20

o.oz

3

36114.30

St.M

総個体数

180

16

4

総湿重量

1.25

o.zo

十

3

200

個体数

1.45

湿重量

0

St.N

総個体数

49

8

8

4

総湿重量

1.24

21.66

o.os

0.94

4

64

個体数

4

23.90

湿重量

21.56

1

4 21.56

St.O

総個体数

52

20

総湿重量

0.34

3.20

2

72

個体数

3.59

湿重量

0

合計

総個体数

552

328

209

436

48

総湿重量

4.25

18.75

181.25

7.84

2.48

5

1568

個体数

4

20

4

12

9

8

8

214.57

湿重量

3.96

o.os

10.25

14.20

o.oa

30.40

0.10

7

36 54.97

注)湿 重 量の+は0.01g未 満 を示 す。
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表46甑 島干潟定点爽雑物調査分析結果

調 査 年 月 日:平 成10年10月4日

単 位:湿 重 量(9)/0.25m2

定 点

サンプル総重量

爽

雑

物

草本片

木本片

枯葉

木の実

貝殻
フシ ツボ殻

甲虫遺体破片

棲管

金属片

ビニ ール片

プラスチ ック片

ガラス片

その他

爽雑物合計

St.1

10.76kg

2.46

144.04

6.84

1.09

o.ii

14.39

3.09

172.02

St.2

8.40kg

592.85

221.17

10.05

6.54

2.72

15.20

1.09

5.23

854.85

St.3

8.36kg

186.96

45.04

188.12

0.82

0.20

1.12

0.05

0.16

422.47

St.4

38.40kg

o.io

2.02

0.09

23.84

0.46

0.02

26.53

St.5

11.60kg

2.40

14.88

o.go

0.05

72.94

1.02

十

92.09

St.6

6.60kg

21.06

12.54

0.46

0.38

201.28

10.89

o.ii

0.16

0.02

0.02

246.92

St.7

14.OOkg

0.32

13.52

104.62

3.08

十

121.54

St.8

18.80kg

0.19

21.22

9.75

2.68

444.86

o.oi

0.98

479.69

St.9

16.80kg

25.92

75.96

6.76

0.70

403.64

0.02

0.17

513.1?

St.10

16.20kg

5.76

11.50

1.44

6.32

714.00

13.08

0.26

0.04

752.40

注)+は0.01g未 満 を示 す 。



(5)一2B干 潟

桑之浦漁港付近に広がる干潟は国土地理院発行の数値地図25000に よると平成5年7月 国土

地理院による現地調査時に東西方向最大幅約100m,南 北方向最大幅約300m,面 積約1.9ha

あったことが確認 され ている。 しか し,今 回の平成10年10月 の現地調査では資料編写真集に

示す とお り,干 潟がほぼ消滅 してい ることが確認 され,地 元聞き取 り調査か ら,漁 港整備に

伴い,掘 削 されたためであることがわかった。

定性調査(目 視観察)結 果

干潟の様相を呈 していなかったため,任 意の定性調査(目 視観察)を おこなった。潮 間帯

の位置は潮汐表 と現地調査 を基に判断 した。

干潟の干出幅は汀線方向最大幅約10m,底 質は砂礫であった。

生物は潮間帯上部のコンク リー ト護岸部で シロスジフジツボ,ア ラ レタマキ ビ等の付着生

物が見 られたが,密 度は低かった。

潮間帯 中部,下 部 ともにコメツキガニの巣穴がわずかに見 られ るだけであった。

(5)一3C干 潟

桑之浦漁港対岸付近 に広が る干潟は国土地理院発行の数値地図25000に よると平成5年7月 国

土地理院 による現地調査時に東西方向最大幅約50m,南 北方向最大幅約500m,面 積約3.2ha

あったことが確認 されている。 しか し,A,B干 潟 と同様今回の平成10年10月 の現地調査では

資料編写真集 に示す とお り,干 潟が縮小 していることが確認 された。

定性調査(目 視観察)結 果

潮間帯上部～下部までの距離が短 く,干 潟の様相 を呈 していなかったため,任 意の定性 調査

(目視観察)を おこなった。潮 間帯の位置は潮汐表 と現地調査 を基に判断 した。

干潟の干出幅は汀線方向最大幅約20m,底 質は礫であった。

生物は潮 間帯上,中 部付近で主にスナガニの巣穴が見 られたが,密 度は低かった。

潮間帯下部では転石の下にムラサキクルマナマ コが群生 し,他 にハサ ミシャコエ ビ,シ オヤ

ガイ等が見 られた。

(6)調 査結果のまとめ

浦内湾 に分布する干潟は、複雑な海岸地形における湾入部に形成 された浅い海域であって、

礫が多いなどいわゆる典型的な干潟 とは、様相を異に している。礫質か ら泥質 とい う多様な微

環境 に対応 して、干潟を象徴する生物 にとどま らず、多種多様 な底生生物が分布 している。更

に、周辺の海域は暖流の影響を強 く受 けているため、南方種 も出現 してお り、特殊な潮間帯生

物群集を形成 している。

(7)調 査手法に対する提言

今回の調査地点である浦内湾干潟は底質が礫 の干潟であ り,底 質が泥の一般的な干潟に

比べて様 々な調査上の問題 が認 め られた。気づいた問題点 と解決案について,以 下に列記

した。

① 生物の分布 ・出現状況の確認 について

(問題点1)

小 さな巣穴の場合はスコ ップで掘 って種を確認するとマニュアルにはあるが,礫 の

干潟の場合掘 ること自体 が困難である場合が多い。

(解決案)

底質 による生物分布の特徴や巣穴や棲管の見分け方をマニュアルに記載 し,現 場で

の効率を図る。

(問題 点2)

定 量調 査の た めに25cm×25cm×15cmの 方形 枠 を用い て深 さ15cmま で の底 質 を,1地 点
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当た り4枠採取す るとあるが,浦 内湾は礫 が多かったために準備 したステンレスの方形

枠 を打ち込む ことが困難であった。 また,現 場で採取 した泥を1㎜ メ ッシュのフルイで

ふるい,残 った ものを1mメ ッシュのフルイでふ るったが,そ うして得 られたサンプル

が最大38kgに も達 し,運 搬 に苦労 した。

(解決案)

礫干潟の場合一律に15cm掘 るのではな く,す ばや く熊手などの ようなものを使用 し

て25c皿×25cmの 方形枠 内の礫 を掘 り返 してをサ ンプ リングす る方が労力の削減につな

がると考 えられ る。

② 底質の酸化層の厚 さ測定手法について

(問題点3)

径50cm程 度 の透 明なパイプを干潟基底に打ち込んで底質のコアーサ ンプルを採取 し,

酸化層の厚 さを(表 面か らの距離)を 測定する。 どあるが,全 般的に礫の多い底質の

ためコアサ ンプラー を打ち込む ことができなかった。また,ス コップで掘 って測定 を

試みたが浸出水が多 く確認が難 しかった。

③ 臭気

(問題点4)

各底質区の任意の複数の点において臭気(衛 生試験法注解4.1.1.1(5))を 適宜観

察す るとあるが,干 潟の臭気は衛生試験法注解 の臭気の種類 の表現ではその他 にあては

まるものが多いのではないか と思われた。

④ マクロベ ン トスの ソーティング,種 の同定,計 数 湿重量の計測 について

(問題点5)

.定 点調査における爽雑物の ソーテ ィングが煩雑で時間がかかった。

(解決案)

爽雑物 の分類は植物破片(枯 葉,枯 枝,枯 草,実 など),動 物破片(骨,羽 毛,抜

け殻,貝 殻な ど),人 工物(プ ラスチ ック片,金 属,ビ ニールほか人為的ゴ ミ類)の

3種 類程度 にまとめ られ るのではないだろ うか。

一265一



浦内湾干潟生物調査票

干潟生物調査票

1.位 置

海域名

(海域コード)

809

市町村名

(行政コー ド)

46389

都道府県名 鹿児島県

2調 査期間

3.タ イ ブ

4.面 積

5.規 模

6調 査手法

7.高低の勾配

8.底 質

9遮 蔽 度

10..陸上植 生

(干潟後背地)

11.藻 場

(干潟の植 生)

12.,い 、 シ

ギ ・チ ド リ 類)

状"

13海 水の清澄度

14海 岸改変状況

15陸 域土地利

16.干 潟の利 用

17備 考

18調 査 員

地 名

上甑村 浦内湾奥干潟

1998年10月3日 ～10月6日(現 地調査)

1U浜 干潟2.口 干潟3.潟 湖潟4.憂 合型干潟

前浜干潟

ha

河口干潟

2ha

潟湖干潟

ha

1.大 干 潟(300ha以 上)2.中 干 潟(300～100ha)3』 ・干 潟(100ha以 下)

1.・行 目視観察 2・ 行定量調査 3.船 よる定量調査

1.6m/100m

1. 2.砂 3砂 泥 4.泥

1.開放海岸 2保護海岸 3包 囲海岸

1.ヨ ジ原

2.北方型塩沼地植 生

3.南方型塩沼地植 生

4.マ ングローブ林

5.アダン林

6海 岸砂丘植生

叡 の他の植生

0.不 明

1.賦 し2.ア オサ ・アオノ リ場3.ア ジモ場4.オ ゴノ リ場

5.その他 の藻場()※ 複数 の選択可能

1.渡来数が特に多い2渡 来数が多い(豆)度 来数は少ない

4種 類 が多 い5.大 型 のシギ類が含 まれ る。0.不 明 ・ ※複数の選択可能

1.れ い

2.少 し汚 れてい る

3.かな り汚 れてい る

・海の底 が良 く見 え、快 適な気分 で泳 げる程度、透視 度30cm以 上

・海水 に浸か ることが気 にな らない程度 、透視度20～30c皿 以上

・海水 に浸か る気が しない程度 、透視度20cm以 下

1.自然 海岸 ② 粕 然海岸 3.人 口海岸4.そ の他(河 口、河岸)

1.然 地 ② 諜 地 3市 街地 ・工業地 その他

1潮 干 狩 り2.釣 り

6.し ・不 明

3海 水浴4バ ー ドウォ ッチ ング5.そ の他

河ll河 口 で 晶5m王,盗 に1し下 こ ころで2つ に河llし{分

筋 は干潮 時汀線 まで続 いているが,河 口部 よ り50m程 で伏流す る。

る 。

所属 財団法人鹿児島県環境技術協会 氏名 生森佳治
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懸襟 蘂灘灘1譲 灘 講i魏
}禽.

1鮮灘
潮 ・

ら・ヒ癬
撫

醸.

鍵難纏
写真22定 量 ・定性調査 浦内湾A干 潟st2-2

定量調査地点 チゴガニの巣穴

写真23浦 内湾B干 潟 潮間帯上部

護岸の付着生物 シロスジフジツボ
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写真24 定性調査 浦内湾C干 潟 潮間帯中部
スナガニの巣穴

縢

趨

瀬轟

欝麟羅
婁

窺騒

。瑳鰻 犠

露講

雛

簸樋

縄
翻『 欝

綾護
撃欝謬 難

簾灘
〕・雛

謬 臨 璽

湧も.ニゴ到

.聡"ぜ 浦 鑑

舞
欝
写 ・

'乳"㌧'

'ミ ・ 尊
り

撚

繋

遍

瀞

写真25定 性調査 浦内湾C干 潟 潮間帯下部

転石の下にはムラサキクルマナマコが生息
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6.石 垣島ア ンパル干潟

(1)調 査期間

現地調査は1998年10月20～22日 の大潮時に実施 した。

(2)調 査場所

図75に 示す沖縄県石垣市名蔵 アンパル(約30ha)干 潟である。

(3)調 査項 目

i)定 性 調 査

a.底 質分布

b.臭 気

c.地 形 的 特徴 の観 察

d.生 物の 分布 ・出現状 況

ii)定 量調査

a.底 質の 酸化 層 の厚 さ

b.マ ク ロベ ン トス

iii)鳥 類 調査

(4)調 査方法

i)定 性調査

干潟の様々な特徴 の平面的分布状況を、 目視観察によ り定性的に把握 した。 調査に当た

っては現地の状況に応 じた任意のジグザ グ状ルー トを選定 し、双眼鏡 を用いてルー トの両

側約50mの 範囲を観察 した。 なお任意のルー ト選定に際 しては、調査範囲の干潟の最上流

部陸側か ら最下部(海 側)に 向かって斜め方向に横切 ることを原則 とし、濡筋や潮溜ま り、

凸地等の地形状況を充分チェ ックで きるようなジグザ グ状のルー トを設定 した。

a.底 質分布

干潟において底質の種類(転 石、礫、砂、泥、軟泥、砂泥)が どのよ うな状況で分布

してい るかを 目視観察 し、概略の底質分布 を干潟の微地形図中に記入 した。

b.臭 気

各底質区の任意 の複数の点において臭気(衛 生試験法注解4.1.1.1(5))を 適宜観察 し、

底質分布図中に備考 として記入 した。

c.地 形的特徴の観察

干潟における流入河川の流路、濡、潮溜ま り、凸地(マ ウン ド)な どの微地形的特徴

お よび満潮時 ・干潮時の汀線の位置の概略 を目視観察によって確定 し、干潟の微地形図

を作成 した。 なお潮上帯の満潮線付近に植 物群落が分布す る場合は、その位置 と規模、

群落名を記録 し、微地形図中に記入 した。

d.生 物の分布 ・出現状況

調査範囲内における概略の表生生物の水平分布状況 を目視観察によ り作図 した。なお

ジグザ グルー トの 目視観察お よび定量調査の結果 を基に、潮上帯か ら潮下帯 にかけての

生物の帯状分布構造 を作図 した。

ii)定 量調査

陸か ら沖方向に調査範囲を斜めに横切るジグザ グ状のルー トに沿って、図76に 示す潮間帯

上部で3点 、中部で4点 、下部で3点 の計10地 点において底生生物(マ クロベ ン トス)の 定

量的分析のための試料 を採集 した。

a.底 質の酸化層の厚 さ

上記の10地 点及び任意の15地 点 において、 口径50mmの 透明なパイプを干潟基底に打

ち込んで底質の コアーサ ンプル を採取 し、酸化層の厚 さ(表 面からの距離)を 測定 した。

b.マ クロベ ン トス

上記の10地 点において、25cm×25cm×15cmの 方形枠を用いて深 さ15cmま での底質

一269一



を1地 点あた り4枠(合 計5㏄m×50cm×15cm)採 取 した。採取 した底質は、1㎜

メ ッシュのフルイを用いて底質中の生物をふるい分 け、10%中 性 ホルマ リン海水で固定

し、実験室に持 ち帰って全量の湿重量を測定の後、生物のソーティング、種の同定、計数、

湿重量の計測を行った。また1㎜ メ ッシュを通 らずに残 った生物以外のものの うち砂礫

以外 のもの(プ ラスチ ック片、貝殻片、枯葉、木片等)の 内容お よびその重量を記録 した。

また、この10地 点以外の任意の15地 点において同様の要領 で底生生物の試料を採取 し、

現地にて1㎜ メ ッシュのフルイ を用 いて底質 中の生物 をふ るい分け、10%中 性ホルマ

リン海水で固定 し、現地 に仮設 した実験室で分類群別の出現総個体数 と総湿重量 を測定

した。

iii)鳥 類調査

飛来する鳥類 の種類については、既存の調査資料を利用 した。

轟 灘欝
響 翻懸難i欝 灘獅
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(5)調 査結果

i)定 性調査

①地形的特徴及び底質(図77)

調査地は名蔵川河 口に位置する干潟で、周 囲はマ ングローブ林に囲まれている。底質は

ほぼ全域が砂泥底である。山側で沼沢臭、海側ではまぐり臭があった。

②生物 の分布 ・出現状況

表生生物の水平分布状況を図78に 示 し、生物の帯状分布状況 を図79に 示す。また、成帯

構造図を図80に 示す。水平的には干潟奥部でキバ ウミニナ、シ レナシジ ミが干潟海側で

シオマネ キ属、 ミナ ミコメツキガニが 目立って出現 した。垂直的には潮上帯から潮下帯

にかけてネジ ヒダカワニナが出現、潮間帯上部にはゴカイ、ツノメチ ゴガニ、中部には

ハザクラ、 ミナ ミコメツキガニ、下部 にはマルアマオブネガイ、 ウミニナ、 ウメノハナ

ガイ、 ミナ ミツノヤ ドカ リが主に出現 した。個体数では潮間帯上部か ら中部 にかけてネ

ジヒダカワニナが圧倒 的に優 占す る。

ii)定 量調査

①底質の酸化層 の厚 さ

定量調査10地 点及び任意調査15地 点にお ける底質の酸化層の厚 さを表47に 示す。

②マクロベ ン トス

定量調査地点におけるマクロベ ン トス出現状況 を表48に 、その集計を表49に 示す と共に、

図81に 個体数の底生生物類別組成 を示す。全般的に腹足類が優 占的に出現す るが、これ

はニジ ヒダカワニナである。St.2と8で 多毛類がSt.10で 甲殻類が腹足類に次いで出現す

る。砂礫以外の出現物を表50に 示す。また任意調査地点における分類群別出現状況(湿

重量)を 表51、 図82に 示す。

iii)鳥 類 調 査

名 蔵 ア ン パ ル に お け る 鳥 類 調 査 は 、 沖 縄 県 環 境 保 健 部 自 然 保 護 課 に お け る1996年 、 特

殊 鳥 類 等 生 息 環 境 調 査D(一 八 重 山 湿 地 編 一 で 詳 細 に 報 告 さ れ て お り

そ れ に よ る と こ れ ま で にll目32科135種 の 鳥 類 が 記 録 さ れ て い る 。 そ の 中 で チ ド リ科 は 、

コチド リ、イカ"ド リ、シロチド リ、メダ ィチド リ、材 メダ イチド リ、ムナグ ロ、ダ イゼ ン、ケリの8種 、 シ ギ 科 で は 、 キョ

ウシ"ヨシキ"、トウネン、ヒバ"リシキ"、オシ"ロトウネン、ヒメウス"ラシキ"、ウス"ラシキ"、ハマシキ"、オハ"シキ"、ミユヒ"シキ"、エリマキシキ"、ツ

ルシキ"、アカアシシキ"、コアオアシシキ"、アオアシシキ"、クサシキ"、タカフ"シキ"、キアシシキ"、イソシキ"、ソリハシシキ"、オク"ロシキ"、オオソリハ

シシギ 、ダ ィシャクシギ 、ホウロクシギ 、チ・ウシャクシギ 、コシャクシギ 、ヤマシギ 、タシギ の27種 が 記 録 さ れ て い る 。

iv)調 査結果 のま とめ

当干潟は、南西諸島以南に広 く分布する、マ ングローブ干潟の典型 であ り、 日本において

は、比較的規模 の大 きなものである。干潟の微環境それぞれに優先する生物種 が、他の調査

地 とは 明 らかに異な り、南方種やマ ングローブに特異な種が出現 している。 また、干潟上

に森林が形成 されている点で特殊であ り、一般的な干潟に対 して、構造上の複雑 さと高等植

物の生産性による、底生生物の より大 きな多様性 と現存量が認 められた。鳥類 において も、

南方種や渡 り鳥に とっての良好な飛来地 となっていることが伺 える。

(6)今 後の調査課題

当該調査地は、マングローブ樹林が広 く分布 してお り樹上棲の腹足類、甲殻類等が生息 し、

また樹間にはオキナ ワアナ ジャコの巣 も確認 された。今回の調査に当た りコー ドラー,ト法によ

る底生生物の定量調査のみ ならず、その他の生物群の把握の必要性がある。
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図79 生物の帯状分布状況
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表47底 質の酸化層の厚 さ

調査地点 厚 さ(cm)

定量調査地点1

定量調査地点2

定量調査地点3

定量調査地点4

定量調査地点5

定量調査地点6

定量調査地点7

定量調査地点8

定量調査地点9

定量調査地点10

任意調査地点1

任意調査地点2

任意調査地点3

任意調査地点4

任意調査地点5

任意調査地点6

任意調査地点7

任意調査地点8

任意調査地点9

任意調査地点10

任意調査地点11

任意調査地点12

任意調査地点13

任意調査地点14

任意調査地点15

10

10

15

15

15

25

40

35

20

10

15

5

20

15

25

30

20

20

10

25

35

35

30

10

10
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表.48底 生生物調査結果

調査期 日 平成10年10月21日

単 位 個体数、湿重量(g)/0.25㎡

i

ミ
刈

i

i

I

No.1 門 綱 学 名

調査水域
調査測点

和 名/項 目
1腔 腸動物 花虫
2紐 形動物
3環 形動物

4

5

IActiniaria

【NEMERTINEA

多毛 Sigannbratenntaculata

Namalycastissp.

Ceratonereiserythraeensis

イソキ.ンチャク目

紐形動物門
ハナオカカキ.コ.カ イ

(コ'カイ科)

コケゴ カイ

§一τ71「一丁一'至「τ=7一'下 一'百τ1丁一暫…「'一'ヨーτ 耳一 π一 一§一{Ti「一「}胃St.6

個体数 湿重一個体数 湿重量

丁『一St
.一St.ぎ 冒 S汽.す一'可 合計

個礪 訂湿蚕量r宿翻 湿重量1面体薮幽「湿重量.
St.10

・名

圏匿圃
11

12

13

14

15

16

鞠
烈'劉

二圏

一器

軟体動物
貧毛

281

螺
32

33

腹足

睡貝

34

35

36

節足動物 甲殻

Neanthesjaponica

Neanthessp.

Perinereissp.

Nephtyssp.

Glycerasp.

Goniadasp.

Malacocerosindicus

Telepsavuscostarum

Heteromastussp.

OLIGOCHAETA

Trochidae

Chitonsowerbianus

Neritasquamulata

LThiarariqueti
Batillariamultiformis

Batillariacumingii

Batillariazonalis

Clypeomoruspellucida

Clypeomoruscoralium

Plicarculariabellula

Pyramidellidae

Musculistasenhousia

Geloinasp.

37

38

Pillucinapisidium
Gafrariumtumidum

Veneridae

39

Psammotaeaminor

Laternulatruncata

40

41J

Dynoidesdentisinus

Melitidae

Corophiumsp.

Penaeidae
1腱s6五ex

IDiogenessp.一

4

ゴ カイ is

(ゴ カイ科) 量 21

(ゴ カイ科)

o.oi

0.27

0.06

(シロガ ネゴ カイ科)

(チロリ科)

(ニカイチ司 科)

ツノスピ オ

アシヒ9キツハ9サコ.カイ

(イトゴ カイ科)

貧毛綱
ニシキウズガ イ科

カノコガ イ

マルアマオフ.ネカ9イ

ネシ.ヒタ9カワニナ

ウミニナ

ホソウミニナ

イポ ウミニナ

ミツカト9カニモリカ.イ

コケ.ツノフρエカ9イ

カニノテムシロカ.イ

トウグカガ イ科

ホトトキ・スカ・イ

(シジ ミガ イ科)

ウメノハナカ.イ

アラスシ・ケマンカ.イ

マ畝 ダレガイ科

ハザ クラ

ヒロクチソトオリカ.イ

シリケンウミセミ

刈タヨコェピ 科

(ド ロクダ ムシ科)

クルマエビ 科

ミナミツノヤドカリ

(ヤド カリ科)

丁

i

644

コプ シガ ニ科

o.io

22.64

個体数湿重量個蘇 重憂「宿緬 豆董量個体数湿重量
1

41 0.33

2

4

9

「一「

0.00

0.31

o.os

14

3

i

0.31

o.of 31 0.31

一十=F耳
=〔 一.=F

R

4 o.02

25

12

2

0.14

o.s2

o.of

個体数 湿重量
3

1 0.05

14

工二1
3

0.03

o.iz

11

13

0.06

o.i2

1

19

o.00

0.09

141
1

0.09

4

170

748
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表49底 生生物調査結果集計

St.

総出現種類数

総出現個体数

総出現湿重量
類

別

個

体

数

組

成

類

別

湿

重

量

組

成

花虫類

(%)

紐形類

(%)

多毛類

(%)

貧毛類

(%)

腹足類

(%)

二枚貝類

(%)

甲殻類

(%)

昆虫類

(%)

花虫類

(%)

紐形類

(%)

多毛類

(%)

貧毛類

(%)

腹足類

(%)

二枚貝類

(%)

甲殻類

(%)

昆虫類

(%)

1

7

719

2331

37

(515)

1

(014)

644

(8957)

35

(487)

2

(028)

034

(146)

oio

(043)

2264

(9713)

023

(099)

000

(000)

2

9

978

2942

215

(2198)

748

(7648)

1

(010)

13

(133)

1

(010)

161

(547)

2484

(8443)

022

(075)

274

(931)

001

(003)

3

10

617

3106

23

(373)

11

(178)

576

(9335)

3

(049)

2

(032)

2

(032)

042

(135)

003

(010)

2870

(9240)

186

(599)

005

(016)

000

(000)

4

6

974

4331

17

(175)

888

(9117)

59

(606)

(082)

8

2

(021)

032

(074)

3384

(7813)

902

(2083)

013

(030)

000

(000)

5

11

1688

4771

35

(207)

1633

(9674)

7

(041)

12

(071)

1

(006)

036

(075)

000

(ooo)

4549

(9535)

035

(073)

151

(316)

000

(000)

6

10

1165

3345

34

(292)

1120

(9614)

(060)

7

4

(034)

ois

(054)

3295

(9851)

030

(090)

002

(006)

7

20

2044

9419

40

(196)

1830

(8953)

161

(788)

8

(039)

5

(024)

07z

(082)

000

(ooo)

6072

(6447)

3251

(3452)

019

(020)

000

(000)

8

20

111

1793

3

(270)

20

(1802)

4

(360)

68

(6126)

7

(631)

(541)

6

3

(270)

003

(017)

ois

(100)

1700

(9481)

037

(206)

035

(195)

000

9

17

475

5285

11

(232)

14

(295)

386

(8126)

42

(884)

22

(463)

006

(011)

012

(023)

5064

(9582)

160

(303)

043

(081)

10

19

369

5029

(027)

1

31

(840)

254

(6883)

15

(407)

68

(1843)

000

(000)

015

(030)

2666

(5301)

2166

(4307)

182

(362)

平均
13

914

42

7

(077)

1

(027)

4660

(689)

533

(184)

81470

(8443)

3356

(386)

1780

(373)

229

(056)

005

(014)

000

(ooo)

045

(127)

003

(013)

3435

(8541)

754

(1243)

075

(206)

000

(OO1)
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表50定 量結果表 名蔵干潟

o. 冗又 某 フ ス 噛 、 ノ 、

St.l

St.2

St.3

St.4

St.S
… 翫 マ6'… …

st.7

St.8

St.9

St.10

18.291163

6.5049.83

62.16134.92

9.1488.67

2.64 .39.34'●'12'「3σ'''"●'r5':35●'

74.0111.50

91.984.64

19.222.38

50.362.43

8.97

60.95

13.98

0.24

155.12
"29二 切"

4.64

0

0

3.16

0

0

0

0

0
'●σ

0

0

0

3.54

0

0

4.99

0

0

σ

0

0

0

0

σ

0

0

0

0.39

表51分 類群別出現個体数

任意調査地点1

任意調査地点2

任意調査地点3

任意調査地点4

任意調査地点5

任意調査地点6

任意調査地点7

任意調査地点8

任意調査地点9

任意調査地点10

任意調査地点11

任意調査地点12

任意調査地点13

任意調査地点14

任意調査地点15

合 計

多毛類

11

5

26

10

14

11

4

1

10

4

2

0

0

12

3

113

腹足類

0

1

0

3

1

24

1

1

0

1

4

1

0

16

62

115

二枚貝類

0

1

0

4

13

47

20

21

42

58

37

51

2

25

11

342

甲殻類

4

2

13

0

2

6

14

13

3

9

5

3

3

16

1

94

その他

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

一281一



干 潟 生 物 調 査 票

L位 置

海 域 名(上)

游域 コー ド 下

八 重 ム づり蕊__.

8-go

市 町 村 名(上)

行政 コ ー ド 下

,_↓

__._∠ ～;ζ.鷺.」‡～

妙 之oク

都 道 府 県 名
!

B

'

2.調 査期 間

3.タ ィ ブ

4.面 檀

5.硯 横

・6潤 査手法

7枯 底の勾配

3.儀 貿

9.遮 蔽 度

10.随 上 植 生

(干潟 後背地)

11.報 嶋

(午潟の檀生)

12..璋ら類.(シ亀σ・チ}oリ

頬)の 渡来 状 況

13.フkの 滴 澄 度

14.尚岸改 変状 況

15.陸域 土地利 用

`16
.干 潟 の 利 用

17,備 考

18,調 査 員

地 名

了 ンハOlレ

1ggr 年/ク 月 宕o日 ～/〃 月 之え 日

L前 浜午潟 2.河 口干潟 ③ 潟湖潟 41旗台型干潟

前 浜 平 禽

ha

河 口 干 潟

ha

潟 湖 干 潟

訪 ha

1,.大 干 潟(300ha以 上) 2.中 干 潟1300～100ha)
① ・刊x1・Oh・以下)

1.歩fテ 目 毫見竃見;襲 ② 歩行定舳 査 3.船 に よ る定 皿調 査

Q,Sm/100m

蒐.礫 2,砂 ③砂泥 4.泥

L開 放面岸 2.保 讃 而岸 ③ 包囲淘岸

1・ヨ源

2.北 方型 壇沼地 穂 生(ア ツケシソウ汐シわ メクサ,シれ ツパ等)

3.南 方型 置翻1沼」也植生(ハ マリシ㌔ハママツナ,シチ≠ンソウミ亨)

④ マ ング ・一 ブ林

5.ア ダ ン林

6.潟 岸 砂丘 植坐

7.そ の 他の 前生(水m、 畑 地)

0.不 明

① なし

5.そ の 他の 部場(

2.ア籾 ・ア〃 り場 3.アシ堰場4.オ ゴノ リ嶋

)※ 複 数の巡 択可 能

L灘 数が特に多い ② 激 数が多し・

5.大 型の シ ギ類 が含 まむ る0.不 明

3,渡来数は少ない ④ 蜘 が多い

※ 複数の3測尺可能

1.き れ い

② 少し汚れている

3.か な り汚 れて い る

・而の 底 が よ く見 え
、快 適 な気分 で泳 げ る程 度、 透視度30c●1)吐

・海水 に 浸か ることが 気に な らない捏度
、透 挽度20～30c繍 捏度

・海水 に 浸 か る気 が しない 握度、 透凄見肛20c隣以下

1・自然 海岸 @舶 備 岸 3.人 工而岸 4.そ の 他(河 口,河 即)

① 自然地 2.闘 榮 地 3.巾 街地 ・工 桑地 ・その 他

① 潮干勤2.的 り

(そ の他の 内 容)

;⊇'ソ アー

3.而 水 浴 ④ ハ♂一ドウ励 ク'珍 その 他

※ 複数の遡択可能

6.な し ・ネ 明

所 歳

櫛 亀 葭渦翫)

氏 名

山 里'こ 、

一282一



IV.サ ンゴ群集 生物調査
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1.は じめ に

平成9年 度 に策定 されたサンゴ群集生物調査手法(案)に 基づ き平成10年 度は東京都小笠原.

村父島、和歌山県西牟婁郡串本町錆浦、熊本県牛深市(天 草下島)、 鹿児島県名瀬市(奄 美大

島摺子崎)の4ヶ 所のサンゴ群集の調査を行 った。以下にその結果 を述べ る。

2.東 京都小笠原村父島

稲葉 慎

(財)東 京都海洋環境保全協会 小笠原海洋センター

(1)調 査期 間

現 地調 査 を1999年5,月 に行 った。

(2)調 査場所

図83に 示す東京都小笠原村父島二見湾奥及び兄島瀬戸宮ノ浜のサンゴ群集 を調査対象 とした。

小笠原のサンゴ礁 は裾礁に相当 しないエプロン礁 で礁池 を欠 くため、調査地はやや礁池的環境

を有す る二見湾奥の製氷海岸 と兄島瀬戸宮 ノ浜の2つ の海域を選定 した。

(3)調 査項 目

調査項 目は以下の通 りである。

i)種 組成

ii)全 生サンゴ被度及び死サンゴ被度

iii)サ ンゴ種別被度 、頻度(被 度 は撮影画像上で測定する)

iv)水 深、基質、植被、サンゴ以外の主な底生生物

(4)調 査方法

礁縁における調査法を参考に して実施 した。
i)調 査区の設定

各調査地の水深3mと9mに1調 査区ずつ、計4調 査区設定 した。
ii)調 査区の面積

1調 査区15㎡ とした。調査線 に沿って1㎡ の コ ドラー トを15回 繰 り返す ことによ り得た。

iii)調 査区での測定
・位置:小 笠原 には沖縄のよ うな海岸別の航空写真がないため、調査線位置確認のための

航空写真画像への記入は省略 し、1/25,000の 地形図 とGPSを 用いて調査ラインの位置出 し

をおこなった。
・調査線の設定:任 意の基点か ら水深や基質が変動 しないよう、原則 として海岸線 に平行

になるように設定 した。基点 と終点及び5mと10mの コ ドラー トに鉄筋杭 を海底に打ち

込んだ。
・概観調査:調 査線の周囲を10分 間遊泳 し、優 占す るサンゴ種、生サンゴ被度、オニ ヒ ト

デ食害、 白化 の有無などサ ンゴ群集の概観 を調査 した。
・コ ドラー ト調査

a.水 深:水 深計によ り調査時の水深 を測定 し、時刻、天候 とともに記録 した。

b.基 質類型:表52の 類型に従いコ ドラー ト内で最大の面積を示す基質で代表 させた。

c.全 生サンゴ被度:コ ドラー ト内の全生サ ンゴ被度を測定 した。

d.死 サンゴ被度:コ ドラー ト内の死サ ンゴの被度 を測定 した。

e.出 現サンゴ種:コ ドラー ト内に出現す るサンゴを可能なかぎ り種 レベルで、記録 し

た。種同定は外部形態か ら行ったが、不確実な ものについてはコ ドラー ト外 に同様

な群体がある場合はサンプ リング し、骨格観察を行った。 コ ドラー ト外で見つけ ら
れない ものについてはサ ンプ リングを行わず、外部形態のみか ら可能な限 り属 レベ

ルで記録 した。

f.サ ンゴ以外の大型底生生物被度:コ ドラー ト内に出現す るサ シゴ以外の大型表在底

生については ウニ類 とシャコ類のみの記録を行った。
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9・

h.

1.

植被率:コ ドラー ト内に出現す る出現頻度の高い植物の種群名 を被度順に記録 した。

裸面率:コ ドラー ト内の基質の うち、肉眼で識別 できる生物に覆われていない部分

の被度を測定 した。

写真撮影:各 コ ドラー ト毎に写真及びデジタル ビデオによる撮影を行った。
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表52基 質類型(サ ンゴ礁)

類型記号 基質タイプ

I

II

皿

N

V

VI

VII

VIII

サンゴ岩礁、岩礁及び卓状サンゴ死骸(年 月を経た死骸)

塊状サンゴ岩石(年月を経た死骸)、岩石

枝状サンゴ立ち枯れ(年月を経た死骸)

枝状サンゴ礫堆積固結(堆積 し、藻類などで固結 されているもの)

枝状サンゴ礫堆積半固結(堆積し、藻類などで緩やかに固結されているもの)

枝状サンゴ礫堆積非固結(堆積しているが固結されていない)

枝状サンゴ礫平面非固結分散(砂底上に平面的に分布 しているもの)、礫

砂泥

iv)解 析

撮影 したポジフィルムをスキャニ ング し、パソコンに取 り込みPhotoShopを 用いて画像処

理後、NIH-Imageを 用いて被度 の測定を行 つた。種の確認 は目視観察結果 とビデオ映像 より

判断 し、不明なものは骨格標本の観察により同定 した。

(5)調 査結果

i)製 氷海岸

表53、54に 調査結果 を示す。二見湾奥に位置する、小笠原諸島で唯一樹枝状 ミドリイシ類が

発達 している海岸である。水深約4mか ら水深9mま で樹枝状 ミ ドリイシの大群集(ス ギノキ ミ ド

リイシ 龍即ρo畑fb㎜05ヨ が優 占す る)が 発達 してお り、それ以深はナガ レハナサンゴ 伽 加11

珀 ∂刀oo畑群集 となる。9m以 深で造礁 サンゴが生息 していない場所はシル トが堆積 している。

この群集構造は製氷海岸 から二見漁港入 り口に当たる赤灯台まで断続 的に形成 されている。調

査地点はこの うちの製氷海岸前である。

4m以 浅は枝状 ミ ドリイシのサンゴ礫 に砂泥が薄 く積 もった底質であ り、小笠原では非常に優

占するサボテ ンミ ドリイシ オorρρo畑floガ 幽 やイ タアナサ ンゴモ ドキ 〃11aρo畑 ρ1寵〃加11∂

の中規模 な群体をは じめ、その他塊状、被覆状のキクメイシ類、コモンサンゴなどの小群体が

多様性に富んで生息す る。後述す るが、 この地域に生息する造礁サンゴ類で、今 回の調査線 に

はかからなかった種類で特徴的なものは、イタアナサンゴモ ドキ等である。

尚、本調査では3mラ イ ンと9mラ イ ンの中間にスギノキ ミ ドリイシ群落があ り、9mラ インは

ちょうどスギ ノキ ミ ドリイシ群落か らナガ レハナサ ンゴ群落へ移行す る急斜面上に位置 してい

る。
・水深3mの 群集

全コ ドラー ト内に出現 した種は34種 類で、多様度指数は1.521で あった(表53)。 積算優 占度

か らみる と本調査にお ける4群 集のなかでは平均的に各種が出現 しているよ うであるが、この中

では製氷海岸で優 占しているスギノキミ ドリイシの積算優 占度 は高 く(80.77)、 ラインを設置

した水深3m以 深か らは被度100%に なる。ついでコカメノコキクメイシ(74.21)、 トゲキクメ

イシ(66.56)、 ノリコモンサ ンゴ(64.44)、 コ トゲキクメイ シ(61.64)な どの積算優 占度が

高い(図84)。3m以 浅ではイタアナサンゴモ ドキの大型群体が 目立つのが この群集の特徴であ

るが、本調査 ライ ン上にはほとん ど出現 していない。

この群集 における被度 は、30～50%程 度 、各種類の群体がパ ッチ状に分布 している。基質の

ほとんどが樹枝状サンゴダス トで、シル ト質の堆積物が堆積 している。被覆状、塊状キクメイ

シ類などの小群体が多 く分散 してい る。3mの 群集の平均 サンゴ被度 は32.7%、 平均裸面率が63.

5%で あった
・水深9mの 群集

全 コ ドラー ト内に出現 した種 は16種 類 で、多様度指数は0.406と 低い(表54)。 出現種はスギ

ノキ ミ ドリイシ、ナガ レハナサンゴがほ とん どであ り、 これ らの中の空間ギャ ップにその他の

種類がパ ッチ状に分布 している。積算優 占度 はナガレハナサ ンゴが100で 最 も優 占 し、次いでス

ギノキミ ドリイ シ53.2と 続 く。 この2種 が大きく優 占する(図85)。 スギノキ ミドリイ シとナ

ガ レハナサ ンゴは水深9m付 近で出現状況が明確に交代 し、浅所にスギノキ ミ ドリイシ、深所 に

ナガ レハナサンゴの群集 が広が る。同様に基質 も水深9m付 近で樹枝状サンゴダス トか ら、ナガ

レハナサ ンゴ産サ ンゴダス トに変化 し、また堆積物量 も増加 している。
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この場所の群集構造は小笠原においても非常に特殊なものであると言え、特にスギノキ ミ ド

リイシはこの場所で しか生息が確認 されていない。

9mの 群集は平均サ ンゴ被度は高 く83.1%で 、平均裸面率は12.8%で あった。
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図84積 算優占度上位5種(製 氷海岸3m群 集)
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図85積 算優占度上位5種(製 氷海岸9m群 集)

ii)宮 ノ浜

表55、56に 調査結果 を示す。兄島瀬戸に面 してお り、この海岸 の海 に向かって右側 か らと、

正面の兄島側海岸は海 中公園地 区に設定 されている。宮ノ浜は海 中公 園に設定 されていないが、

小笠原 においては造礁サンゴの発達規模 と多様性が最 も高い海岸 のひ とつにあたる。

宮 ノ浜は海岸 中央部が湾奥か ら湾 口へ と砂底質 になってお り、左右 に造礁サンゴ群集 が発 達

している。浅所域はハマサンゴ ∫br∫オθ5spp.、 アザ ミサ ンゴ 命1∂肥∂飴50fo〃!∂ガ5、 オオハ

ナガタサンゴ ∠o加助■11∫∂加卯rfoゐガ などの大型群体が優 占してお り、その隙間に様々な種類

の小型群体が生息す る。5m以 深ではサボテンミ ドリイシの大きな群体が 目立つ ようにな る。 ミ

ドリイ シ科、キクメイシ科サンゴは小群体であるが、種多様性は高い。

調査地点の右岸側サンゴ群集 のなかで今回の調査線 にはかか らなかった種類で特徴的なもの

は、3mラ イ ンでは40rρρOf∂面ηθ∫、ハマサンゴspp.、 アザ ミサンゴ、オオハナガタサ ンゴの大

型群体等が挙げられ る。

・水深3mの 群集

全 コ ドラー ト内 に出現 した種 は49種 で 、多様 度指 数 は0.920で あ った(表55)。 全 コ ドラー ト

にお け る出現 種 の積算 優 占度 か ら判 断 され る優 占種 は 、オ オ リュ ウキ ュ ウキ ッカサ ンゴ(100)、

サ ボテ ン ミ ドリイ シ(93.6)で 、次 いで ヒラ ノ ウサ ン ゴ(52.5)、 トゲ コモ ンサ ン ゴ(49.1)、

コカ メ ノコキ クメイ シ(40.6)の 順 で あ る(図86)。

この群 集 にお け る被 度 は50～80%程 度 で 、海 岸 中央 の砂底 質 に変化 す る位 置 まで 良 く発達 す

る。 サ ン ゴ発 達域 の基 質は 多 くがサ ボテ ン ミ ドリイ シの骨格 と岩盤 か ら形 成 されて い る。
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最近死亡 した と考えられ る死サンゴは 目立たず、各サンゴの成長状況は良いが、水温の上昇

と共に褐藻の シオ ミドロの被度 が増加 している印象を受ける。

前述 したが、ハマサ ンゴ、 コブハマサ ンゴ%r∫ オθ51舵 θ∂は大型群体が生育 しているが、今

回のコ ドラー ト内には出現 していない。同様に小㌣中群体の40却ρo畑ob刀θ∫はパ ッチ状 に数多

く生息 しているが、今回の コ ドラー ト内には出現 しなかった。またアザ ミサンゴの大型群体 も

数多 く生息 しているが、コ ドラー ト内にはかか らなかったため、積算優 占度は低い結果 となっ

た。

底質は主 としてサボテ ン ミドリイシの骨格 からなる塊状サ ンゴ岩石である。堆積物 は少ない

が、春先か らシオ ミ ドロ類の繁茂が著 しく目立つよ うになった。3mの 群集の平均 サンゴ被度

は39.5%、 平均裸面率47.9%、 平均植被12.0%で あった。

・水深9mの 群集

全 コ ドラー ト内に出現 した種 は41種 で、多様度指数は0.872で あった(表56)。 全 コ ドラー ト

における出現種 の積算優 占度か ら判断 される優 占種は、アザ ミサンゴ(100)で ある。次いでサボ

テンミ ドリイ シ(64.3)、 ウスチャキクメイ シ(46.3)、 オオハナガタサンゴ(34.9)、 トゲ

キクメイシ(33.2)の 順 である(図87)。9mの 群集では平均サンゴ被度38.3%、 平均裸 面率58.

9%で あった。

ここの群集における被度は宮 ノ浜3m群 集のものよりも低 く、30～50%程 度、各種類の群体が

よりパ ッチ状に分布 している。岩盤の露出が多いが、被覆状、塊状キクメイシ類 などの小群体

が非常に多 く分散 している。

底質はサンゴ岩礁、お よびサボテ ンミ ドリイシの骨格か らなる塊状サンゴ岩石で、堆積物 は

少ない。
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(6)調 査方法の問題点

製氷海岸では9mラ インが種の帯状分布の境 に位置 したため、群集全体の構造 を必ず しも

反映 していないかもしれない。宮 ノ浜ではハマサンゴ類、アザ ミサンゴな どの大型塊状群

体が比較的多数パ ッチ状に分布 しているため、ラインの設定を行 う際には上下のふれが頻繁に

起 こるため、コ ドラー トなどが設定 しに くい状況であった。今回の調査では水深の変動が少な

い ようにライ ンを設定 した。そのため、ハマサ ンゴ、アザ ミサンゴな どの大型塊状群体はコ ド

ラー ト内に出現 していない。

小笠原に発達す るサンゴ群集 はサンゴ礁域 とも非サンゴ礁域 とも異なる群集構造 となってい

ることが考えられているため、サ ンゴ礁域 を主 とした調査方法では群集構造を定量化 しにくい

場合がある。また小笠原では裾礁が発達 していないため、海岸毎に群集構造が大き く異なる。

そのため、調査 区を設定す る海岸の選定になお検討す る必要があると考えられ る。

※種同定する際に参考 とした資料 を以下に示す。和名 と学名は以下の文献を参考に した。

吉 良 哲 明.1982.原 色 日 本 貝 類 図 鑑.保 育 社.

西 村 三 郎.1992.日 本 海 岸 動 物 図 鑑[1].保 育 社.

西 平 守 孝 ・J.E.N、Veron.1993.日 本 の 造 礁 サ ン ゴ 類.海 遊 舎.東 京 都.437PP.

千 原 光 雄.1975.海 藻 、 学 研 中 高 生 図 鑑.学 習 研 究 社.

宇 井 晋 介 ・亀 崎 直 樹.1988.海 藻 ・海 浜 植 物.沖 縄 海 中 生 物 図 鑑6.(株)サ ザ ン プ レ ス.

内 田 紘 臣 ・福 田 照 雄.1988.サ ン ゴ 、 沖 縄 海 中 生 物 図 鑑9-10.(株)サ ザ ン プ レ ス.

Veron,J.E.N.1985.CoralsofAustraliaandtheIndo-Pacific.Angus&Robertson,Syd

ney,644pp.

Veron,J.E.N.andPichon,M.1976.ScleractiniaofEasternAustraliaI,Families

Thamnastreriidae,Axtrocoeniidae,Pocilloporidae.Aust.Inst.Mar.Sci.Mongr.Ser.,

1:1-86.

Veron,J.E.N.andPichon,M.1980.ScleractiniaofEasternAustraliaIII,Famili

esAgariciidae,Siderastreidae,Fungiidae,Oculinidae,Merulinidae,Mussidae,Pectini

idae,Caryophyllidae,Dendrophylliidae.Aust.Inst.Mar.Sci.Mongr.Ser.,4:1-422.

Veron,J.E.N.andPichon,M.1982ScleractiniaofEasternAustraliaIV,Families

Poritidae.Aust.Inst.Mar.Sci.Mongr.Ser.,5:1-159.

Veron,J.E.N.,Pichon,M.andWijsman-Best,M.1977.ScleractiniaofEasternAustr

aliaII,FamiliesFaviidae,Tracchyphylliidae.Aust.Inst.Mar.Sci.Mongr.Ser.,3:

1-233.

Veron,J.E.N.andWallace,C.1984.ScleractiniaofEasternAustraliaV,Familie

sAcroporidae.Aust.Inst.Mar.Sci.Mongr.Ser.,6:1-485.
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表53製 氷海岸(3m)調 査結果 表54製 氷海岸(9m)調 査結果

日

醐0.

Od.閥o.

測
正 深

サン 弘

死サン 飴

の の 覧

面
瓢

飴

種名

00ノノノqρ0ノ習 γθノ1㎜58

"fノρom〃0ノ ノノε

ノ7f1ρ0ノ容 ご㎎ θ5σα75

/7オノρ01旨 γθ焔 脚 ε8

/7ごノρo朋 μ6㎜58

/7亡1ρ0摺68'ノ6〃,8オ8

ノπノρoノ刃'〃 デb吻 ノε

ノ7オノρ01ヨ カノ釦 ノd旨

σroρ0月7々 山卿ノ'ノ5

Gノ℃ρom践9ノ 刀竃7ε8

σノ鴇ρ0摺db/7θ ノ

0ノひρ0ノ管f/orノ 面

α℃ρo煮θ5ρ.'

5εω ρor8彫r'α ρ〃酌3ノ肥

㎎ ノ85σ 〃ご81"8

8/8π θ8向50ノ σ〃ノ8ノρノ8

σ8〃 ごカ8εfノ 鴇8醒7.

08/7ご カ8εfrθ8醒7.
の ●

'

2

θノマノ〃1圏8曜7〃8ム θ

2γノ∂ ρ8'〃db

8γノ8南 γ〃5

8γ1オθ5々 θノノ60m

8γ ノfθ5σαη9,8α7亡8

8γノ2θε8伽 プ'ご3

8γ〃 吻 θ

ノ7ノθ5ε阻8ρ θσご'僧f8

"ご35f1鴇8側 π3

/8嚇mdb86ヒ7,θ8

ρん83f摺85θ ノヨノノ'8

ρゐ83亡η98σ カ8/oノげ'o㎝
ゐ85εノロ8〃1σ ノ'口ρカごん8ノ〃り

ρ々 85£ハ985ρ

⑳ 艀"ノ88㈱ ノη

ノ'1θρomρ18帥 艀 ノ18

oカ1㎜ θごノ蟹「〃旧訪8θ1

6カノ僧 ごカrノπ63/8㎜1プ5

ノ0肋〃r'8θ6レ ノノε

3σFノ月巴 〃〃κ〃ρ

蝕 ゴ1θ86θ8θ

ノ6ごンoオ80θ3θ

造礁サンゴ 様度指数
● サ ン

現

氷
3

Total

2.7

3.0
V8V1

32.7覧

0.0覧

0.1覧

3.8覧

63.596

平均被度

0.15弘

0.0296

0.54瓢

0.47覧

0.1376

0.97艶

4.11飴

0.1916

0,01%

7.92飴

0.43覧

2.16覧

0.03飴

0.16覧

0.84飴

0.28飴

0.03!6

0.0996

2.63!6

0.16飴

0.04飴

0.06飴

0.58%

0,23瓢

0,35覧

3.83!6

0.00覧

0.39覧

0.18%

2.4596

2.62%

0.51艶

0,01腸

0.1㎝

0.02%

0.00覧

0.09飴

3.7696

0.00瓢

0.00飴

被度比数

1.84

0.2a

6.78

5.95

1.60

12.21

51.95

2.37

0.16

100.0

5.39

27.34

0.34

2.03

10.62

3.48

0.as

1.15

33.26

2.00

0.52

0.72

7.35

2.96

4.48

48.42

0.os

4.89

2.26

30.97
33.12

6.50

0.os

1.25

頻度

0.13

0.07

0.27

0.07

0.13

0.07

0.67

0.33

0.07

0.53

0.07

0.07

0.07

0.20

0.53

0.27

0.27

0.20

0

0.ao

O.33

0.27

0.87

0.so

O.20

0.87

0.07

0.47

0.13

0.80
0.87

0.67

0.07

0.07

頻度比数

15.38

7.69

30.77

7.69

15.38

7.69

76.92

38.46

7.69

61.54

7.69

7.69

7.69

23.08

61.54

30.77

30.77

23.08

sa.s2

46.15

38.46

30.77

100.0

69.23

23.08

ioo.0

7.69

53.85

15.38

92.31
ioo.0

76.92

7.69

7.69

SDR

8.61

3.96

18.77

s.82

8.49

9.95

sa.as

20.41

3.93

80.77

6.54

17.52

4.01

12.55

36.08

17.12

15.60

12.11

58.94

24.08

19.49

15.74

53.68

36.10

13.78

74.21

3.SS

29.37

8.82

61.64
66.56

41.71

3.89

4.47

1.521

34

調 月 日

調
群 閥0.

区No.

測 深m

正 深(m)

サ ン %

死サ ン 96

そ の の

96

96

面%

種名

oci//oporaverrucosa

vntiporaerisea

α7オ1ρ0ノ響 力15ρ ノd乞

αrqoOノ 「8飴 ノ茄05∂

5m2ρ0"〃 那r1ρ ρカfカ3ノ

〃7ぽ1350〃 オ∂ノブ3

318」どθ3デ と75010〃13ノ ブ5

θノη1/178卿 ノノ3ε3

suitessp.

α7135オ 毎 ∂ ρθof〃78オ3

0/7飴5吻86繊 ノで∂

ρ〃85mg36カ8/0ノ げノ0

ρゐ35オノ19∂〃ノ6mρ 力伽

ρカ352㎎35θ 〃7/13

の 〃1ノ ノ∂ 〃760ハ ∂

〃1qgo13ρ ノ3fンρ々y〃8

ごカ〃70切θ亡m〃3肋8θ1

3段75∂1θ ρノ38ア3flo5∂

010幼 〃r/3θdレ,ノ5

adinaminor

1ω7」㎜ 〃ノ,ノ05ω π

Boodleaceae

Dictyotaceae

多様度指数
出現

氷
9m辞

Total

9.53

10.49

iv&v

83.08

4.11

0.01

0.01

12.78

平均被度

0.0196

0.osx

O.00覧

26.61%

0.01%

0.0396

0.01%

0.26%

0.1596

1.09%

0.03覧

0.61%

0.10%

0.0096

54.0396

0.01%

o.oo%

o.ssx

O.01%

0.01%

0.01垢

0.6796

0.oo%

被度比数

o.02

0.15

0.00

49.30

0.02

0.os

o.02

0.48

0.28

2.02

0.06

1.13

0.19

0.00

100

0.02

頻度

0.07

0.07

0.07

0.53

0.07

0.07

0.07

0.20

0.20

0.20

0.07

0.20

0.13

0.07

0.93

0.07

o.00

0.so

O.07

頻度比数

7.14

7.14

7.14

57.14

7.14

7.14

7.14

21.43

21.43

21.43

7.14

21.43

14.29

7.14

100

7.14

SDR

3.58

3.65

3.57

53.22

3.58

3.60

3.58

10.95

10.85

11.72

3.60

11.28

7.24

3.57

100

3.58

0.406

16
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表55 宮 ノ浜(3m)調 査結果 表56 宮 ノ浜(9m)調 査結果

日

亀

尚.

区南.

●

正

ン 笛

ン
の の

%

96

覧

種名

瓢

σo〃 ノ0ρρノ笥 γθrπノ6σ58

0πf'ρ0ノヨ γ6即058

〃fZραr8ゐ'高9/6白

α7f1ρoノ冴 氏7"033

0πf'ρoノ苫f望r即5σ θ偲 ク

α72ノρ9月9伽 θo'8亡8

〃f加 σr85ρ し'

〃ε加αr8ε ρ」2

πご加σr∂ ερP.

ノロρoノヨ8θ 励17ノノケ8

加ρoノむ"εfθr'

6rq〃 η∂ 耽γ∂9〃7ご加5

αrψ αF3¢ γ記力θノθ8

ω卯 摺 γθrワ6y'

ノoρρノ苫'〃2々 α7ノ

【9ρo/2デbr'd8

ノ℃ρo紹5ρ 。バ

ゆ卯 ノヨ ερ.8

ダ'ピ∂5ε μ'

ダ'ご∂3ε μ2

ρ'0ρ0ノ笥6ニノ'ム9〃f'θρ5ノε

'γθoρσ畑 ερσ解'oε ∂

勿κ88角50'σ 〃'3r'5

面oρ 加 ノ85ρ.

σ8"f武旧5亡【98ε ρ、'

63〃εん35fノす8ε μ2

σ8ρ2《35f/885μ3

68〃2始5ご 【98β ρ,4

53'幽 θ ミρ.

68ρα7ゐツ〃 毎oγ'〃3σ を'63

8γ'8ρ ロ〃'{白
ゆ の8「'8ερ8σ'σ58

8γ'∂ 向 臨5

8γ'85μ

∂γ'ag5∂ ムゴ'28

8y'ど65カ θノ毎σノ3

8"亡83ゴ ワθ規ノ058

3r'血950ρ π7伯 ρ8f∂

∂γ'飴85μ'

〃'85かr83θ ロレ〃 ぬ'
ロ コ

o摩'83fノ す8ρ θσ2〃7∂加

'8ぴ 〃 ノ34乱2ゐ ノθ8

θρfor'8ρ んり「8/8

雇85ε7θ30〃r2∂

〃283εア8∂5ρ.6ク ∂'α70'8π ε'2/

6ゆf83ケ θ謬5ρ.

ρム85ごπr86カ8/6'己 ガ6㎝

μり85fノす8〃'{γqρ 舵 始 ノ紹

自り'〃q70r8加 刀8αヲ8

ρ加6aη7岬 ε〃 な〃'0ε〃5

Dictyotaoeaesp.

bゴ伽7屈 〃7'ノ'05㎝

HalmiMhoalalaicasesp.

〃 偲5ρ..

ηプoむα7∂ πσ8θ

8¢げ0ρ θ〃f⑳ 血ノ5四 」7岡7ノノ'8f侭

dり〃70のθfノ管 〃8fん8θ'

ゐ'πα9ごアqρゐ膨5〃oた 蓼fノε

死サンゴ

造磧サンゴ 様度指数
ン

1999/6/13

呂 ノ;

3.
TotaI

一

3.3

3.1

目

39.5%

o.i%

o.ax
12。0覧

47.9%

平均被度 被度比数

0.02鶉

2.89偽

3.43曳

0.10瓢

0.24覧

0.0195

0.17覧

0.36覧

0.09覧

s.ao%

0.03覧

0.3295

1.39瓢

0.30覧

0.38%

8.37瓢

0.03覧

0.26覧

0.15瓢

0.15瓢

0.18鴨

0.70鴨

0.03鴨

0.07鴨

o.aox

O.14%

0.11%

0.05瓢

0.00瓢

0.16覧

0.37瓢

0.01瓢

0.0095

0.04覧

0.00覧

0.14鴨

0.01覧

0.01覧

0.04鴨

0.00覧

0.59鴨

量.68鴨

0.00覧

0.02鴨

0.01覧

0.19鮎

0.20鴨

0.14鴨

9.59鴨

11.89笛

0.04鴨

0.0196

0.00艶

0.08郭

0.40鴨

0.03瓢

0.02瓢

0.00弘

0.19

30.16

35.71

1.09
2.55

0.14

1.72

3.75

0.93

65.67

0.29
3.34

14.53

3.17

3.92
87.23

0.32

2.70

1.54
1.61

1.88

7.25
0.27

0.69

0.oo

1.47

1.19
0.51

0.03

1.67
3.83

0.15

0.03

0.46
0.03

1.451

0.iz

O.10

0.47
0.03

s.ie

17.55

0.03
0.18

0.07

1.93

2.11
1.431

goo

0.13瓢

頻度

0.13

0.13

0.33

0.07

0.13

0.07

0.07

0.13

0.07

0.07

0.07

0.13

0.07

0.27

0.07

0.53

0.07

0.07

0.07

0.07

0.07

0.13

0.07

0.07

0.oo

O.27

0.07

0.07

0.07

0.07

0.33

0.07

0.07

0.2a

O.07

0.zo

O.07

0.2a

O.27

0.07

0.40

0。47

0。07

0.20

0.07

0./3

0.27

0.33

0.53

0.33

0.13
0.40

0.07

被度比数

25.0

25.0
62.5

12.5

25.0

12.5

12.5

25.0

12.5

12.5

12.5
25.0

12.5

50.0

12.5
100.0

12.5

12.5
12.5

12.5

iz.s

25.0
12.5

12.5

0.0

50.0
12.5

12.5

12.5

12.5
62.5

12.5

12.5

37.5
12.5

37.5

12.5

37.5

50.0
12.5

75.0

87.5

12.5
37.5

12.5

25.0
50.0

62.5

ioo.a

SDR

12.6
27.6

49.1

6.8

13.8

6.3

7.1

14.4

6.7

39.1
s.a

14.2

13.5

26.6

8.2
93.6

s.a

7.6
7.0

7.1

7.2

is.i
6.4

s.s

o.0

25.7
s.e

s.s

6.3

7.1
33.2

6.3

6.3

19.0
6.3

19.5

6.3

ia.e

25.2
8.3

40.6

525

6.3
18.8

6.3

13.5
26.1

32.O

ioo.o

0.920

49

日

覧

o.

o.

m

ン 95
ン 栃

の の 覧

覧
面 艶

樫名

ooノ〃oρo/3γ θrr邸ω38

06〃'σ μ7君θ伽160ノ 刀ノ5

〃ご加 ハθ カノ5ρノ吻

πεノρ0ノ箸 卿85ご θノ'勿f8

croFnrahums/is

6ノημ〃鴇 γ8η齢γ'

oroρ9ノη'μ 惚"1

α℃口9【8〃0ノ ブ面

⑳ ρor∂8〃 亡んρ6θノ3'5

0ドノごθ5'砿88

0rノ ご655ρ.

8ηガngハ03θr'3ρ ノ3〃〃〃rf3

αηダ'856〃 ごar'8

8/8κθ8陶50/6〃'8r'8

68πf触9ご ハ985μ'

08πfカ83ごノ智θ5β2

68π ごカ83f紹83μ3
0ρα励yノ'ノ8カ θ〃rノσり'ノ

躍ρ々 ソ〃'∂8脚r'618

囮 脚 力or∂ θκ85∂

8レノ8ρ8ノ 〃吻
'avlaspeclosa

3γノ8向 梶β

θγノ85μ2

8γ1fθ38飯 ガご8

8γノfε9カθ"σor8

8γ'εθ3α 脚 ノ〃ロご8'
avJtessq1

8〃 £θ35μ ク

'35f陶 ρθσεノ旧 ε8

'8f㎎y閉d98吻 融3

'8顔 ∬ ∂3〃78心13

試8磁 γ颪8ερ.

6ρごαF18ρ ゆノ図『'∂

"f83ご ノ管86自rf8

伽3ε ノ「θ33ρ.

ρご83加8ρrμ 〃ロε8

6ρ飴3〃8∂ 鍛

ンρ々 a3ごrθ8{訪8'6'げ ノα〃ロ

ρ々 85ε㎜ 切'6A励 伽'摺
μ ゐ'"88〃 ω ノη

of[ecral

ノ6ごyo2∂伽 θ

向7'πf伽3'8{ガ8ω88

8〃 π8鋤

6foo8〃55ノ'16〃'ω μ5

毎 〃a38〃 訪μ3加 θ1プ8'13
6ん加03ご【6助ω3㈲'8ヴ ε

ノ8伽38γ ノ8ηγノ

'㎜8f朋 僧 ごゐ38/

8£θ耐 θ〃勲oご 〃5〃8㎜ ノ'ノ8ε〃5

6カ1〃of方ノ.カ「63'8曜'3

指

ノ ・

9m

Total

9.3

8.9
1

3a3覧

α0瓢
α0覧
z8覧

5ag曳

平均被度

0.03脇

0.00笛

0.00飴

0.22魅

0.11魅

0.07篇

0.14覧

9.49覧

O.00艶

2.88覧

O.05覧

0.00覧

O.07腸

17.02栃

0.00覧

O.04覧

0.04腸

4.14備

0.26鴨

0.01覧

O.30覧

0.04答

1.00覧

0.02覧

0.01腸

0.01栃

O.06鴨

0.20瓢

0.01艶

0.16鷲

O.52備

0.01腸

o.02鴨

0.00覧

0.0鰯

0.00鴨

被度比致

O.00葛

0.02楯

0.04鴨

0.48魑

0.75覧

o.z

o.o

o.a

1.3

0.7

0.4

0.8

弱.8

0.a

16.9

0.3

0.0

0.4

Sao.o

o.o

o.z

O.2

24.3

1.5

0.1

1.8

0.2

5.9

0.1

0.1

0.1

0.3

1.1

0.1

0.s

3.1

0.1

0.1

0.O

o.s

O.O

o.a

O.1

0.2

2.8

4.4

0.00覧 αoo

0.44質

0.40鴨

0.35髄

1.60鴨

O.01筈

0.01笛

0.00篇

0.00覧

0.00覧

0.00腸

獺

0.07

0.07

0.07

0.07

QO7

aio

O.20

Q53

α07

0.07

0.07

αoo

O.13

Q73

αoo

o.20

Q27
0.33

0.13

QO7

0.61

a2a

Q33

α27

axo
O.07

α47

0.33

Q27

0.47

Q40

0.13

0.07

QO7

Q13

α07

0.07

0.07

Q13

Q47

0.33

αoo

α27

0.13

0.07

0.07

0.07

0.07

頻度比数

9.1

9.1

8.1

8.1

9.1

27.3

27.3

72.7

9.1

9.1

9.1

0.0

18.2

100.0

αoo

27.3

38.4

妬.5

18.2

9.1

90.9

27.3

妬.5

36.4

21.9

9.1

G!.6

妬.5

38.4

磁.6

馴.5

18.2

9.1

9.1

18.2

8.1

9.1

9.1

18.2

a.s

妬.5

o.o

soR

483
458
458

sie
488
1a85
1404

89.25
468
ｻ.of

4Jl
aoO
asp

BoaoO
400

13,75
1a30
3489

a64
ase

4634
13,76
2S66
1ti24
13,67

459
31.99
23.30
iszz

3229
2a80
9:13
459
Q58
azo
468

458
459
a20

33.22
24.99

488

0.872

41
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3.和 歌 山県串本町錆浦

御前 洋(串 本海 中公園セ ンター)

木村 匡(海 中公園センター)

(1)調 査期間

現地調査 を1998年11月 に行 った。

(2)調 査場所

図86に 示す和歌山県西牟婁郡串本町錆浦地先サンゴ群集の うち串本海 中公園地区1号 及び4

号のサンゴ群集を調査対象 とした。西平 ・Veron(1995)に よれ ば、この海域で95種 の造礁サン
ゴ類が確認 されてい る。今回調査を行った海域は、卓状 ミ ドリイシ類 の優 占す る海域である。

今夏、沖縄か ら奄美に掛けて高水温による白化のため、多くのサンゴ群集が死滅 したが、本調

査地点では特 にその影響は見 られなかった。 ただ、近年、サンゴ食貝であるシロレイシガイダ

マシによる食害が 目立ち始 め、本調査でも観察 された。

(3)調 査項 目

調査項 目は以下の通 りである。

i)種 組成

ii)全 生サンゴ被度及び死サンゴ被度

iii)サ ンゴ種別被度、頻度(被 度は撮影画像上で測定する)

iv)水 深、基質、植被、サ ンゴ以外の主 な底生生物

(4)調 査方法

非サンゴ礁域における調査法を基 に実施 した。

i)調 査区の設定

海 中公園地区1号 及び4号 に計2調 査区設定 した。

ii)調 査区の面積

1調 査区15㎡ とした。調査線に沿って1㎡ のコ ドラー トを15回 繰 り返す ことによ り得た。

iii)調 査 区での測定
・位置:1/25 ,000の 地形図 とGPSを 用いて調査区の位置出 しをおこな うと共 に空 中写真画像
へ位置を記入 した。

・調査線 の設定:任 意の基点か ら水深や基質が変動 しないよ う、原則 として海岸線に平行

になるよ うに設定 した。基点 と終点及び5mと10mの コ ドラー トに塩 ビパイプを海底に

固着 させた。
・概観調査:調 査線の周囲を10分 間遊泳 し、優 占す るサ ンゴ種、生サンゴ被度、オニヒ ト

デ食害、白化の有無などサ ンゴ群集の概観 を調査 した。
・コ ドラー ト調査

a.

b.

C.

d.

e.

f.

9・

h.

1.

水深:水 深計により調査時の水深 を測定 し、時刻、天候 とともに記録 した。

基質類型:基 質類型表に従い コ ドラー ト内で最大の面積を示す基質で代表 させた。

全生サンゴ被度:コ ドラー ト内の全生サンゴ被度 を測定 した。

死サンゴ被度:コ ドラー ト内の死ザンゴの被度を測定 した。

出現サンゴ種:コ ドラー ト内に出現す るサンゴを可能なかぎ り種 レベルで、記録 した。

サ ンゴ以外の大型底生生物被度:コ ドラー ト内に出現するサ ンゴ以外の大型表在底生

については可能なかぎり種 レベルで、記録 した。

植被 率:コ ドラー ト内に出現する出現頻度の高い植物の種群名 を被度順 に記録 した。

裸面率:コ ドラー ト内の基質の うち、肉眼で識別できる生物に覆われていない部分の

被度 を測定 した。

写真撮影:各 コ ドラー ト毎に写真に よる撮影 を行 った。
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iv)解 析

撮影 したポジフィル ムをデジタル化 し、パ ソコンに取 り込みCADを 用いて被度の測定を

行 った。

(5)調 査結果

i)海 中公 園地区1号(表57)

サンゴ被度は59.6%と 比較的高いが、出現 した種は6種 のみ と少ないため、多様度指数は0.

159と 低い。 出現 したサンゴの うちクシハ ダ ミドリイ シが際だって優 占(SDRIOO)し てお り、続

くオヤユ ビミ ドリイシ(22.4)と ともにこの地点の造礁 サンゴを代表 している(図87)。 非サ

ンゴ礁域 である串本 における、 もっとも健全なサンゴ群集 を示す地点のひ とつ といえる。

ii)海 中公 園地区4号(表58)

ここも生サンゴ被度は49.7%と1号 についで高い。出現種は20種 である。積算優 占度か ら見た

優 占種は1号 同様 クシハ ダミ ドリイシ(100)で 、際だって優 占している。次いで、チジ ミノウ

サ ンゴ(15.9)、 ウネカメノコキクメイ シ(15.7)の 順である(図88)。1号 に比較 してクシハ

ダ ミドリイシの被度が若干低い分、他のサンゴ種が多数 出現 しているので、多様度指数 は1号 よ

りも高い。 しか し、優 占種の被度が高く、その他のサ ンゴ種 はどれ も1%以 下の被度であるため、

多様度指数は0.397と それほど高 くない。

参考文献

西 平 守 孝 ・J.E.N.Veron.1993.日 本 の 造 礁 サ ン ゴ 類.海 遊 舎.東 京 都.437PP.

種

名

クシハダミドリイシ

オヤユヒ○ミト●リイシ

タカクキクメイシ

オオトケ.キクメイシ

オオカメノコキクメイシ

0 20406080100

積 算 優 占 度

図87積 算優 占度上位5種(串 本1号)

種

名

クシハダミドリイシ

チチ。ミノウサンゴ

ウネカメノコキクメイシ

エンタクミト.リイシ

オオスリハ.チサンゴ

0 20 4060

積算優占度

80

図88積 算優 占度上位5種(串 本4号)

100
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表57串 本海中公園地区1号調査結果

調 査 年 月 日

調 査 地 名

群 集No.

調 査 区Nα

緯 度

経 度

98.11.19

串本(非サンゴ礁域)

33,28',77"N

135,45',24"E

海中公園地区1号地

都県名 和歌山県

水 深(m)

基 質 類 型

4.36

4

生サ ンゴ被度(%)

死サ ンゴ被度(%)

他動物被度(%)

植 被 率(%)

裸 面 ・率(%)

平均被度(%)

59.6

0.7

1.3

25.7

12.6

SD

28.763

0.976

1.565

22.445

13.341

種 名

クシハタ"ミト"リイシ

オヤユビ ミド リイシ

バo云oρo■ヨ5μ

オオトケ"キクメイシ

オオカメノコキクメイシ

タカクキクメイシ

造礁サンゴ多様度指数

造礁サンゴ出現種数

平均被度(%)

53.23

6.11

0.06

0.02

0.16

0.05

0.159

6

SD

34.832

13.067

0.232

0.069

0.608

0.135

頻度

100.0

33.3

13.3

20.0

13.3

20.0

SDR

100.0

22.4

6.7

10.0

6.8

10.0
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表58串 本海中公園地区4号 調査結果

調 査 年 月 日

調 査 地 名

群 集No.

調 査 区No.

緯 度

経 度

98.11.20

串本(非 サ ンゴ礁域)

33,28',64"N

135,43',42"E

海中公園地区4号地

都県名 和歌山県

水 深(m)

基 質 類 型

4.1

4

種 名

生サ ンゴ被度(%)

死サ ンゴ被度(%)

その他動物被度(%)

植 被 率(%)

裸 面 率(%)

平均被度(%)

49.7

8.7

0.3

36.9

4.5

SD

28.931

9.832

o.sss

30.785

8.017

頻 度 ・ SDR

種 名

クシハタ・ミト.リイシ

オヤユヒ.ミト.リィシ

コシバ.ミド リイシ

エンタクミド リィシ

エンタクミド リィシ?

'4α ηρ0■ヨ5μ

規サンゴ

キッカサンゴ

オオトケ9キクメイシ

ヒラタオオトケ.キクメ

ウスチャキクメイシ

キクメイシ

コカメノコキクメイシ

カメノコキクメイシ

ミタ.レカメノコキクメイ

ウネカメノコキクメイシ

チチ9ミノウサンコ◎

タカクキクメイシ

ノウサンゴ

オオスリハ.チサンコ.

造礁サンゴ多様度指数

造礁サンゴ出現種数

平均被度(%)

38.50

0.05

0.39

1.00

0.12

0.20

o.of

o.ss

0.04

0.11

o.io

0.60

0.12

0.25

o.io

0.23

0.38

o.is

0.08

6.57

0.397

20

SD

29.521

o.aoo

1.519

3.068

0.459

0.769

0.041

1.980

0.114

0.420

0.342

1.?44

0.462

0.676

0.293

0.443

0.698

o.soo

0.293

25.429

頻度

86.7

6.7

6.7

20.0

6.7

6.7

6.7

13.3

13.3

6.7

13.3

20.0

6.7

13.3

13.3

26.7

26.?

13.3

6.7

6.7

SDR

100.0

3.9

4.4

12.8

4.0

4.1

3.9

8.6

7.7

4.0

7.8

12.3

4.0

8.0

7.8

15.?

15.9

?.9

3.9

12.4
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写真30串 本海中公園地区1号No.3
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写真31串 本海中公園地区4号No.3
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4.熊 本県天草下島沿岸

野島 哲
九州大学大学院理学研究科附属天草臨海実験所

は じめに

現在、天草諸 島沿岸では98種 の造礁サ ンゴが知 られてお り(Veron,1992a,b;西 平&Veron,

1995)、 検討中の種 も含めると100種 余 りの造礁サンゴが分布す る(こ の うち、約30種 は1994

年に発行 され た熊本 日日新聞刊行の熊本 自然大百科に写真付 きで紹介 されている)。 この よう

に多くの造礁サ ンゴが生息す るものの、現世サンゴ礁の北限といわれ る トカラ列島の小宝島よ

り350km以 上 も北 に位置 し、当然のことなが らサンゴの遣骸が長期にわたって堆積 して形成 され

るサ ンゴ礁 はみ られない。造礁サ ンゴは天草諸島のほぼ全域に分布するが、天草下島の苓北町、

天草町か ら南端の牛深市にかけては被度 が高い良好な造礁サ ンゴ群集 がみ られる海域が多い。

特 に、海中公 園 として指定されている天草町の大ケ瀬 、牛深市の西側 に位置する桑島、大島、

片島 といった離 島周辺、南に位置す る下須島周辺 にはテーブルサンゴを中心に優れた水中景観

を呈 している。 天草下島西岸の水中景観 の特徴は、わずか30～40kmの 海岸線 に沿って、温帯

か ら亜熱帯区に属する生物の移 り変わ りが直接体験できる点にある。北の苓北町の海 中公園で

はワカメ、 クロメ、ホンダワラといった大型海藻や、八放サンゴのヤギ類、 トゲ トサカ類を主

体に した水中景観 が広が り、六放サンゴの仲間の造礁サンゴは比較的少 ない。 これ に対 して、

南の牛深市周辺の海 中公園では、大型海藻が少 なくな り、海藻 と光をめぐる競争関係にある造

礁サンゴの被度が高 くなる。すなわち、北か ら南にゆくに したがって、造礁サ ンゴが多 くな り、

南から北にゆくに したがって大型海藻が増加す る傾向にある。最近では、2月 の月平均最低水

温が徐々に増加 し、 これまでテーブノセ状のエンタク ミドリイ シの見 られなかった富岡半島、通

詞 島周辺に置いても、稚サンゴや小型の群体が見 られ るようになった。

また垂直分布 にっいてみ ると、造礁 サンゴは水深30m付 近まで分布 し、一般 に水深10m以 浅で

はテーブル状のサ ンゴがまたそれ以深では塊状サンゴや被覆状のサンゴが優 占す る。南端の牛

深市周辺では、種数、多様度指数 ともに10m付 近で最大 とな り、それ以浅でも以深 でも減少する

(野島 ・イー ミン、1999).

(1)調 査期 間

現地調査を1999年3月 に行 った。

(2)調 査場所

図89に 示す熊本県天草郡 の天草下島沿岸海域の造礁 サンゴ群集分布域を調査地 とした。調査

海域は牛深市片島、大島、桑島、春這、砂月の5ヶ 所 である。

(3)調 査項 目

調査項 目は以下の通 りである。

)種 組成

i)全 生サ ンゴ被度及び死サンゴ被度

ii)サ ンゴ種別被度、頻度(被 度は撮影画像上で測定す る)

v)水 深、基質、植被、サ ンゴ以外の主な底生生物

(4)調 査方法

非サンゴ礁域にお ける調査法を基に実施 した。

i)調 査区の設定

海 中公園地 区1号 及び4号 に計2調 査区設定 した。

ii)調 査 区の面積

1調 査区15㎡ とした。調査線 に沿って1㎡ のコ ドラー トを15回 繰 り返す ことによ り得た。

iii)調 査区での測定

・位置:1/25 ,000の 地形図とGPSを 用いて調査区の位置出 しをおこな うと共に空 中写真画像
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へ位置 を記入 した。

・調査線の設定:任 意の基点から永深や基質が変動 しないよ
.う、原則 として海岸線 に平行に

なるよ うに設定 した。基点 と終点及び5mと10mの コ ドラー トに塩 ビパイプを海底に固着

させた。
・概観調査:調 査線の周囲を10分 間遊泳 し、優 占するサンゴ種、生サ ンゴ被度、オニ ヒ トデ

食害、白化の有無な どサンゴ群集の概観 を調査 した。
・コ ドラー ト調査

a.

b.

C.

d.

e.

f.

9・

h.

1.

水深:水 深計によ り調査時の水深を測定 し、時刻、天候 とともに記録 した。

基質類型:基 質類型表 に従いコ ドラー ト内で最大の面積 を示す基質で代表 させた。

全生サンゴ被度:コ ドラー ト内の全生サ ンゴ被度を測定 した。

死サンゴ被度:コ ドラー ト内の死サ ンゴの被度 を測定 した。

出現サ ンゴ種:コ ドラー ト内に出現す るサンゴを可能なかぎ り種 レベル で、記録 した。

サ ンゴ以外の大型底生生物被度:コ ドラー ト内に出現す るサ ンゴ以外の大型表在底生

については可能なかぎ り種 レベルで、記録 した。

植被率:コ ドラー ト内に出現する出現頻度の高い植物の種群名 を被度順 に記録 した。

裸面率:コ ドラー ト内の基質の うち、肉眼で識別できる生物に覆 われ ていない部分の

被度 を測定 した。

写真撮影:各 コ ドラー ト毎に写真による撮影 を行 った。

iv)解 析

撮影 したポジフィルムをディジタル化 し、パ ソコンに取 り込みCAI)を用いて被度の測定を

行 った。

(5)調 査結果

i)片 島(表59)

片島は牛深市の南西7kmの 沖合いに位置する無人島で、陸上部は国立公園の特別地域に指定 さ

れている。水深15mま で落 ち込む急崖 となっている南西部 と細かい転石で覆われている東側 を除

いて、ほぼ島の全域で造礁 サンゴや ソフ トコー ラルがみ られ る。特に島ゐ北東方向にやや離れ

た場所 にある幅30m、 長 さ50mの 楕 円形の円礫層 よりなる台地状 の岩礁には、エンタクミ ドリイ

シ、クシハダ ミドリイ シ、コユ ビミドリイシ(Veronの 同定による)な どのテー ブルサ ンゴを

中心 とした造礁サ ンゴの群落がみ られ る。 この円礫層の台地は、水深5-8mの 円礫で覆われ た海

底から3-5m立 上 り、頂部は水深2-3m前 後 で周囲は数mの 崖 になっている。 この崖の部分にはオ

オ トゲ トサカ、セ ンナ リスナギンチャクなどが、またオーバーハングのところでは、真っ赤な

イソバナや赤黄色のイボヤギ、アサノサンゴの群落が見 られる。台地の周囲にも、円礫層 よ り

なる岩礁 が散在 し、それ らの平坦部分にもテーブルサ ンゴが群生 している。 これまでの ところ、

片島のこの台地周辺か らは38種 の造礁サンゴが確認 され ているが、被度の高 さの割 には水深が

浅いためか種類数は少ない。牛深周辺では最 も沖合 いに位置す るため、外洋水の影響 を受 けて

透明度が最 も高 く、冬季 には しば しば30mを 越 えることもある。

1990年 度の調査では平均被度は75%前 後であったが、1991年9月 の台風19号 、21号 、その

後のサンゴ食巻貝の食 害により、今回の調査では63.5±23.7%に 減少 した。 また、エ ンタクミ

ドリイシ(Fuzed-type、Veronの 私信 によると同種 とされてい るが、種々の状況証拠か ら別種

の可能性 もあるため、今回の調査では別種 として取 り扱 った。SDR:96.8)、 エンタク ミ ドリイ

シ(SDR:75.9)、 コユ ビミ ドリイシ(Veronの 同定ではコユ ビミドリイシとなっているが、串

本海中公園セ ンターのガイ ドブ ックではオヤユ ビミ ドリイシ、A.ge㎜iferaと されている。SD

R:56.6)の3種 が優 占し、 この3種 で被度55%を こえる(図90)。 今回の調査に出現 したの

は生息が確認 されている38種 の うちの16種 と少なかった。 また、前述の3種 が優 占するため、

多様度指数 は1.455と 低 い値 を示 した。

ii)大 島(表60)

牛深港のほぼ西5kmの 沖合 いに位置す る無人島である。島の周囲の水深は10-15m前 後 と比較的

浅いが、島の北東部 旧臨時桟橋周辺の水深3-10mの 海底 には、平坦な岩礁上に少なくとも数ヘ ク

タールの範囲でサンゴがみ られ、規模お よび被度の点か らも県下随一の造礁サンゴ群集 となっ
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ている。水深が浅いために、エ ンタクミ ドリイシ、クシハダ ミドリイシといったテーブル状の

サンゴが優 占種 となつているが、'岩礁 の崖やオーバーハ ングの ところでは、その他の多 くの塊

状、被覆状 、枝状のサンゴがみ られ、オオ トゲ トサカをはじめ とす るソフ トコーラルも多い。

これまでの調査では43種 の造礁サンゴが確認 されている。島の北東部 に位置 しているため、199

1年9月 の台風19号 、21号 の影響 も少な く、またその後のサ ンゴ食巻貝類による食害も、地元ダ

イバーによる除去活動 によって最小限にくい止められている。

今回の調査は、テーブルサンゴが優 占する平坦な岩礁上で行ったが、造礁 サンゴの平均被度

は83.41±23.29%と 非常に高 く、その殆 どを出現 した18種 の うち、エ ンタクミ ドリイシ1種 が

占め(SDR:100)、 次いでクシハ ダ ミドリイ シ(SDR:13.1)が 優 占 した(図91)。 従って、多

様度指数 は片島よ りさらに低 く、0.723で あった。

iii)桑 島(表61)

大島の北 に位置する無人島で、片島、大島に比べると周囲の水深 は20-30mと 深 く、島か ら離

れて、周 りにい くつかの瀬が散在する。離れ瀬のひ とつで、島の東側に位置す る薩摩瀬 と呼ば

れ る場所 では、周囲に10m前 後の浅瀬が広が り、大島ほどではないがや は り数ヘ クタールの範囲

にテーブル状サンゴの群落が広がる。1991年 の台風19号 、21号 による影響 と、直後の1992年 か

ら始まった、サンゴ食巻貝などの影響で(巻 貝除去の効果を見るために、除去活動を全 く行わ

なかった)、20%前 後の被度の減少が見 られているが、それでも平均被度は50%近 く(1995年

度調査)に 達す る。 これまでの ところ天草で知 られている98種 の うち、77種 の造礁サンゴが確

認 されている。

今回の調査は水深3-9mに 広がるテーブルサンゴ帯の平坦な岩礁上で行ったが、これ まで記録

されている77種 の うち、27種 のサ ンゴが出現 した。平均被度は57.1%で 、1995年 時 よりはわず

かに増加の傾 向が見 られ る。テーブル状のエンタク ミドリイシが優 占 し(SDR:85.8、 多様度指

数 も1.056と 低いが、エ ンタク ミドリイシのはぎ取 られた岩礁上には、塊状のサンゴやその後に

新 しく定着 した若い群体が見 られる(図92)。

iv)春 這(表62)

牛深港 よ り程近い春這(は るはえ)の 入 り江には水深1mか ら8mに かけて、幅約20m、 長 さ

約200mに わ ったって、1990年 度 の調査では平均被度が75%以 上の造礁サンゴ群集が広がってい

る。 これ までの潜水調査で、面積的には比較的狭いこの春這の入江か ら44種 もの造礁サンゴが

確認 されている。牛深の離島である桑島、大島、片島の造礁サンゴは波あた りの強い外洋に適

応 したテーブルサンゴや、塊状サンゴがその多 くを占めるが、波浪の影響の少ない春這の入江

では、む しろこれ らの離島では水深10m以 深 に多いキ ッカサンゴ、 ウスカ ミサンゴ、アナキ ッカ

サンゴなど被覆状のサンゴや、 ミ ドリイシ属の枝状のサ ンゴが多い。 また、塊状サ ンゴも他 の

場所ではみ られない大型群体が多 く、平成7年 の4月 にはおそらくは県下で最大 と思われ る長

径4m、 短径3m、 高 さ1.5mの ハマサ ンゴの一種(種 類は不明)が 発見 された。 さらに、この

春這の現世サンゴ群集 に隣接する位置に、小規模 なが ら厚 さ1m程 度のサンゴ遺骸群集の堆積

がみ られ、年代測定はまだ行なわれていないが、現在 よ りも暖かかった古い時代 に小規模のサ

ンゴ礁(?)を な していた可能性 もある。

今回の調査では大型の円礫が覆 う斜面部分で行 った。 コ ドラー ト内に出現 した種数 は29種 で、

44種 の うち大部分の種 がみ られた。サ ンゴの平均被度 は68.08%で 、1990年 時よ りはやや減少 し

ている。出現種は多いものの、キッカサンゴ1種 が突出 して優 占す るため(図93)、 多様度指

数は1.256と 低 い値を示 している。

v)砂 月(表63)

牛深市街 の南に位置す る下須島砂月浦の東側海岸近 くに、水深12m前 後の砂底か ら水深3mま

でまで丘状にも りあがった岩礁がある。以前にはエ ンタク ミドリイ シを中心に群集が平均被度7

0%以 上のテーブルサンゴ群集が見 られたが、1991年 の台風19号 次いでの21号 により壊滅的な打

撃を受け、被度は10%以 下に減少 した。近年 、裸地化 した岩礁上にテーブルサ ンゴの稚サンゴ

が多く定着 し、かつてのサンゴ群集が回復 しつつある。水深のやや深 い ところには、大型の塊

状サンゴ類が多 く見 られ、周辺で見 られ る種数は比較的多い。

今回の調査では、他の調査地点 と比較 して岩礁が起伏に富み、付近には平坦な地形がみ られ
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なか ったた め 、岩 礁 の 中腹 か ら斜 面 に沿 って方形 区を設 置 した。 造礁 サ ン ゴ平均被 度 は僅 か22.

02%で あ った が、 出現 した種 数 は、38種 と最 も多か っ た。 被度 は低 い ものの 、 トゲイ ボ サ ン ゴ

(SDR:84.5)、 コマル キ クメイ シ(73.2)、 フカ トゲ キ クメイ シ(64.8)、 フ タマ タハマ サ ン

ゴ(59.7)、 エ ンタ ク ミ ドリイ シ(53.7)等 のい くつか の種類 が頻度 高 く出現 した(図94)。

出現種数 が 多 く、か つ優 占種 が いな か ったた め、多様 度指 数 は2.857と 牛深 での調 査 地点 での最

高値 を示 した。
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(6)調 査手法の問題点

1)非 サ ンゴ礁域では造礁サ ンゴは直接岩盤 も しくは転石上に付着 しているため、ほぼ平坦

な面上に50mも の調査線 を引けることは希 である。つま り、岩盤以外の異質な気質上にま

たがることが多い。

2)3mと 間隔をあけて、方形区を設置 した場合、と例 えば10mの ラインに沿って連続的

に10個 の方形枠 を置いた場合、どち らが有効であるかの議論 はなされているか?

3)簡 便な方法 として、被度 を測定す るために10mの ライ ン トランゼ ク ト法が頻繁 に用い

られている。その方法 と比較する と、コ ドラー ト法の時間の消費が激 しく(実 際に調査 を行

ってみ ると1地 点3時 間か ら4時 間を費や した)、 水深 の深い ところでの調査は出来ないの

ではないか?

4)ニ コノスVと20mmレ ンズを用いて、水 中写真撮影法を行ったが、一眼 レフでないニ

コノスVで 歪みな く写真 を撮 ろ うとす ると非常に難 しく、時間がかかる。また適正 に写真撮

影が出来たか どうかは現像 してみるまではわか らない。

5)ニ コノスVで 撮影 した写真か らだけでは種 の同定が難 しいグループがある。

6)写 真撮影 し、画像 をCD-Rに 落 とし、NHI-imageに よる面積測定を試みたが、非常に

多くの時間がかかる。
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表59片 島調査結果

調査年月日

調査地名
群 集No.

調 査 区No.

緯度
経度

水深(m)

質類型
サンゴ被度(%)

死サンゴ被度(%)

その他の動物被度(%)

直 率(%)

裸面率(%)

種名
50/11悟 ■γ8/75/5f-ty

.50〃 オ∂㎜ 〃515

〃8ゾ オ1向 紹

〃γ∂01〃オ加 ε

露η〃z〃

0舵 ∂5か θ∂ γ∂ノθ〃01θ 〃5

orlfθ5加ro〃 θ〃515

∂γノ:∂ρ∂1110臼

.デ3γ μ5

0171∂5ごZθ ∂0覧9費7η η15

α7オ1ρo煮 ∂1〃 ナbηπ15

励 ∂5か θ∂ εθ紹1〃 ∂

oo11/oρo1∂6臼 〃1α7η7ノ

γ伽 ρね0/r3θXθ53

o〃1∂5オ1θ ∂ ∂〃5オ1∂ 〃 θ〃

!γθα70旧 θ溜 θ1詔

多様度指数
出現種数

99.3.23

牛深市片島
県名 熊本県

1

1

32ｰ08.823N

129ｰ58.661E

3.7

1,II

63.5

0

0.43

6.78

30.8

平均被度

30.233

15.650

10.500

4.233

1.100

0.733

0.267

0.233

0.167

0.083

0.067

0.067

o.oso

Ooso

0.017

o.oｻ

1.455

16

被度比数
100

51.8

34.7

14.0

3.6

2.4

0.9

o.s

o.s

0.3

o.z

o.2

0.2

0.2

0.1

0.1

頻度

87

93

73

13

13

40

20

13

20

20

7

7

20

13

7

7

Ave.±sd

0.2

(優 占)1

23.7

0

1.68

10.11

21.3

頻度比数

93.5

100.0

78.5

14.0

14.0

43.0

21.5

14.0

21.5

21.5

7.5

7.5

21.5

14.0

7.5

7.5

0.352

SDR

96.8

75.9

56.6

14.0

8.8

22.7

11.2

7.4

11.0

10.9

3.9

3.9

10.8

7.1

3.8

3.8

4.33t1.50

記録者/氏 名:野 島 哲 所属:九 州大学大学院理学研究科天草臨海実験所
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表60大 島調査結果

調査年月日

調査地名
群 集No.

調 査 区No.

緯度
経度

水深(m)

質類型
サンゴ被度(%)

死サンゴ被度(%)

その他の動物被度(%)

率(%)

裸面率(%)
種名

croporaso/itaryensi

々γ∂01η肋 硲

ε011た71γ εノ7515f-ty

σ勉η〃iμ刀

ンρり∂5か 「θ∂8θ ハ∂ノ〃 ∂

0π7ρ0κ ∂oヴ8ブ が 煮θ1ヨ

'aniastreafavu/us

0〃加5ケ θ∂ γヨ1θ〃01θ 〃5

ノ∂オy8γ 煮∂oo〃 加r翻

oσ1/10ρ0120白 〃71α7ノη1

θρオ∂5かrθ ∂ ρ〃η7〃r6ヨ

脚!汐 〃1∂ レヨノθ1診1θ〃7

oroρ0ノ 「∂ ρ煮〃'η05ヨ

oノα7011∂sp。1

6b〃oρ加r∂ θ焔53
"
aviasp.1

0171∂5か θ∂ 礁 デbノ刀715
"
aviapa//ida

多様度指数
出現種数

99.3.25 都県名 熊本県
牛深市大島

5

1

32ｰ11.034N

129ｰ58.234E

5.6

i,iv

83.41

0

0.18

6.47

14.48

平均被度

69.125

8.433

2.95

1.2667

0.317

0.267

0.167

0.167

0.117

0.117

0.1

0.1

0.067

0.067

0.067

0.033

0.033

0.017

0.723

18

被度比数
100.0

12.2

4.3

1.8

0.5

0.4

0.2

0.2

o.2

o.2

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

o.o

o.o

o.o

頻度

93

13

7

13

20

13

7

7

7

13

7

7

7

7

7

7

7

7

Ave.tsd

1

(優占)1

23.29

0

0.71

4.76

21.26

頻度比数

100.0

14.0

7.5

14.0

21.5

14.0

7.5

7.5

7.5

14.0

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

0.356

SDR

100.0

13.1

5.9

7.9

11.0

7.2

3.9

3.9

3.8

7.1

3.8

3.8

3.8

3.8

3.8

3.8

3.8

3.8

3.60t1.96

記録者/氏 名:野 島 哲 所属:九 州大学大学院理学研究科天草臨海実験所
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表61桑 島調査結果

調査年月日

調査地名
群 集No.

調 査 区No.

緯度
経度

水深(m)

質類型
サンゴ被度(%)

死サンゴ被度(%)

その他の動物被度(%)

植 率(%)
裸面率(%)

種名
oroρor∂5011オ ∂r♪尾917ε15

5011た71つ 〆θη5ゾ5f-ty

〃81オ1汽9階

o励oゲ ㎝

励 ∂5か'θ∂oθ1ヨ1〃 ∂

/oripes

or1オ θ5加 ノ「0/7θノ7515

"
aviasp.1

speciosa

17左75オ1θ ∂ レ2ノ θノ701θ ノ717θ5

∂〃 オθ5ω 吻ρ1∂〃∂1丘∂

3∂㎜ooor∂6ヒ4ρ θrデ101∂ ノ1
'
aviasp.2

〃1∂5亡1θ ∂aレ5力 門∂11θ ノ751

yloooθ η1θ 〃 ∂9〃 θ〃酌 θr

∂γ1∂ 〃7ヨr1オ1〃路?

'
aviasp.3

samnocoraprofundace/1
'
aviafavus

∂γ1∂ ρ∂ノ110白

α7185カ ドθ∂'0㊨ 費71刀715

croavrapruinosa

∂レプぬ95訪0ダ1飴
'
avitessp.1

obngρ んつr∂ θ」rθ5ヨ

θρオ∂5カ ドθ∂ ρ〃η7〃rθ∂

acilloporadamicornis

多様度指数
出現種数

99.3.26 都県名 熊本県
牛深市桑島

6

1

32ｰ11 800N

129。58.683E

7.7

1

57.10

0

6.38

2.70

33.38

平均被度

43.33

4.92

2.37

1.63

1.47

1.00

0.55

0.38

0.32

0.18

0.13

0.13

0.08

o.os

0.08

0.07

0.07

0.07

0.05

o.os

0.03

o.02

o.02

o.02

o.02

0.02

o.02

1.056

27

被度比数
100.0

11.3

5.5

3.8

3.4

2.3

1.3

0.9

0.7

0.4

0.3

0..3

o.2

o.2

0.2

0.2

o.2

o.2

0.1

0.1

o.i

0.0

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

頻度

100

60

27

13

80

7

60

20

13

13

7

13

13

7

7

13

13

7

7

7

7

7

7

7

Ave。 ±sd

0.3

(優 占)1

30a60

0

8.46

2.99

26。96

頻度比数

71.7

32.5

14.7

7.3

40.a

4.0

30.3

16.7

10.2

6.6

6.6

3.6

10.0

6.5

6.5

3.5

3.5

10.0

6.5

6.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

SDR

85a8

21.9

ｮe

5.5

22.1

3.2

15.8

8.8

5.4

3.5

3.4

1.9

5.1

3.4

3.4

1.8

1.8

5.1

3.3

3.3

1.8

1.8

1.8

1.8

1.8

1.8

1.8

0.48

5.80t2.11

記録者/氏 名:野 島 哲 所属:九 州大学大学院理学研究科天草臨海実験所
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表62春 這調査結果

調査年月日
調査地名

群 集No.

調 査 区No.

緯度
経度

水深(m)

基質類型
サンゴ被度(%)

死サンゴ被度(%)

その他の動物被度(%)

植被率(%)

裸面率(%)
種名

oカ ノ〃oρノ〃P1〃 ∂ ∂5ρθ1ヨ

1∂オγ甜 ノrヨoo〃 オor亡θ

croporaso/itaryensis

ntiporasp.

助o〃〃 〃 ∂8"oo旧

or1オ θ5ん θro17θ17515

01rqρ0!ヨdθ"詐 μ刀?

1オんoρりγ〃o〃 〃〃0勿1∂オ㎝

∂mウ ∂オオ01∂ ∂〃7100r㎝

oθoヴω刀 θ16P1冶 〃オoオμ5

'
aviasp.1

α71∂5カ 「θ∂0を9費7η715

0∂17〃7∂5ケ θ∂ θ0!7〃7∂1悟

γ伽 ρ1κpr∂ θxθ5ヨ
'
avitessp.

aviapa/lids
"
aviasp.2

傷 ρん∂5か'θ∂5θ ノ=∂1〃∂

hysophylliaay/eni

∂γ1∂ 〃盈gx1〃ヨ?

α71∂5オ1'θ∂ デ～7γ〃1硲

195a卯ooor∂ ρroノ セノηo省oθ11

171∂5オη9∂aレ5力 門∂11θ1751
'
aviasp.3

o/710ρorヨ10か ∂ホ∂?

aviaspeciosa

oscinastreaco/umna

∂γoη∂ 詫o〃55∂ オ3

多様度指数
出現種数

99.3.24 都県名 熊本県
牛深市春這

10

1

32ｰ10.650N

130ｰ01.360E

4.0

IV

68.07

0.1

1.63

6.98

23.18

平均被度

49.03

0.48

2.68

0.03

o.so

o.20

o.s2

0.32

0.78

6.17

0.53

0.38

0.30

1.38

0.23

o.20

0.13

0.12

2.52

0.10

0.10

0.05

o.os

0.07

0.07

o.05

o.03

0.30

1.256

29

被度比数
100.0

1.0

5.5

0.1

1.8

0.4

1.7

0.7

1.6

12.6

1.1

o.s

o.s

2.8

0.5

0.4

0.3

o.2

5.1

o.2

o.2

0.1

o.2

0.1

0.1

0.1

0.1

o.s

頻度

100

60

60

7

13

7

20

27

47

40

27

13

13

27

20

20

53

7

7

13

7

13

13

7

7

7

47

Ave.±sd

0.4

(優 占)IV

24.94

0.21

2.55

4.72

20.45

頻度比数

100.0

so.o

60.0

7.0

13.0

7.0

20.0

33.0

27.0

47.0

40.0

27.0

13.0

13.0

27.0

20.0

20.0

53.0

7.0

7.0

13.0

7.0

13.0

13.0

7.0

7.0

7.0

47.0

0.92

SDR

100.0

30.5

32.7

3.5

7.4

3.7

10.8

16.8

14.3

29.8

20.5

13.9

6.8

7.9

13.7

10.2

10.1

26.6

6.1

3.6

6.6

3.6

6.6

6.6

3.6

3.6

3.5

23.8

7.20±3.03

記録者/氏 名:野 島 哲 所属:九 州大学大学院理学研究科天草臨海実験所
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9

表63砂 月調査結果
調 年月日
調 地名

No.

調 区No.

9

`

フ深m

質 ●

サン %

死サンコ %

その の ス%
%

面 %

6b/70ρ ん0/rヨ θ潔7θ52

1θθ135オ ノθ∂ γθ〆r51ρo1ヨ

6ンρ々33か θ∂5θ1ヨ111∂

ンηZρ勿!11ノ ∂ γ∂1θη01θ ノ7/7θ5

6∂〃10ρor∂1α う∂ごヨ

croporasolitaryensis

ゆρ1オθ5加rO1汐175ゾ5

ノθ1甥gγ〆rヨ0017オor1悟
'
aviasp.1

cropora/oripes

1オカoρカγノ10〃 〃170を"3オ ム切

037亡!735オrθ θ 加 〃r10カ1ノ

oカ1/7ρρ加 ノ11∂8碑7θ1ヨ

0θoゲ 〃η7θ16ρ カ∂ノ7オ0オ〃5

eptastreapurpurea

.ε01ノ オ∂σ θ〃5/5f-typ

3巳〃3ρ θ1110曾

o/rqρoノ セ7sp.2

6b/7ノ ∂3オ1θ3∠ だノ5か 「ヨ11θ ノ75ノ

0〃 ノ∂εケ θ3虎 デb1刀715

aviaspeciosa

∂γ1オθ560〃 ρ1∠7耀ノ1∂加

6ヒ〃71∂5亡rθθ デ≧7γ〃1〃3

3レプオθ5sp.2

3ヨ㎜700α レ「35乙 α7θrデ101∂ ノ1

1加 か1舵7!13ρ θノオヨ1悟

1γθqoo紹 θ溜 θ1ε∂

ノ3之既舘rヨ 議9θ0曾!θ ∂?

オy/oooθ ノ71θ1ノ∂8〃 θノ7オカθr

6ノηρ0ノ亀gol/9ノ 亡1f∂アヨ

α31/10ρo1;809〃100〃715

Unidentifiedspecies

onitiporasp.

〃1∂5ゐrθ ∂oノ ρノ5ρ∂オヨ?

3∂㎜ooorヨ ρro尭 〃7面oθ11

0!り ρ0/7/Z/∂0ノ 〃f12乙谷

ヨγ1∂sp.4

3γ ノオθ3sp.

多様度指数
出現種数

99.3.27 陳 名 噛、'、

深市砂月
s

1

32 10.033N

7.8

i

22.02

0

15.55

1.95

60.48

平均 ユ

4.48

2.80

1.68

1.62

1.48

1.37

0.87

0.83

o.sz

0.72

0.70

o.s2

0.55

0.38

0.33

0.32

o.2a

0.27

o.22

o.20

0.18

0.15

0.15

o.12

0.12

0.10

o.os

0.08

o.os

0.07

0.07

0.07

0.05

0.05

0.05

0.03

o.02

o.02

2.875

38

比

100.00

62.45

37.55

36.06

33.09

30.48

19.33

18.59

18.22

15.99

15.61

13.75

12.27

8.55

7.43

7.06

6.32

5.95

4.83

4.46

4.09

3.35

3.35

2.60

2.60

2.23

1.86

1.86

1.86

1.49

1.49

1.49

1.12

1.12

1.12

0.74

0.37

0.37

'

60

73

80

13

47

67

87

40

67

13

20

13

13

13

13

7

20

20

27

13

7

7

7

13

7

7

7

7

7

7

13

13

7

7

7

Ave.士sd

1.4

i

7.25

0

18.92

3.09

14.82

' 比

69.0

83.9

92.0

14.9

54.0

77.0

100.0

46.0

77.0

14.9

23.0

14.9

37.9

14.9

46.0

14.9

14.9

8.0

23.0

37.9

23.0

31.0

14.9

8.0

8.0

8.0

14.9

8.0

8.0

8.0

8.0

8.0

8.0

14.9

14.9

8.0

8.0

8.0

SDR

84.5

73.2

64.8

25.5

43.6

53.7

59.7

32.3

47.6

15.5

19.3

14.3

25.1

11.7

26.7

11.0

10.6

7.0

13.9

21.2

13.5

17.2

9.1

5.3

5.3

5.1

8.4

5.0

5.0

4.8

4.8

4.8

4.6

8.0

8.0

4.4

4.2

4.2

0.413

9.27f2.52

記録者/氏 名:野 島 哲 所属:九 州大学大学院理学研究科天草臨海実験所
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5.奄 美大島摺子崎

御前洋(串 本海中公園センター)

木村匡(海 中公園センター)

は じめに

日本では琉球列島に続 くサンゴ多様度の高い地域 として知 られ る奄美諸 島は、1992年 の調査

では220種 の造礁 サンゴが記録 されてい る(西 平 ・Veron,1995)。

ところが、1998年 夏に沖縄か ら九州 にかけて高水温の影響によるサンゴの 白化現象が起 こり、

奄美諸島で もその影響でかな りのサ ンゴが死滅 して しまった。調査地点以外でも瀬戸内のグラ

スボー トか ら1ま、1-3mほ どの卓状 ミ ドリイ シ類がそこか しこで 白化 しているのが観察 された。

調査点ではすでに死滅 して表面を藻類 に覆われたサンゴ群集が優先 していたため、データ上は

海藻類の被率が多 くなっている。 このサンゴの死滅は、水深1m以 浅の礁池か ら水深12mほ どの礁

縁部にまで及んでいた。

(1)調 査期 間

現 地調 査 を1998年11,月 に行 っ た。

(2)調 査場所

図95に 示す鹿児島県名瀬市摺子崎地先のサンゴ群集 を調査対象 とした。礁池及び礁縁(水 深

3m及 び9m)に 調査区を設定 した。

(3)調 査項 目

調査項 目は以下の通 りである。

i)種 組成

ii)全 生サンゴ被度及び死サンゴ被度

iii)サ ンゴ種別被度、頻度(被 度は撮影画像上で測定す る)

iv)水 深、基質、植被、サ ンゴ以外の主な底生生物

(4)調 査方法

サンゴ礁域 における調査法を基に実施 した。

i)調 査 区の設定

礁池 に1調 査区設定 した。 礁縁では3及 び9m深 に各1調 査区設定 した。

ii)調 査区の面積

1調 査区15㎡ とした。調査線 に沿って1㎡ の コ ドラー トを15回 繰 り返すこ とによ り得た。

iii)調 査区での測定

・位置:1/25 ,000の 地形 図とGPSを 用いて調査 ラインの位置出 しを行い、空中写真 に記入 し

た。
・調査線の設定:任 意の基点から水深や基質が変動 しないよう、原則 として海岸線 に平行

になるよ うに設定 した。基点 と終点及び5mと10mの コ ドラー トに鉄筋杭 を海底 に打ち

込んだ。
・概観調査:調 査線の周囲を10分 間遊泳 し

、優 占するサンゴ種、生サ ンゴ被度、オニ ヒト

デ食害、 白化の有無な どサンゴ群集の概観を調査 した。
・コ ドラー ト調査

a.

b.

c.

d.

e.

f.

9ド

h.

水深:水 深計 によ り調査時の水深を測定 し、時刻 、天候 とともに記録 した。

基質類型:基 質類型に従いコ ドラー ト内で最大の面積 を示す基質で代表 させ た。

全生サンゴ被度:コ ドラー ト内の全生サンゴ被度 を測定 した。

死サ ンゴ被度:コ ドラー ト内の死サ ンゴの被度を測定 した。

出現サンゴ種:コ ドラー ト内に出現するサンゴを可能 なかぎり種 レベルで、記録 した。

サンゴ以外の大型底生生物被度:可 能なかぎ り種 レベルで、記録 した。

植被率:コ ドラー ト内に出現す る出現頻度の高い植物の種群名を被度順に記録 した。

裸面率:コ ドラー ト内の基質の うち、肉眼で識別できる生物 に覆 われていない部分の

被度を測定 した。
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i.写 真撮 影:各 コ ドラー ト毎 に写真 によ る撮影 を行 った。
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iv)解 析

撮影 したポジフィル ムをデ ィジタル化 し、パ ソコンに取 り込みC佃 を用いて被度 の測定を

行った。

(5)調 査結果

i)礁 池(表64)

奄美はサンゴ被度の高い海域 として知 られていたが、今年夏の高水温による白化の影響を受

け、多くの群体が死滅 した らしい(興 私信)。 そのためか、生サンゴ被度 は2.8%と 低 く、死サ

ンゴ(4.2%)及 び死亡 したサンゴ上に生えた海藻類 の被度が高 く(67.3%)、 全体の7割 近 くを

占めた。特に礁池では死亡 して藻類 に覆われた枝状の ミドリイシの大群落があ り、その間にイ

ソギンチ ャクな どの他生物が枝 に着生 していた。本来な ら枝状 ミ ドリイシの大群落があるべき

ところである。死滅 した枝状 ミ ドリイシの合間に、アナサ ンゴモ ドキや コモンサンゴの仲間、

ハナガササンゴなどの小 さな群体が見 られた。優 占種はエダコモンサンゴ(SDR:100)で ある

(図96)。 出現種数は5、 多様性指数 は0.459。

ii)礁 縁
・水深3m(表65)

本来な ら卓状(ク シハダ ミドリイ シ)や 盤状の ミ ドリイシ類(オ ヤユ ビミドリイ シ、コユ ビ

ミ ドリイシ、サンカクミ ドリイ シ)が び っしりおお う美 しいサンゴ礁であるが、この夏の 白化

によって多 くの ミドリイ シが死滅 して しまい、生サンゴ被度はわずか6.6%、 礁池同様低 く、死

サンゴの表面をおお う藻類 が優 占していた。そのため ミ ドリイシ以外のサ ンゴの小群体が現れ、

出現種数 は27。 生き残 った盤状 ミ ドリイ シ類(被 度オヤユ ビミドリイ シ1.09、 コユ ビミ ドリイ

シ1.43)の 被度が比較的高 く、その他の種の被度が低い(0.5%以 下)た めに出現種数の割に多

様度指数は0.528と 低い。優 占種はノ リコモンサンゴ(SDR:100)(図97)。

・水深9m(表66)

基準水深10mを こえるこの調査地点も、やは り夏場の高水温による白化のために ミ ドリイ シ

類の死亡群体が目立った。 ただ し、水深がある分だけ高水温の影響が比較的少なかった と思わ

れ ることと、礁斜面の特徴 である多種のサンゴ群体が出現 しているため、生サンゴ被度は三地

点 中最 も高い13.1%で あった。 出現種は56、 多様度指数 も1.41と もっとも高い値 を示 した。出

現種の うち、コカメノゴキクメイ シの2.20%、 カンボクアナサンゴモ ドキの1.92%を のぞき、

多 くが被度1%未 満であった。優 占種はコカメノコキクメイシ(SDR:100)、 次いでカンボクア

ナサンゴモ ドキ(93.6)で あった(図98)。
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種

名

エタ○コモンサンコ●

フカアナハマサンコ'

カンホ○クアナサンコ.

ウスコモンサンコ.

ハナカ'ササンコ.

020aososo

積算優 占度

図96積 算優 占度上 位5種(礁 池)

100

ノリコモンサンコ.

オヤユヒ○ミト.リイシ

種

コユヒ●ミト◆リイシ

名

ウスチャキクメイシ

コカメノコキクメイシ

020406080

積算優 占度

図97積 算 優 占 度上 位5種(礁 縁3m)

100

コカメノコキクメイシ

カンホ.クアナサンコ○モ

種

リュウモンサンコ○

名

イホ○ハタ●ハナヤサイ

ウスチャキクメイシ

層
0204060

積算優 占度

図98積 算優 占度上位5種(礁 縁9m)

80 100
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表64礁 池調査結果

調 査 年 月 日] 98.11.14

調 査 地 名

群 集No.

調 査 区No.

緯 度

経 度

水 深(rn)

基 質 類 型

奄美摺子崎

28,24',20.4"N

129,27',13.8"E

1.3

m(1ヶ 所 の み1)

礁池

都県名 鹿児島県

生 サンゴ 被 度(%)

死 サンゴ 被 度(%)

その他動物被度(%)

植 被 率(%)

裸 面 率'(%)

平均被度(%)

2.8

4.2

25.2

67.3

0.6

SD

4.8

10.1

20.9

16.6

0.6

種 名

フカアナハマサンコ"

エタ"コモンサンゴ

ハナカ"サ サンコ"

カンホ"ク アナサンコ9

ウスコモンサンコ"

多 様 性 指 数

出 現 種 数

平均被度(%)

1.24

1.24

0.06

0.13

o.os

0.459

5

SD

4.795

2.107

0.246

o.ago

0.298

頻度

6.?

46.7

6.7

26.7

13.3

SDR

57.1

100.0

9.7

33.8

17.8

、
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表65礁 縁(3m)調 査結果

調 査 年 月 日

調 査 地 名

群 集 No.

調 査 区No.

緯 度

経 度

98.11.14

奄美摺子崎

28,24',17.2"N

129,27',15.6"E

礁縁

都県名

3m

鹿児島県一
生 サ ン ゴ 被 度(%)

死 サ ン ゴ 被 度(%)

そ の 他 動 物 被 度(%)

植 被 率(%)

裸 面 率(%)

平均被度(%)

6.6

0.5

1.0

90.1

1.8

SD

4.876

0.824

o.sss

6.164

2.389

種 名

イポ ハタ"ハナヤサイ

モリスコモンサンコ"

ノリコモンサンコψ

〃∂ηごノρo」旧5μ

オヤユヒ"ミト.リイシ

サンカクミド リィシ

コユヒ"ミ ト9リ ィシ

クシハタ"ミ ト"リイシ

フカアナハマサンコ"

へ"ニ ハマサンコ.

アサ"ミ サンコ"

アナキッカサンコΦ

ウスチャキクメイシ

リサ"一ド キクメイシ

カメノコキクメイシ

マルカメノコキクメイシ

オオカメノコキクメイシ

シモフリカメノコキクメ

コモンキクメイシ

ハ◎リカメノコキクメイシ

コカメノコキクメイシ

リュウキュウノウサンコ"ヒメノウサンゴ

シナノウサンコ"

ヒメノウサンコ"

ナカ"レ サンコ"

トケ"キクメイシ

カンホ"クアナサンコ"モ

平均被度(%)

0.24

o.of

1.46

0.13

1.09

0.11

1.34

0.42

007

0.003

o.07

0.003

0.36

o.07

0.13

0.05

o.07

0.04

o.of

0.12

0.16

0.04

o.07

0.23

0.03

o.os

0.24

SD

o.soi

0.051

1.739

0.376

1.966

0.431

2.346

1.638

0.192

0.013

0.186

0.013

0.645

0.258

0.258

0.194

o.Zso

0.169

0.037

o.a77

0.370

0.169

0.258

0.427

0.097

o.iss

0.933

頻度

13.3

6.7

66.7

20.0

46.7

6.7

40.0

6.7

13.3

6.7

13.3

6.7

40.0

6.7

33.3

6.7

6.7

6.7

6.7層

26.7

40.0

6.?

6.7

33.3

6.7

13.3

6.7

SDR

18.4

5.5

100.0

19.8

37.0

5.2

32.5

5.8

10.1

5.0

10.1

5.0

30.7

5.1

25.2

5.1

5.1

5.1

5.0

20.2

30.3

5.0

5.1

25.2

5.0

10.0

5.1一
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表66礁 縁(9m)調 査結果

調 査 年 月 日

調 査 地 名

群 集No.

調 査 区No.

緯 度

経 度

98.11.13

奄美摺子崎

28,24',21.0"N

129,27',12.0"E

礁縁

都県名

9m

鹿児島県

水 深(m)

基 質 類 型

12.0

1

種 名

生サンゴ 被度(%)

死サンゴ 被度(%)

その他動物被度(%)

植 被 率(%)

裸 面 率(%)

平均被度

平均被度(%)

13.1

2.6

1.3

81.0

1.9

SD

SD

8.284

3.418

2.395

11.840

1.885

頻度 SDR

種 名

ムカシサンコ"

イホ"ハタ"ハナヤサイ

ヘラシ"カハナヤサイ

ヒメイホ"コモンサンコ"

ノリコモンサンコ"

〃b沈 ゴρ0畑 ερ.

コユヒ"ミド リィシ

トケ"スキ"ミド リィシ

ヒメマツミド リィシ

ハナカ"サミド リイシ

ヤッコミト"リィシ

マルツ"ツハナカ"サ ミ

ホソエタ"ミド リイシ

サボ"テンミト"リイシ

オoroρo畑5ρ.

フカアナハマサンコ"

コフ"ハ マサンコ"

へ"ニ ハマサンコ"

平均被度(%)

0.03

0.44

0.07

0.04

0.50

0.04

0.60

0.03

0.10

0.10

0.28

0.66

o.io

0.06

o.02

o.07

0.41

0.46

SD

0.13

0.41

0.28

0.11

0.93

0.13

1.06

0.10

0.38

0.39

o.7z

2.04

0.38

0.21

o.os

o.is

1.04

o.ss

頻度

6.?

66.7

6.7

13.3

33.3

6.7

33.3

6.?

0.0

6.7

13.3

13.3

6.7

6.7

6.7

20.0

26.7

26.7

SDR

4.6

48.5

5.5

8.6

30.6

4.7

32.9

4.4

2.2

6.2

14.1

22.?

6.1

5.1

4.4

13.1

24.7

25.8
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表66 礁縁(9m)調 査結果 (っづ き)

Poritessp.

ハナカ"ササンコ"

シワシコロアンコ"

リュウモンサンコ"

カワラサンコ"

アサ"ミサンコ"

キッカサンゴ

アナキッカサンコ"

スシ"ウミハ"ラ

レースウミハ"ラ

オオトケ"キクメイシ

マルハナカ"タサンコ"

タ"イノウサンコ"

ハナカ"タサンコ"

イボ サンコ"

ササ"ナ ミサンコ"

ウスチャキクメイシ

キクメイシ

スホ"ミキクメイシ

リサ"一 ド キクメイシ

ハ"ラ バ"ッ トサンコ"

カメノコキクメイシ

マルカメノコキクメイシ

オオカメノコキクメイシ

シモフリカメノコキクメ

コカメノコキクメイシ

シナノウサンコ"

ヒラノウサンコ"

ヒメノウサンコ"

ナカ"レサンコ"

ルリサンゴ

ヒメルリサンコ"

フカトケ"キクメイシ

コトケ"キクメイシ

オオリュウキュウキッカ

スリハ"チ サンコ"

ツツスリハ"チサンコ"

カンホ"クアナサンコ"モ

多 様 性 指 数

出 現 種 数

0.01

0.03

0.06

0.45

o.02

0.26

o.07

0.07

0.03

0。06

0.12

0.10

0.05

0.09

0.19

0.26

0.59

0.25

0.17

o.02

o.02

0.17

0.40

0.10

0.48

2.20

002

o.i7

0.05

o.as

0.03

o.00

0.14

0.14

o.07

0.05

0.03

1.92

1.41

56

0.05

0.11

0.24

0.53

o.os

0.40

0.23

0.15

o.io

0.23

o.27

0.39

0.19

o.is

0.37

0.55

o.7s

0.38

0.19

o.07

0.09

0.27

0.76

o.a2

0.59

3.04

0.09

0.45

0.19

0.61

0.13

0.01

0.53

0.34

0.18

o.Zo

0.11

4.46

6.7

6.7

6.7

73.3

6.?

46.7

13.3

20.0

6.?

6.7

20.0

6.7

6.7

46.7

26.7

26.?

53.3

40.0

53.3

6.7

6.7

33.3

33.3

20.0

46.7

86.7

6.7

20.0

6.7

13.3

6.7

6.7

6.7

20.0

13.3

6.7

6.7

46.7

4.1

4.5

5.3

52.5

4.3

32.8

9.3

13.1

4.5

5.2

14.3

6.1

5.0

29.0

19.6

21.3

44.1

28.8

34.5

4.3

4.4

23.1

28.3

13.7

37.8

100.0

7.7

25.3

8.3

19.3

7.9

7.2

10.2

24.6

15.8

8.3

7.8

93.6
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